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刊行のことば

　本書は『話しことばの文型（i＞』（報告18，昭和35年刊）に続く

ものである。『文型（正）』では，対謡形式の資料にもとづいて研究

を行なったが，本書は，講演・講義・演説・祝辞・テーーブルスピ》

一チ・ラジオニュース解説等の独話形式の資料によって研究を進

めた。研究の態度や方法は，大体『文型（1）』を受けついでいる

が，方法の細部においては，かなりの修正を加えている。　『文

型（1）』における研究：方法をさらに一段と進めることが出来たと考

える。世の銀：判を仰ぎたいと思う。

　なお，文型の研究は，話しことばの文法を明らかにするための

ものとして行なって来たものであって，話しことばの文法研究と

しては，今後さらに大きく発展させて行く必要がある。問題を文

型だけに険って晃ても，残された問題は少なくない。ことに，基

本文型の設定に関しては，別に織しい計画による研究調査を必要

とする。

　本研究は，第一研：究部話しことば研究室が担当し，大石初太郎

（室長）。宮地孝谷・南不二男・鈴木重幸がこれに」当たった笛

昭和38年3月
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1　概 要

1．分　担

　はじめに，作業ならびに執筆の分担を示しておく。

　この研究調査は話しことば研究室の全員の共聞作業であるが，主として，

　　表現意図・イントネーション　　宮地　裕

　　講文　南不二男・鈴木重幸

の分撹により，随時，問題を大石初太郎を加えた全体討議にかけて進めた。ま

た，泉喜与子・書村香茜が，常時，作業を補助した。

　この報告書の執筆は，次のような分担によっている。

1
亙
駕
W
v

概要　　大石初太郎

表現意図　　帯地　裕

雌雄　　南不二男・鈴木重幸

イントネーーション　宮地裕

総合的文型の試み　　共聞

（参考）これまでの：文型研究 大石初太郎・南不二男（外国文献に関し

て）

2．　研究結果のあらまし

　この報告書の主要部は，「∬表現意図」「皿構文」「Wイントネーション」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
「V総合的文型の試み」の4章より成る。丑・皿・Wでは，独房資料について，

文をそれぞれの面から分析して，その文法的特徴に迫り，Vにおいて，それら

の総合による文型について考えた。次に，これら各章の要約を示す。

　注）話し手・聞き手の立場がたがいに交換されて展瀾されることばのやりとりを

　　　「対話」とよび，話し手・聞き手の立場が固定して一方的になされる発話を「独

　　話」とよぶ。

　2・1　表現意図

　（1）表現意図に対応する文表現の類携を考え，それぞれの文末形式を調べる。
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　ここにいう表環意図とは，言語主体が文全体にこめるところの，いわゆる命

令・質問・叙述・応答などの内容のことであるが，ここでは，粒会習慣として

の言語形式と対応をもつ表現意図に限定する。

　表現意図に対応する社会習慣としての言語形式には，文法的形式（たとえ

ば，”命令〃に対応する「行け」「行きなさい」「行ってください」など）と，

語彙的形式（意義として命令表現の役割をになうことのある「行ってほしい」

「行くことを希望する」など）の2種があるが，ここでは，文法的形式を中心

として記述し，資料に見られる範囲で，語彙論形式を加えていく。

　（2）まず，表現意図およびそれに応ずる文表現を，次のように分類する。
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判断の未確定の表現

判断への疑念の表現
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推定の表現

意志の表規
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④鰭顛醜懇懇鎌票離L、る、
　（3）上記の細分された文表現の種類に従って，表現意図に応ずる文末の形式

を調べ，例文とともに示す。たとえば，次のごとくである。　（例文を省く。）

　推定の表現　　～ラシイ，～マショウ・～デショウ，～ヨウデス，～ハズデ

　　　ス，～カモシレナイ，～カモワカラナイ，～ソウデス

　意志の表現　　文法的形式としては「～ウ」。語彙的形式としては「～スル

　　　ツモリダ」。

　説明要求の表面　　　rド」系統の疑問詞によるものが最も多く，ほかに「イ

　　　カガj，「／ツゴロ」，「ナ」系統のものなどがある。文末はほとんど「カ」

　　　をともなう。「カ」をともなわないものはすべてf～デシヨウ」の形に

　　　なっている。「～カト」の形の「ト」終止の例があり，独話での説千灯

　　　求が，かなり，問題提起の意図によることを示している。

　積極的行為要求の表向　　はだかの命令形は，独話資料にはない。命令形に

　　　準ずる形式に，次のようなものがある。「～シテクダサイ」「オ～クダ

　　　サイマセ」「ゴ～クダサイマセ」「～シテゴランナサイ」

　2・2構交

　（1＞構文の型を明らかにしょうとする。

　構文とは文の構造であると考える。文の構造は，文がどのような部分から成

り立っているか，また，それがどのような関係で結びついて全体（統一体）と

しての文を作っているかを見ることによって明らかにされると考える。

　構文の型は，いろいろな文の構造からさらに抽象されたものである。いいか

えれば，成分の組合せの類型である。

　（2）成分については，一次成分（文の構成に一次的に参加しているもの。二

次成分は，直接的には一次成分の構成に参加し，文の構成への役割が二次的の
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もの。）だけに注目し，これを

　　述語（Z）　主語（S）　補語（H，，H2）　目的語（M）　連糀語（R）

　　状況語（」）　陳述的成分（T）　独立語（D）

と分ける。さらにそのほかに，従属句（K）を認めた。

　このうち，述語構文（後出）関係の成分では，述語・主語と，述藷の自立語の

性格によって要求される成分である補語・目的語を，文の骨ぐみを成す成分と

して骨ぐみ成分と認め，骨ぐみによって表わされることがらをいっそう具体化

して骨ぐみの内容を拡大する役割をもつ連用語・状況語を拡大成分と認める。

独立語・陳述的成分は，独立語構文（後出）と述語溝文の両方にあらわれる成

分である。

　以上の組合せによる構文の型を，次のように分類する。

　1　独立語構文

　ff　述語講文

　　1　基準構文

　　　a　骨ぐみ構文　畳ぐみ成分より成るもの。

　　　b　拡大溝文　骨ぐみ構文に拡大成分の加わったもの。

　　　c　複合構文　骨ぐみ構文に従属句の加わったもの。　（このばあいの従

　　　　　　属句は，主語あるいは状況語を，その文の述語と共有する。）

　　2　付加構文　基準構文に陳述的成分・独立語・従属句などの加わったも

　　　　　の。　（このばあいの従属句は，主語あるいは状況語を，その文の述

　　　　　語と共有しない。）

　以上の各構文の型における各成分は，それぞれ，ほぼきまった意味的特徴を

もつ。その概要は，次の表のとおりである。

独構
立
語文
（D］ D
T　基準構：文（骨ぐみ成分）

　　z

意　　味　　的　　特　　微

呼びかけ・応答。評摘・提示……

文脈的導入，旧規意図の補足……

（主体などの） 動作・状態・性質・種類……

　4



述

語

構

文

（Z］1

　　s
　　M
　　Hi

　　H2
（拡大成分）

　　R
　　J
（従属句）

　　K

＃／加構文

　　T

　　D

　K

（動作・状態・性質・種類……）の主体・…・・

Zのことがらの成立に参加するものごと

結果の状態……

言語濡動・精神活動の内容……

（動作の）ようす，（動作・状態・性質……の）程度，量……

空間・時間。原因・理由。目的・条f牛　（未定。確定）……

比較的はっきり現われている条件（確定）

文脈的尊入，表現意図の補足，評価，提示……

呼びかけ・応答・評価・提示……

条件（確定一主観的な），事実の提示的表現……

　述語については，次のような類（～の部分をふくむ全体）を，2文節以上で

ひとつの述語をなすものと認め，複合述語とよぶ。

　　～シテイル　　～シテシマウ　　～シテヤル　　オ～ニナル　　オ～スル

　　～シタリスル　　～ワケデス　　～ハズデス　　～カモシレナイ

　　～シタラヨイ　　～シナケレバナラナイ　　～カドウカ　　等々’

　（3＞上記の分類にもとづいて，主として資料にあらわれた構文の型とその例

文をあげる。たとえば，骨ぐみ早熟こは，次のような型がある。

　ISZ／

　IS　H，Z／　／S　｝1，Z／

　ISM．Z／　／SM．Z／一IM．SZ／　／SMZI

　　／SM．．sZ／～／M。ラSZノ　／SMトZ／　／SMデZ／

　／SM．　H，Z／　ISM．H，Z／　／SM．HiZ／　ISM．H，Z／

　／SM．M．Z／　／SM。ラM．Z／

　／S’SZ／（S’は総主）

　／S／H2SZ／

　／StlX（［．　S　Z／　／StiiYI，SZ／

　／z／

　／H，Z／

　／M．H，Z／
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　三型について，それぞれ特徴を記述する。たとえば，／SZ／については，

おもな点は次のとおりである。

　　この型の述語には，大部分の名詞。形容詞。形容動詞がなる。また，動詞

　のうち，目的語や補語を要求しない動詞（いわゆる完全自動詞）がなる。

　　資料にはこれ以外の動詞述語があらわれたが，そのばあいは，他の骨ぐみ

　成分が補充されうるものである。

　　／SZ／で注意すべきものに，次のようなものがある。

　　　述語に連体修飾語がなければ意味をなさない構文（▽デ　ソウシマスト，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴジユツ　　　　現在ノ　新聞デハ　アー　アー　朝H新聞ハ　ダイタイ　五十パーセント以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　　　　ノ　漢字含有率デス。　（123－44－20））

　　　述語の打消しと特に深い関係のある部分を含む主語をもつ構文（▽コレク

　　　　　　ニ　　ホソ
　　　　ライ　矯本ノ　國罠二　対スル　恥シラズナ　不信頼ナ　コノヨウナ　政府ノ

　　　態度ト　イウ　モノハ　アリマセン。（12撫3M3））

　　　控）数字は，左から資料のリール番号，台帳のページ，行を示す。

　（4）述語構文の型の記述からもれたものや，あと團しにしたものがある。

　a　旧格

　　2っ以上の同格の成分をもつ梅文。

　b　挿入

　　ある述語講文の中に，従属句あるいは他の述語構文が挿入されているもの。

　c　ひっくりかえし

　　ふつうの構文では生語以外の成分で表現されるものを主語とし，述語以外

　　の成分で表現されるものを述語として表現したと解釈できるような構文。

　d　派生

　　動詞述語の骨ぐみで，その動詞が受身・使役・可能の形や，～テアル，～

　　テモラウの形になるに応じて主語・目的語の現われ方の変わったもの。

　e　はしょり

　　たとえば食堂でいう「ボクハ．ウナギダ。」のような構文。（場面・文脈を

　　はなれては，ことがらの意味があいまいになる。）

　f　複合述語的な構文
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　　いわゆる補助用言（～テイル，～テシマウなど）のような付属的文節に準ず

　る機能をはたしていると思われる述語（～ト　イウ　コトデス，～予定デ

　ス，～スル　コトニ　ナリマス，～ト　思イマス　など）をもつ溝文。

　2・3　イントネーーション

　α）独謡資料のイントネーションを分析調査して，その実態を明らかにする

とともに，話しことばの文型にイントネーションがどのように参与するかを考

える。そのために，イントネーションの基本的な諸問題をも考究した。

　この報告書で扱うイントネーションを，次の2種とする。

a　意図表現のイントネーション

　　文末述語の末羅音節にっき，税し手の判断叙述や質問などの意図表現に参

　　与するもの。型は＼（下降調），ノ（上昇調）の2種。

　　　　アラシガクルヨ＼　　ハナガサイタ／

b　卓立表現のイントネP一ション

　　何らかの強調の気持ちを表現するもの。型はく（高調），v（低調）の2

　　種。低調は特に低められる音調で，まれにあらわれる。
　　　　　　〈　　　　　　　　　　　　　　八
　　　　アラシガクルヨ　　　ハナガサイタネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　
　以上のほか，朗読調あるいはそれに準ずるふしまわし，子どものダダコネ調

などは，文の音調であるよりも発話全体をおおうもので，メロディーに近いも

のと見て，ここでは除外する。

　（2）独話資料について，イントネーションに関する次のような調査を行なっ

た。

a　イントネーションの上昇調。高調をともなう音節数一話し争ごとに調べ

　　る。

b　意図表現イントネーーションのあらわれ方一上昇調の具体例を見る。

c　車立表現イントネーションのあらわれ方

　a）発話量との対比一話し手ごとに調べる。資料の範囲では，女性に卓立

　　表現イントネーションの多い人が多い。

　b）詞に多いか，辞に多いか一話し手ごとに調べる。共通して辞に多い。

　C）文節のどういう部分にあらわれるか一一文節の末尾音節，あるいは末尾
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　　から2つめの音節につくことが多い。

　d）句末にはどのようにあらわれるか一具体例を見る。

　〈3）イントネーションの分類整理上，問題となったものがあり，その処置を

考えた。

　▽「セケンノヒトガヨ＝上馳、▽「鋼二勉イタシマス
　　　ト」一アクセントに従う形と認める。

　　▽「センゴ　トクニ　サバレテイルノワ」　▽「ヒトツ　ホケンジョガホシイ

　　　ト」一卓立表現イントネーションと認める。

　▽「亟　コトナンデスケレドモ」　▽r蝸と　ソノ　カイグイノ　クセ

　　ニ　ナッテ　シマウ」一卓立裏現イントネーションのうちの遅上がり型と認め

　　　る。

　▽「イnンナモノ」　▽「」丁丁三」nvアクセントがくずれていて，イントネー

　　　ションの問題の対象としがたいと認める。

　　その他

　（4）イントネーションは話しことばの文型にどういう位置を占めるか。

　まず，イントネーションと構文との関係を考えると，もっぱらことがら関係

を表わす構文（一一一Utからいえば抽象度が高い）に対しては，意図表環イントネー

ションは直接の関係をもたない。もしも，表現意図の加わったものを構文とす

る広義の立場をとって，たとえば，「断定の述語∫質問の述語」というような区

分をするならば，イントネーションと構文とは直接の関係をもってくる。卓立

表現イントネーションも，主としてことがらとしての関係に注鶏した狭義の構

文の範囲では，構文と直接の関係をもたない。しかし，広義の構文の立場をと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
って，たとえば，副助詞の機籠を構文の範囲に含めるならば，「ホンヲ　カッ

タ＼」の「ヲ」の卓立指環イントネーーションを，これに対応するものとして取

り上げることができる。

　次に，イントネーーションと表現意図との関係を考えると，意図表現イントネ

ーションは，当然，表環意図と関係する。しかし，意図表現イントネーション

を欠いては文の意図表現にさしつかえるというばあいは，疑問詞・疑問文末助

詞をもたない質問文に限られるから，全般的にいって，意図表現イントネーシ

ョンは，文の意図表現のための補助手段である。車立表現4ントネーションは

文全体の情意や判断のしかたICかかわるものでないので，文の表現意図には関

　　　　　　　　　　　　　　　　　8



満しない。

　要するに，イントネt一・ションは，話しことばの文型に直接的，積極的に関係

をもっことが少なく，間接的，消極的につねに関係をもつものである。

　2・4　総煙筒交型の試み

　（1）表現意図・構文・イントネーションの諸面を総合した総合的文型をとら

えることはなかなかの大事業で，ほとんど大部分を今後に残さなければならな

boここでは，総合のための問題点のいくつかを携摘し，解説を加え，あるい

は，ある程度の見遡しを述べる。特に問題点として取り上げたものは，次の3

点である。

　a　成分の陳述的変容について

　　たとえば，「～ハ」と「～ガ」のちがい，語順の変換，卓立のイントネー

　ションのあるなしなど，「構文」の章で闇一成分の陳述的変容とみなしたも

　のの概略を取り上げる。

　b　「主題一解読」の類型について

　　たとえば「子供ハ　感受性ガ　強イ。」のような「主題一解説」の文構

　成について，資料の上にあらわれた実態にもとづいて詑述する。

　c　表現意図との関連から冤た状況語について

　　たとえば，確定条件を表わすノデ・ノユのあとには，命令や意志を表わす

　文末の形式はあらわれにくいということなど。

　（2）次に，総合の途上のひとつの試みとしての表現意図・構文・イントネー

ションの対応関係を示した，主として独話資料からの抽出に．よる文型一覧表を

かかげる。

3．　厭究の立場

　3・1　『話しことばの丈型（1）』との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　この報告書が，さきに刊行された報告書賑養しことばの文型（1）』につなが

るものであることは，書名の示すとおりであるが，どのようなつながり方をも

つかは，説闘を要する。

　注）以下では『話文型（鯛とよぶ。また，この報告書を『話：文型（2／』とよぶ。
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　研究の基本的な立場や方法の基本線については，『語文型（1）』とか議文型

（2）』との間に変化はない。ただし『話文型（2）』は『話：文型（1こ口比べ

て，調査資料を変え，方法の細部を改め，問題の取り上げ方を広くし，構文の

砺究調査にいっそう大きく力をさいた。したがって，『誕文型（2）』は，『謡

文型（1）』と一応並列する立場にあるけれども，単純に並列するものでなく，

『話文型（1）』から一一段発展しているところがある。以上について，次にやや

．詳しく述べる。

　まず，この文型研究の基本的な立場はどういうものかといえば，すでに『話

文型（1）』で述べたとおりだが，”話しことばの文法”の研究という立場に：属

する。tt話しことばの文法〃を研究争訟とし，その中で”文〃を対象として取

り上げ，”文型〃を具体的目標に立てたものである。文型は，一般には言語教育

のためという実用的目的から要求されることが多く，直接そういう目的にもと

つく文型研究も少なくない。しかし，ここでは，第一次的には，そういう実用

的目的によってはいない。疑本語の文の文法的特徴を邉究して，それにもとつ

く文の類型をつかもうとする，すなわち，文の文法上類型としての文型を明ら

かにしょうとするのが，基本の態、農である。　（もちろん，ここで求めようとし

ている文型も，実用的目的と無関係のものではありえない。実用的文型の体系

を編成しようとする際，有力な二二を提供すべきこと，また，国語教育などの

現状にかんがみれば，そのまま相当程度，実用的にも利絹されるべきことは，

じゅうぶん予想ないし期待される。しかし，実用的目的のための研究としては，

追究目標の立て方にせよ，資料の取り方にせよ，分析。調査の方法にせよ，そ

れなりの効果的なやり方があるはずである。）

　方法の基本線としては，これも『話文型（1）』におけると二様，表現意図・

構文・イントネーションの3っの面から文の文法的特徴に詰り，次に，それら

の相関関係を追究して，総合的な文型を求めようとするものである。なお，な

まの話しことば資料（録音およびその文字化）の操作を中心として上記の目標

に迫ろうとするやり方も，『話文型（1）』におけると変わるところはない。

　次に，変わった点については，まず第一に，『話文型（1）』が対話資料によ

ったのに対し，『話文型（2）』は独話資料によった。対話と独詣とは，話しこ
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とばの上の，ひとつの2分法による対立領域だから，その意味では，これで，

話しことばの全体について文型の研究を行なってきたことになる。しかし，爾

面の資料について統一的方法で進めえたものでなく，した：がって，境面の研究

を直接対比してみたり，ただちにひとつに合わせて示すことのできるような状

況にはいたっていない。

　また，『話文型（1）』の反省から，方法については，かなり改めるところが

あった。特に構文については，それが大きかった。最も大きな点は，文の成分

の分け方を変え，それにもとづいて構文の型の種類を立て癒したことである。

イントネーーションにっbても，そのとらえ方を再考，修正し，その種類の認め

方を改めた。

　次に，『話文型（1）』は概して基礎研究の段階にとどまり，文の認定に関する

考察ととりきめ，および表門意図・与野・イントネーションのそれぞれの研究

を中心とし，総合的文型については，単純な方式でのそれらの組合せをひとつの

試みとして示すにとどまり，表現意図・構文・イントネーーシsンの相互の制約

関係を十分追究して総合的文型を立てるにいたらなかった。また，たとえば構

文については単純文（句を含まない文）の構造を見るにとどまり，句を含む文

の構造には及ばなかった。その他，再考を要すること，及びえなかった細部な

どが各部分についてあり，それらは『話文型（1）』の巻末の「反省」にもしる

したとおりである。　（この「反省」も現在の観点からは審き直すべきところが

ある。〉この『話文型（2）』でも，なお十分ではないが，以上の段階から一歩ふ

み出すことにつとめた。構文に関しては，単純文の範囲にとどまらず，句を金

む文の構造にも及んだ。陳述副詞その他の陳述的な成分などに関する構造にも

触れるところがあった。資料の狭さによる未決定や予測なども少なくなく，問

題をはらむ点があるが，構文の考察では，ある程度，新しく開拓しているとこ

ろがあると思われる。イントネーションについても，その種類の認め方など

は，イントネーション研究がまだ一般的に開拓がおくれているだけに，新しい

提唱となっている。また，イントネーションの文型への参与のしかたについて

も，『文型（2＞』では，いっそうはっきり考えた。

　総合的文型については，その体系的把握はさらに残された課題とせざるをえ
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ないが，そのためにさらに調査考察すべき，表理意図・構文・イントネーショ

ンの相関に属する平門点を個別的に指摘し，ある程度の解説や見通しを記述し

た。それらの研究をさらに進めて，その蓑礎の上に総合釣文型の体系的な記述

が成り立つものと考える。『話文型（1）』の「総合的文型の試み」に準じた文

型表は，途上のひとつの試みとして，ここでもやはり示すことにした。

　3・2　今後の発展

　ここに一応のまとめを報告するのだが，なお，この研究の発展として，今後

に期待すべきものが少なくない。次に，順序にこだわらず列挙してみる。

　（1／総合的文型については，上にのべたように，今後，そのための基礎的研究

がつみ重ねられなければならない。

　また，研究計画の構想を薪たにしたとき，うかびあがってくる問題がいくつ

かある。たとえば，

　働　語順は残された大きな問題のひとつだ（語順の変換については陳述的変

容に関して多少ふれるところがあったが，それをいっそう明らかにするために

も，標準的な語順が明らかにされなければならない。）が，そのためには，相当

の規模の実態調査や実験的研究が必要である。

　（3）待遇表現に：関する下等や年齢別・性別等による表門の相違の調査は別の

整理に属するが，そういう調査から，文・文型に関して見直されるところが出

ないとはいえない。

　韓　イントネーションについては，今後，より実証的な調査研究が必要であ

ろう。その際には，規模の大きい実態謂査や実験も期待される。

　㈲　言語教育等の実写嘱的に対して〉我れば，繭述のように、これは直接

その囲的のためになされた砺究でないので，実規的文型設定のための研究は，

あらためて独密の計画をもって進められなければならないが，そのためにこの

報告がひとつの土台となることが期待される。

　幡　「基本文型」の概念はかならずしも一定していないが，ことに使用頻度

をその町営のひとつだとすれば，そのための調査も今後のことに属する。

　〔7）「話しことばの文型1に対して，「書きことばの文型」が考えられる。両

潅1は，ある程度，内容上の差異のあることが想像される。したがって，文型研
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究としては，今後，書きことば資料についての砺究を進めることも，ひとつの

課題である。

4．　資　料

　轟・1　種類・盤と実例

　はじめに，独話資料約9虚聞辛の分量を採った。これは，表現意図・構文・

イントネーーションの作業に共通に使ったもので，共通資料とよぶ。その内容は

次に示すとおりである。

　（リール番号）　（略　称）　　　　　（隣　闘）　（媒体）　　（内　　　容）

　　122講溝4人　　 76分　 生男性4人
　　123　国　語　講　義　　　　　　123分45秒　　生　　男性4人

　　124　祝　辞・演　説　　　　　　90分52秒　　生　　賀宴祝辞　男｛生10人，選挙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演説　男挫2人

　　125　女性講義ほか　　　　　　　61分44秒　ラジオ　女｛生5人，照性1人

　　126　ラジオ湖沼ほか（1）　　　120分3秒　ラジオ　劣性7人，女性3人

　　127　テレビ解説ほか（1）　　　91分15秒　テレビ　男性6入，女性4人

　次に，下記の約6縛問分を加えた。これは構文の調査のために補充したもの

で，補充資料とよぶ。

129

133

134

135

136

137

．138

139

140

テーブルスピーーチ（2）

ラジオ文化講演会（1）

ラジオ文イヒ言簿演会（2）

ラジオ解説（2）

ラジナ雑2種（2）

テレビ　’L・とノ＼生

テレビ雑2種（2）

テレビニュース解説（3）

テレビニュース解説（4）

35分41秒　　生　　賀宴祝辞　男性5人

58分55秒　ラジオ　男性1人

57分38秒　ラジオ　男性1人

35分53秒　ラジオ　男性3入

20分25秒　ラジオ解説・随想女性2人

．44分22秒　テレビ　随想　男性3人

44分40秒　テレビ　講義　男性8入

57分51秒　テレビ　男性4人

14分23秒　テレビ　男性1人

　以上の資料について，文字化・訂補・文切り・カード化・選別（不整・誤用

等の除外）等の手数をかけたことは，『話文型（1）』における作業と閥じであ

る。

　　文切り1こ関して，　『話文型（1）9の文の認定の基準に加えて，二次的な文（「句」あ

　るいは「文中文」）のひとつとして「引用提示旬」を認めた。

　　▽マー　ソレダケ　ヒトツヒトツノ　保健所が　エー　仕纂ガ　ノ…　分量ガ　多

13 王



イト，オー　コゥイウ　コトニモ　ナル　ワケデスガ　マー

街チカクノ　保健所ガ　アヅテ　ェ　一一　約　ウー

ダイタイ　イニ．ノk

十万チ需ッy…．十万強ノ　人

　口　十万以上ノ　功用ニ　ーツ　アルト，　マー　コンナ　コトハ　常識ニ　ナ

　ッテ　イル　ワケデス。　（125－25－3）

▽デスカラ　横浜デハ　横浜ノ　市デ　作ッタ　保健所ガ　アル，規崎ニモ　川崎

ノ　市デ　作ヅタ　保健所ガ　アルト，神戸ニモ　神戸ノ　市デ　作ッタ　保健

藤ガ　アルト，京都ニモ　ヤハリ　京都市デ　作ッタ　保健所ガ　アルト，コウ

　　　イウ　フウニ　イー　ナッテル　ワケナンデス。　（125一一25一一19）

　　＿の部分を引用提示句とよび，これを含んだ全体をひとつの文と認める。

　次に，それぞれ性質のちがう資料の例を若干示す。いずれも冒頭の約3分間

の部分である。

（備考）1　1は乳切りのしるしで，前後にiのあるひとつづきの部分を1文とした。

　　　　2　末尾に▲のっけてあるものは，資料から除外したものである。（4・2参照〉

リール番謡124「祝辞・演説」のうちの祝辞

　iエー　圏語研究所ノ　学問　＝・・一　研究　アルイハ　調査ト　イウ　モノト　オー

　密接ナ　マタ　非常二　深イ　関係ヲ　モッテ　オリマス　国語　オ　学会ト　イタ

　シマシテ　エ　今［郵　研究所ガ　アー　十周年ヲ　オ迎エ　ナサヅタ　コトニ　ツキ

　マシテハ　エー　ココロカラノ　オ祝イノ　気持チヲ　衰明イタシタイト　思ウンデ

　アリマスl

　iウー一　研究所ガ　十周年ヲ　迎エテ　祝賀ノ　オ　式典ヲ　催サレル　マス　コト

　ノ　意義ニ　ツキマシテ　エー　タダ　十年ノ　オー　歳月ヲー　経テ　今臼ノ　盛

　況ヲ　カチエタ　ソウイウヨウナ　アー　コトヲ　喜ブト　イウダケデ　ナクッテ

　エー　コノ　機会ニ　イ　過表ノ　オ十年ノ　歩ミヲ振り返ッテ　ソレニ　イ

　一応ノ　決算ヲ　与エ　ソレヲ踏ミ台ニ　シテサラニ　イ　将来ノ　飛躍ヲ　オ

　期ソウト　コウ　サレルンデ　アロウト　思ウンデ　アリマスiデ　シタガッテ　エ

　一　研究所内部ニ　イ　オカレマシテハ　サダメシ　イー　過虫二　対スル　霞己批

　判ナリ　アルイハ　アー　将来二　対スル　薪シイ　構想ナリヲ　オー　ナ考エニ

　ナッテ　イラヅシャルト　思イマスンデ　エー　ソノ　点ニ　ツキマシテハ　ア　今

　後ノ　ゴ発展ヲ　翻心　カツモクシテ　ユー待ッテ　イルモノデ　ゴザイマス｛

　デ　ココデハ学会ニ　イ　籍ヲ　オキマス　モノノ　ヒトリト　イタシマシテ　エ

　一　研究所ノ　オ　外部ニ　アル　第三者的ナ　立場ニ　オキマシテ　エー　研究駈

　ノ　オ　十年ノ　歩ミヲ　オー　振り返ッテ　ミマシタ，ソノ　感想ノ　一端ヲ　申

　シノベサシテ　イタダキタイト　思ウンデ　アリマス1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨンニチ　1デ　国語二　対スル　関心トカ　研究ヅテ　イウ　コトハ　ナニモ　オ　今日二
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　始マヅタ　コトデハ　ナクッテ　エー　スデニ　江戸時代　国学者ノ　手代　ヨリマ

　シテ　エ　非常ニ　イ　貴璽ナ　研究成果　カガヤカシイ　研究ヲ　今臼二　残シテ

　クレテ　オリマス▲iエー　シカシナガラ　アー　國学ノ　ーツノ　オ　理念ノ　シカ

　ラシメタ　トコロデ　アリマショウ，アー　ソノ　研：究ノ　対象ト　イウ　モノハ

　主トシテエ古代ノ　コトパニ限ラレエー問題ト　シイタシマス　トコμ

　モ　文献ノ　解釈ト　イウヨウナ　コトガ　主要ナ　問題ニ　ナッテ　エ　オッタ召

　ウニ　思ワレルンデ　アリマス▲l

　lデ　エー　サラニ　朗治以後ニ　ナリマシテ　：＝・一一国語学ガ　アー　ヨーロッパ

　ノ　近代ノ　言語学ヲ　受ケ継ギマシテ　ソノ　基礎ノ　上ユ　新シイ　国語学ヲ

　建設イタシマス　時ニモ　ンー　ヤハリ　別ノ　意味ニ　オキマシテ　エー　国語

　ノ　問題ト　イタシマス　トコロハ　エー　国語ノ　起源デ　アルトカ　アルイハ

　国語ノ　オ　歴史的変遷ト　イウヨウナ　コトガ　主要ナ　ア　問題劇　シボラレテ

　オリマシテ　エー　シタガッテ　エー　現代ノ　ワレワレノ　生活ニ　イ　密着シタ

　トコロノ　国語ノ　イロイロナ種々ナ　問題ッテ　イウ　モノハ　アー　比較酌

　取り上ゲラレル　コトが少ナカッタノデハ　ナカッタカト　思ウンデ　ァリマス1

り一ル番号124「祝辞・演説」のうちの演説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コソニチ　1ワタクシ　タダイマ　ゴ紹介ニ　アズカリマシタ　キシモトデ　ゴザイマス【今日

　ノ　二三ニ　アタリマシテ　ワタクシハ　ドウシテモ　ヤラナケレパ　ナラナイ　ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ニき
　三ノ　問題ガ　アリマシテ　浅学ピサイヲ　カエリミズ　立チアガッタ　シダイデ

　ゴザイマスi’：÷ピサイ俳才）の設りカ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ　｛マズ第一二二　人ノ　親ト　シテ　羅本ノ　国民ト　イタシマシテ，ドウシテモ

　コレラ　ダマッテ　ミテハ　イラレナイト　イウ　問題ガ　ヒトツ1スナワチ　ワレ

　ワレノ　今様ガタノ　カワイイ　子ドモタチノ　教育ヲ　ホウリナゲテ　ミズカラノ

　要求ヲ　貫徹センガ　タメニ　闘争ヲ　通ジテ　ソノ　要求ヲ　貫徹セント　シテ

　イル　先生ガタノ　愚カナ　行為ト　イウ　モノハ　コレハ　タダチニ　ヤメサセナ

　ケレバ　ナリマセン1モチZ＝ン　声様ガタ　通勤ノ　足ヲ　ゥバイ　国民ノ　犠牲ノ

　上ニ　タッチ　ミズカラノ　利権ヲ　獲得セン　ミズカラノ　要求ヲ　獲得セント

　イウ　コノ　考エカタバ　カツテ　戦争当時　国民ノ　多クノ　犠牲ノ　上ニ　タッ

　テ　戦争ヲ　通ジテ　領土　権益ヲ　獲得セント　シタ　トコロノ　コノ　軍国主義

　捲導者ト　ソノ　利己主義ト　イウ　点ニ　オイテハ　アエテ　スコシモ　カワリガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コソニチ　ナイト　イウ　コトデ　ゴザイマス1シタガッテ　今日ノ　社会ニ　オイテ　行ナワ

　レテ　イル　ショウ　シドウ　使用者ト　労働者ノ　争イト　イウ　モノガ　コノ

　戦争ガ　国際社会二　拡大サレテ　イ多ト　スルナラバ　社会主義国ハ　労働者陣営

　ヲ　国事（シ）　自由主義国家陣営ハ　必ズトモ　使用者側ヲ　応援スルヨウニ　ナリ

　マスi

　lコノヨウニ　シテ　圏際社会ニ　オケル国家集団ト　鷹家チュウ団ノ　争イヘト

　発展シタ　バ（ア）イ　コレガオソρシイ　戦争デ　アル　コトハ　ワタクシ　申スマ
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　デモ　ゴザイマセン｝コノ　オソロシイ　戦争指導者ト　嗣ジ　観念ノ　上二　立ヅ
　　　　　　　　　　　カンニチ
　テ指導サレテイル三目ノ闘争トイウモノハゼヒトモヤメザセナケレ
　バ　ナリマセンi子供タチハ　感受性ガ　ツヨイ1コノ　感受性ノ　ツヨイ　子供タ

　チガ　蘇敬シテ　イル　トコロノ　先生タチガ　ナニヒトツ　矛盾トモ　思ワズ

　ナニヒトツ　アヤマチトモ　思ワズ　闘争ヲ　通ジテ　ミズカラノ　要求　貫徹シヨ

　ウト　イウ　行為ヲ　今後　ナガク　続ケテ　イッタト　スルナラバ　ソコノ　影響

　ヲ　ウケル　トコロノ　子供タチハ　ヤガテ　感化サレ　自分ノ　要求ヲ　貫徹スル

　タメノ　手段ヲ　闘争ヲ　エラブ　コトガ　アタリマエノ　コトデ　アルト　イウ

意識ヲシテシマ。タナラバドウイウ野ニナルカi㌧。ウ㈹鵬誤りか。

り一ル番号125「女性講義ほか」のうちの講義

　iエー　六月ハ　爾期ニ　ハイリマスノデ　気候ノ　カワリヤスイ　月デス1ア　コ
　　　　タル
　トニ　夜ハ　ムシ暑カッタリ　冷エタリ　スルノデスカラ　オ子サンガタノ　健康ヲ

　マモッテ　ソシテ　暑イ　夏ヘノ　ツヨイ　抵抗力ヲ　ツケテ　ヤサタイ　モノデ

　ゴザイマスネ1

　｝ソレニハ　夜ノ　安賊ガ　一番　タイセツデハ　ナイデ　ゴザイマショウカiオフ

　トンカラ　モウ　ミンナ　コロゲ出テ　シマウシ　掛ケブトンナドハ　モゥ　スグニ

　ハイデ　シマウ1デ　モウ　ドウシテモ　ウー　ソノ　チイサイ　入子サンデスカラ

　イロイロト　寝具ノ　クフウハ　ガンガエテ　イラッシャルデ　ゴザイマショウケレ

　ドモ　マズー　趨接　ハダヲー　カラダヲ　ウー　マア　マトウ　ネマキデ　ゴザィ

　マスカ，コレラ　アノー　イロイロト　月忌エン　ナッテハ　イカガデ　ゴザイマシ

　ョウカ1エー　オ子サンノー　着ル　モノハ　ミンナ　オカアサンノ　手デ　作ッテ

　アゲタラパ　一番ニ　アノー　ヨイ　コトジャ　ナイカト　思ウノデ　ゴザイマスケ

　ド　マア　トヅテモ　セワシクッテ　ソウイヅタヨウナ　オ仕事　デキナイヨナ　カ

　タダチハ　既製品ヲ　ドウシテモ　買ウ　コトン　ナルト　思ウノデスiデ　ドチラ

　ニ　シテモ　子供サンノ　ネマキノ　アljカタト　イウ　コ1・ヲ　シッカリ　知ッテ

　オク　コトガ　アノ　ダイジデスl

　lデー　マズー　ソレ＝ハ　年齢ニ　ヨッテ　ソレゾレノー　差ガ　ゴザイマスケレ

　ド　アノ、幼児，小サイ　オ子サンバ　自分デ　着タリ　ヌイダリガ　デキナイノデ

　ドウシテモ　オカアサンガ　アノ　自分デ　三曲テ　オアゲン　ナルノデ　エー　ソ

　バユ　寝カシテ　オイトイタリ　アルイハ　ソウシタ　回が届キマスノデ　ェ夜

　オコシテモ　ミンナ　オカアサンガ　ヌガシタリ　着セタリト　ソウイゥ　コトガ

　ゴザィマスノデ　イロイロ　トメタリ　ハズシタリ　スル　点モ　エ　ソゥイッタヨ
　　　　　　　ナカ
　ウナ　形ノ　中カラ　イロイロニ　出国テ　作レルノデ　ゴザイマスiン　ケド　ド

　ウシテモ　マタ　子供ニ　ヨッテ　エー　汗ヲー　雰常ニ　アノー　タクサン　カク

　一　子ガ　オリマシタリ　マタ　汗ノ　出ドロガ　ドウシテモ　イロイロニ　アノー
　　　　　　　　　　　　　　イチド　違ウノデ　ゴザイマスノデ　一度　モウ　夜　ドウシテモ　トリカエテ　ヤラナキャ
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　ナラナイッテ　イウ翼ウナ　子ドモサンバ　ドウシテモ　ソノ　上ダケヲ　トリカエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジロウゲ
　テ　ヤルト　イウヨウナ　ニハ，ドウシテモ　アノー　上下ガ　ワカレテ　イルト

　イウヨウナ　コト　考エナキャ　ナラナイ▲1デスケド　マズ　ヤハリ　オナカヲ　タ

　イセツニ　エ　アタタカク　シテ　ヤルト　イウ　コトデ　ゴザイマスカラ　モウ

　＝レハ　ドウシテモ　ウー　考エテ　イタダキタイ　コトデ　ゴザイマスiソレカラ

　アノー　子供二　潔ヅテ　ウツブセン　ナッテ　シマウ　子デスネ，デ　コレハ　ア

　ノー　オナカガ　下ノ　ホウニ　ナリマスノデ　ロウイヅタヨウナ　甲子サンニハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウワ　
　アノ　ウシロアキニ　ツクッテ　アル　ウー　ネマキデスネ，上着ヤ　ナニカモ　ゥ

　ウシロアキニ　シテ　アゲテ　ソシテ　アノ　ナナカノ　ホウ　ナニモ　ゴβゴロ

　シナイ望ウニ，ト　イウヨナ　コトモ射マタ　アノ　エリグリデスケレドモ　暑イカ

　ラト　イッテ　グヅト　アケテシマイマスト　アキが多スギルノデ今度ハ寝

　返りヲ　ウッテル　ウチニ　肩ノ　ホウガ　ハズレテ　シマッタリ　シテ　カエヅテ

　逆効果ン　ナル　コトガアルノデ　ゴザイマス1ソレカラ　アノ・一一ヨクー　暑イ

　カラ　腕ヲ　ミンナ　オトナノヨウニ　出スノデ　ゴザイマスガ　冷タイッテ　イウ

　感ジハ　ドウシテモ　アノー　ウデニ　感ズルノデ　ゴザイマスカラ　ソデナシヨリ

　単ソヂグライガ　ヨロシイノジャ　ナイカト列

り一一ル番号127「テレビ解説ほか」のうちの料理説明

　1ミナサマ1コンニチハ1ゴキゲソ　イカガデ　イラッシャイマスカ！キョウハ　豆

　腐ノ　ロロモ焼キト　インゲンノ　ゴマジョウユアエヲ　申シアゲマショウ｛ソレニ

　吸イモノヲ　ツケテ　ゴザイマス1ドウゾ　デキアガリガ　ゴザイマスノデ　ゴラン

　クダサイマセiコチラニ　ゴザイマスノガ　アー　豆腐ノ　コロモ焼キデ　ゴザイマ

　シテ　ォ』豆腐ヲ　オ　卵ト　エビ　ソレニ　ネギヲ　チイサク　キザミマシタ　モノ

　ヲ　コロモニ　シテ　フライパンデ　焼イタ　モノデ　ゴザイマス；ショウガト　オ

　ショウユ（一）デ　エ　サッパリト　メシアガッテ　イタダキトウ　ゴザイマスiソレ

　カラ　コチヲニ　ゴザイマスノガ　インゲンノ　ゴマジョウユデ　ゴザイマシテ　イ

　カト　オ　インゲンヲ　オ　ゴマジョウユーデ　ツケテ　メシアガッテ　イタダク

　ワケデ　ゴザイマズ1オ豆腐ガ　半可　余りマスノデ　：・　一一続イテ　吸イ物ヲ　コ

　チラニ　オ臼ニ　カケル　コトニ　イタシマショウ1ナスト　油揚ゲヲ　加エマシテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イチニソ
　コレ　吸イ物ヲ　添エテ　ゴザイマス［コノ　三点デ　ダイタイ　一人蒲ガ　三十八

　凹デ　ゴザイマスシ　エー　デキル　時間モ　三r卜分グライデ　デキル　予定デ　ゴ

　ザィマスムi

　｛ソレデハ　最初ニ　イー　コロモ焼キノ　ホウノ　材料カラ　オ藻ニ　カケル　コ

　トニ　イタシマショウ1デ　コチラニ　ゴザイマスノガ　ナ豆腐デ　ニ山下デ　ゴザ

　イマシテ，コレガ　アー　ダイタイ　半丁ガ　ヒトリマエデ　ゴずイマスi東京ノ

　オ豆腐ハ　チョウド　コノヨウナ　格好　シテ　オリマスガ，ソレカラ　コチラニ

　ゴザィマスノガ　ェビデ　ゴザイマシテ　キョウハ　アノ　サクラエビーノ　乾燥シ
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タ　モノヲ　十グラムデ　ゴザイマス1大サジ　ニ杯ホドノ　予定デ　ココニ　用意

イタシマシタ1ソレカラ　ネギデ　ゴザイマス1ネギハ　ア　コマカ＝　キザミマシ

テ　エー　ヤハリ　大サジ　ニ杯ホドデ　ゴザイマス1ツケマスノニ　卵　一個　ソ
　　　　　　　　　ヒト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イチド

レカラ　ショウガガーカケデ　ゴザイマスネ1ソレデハ　モウー度材料ヲ　クリ

返シテ　申シアゲル　コトニ　イタシマショウ｝オ豆腐ガ　ニ丁半デ　ゴザイマシテ

サクラエビガ　大サジ　ニ杯｝三十グラムデ　ゴザイマスiミジンネギガ　火サジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒトニ杯デ　ゴザイマス｝卵ガ　一個　ショウガガ　ーカケデ　ゴザイマス｝

｛ソレデハ　サッソク　コチラデ下ゴシラエヲ　オ頃ニ　カケル　コトニ　イタシ

マショウ｛ソレデハ　アー　ココニ　マナイタガ　ニ枚　ゴザイマシテ　コノ　ニ枚
　　アイダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アイダ

ノ　聞ニ　オ豆腐ガ　ハサンデ　ゴザイマス1フキンノ　聞ニ　コノヨウニ　アノ

ハサミコミマシテ　スコーシ　ハスゴ置キマスト　自然ニ　エー　三十分モ　イタ

シマスト　巨水ガ　キレマスカラ　オ水ヲ　キッテ　イタダク　ワケデ　ゴザイマス

1イマ　オ豆腐ガ　オ水ノ　キレタノガ　コチラ＝　ゴザイマスノデ　チStット　オ

黙ニ　カケマショウiエ　コチラニ　ゴザイマスノガ　ア　オ豆腐デ

エー@一丁目　ダイタイ　タテニ　包丁ヲ　ーツ　イレマシテ　横ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨニ　切ヅテ　ゴザイマスカラ　オヒトリマエガ　ダイタイ　四切レデ

4・2資料から除外したもの

資料から除外したものは，大別して次の2類である。

　α〉不整・誤用・中断等の文

　（2）録音不良による聞き取り不能の文

なお，不整のうち，次のように取り扱ったものがある。

α〉言い直しを含む文は，言い直し部分を切り捨てて採る。

　▽オフサルモグラフニ　ヨル〈能カノ発達〉読ミノ　能力ノ

　　カノ　調査ト〈クラベマシテモ　ウー　一ツノ〉クラベラレル

　　ミセテ　オリマス。　（122－25－3）　　＜

　▽デ　直接二くアカチャンイジメノ……〉ア　アカチャソイジメヲ

　　ユ　オ人形ヤ　オモチャ〈ノカ’〉ニ　コウシタ　感情ヲ　　“

　　モゴザイマス。（125－12－6）

ゴザイマシテ

切ッテ　八ツ

ゴザイマス1

　　　　　　　発達ナドハ　アメリ

　　　　　　　　　ーツノ　成果ヲ

〉内は切り捨てる部分。以下同じ。

　　　　　　　　　　スル　カワリ

　　　　　　　　フチマケル　コト

　言い直しは，いわば一種目推敲過程の露呈のようなものである。

（2）単純な重複を含む文は，重複部分を切り捨てて採る。

　▽（略）　トニカク〈保健所デ〉コウイウ　ソノ　予防注射＝　ツイテモ　オー

　　保健所が昏倒見テ　クレル　ワケデス。　　（125－28－8）

　▽ソレデ　エ　ワタクシモ　キョウハ〈ヒトツ〉ウー　皆サント　ゴイッショニ

　　保健所ノ　コトニ　ツイテ　ヒトツ　ウー　ユヅクリ　三角テ　ミマショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125一一23－7）
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　〈3）連体修飾語・引用文・提示句・従属句等の内郷の不整・誤用は無視して

　　採る。連体修飾語・引用文・提示句・従属旬等の内部構造は，この調査で

　　は分析の対象としないからである。

　　連体修飾語一▽エー　ソレデ　ソレデハ　アー　イッタイ　保健所ニハ　ア

　　　私立ノ　保健所ガ　アッタリ　エー　アルイハ　公立ノ　保健所トカ　イウヨウ

　　　ナ　保健所ノ　区別ガ　アルンデショウカ。　（125－25－13＞
　　　へ
　　引吾北一一▽（略）普通　働イテ　ィル　ヵタハ　夏ダヵラト　ィヅテ　決シテ

　　　淡白ナ　食事エ　スル　コトハ　損ダト　ワタクシハ　思イマス。（126－40－8）

　　提示句一一▽（略）　ソレカラ　アトノ　墓地デ　アルトカ　火葬場ト，ソウイウ

　　　＝ノ　エー　火葬場トカ　墓地ナンカノ　設備，施設デスネ，施設　アルイハ

　　　アー　指導トカ　取締マリト，ソソナ　コトモ　保健所デ　ヤッテルンデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－29－4）

　　従属句一▽マア　コノ　鎚ノ　真偽ハ　アー　ドロマデ　ホントカ　ワカリマ

　　　センケレドモ，タブン　ソウイウヨウナ　アー　方法ガ　取ラレテルンダロウト

　　　思ウンデ　アリマス。　（124－2－30）

　鶴　文の溝成を見る上にさまたげにならないと思われる語形のくずれを含む

　　ものは採る。

　　▽（略）陶由主義園家陣営バ　カナラズトモ　使用春側ヲ　応援スルヨウニ　ナリ

　　　K’ス：t　　（124－2G－13）

　要するに，不整・誤用等の除去といっても，この作業の計画に応じての選別

であり，また，ある範囲の操作を畑えた上で採用しているものもあり，不整・

誤用の例をすべて除き去ったわけでは決してない。

　また，不整・誤用とそうでないものとの限界はかならずしも明確にしがたい

ところが多く，それ自体，将来の研究課題に属するものであるが，ここでは大

体かなり甘い線で選別したといえる。すなわち，きびしい選飛をすれば不整・

誤絹として捨てられるかと思われるものも，かなり採った。

除外資料の分類一覧（共通資料のもの）

（1）文脈不整　　178例

　（a）中断　　64例

　　▽マズ　ソノー読ム　人が読ミヤスイト　感ジテ　クレルト

　　　第一デスカラ……（123－41一一19）

　　　　　　　　　　　　　　　　19

イウ　コトガ
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　　▽エー　キューパッテ　イウノハ　コノ　地図デ　ゴ覧＝　ナリマスヨウニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一一8－20）

　（b）　首尾の不照応　　114例

　⑦　単純文不整　　　　　85例　　　　　　　　　　tt

　　▽ソノ　財政ノ　中味ハ　ワレワレ　国民大衆ガ　イヅシヨウケンメイ　働イテ

　　　オサメタ　トコロノ　税金ガ　コノ　財政ノ　中味デ　ゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－24－1）

　　▽デ　エー　ワタクシガ　キヨウ　申シァゲマス　コトハ　ェー　謡シコトバノ

　　　文法体系ハ　コウイウ　モノダト　イウ　・コトヲ　カカゲテ　エー　示スト

　　　イヅタヨウナ　用意ハ　今ノ　トコロ　ワタクシハ　アリマセン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－14－32）

　曾）句関係不整　　17例

　　▽ソレデモ　結構デスシ，＝・・一　アンマリ　臼ノ　ァタル　所デ　i　朝顔ガ

　　　水ヲ　モラワナイデ　Pt・一　ションボリシテタト。　（126－35－5）

　　▽（略）コノー　助詞　助動詞ハ　ドウイウ　意味デ　コンナ　フウニ　並べタ

　　　カト　申シマストイウト　t　一一　形態的ニ　コノー一　願序ガ　アル　意味ヲ

　　　モツト　思ワレマス。　（123－11＿21）

　〈ウ）句点を越える結び　　12例

　　▽デ　コレハ　アノ　ドウイウ　コトカト　ゆシマスト，オー　グラステックス

　　　ト　イウノハ　英語デ　コウ　書キマス。　（（略）可塑性ト　イイー一Vシテネ，エ

　　　ーチョウド　コノ　エー粘土粘土ノヨウニ　コウ押ス押シタリナン

　　　カ　スルト　自由ナ　形雌　コウ　オー　スル　コトガ　デキルト　イウ　ソ

　　　ウイウ　性質ッテ　コトナンデスネ。）（127一一26－9）

　　▽エー　トコロガ　ソノー　Bノ　ホウハエb一　スグ近クノ　撲家ノ　庭ニ

　　　イー　カキノ　木ガ　アッテ　エ　キレイナ　実ガ　鈴ナリニ　ナヅテ　イ

　　　ル。（ソレヲ　オ　ウマソウダナアト　オ　思イナガラ　エー　歩イテ　イル。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－22－15）

　　　　この類は（）内に示した後接部分に受けがある，いわば句点を越えたとこ

　　　ろに結びがあるもので，そこまでを1単位ととらえることも考えられる。しか

　　　し，今は前部分の終止の形をおさえてここで文を切うこととし，首尾不照応の

　　　不整文と委及う。

〈2）語の不足　　15例

　▽羅語研究所ヲ…ガ　ドウイウ　経路ヲ（ヘテ）ウマレタカト　イウ　コトハ　サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　20



　　　キホドノイロイロゴ祝辞ノ中ニモノベラレテアリマスンデ三段必
　　　要ナインデ　アリマス○　（124－8＿3）

　　▽エー　コウイウ　コノー　オ　人気ノ　アルー　政治家，エー　コウイウ　コノ

　　　一一　アメリカニ　対シテ　エー　反米政策ヲ　ヤッテ　オル（ト）。　（127－9－5）

　（3）語の誤用　　15例

　　▽ソノ　パアイ　　「サケハ」ハ　エー　コノー　イワユル　エ・対象語ッテ　申シ

　　　マスカ　エー　コノ　オ　蹴勺語ト　摩シマスカ，ソウイウ　意味デ　　アリマ

　　　ス。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－18－5）

　　　▽田本ガ　ソウイウ　モノハ　ドウモ　全般的二　多少　風潮ガデスネー　アノ
　　　　　　ゆ
　　　一　マダマダ　医学的　心理学曲ナ　颪ガ　強イヨウニ　思ワレル　ワケデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122一一10－17）

　　　　語の誤用の範陽は広いが，ここでは，純粋に語彙的な問題にとどまるも研こは

　　　触れず，多少とも文脈に影響するようなものを取り上げた。

　（4）文意不明　　6例

　　▽エー　マー　イμイロー　申シマシタガ，エー　結局　ソノ　子ドモガ　アー

　　　コノー　デキタ　喜ビヲ　味ワエルヨウニ，コノー　デキタト　イウ　喜ピガ

　　　次ノ　建設へ　進ムンダト　イウ　マ一一　原理デスネ。　（126一一36－17）

　　▽デ　ココノ　人間関係ト　イウ　モノハ　近飯ドナリノ　ツキァイノ　ホゥガ

　　　チガッテ　ーマイリマス。　（126－50－1）

　　　　「文意不明」の類は，文脈不整とか，語の不足とか，誤用とか，灘純に解しが

　　　たいような不整，つまり，不整の点を指摘して，文意を察することの困難なもの

　　　である。

　（5）三曹：不良　　29例

　計　　　243例

　　（備考）

　　　1　1例に2種以上の不整・誤用をもつものが多いが，そのうちのひとつだけを

　　　　取り上げて数えた。

　　　2　ひとつの現象で2様以上の見方のできるものがあるが，そのうちのひとつの

　　　　晃方で扱った。

　なお，語順が乱れていると晃られる例が少なくない。これを資料から除外す

るとなれば，文脈不整の1種とされることになるが，これは，取り上げないこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溌）
とにした。語順に関しては，大塩分を将来の課題として残す。次に例をあげて

おく。
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　　　注）　「V・2・1成分の陳述的変容について」の中で，語順の変換について多

　　　　　　少考察を試みる。

　　▽タイヘン　ヤワラカク　水ヲ　入レナクテモ　コウイウ　フ（ウ）ニ　デキアガリ

　　　マスデ（ゴザイマ）スネ。　（127・一19一一2）

　　▽オ米ヲ　マー　普通ニ　タキマスンデスガ，スッカリ　ア　熱イ　ウチニ　洗ッ

　　　テシマイマス。（127一一20一・7）

　　　　　　　　　　　　　　セイピ　　▽アトデ　ムシロ　コレハ　済美研究砥ノ　ホウカラ　マトメテ　ゴ報告　イタダ

　　　イタ　ホウガ…　（122－11－2）

　　▽（略）ソウイウ　トコロニハ　環境衛生監視員ト　イウ　ウー　ソノ　ヤハリ

　　　保健；所カラ　アー　職員ガ　イキマシテ　エー　ソレヲ　イロイロ　指導　トリ

　　　シマリヲ　スルト，　（略）　（125－29－12）

　　▽カナラズ　マスコミユニケーションデ　アルト　印欄ト　イウ　モノが絶対ニ

　　　トモナウ　ワケデスネ（略）（123－38－6）

　以上は，共通資料から除外した例を分類してみたものだが，大まかな分類で

ある。たとえば，「語の不足」の中には，いわば舌足らず的のものと助詞の脱

落の類とが含まれており，「語の誤用」の中にも，調的な語の誤用例と助辞の

誤用例とが含まれている。それぞれ，かなり性質のちがうものだともいえる。

　なお，心理的解釈を加えて見ることになれば別の分類が成り立つし，また，

「ことばの正しい使い方」「正しい言い方」などの実用的観点に立てば，さら

に別の分類や指摘がありうるだろう。

　〈付〉不整・誤用についての若干の老察

　ついでに，除外資料にふれてみて気づいたことを，二，三述べてみる。

　（1）話しことばの不整・誤屠等における傾向

　Oいぢじるしい類

　上述の共通資料における除外例の中で，比較的数の多い類をあげてみる。多

少，解釈を加えてみるところがある。

　中断のうちに，次の（a）（b）（c）の類が目立つ。

　（a）　接続助講切れ

　▽ナカナカ　タクサン　ァルンデスガ……　（123－42－13）

　▽拙手ナンテノ　アリマスガネ，ラジオナンカデスト　（123－29－1）

　このほか「～カラ」の切れが多い。　「～ノデj「～ケレk’モ」などの例も見ら
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れ，総じて条件句の例が多い。

　（b）　引用文切れ

　▽（略）エー　「ナニカ　イマ　オスキデ　ヤッテ　イラッシャル　コト　ア婆マセ

　　ン？」ト　タズネラレテ　エー　「別ニ　イマ　ナニモ　ヤッテ　イナインデスケ

　　ド　mレカラ　タイプ習オウカト　思ッテ　イルンデスjト。　　（122－17－21）

　▽（略）タトエバ　ソノ　申デ　ーツ　ウー　デハ　チョット　読ンデ　ミマスト

　　「翻訳ニ　ツイテ　コノ　問題ハ　翻訳ト　非常二　密接ナ　関係ヲ　モツ　モノ

　　デアリマスが翻訳ニツイテラフカディオ・ハーン順次ノヨウニイッテ
　　ォリマス！o　　　　（122－15－19）

　（C）　「ワタクシハ」の受けのないもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベイ　▽ソコデ　ワタクシバ　ドウシテモ　コノ　米ソト　イウ　モノノ　カ，コノ　カニ

　　マサル　トコロノ，コノ　カヲ　制御スル　トコロノ　機関，権能ヲ　モッタ　機

　　関ヲ　・一一・ツ　作ラナケレバ　ナラナイ。　（124－27－8）

　▽マタ　アー　簾京ヤ　大阪ノ玄ウナ　非常二　大キナ　都会ニ　ナリマスルト　山

　　ノ手ノ管下町デ（ハ）　ワタクシハ　チガウト。　　（126－49－20）’・：一　tliノ手1の誤りか。

　これらは引用文切れと見ることもできるが，「ワタクシバ」が聞投的にはい

っているようにも冤られる。

　中断の中には，無恥行動の上では，言いよどみや外心障蜜（相手の発譲によ

るさえぎられなど）によったりした発話の中断というべきばあいがあり，また

場面その他への依存などでことばを省略し，衷現としては完結しているという

ばあいがある。これを，たとえば，「中断」と「雀略」というようによびわけ

ることもできようが，実際上，区別は困難である。ただ，顛向としては，上記

の3類などは，「省略」にしばしばあらわれる形であるように思われる。
　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　じ

　単純文不整には，それ・のばし・切れ・つぎと名づけたい類がある。図式的

には，　（それ）　　l　l……一。　（のばし）　　l　l　。　（切れ）一一。…（つ

ぎ）　　　　1’……』’”『’幽一’。のようなものといえる。

　（d）　それ

　▽ダガ　シカシ　ココニ　ーツ　政治ト　イウ　モノヲ　通ジテ　ゼヒトモ　ナサレ

　　ナケレパ　ナラナイ　コトハ　コノ　現在　コレラノ　闘争ト　イウ　モノヲ　ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンソニヂ　　エテ　起コシテ　イグヨウナ　マタ　起コサセルヨウナ　今摂ノ　社会擬度ソノモ

　　ノニ　火キナ　欠陥ガ　アルト　イワナケレバ　ナラナイノデ　ゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－21－20）
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　（e）　のばし

　▽コレーガ　エー　ナンデス，エー　ソノ　ア　東京　ナラビニ　秋田県デ　エー

　　ヤリマシタ　アー　調査ノ　結果ガ　書イテ　アリマス。　（123一一43一一18）

　（f）　切れ

　▽デー　ヨク　コノ　ワタクシドモ　耳ニ　シマスノハ　ソノ　オカアサンガ　ヨソ

　　ノ　子ト　スグ　クラベテ　シマゥ。　（126－36級9）

　（9）つぎ

　▽コノ　エー　パプPフ先生ハ　ンー　Pシアデハ　オモシPイデスネ　＝＝・一　パブ

　　ロフ先生ト　ワタシガ　アー　エー　プβフェッサー・パブロフトカ　アルイワ
　　エー　ドクター一・パプロフトカ「ハジメー一　イイマシタ。　（126－17一・8）

　　　　　の　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　の

　のばしや切れも，それだともいえるが，”ことがら〃的内容に関して延長あ

るいは中断と見られるということによって，こう分けてみたのである。
　の　　　コ　　　　　　　コ　　　ら　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　コ

　それ・のばしの中に語句の重複するものがかなり多く，また，それの中セこは，

　　　　　　　　　　　
類縁表現へのそれといえるようなものが少なくない。

　（h）重複

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キタイ　▽今　ワガ　麟ニ　オケル　モットモ　重大ナ　仕事ハ　罠主主義ノ　危殆二　瀕シ
　　　　　　　　　　　　　　　パンカイ
　　ツツ　ァル　コトヲ　コレラ　挽回シ，ソウシテ　国民ノ　生活ノ　安定ヲ　保証

　　シ，ソトハ　外交ニ　ムカッテ　一嘗ヲ　発揚スルヨウナ　コトガ　モットモ　タ

　　イセツナ　コトデアロウト　思ウノデ　アリマス。　（127一一35－4）

　▽（略）第一ノ　理由ハ　アー　未開発国ノ　オー　援助ト　イウ　モノハ　東西両
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ホソ　　陣営ノ　オー　競争ニ　ナッテ　オリマシテ，臼本ガ　コレ（二）参加シナイト

　　イウ　コトハ　コノ　競争カラ　トリ残サレルト，マー　バスニ　乗りオクレルト

　　イウ　コトが第一ノ　ゲ……eer£1デ　アi］マスQ（127－4－3）

　　　　　　　　　　　　　　　り
　（1）　類縁表現へのそれ

　▽エー　ソノ　次二　読ミヤスサノ　問題ト　イウ　コトが書イテ　ナリマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－40一・20）

　▽サパノ　ジカ火焼キト　キャベツノ　ムシ煮デ　ゴザイマスガ　ドウゾ　デキアガ

　　リ　ゴラン　イタダキマショゥ。　（127－15一一3）

　▽（略）一秒聞二　何字　読ンダカト　イウ　コトガ　ア～　デキマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－39一一18）

　▽（略）　エー　コレハ　ドウモー　アカルイ　人間関係ト　イウニハ　エー　ハタシ

　　テ　＝L　ドウデショウカ。　（126一一46－14）

　　　　　　　　　　ロ　　　ロ
　かりに類縁表現へのそれとよんだものの中に，上記の例に見られるように，各
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種のものがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　（j）　句関係不：整も，単純文不整と醐じ性質の不整である。すなわち，それ

その他の現象である。例はr除外蜜料の分類一覧」にあげたものにゆずる。

　（k）句点を越える結びの類もかなり昌立つ。すでに説明を加え，例も示し

た。

　（1）　助詞の誤用

　▽ソノ　第三香自ノ　オー　「青少年ト　新聞」ト　書イテ　ゴザイマス。
　　　　　　　　鳩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－43－11）

　▽エ　コウイウヨウナ……　マッタク　ウ　コトナッタ　意味ノ　二連キカタヲ

　　スル　構：文ガデスネ　ェー　主語　述語ト　イウ　考エカタデバ　カナラズシモ

　　　　　　ヘ　　ワリ切ル　コトガ　デキナイ。　（123一一17－11）

　　　　　　

　それなどの文脈不整とも見られる例も少なくないが，そういう関係のない単

純な助詞誤購の例も多い。さらに多騒の例を集めることができれば，助詞の誤

用の上の傾向がなんらかとらえられるかもしれない。

　○不整・誤用等の発する理虫と，誕しことばにおける状況

　不整・誤下等の発する理由を考えることは，言語行動の心理についての推瀾

を試みるにすぎない，はかないしごとな：のだが，一般的に，次のようなことが

考えられる。

　（a）　表環管理のくずれ

　話しことば・書きことばを逓じて，いわば表現の管理のくずれが不整や誤用を

ひきおこすことが多いと考えられる。文はそれぞれ1個の紡一体である。発話

においては文の統一性を保持するための管理が発話者の意識（ことばの規範の

意識）によってなされるのだが，往々にして，その管理がくずれることがあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　の
る。そこに下尾の不照応や語の誤用などが超こる。た：とえば，それ・のばし等

の環象は，発話考の意識の座の流動によるものと解駅されよう。また，誤用の

あるものは，管理のゆるみで適応を欠いた用語があらわれたものと解験され

る。こういつたことは，霊として，発話行動が時間的行動であるために負う制

約によるものだと考えられる。

　なお，長い文のばあい，時に，下尾の照応を欠く構造がかえってわかりよさ

を助けることさえある。受け手の行動もひとしく時聞性のものであるので，蒔
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田島の制約にもとづいたある種の不整が，受け手にとっても自然のもの，受け

入れやすいものであることがあるのである。たとえば，ラジ戸口＝一スなどの

文のひとつの類型とも見られる「○○ハ『……』ト，コノヨウニ○○ハ語リマ

シタ。」などは，その典型的な例で，技法としても用いられるものである。

　（b）　言語外要素への依存

　音声・表情・身ぶり・場面等に依存することによると見られる不整が少なく

ない。とくに中断の例には，この類が多い。対話では，相手の発話と編補なう

ような関係をもつ中断もよくあらわれる。また，

　▽ソシテ　源料ヲ　加配テ　型ニ　オスト，サア　コレハ　ナンデショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－24－3）

のような句関係不整の例などもあらわれる。

　（c）　ことばへの不熟や慣用のずれ

　個人的な欠陥，あるいは集団のもつ欠陥としての不熟やずれによる誤罵や不

整を見つけることもある。

　（d）表現の自由への飛躍

　ことばは本質的に，自崩な表現ではない。ことばのわくを越えた表記の要求

があれば，ことばの規範の立場からは，不整とか誤用とか見なければならない

現象を起こすことがありえよう。たとえば，文学者の文章に文法的見方や辞書

的見方から軽々しく手を加えたり批判を下したりすることが，表現を尊重する

立場からは，当をえないばあいがある。

　以上の（a）（b）（c）（d）のうち，話しことばに特に多くあらわれるものは，

（a）（b）である。前に指摘した，話しことばの不整・一泊等の中のいちじるし．

い類は，おおかた，これに属するものと見ることができる。

　②整と不整，副用と誤用の間

　不整や誤用の中には，その使われの広がりや時間の長さによって，ついに正

格のものの中にくり入れられるものが出てくると思われる。また，不整・誤用

から出たことは明らかだが，今日すでに慣用的形式と認めることが適当と思わ

れる類もある。そういう変化に関係して注目される類例を，いくつかあげてみ

る。ただし，取り扱った資料の範囲で気づいた程度のものにすぎない。
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　（a）慣用省略文と中断

　『話文型（1）』で，「省略：文由来の慣用による完全な文」　（簡単に「慣矯省

略文」とよぶことにする。）というものを認めた。

　▽ポスターーヲ　ドウゾ。

　▽ドウゾ　コチラへ。

　これらは，述語を欠く点で省略（中断）というべきだが，すでに固定して，

それだけで特定の意義を社会二二としてもっていると認められるので，慣用省

略文としたものである。これに対して，

　▽ゴ注意ハ　ァトデ　ヒトッ（123－29－15）

　▽マタ　来週マデ　（127－33－7）

などは，中断と取り扱ったものだが，まさに慣罵雀略文に接するものである。

これらの中断と慣用省略文とは連続している。

　（b）　転成終助詞文と接続助詞切れ

　『話文型（1）』で，「接続助詞由来の終助詞終止文」を認めた。

　　▽デスガ　コレハ　モウ　ワタシバ　報蕾書二　書イテ　アル　以上ニ　ナニモ

　　　アリマセンカラ。　（123－29－11）

　　▽ヤッパシ　寝マキノ　上ニ　アノー　ツケテ　イタダクト　イウ　コト　デスケ

　　　F“o　（125－5－8）

などは，これに属する。次の例の「ヨウニ」も，終助詞と認めていい。

　　▽デ，失ッタ　汗ヲ　補エバ　イインデスカラ，ソレ以上ノ　水ヲ　トラナイヨゥ

　　　ニ＝o　　（126－40－15）

　これらを合わttてr転成終助詞文」とよぶことにする。これと，接続助詞切

れ，

　　▽ナカナカ　タクサン　ァルンデスガ……　（123－42一・13）

　　▽マズ　ソノー　読ム　人ガ　読ミヤスイト　感ジテ　クレルト　イウ　コトガ

　　　第一デスカラ……　（124－41蟻9）

などとの境界もはっきりしたものがあるわけではない。

　（c）　ト終止文と引用文切れ

　　▽第一番目ニハ　コノ　オー　中南米ノ　経済構造ト　イウ　モノガ　アメリカト

　　　クラベルト　タイヘン違イガ　アルト。（127－9－13）

　上の例において，文末の「ト」は，引用の「ト」と見るよりも，終止に使わ
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れていると見るほうが適当であろう。話しことばにしばしばあらわれる用法だ

が，一種の終肥馬とも見られる。「コレデ　ヨシト。」「モウ　ヤメトコウト。墨

などでは，その性質がもっともはっきりしてくる。このような「ト」で終る文

を「ト終止文」とよぶことにする。引用提示句と扱った類における「ト」にし

ても，文末的な感じがある。以上のような「ト」については，さらに詳しい講

査・考察を加えたい。引用文切れの「ト」もその問題のうちにはいる。

　▽ソノ　家庭生活モ　カナラズシモ　ソレジャー　家癒ト　イウ　コトバデ　モッテ

　　一　入闇関係ガ　スベテ　説明　デキルカト　イウト　ソウハ　イカナイト。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－49一一1）

などは引用文切れと扱うとしても，ト終止文とかならずしも購確に区別される

ものではな：い。

　（d）　類糸承表環

　▽（略）　ドウゾ　デキアガリ　ゴ覧　イタダキマショウ。　（127－15－3）

　　　　　　　　　　　　　　　コ
のような，類縁表現へのそれ（「ゴ覧クダサイ」一一→「ゴ覧イタダキマショウ」）

と認められるものの中には，やがて将来，正劇として定平するかもしれないと

思われるものがある。「ゼヒ　希望スル」「ゼンゼン　アルコール抜キノ　合

食」「オソラク　～カモシレナイ」など，この類のものが，一般にある。

　（e）　助詞の誤用

　▽デ　ソレヲ　オFナノ　標準デ　スグ　ケチヲ　ツケテ　シマゥ6　（126－34－11）

　　　　　へ　▽（略）　ソビエットハ　アー　イチバソ　カヲ　入レテ　オリマスノハ　インドデ

　　　　　　　　　ヘ　　ァリマス。　（127－5－1）

　▽エ　コウイウヨウナ……　マッタク　ウ　異ナッタ　意味ノ　オ　続キ方ヲ　スル

　　構文ガデスネ　エー　主語　述語ト　イウ　考工方デバ　カナラズシモ　ワリ切ル
　　　　ヘ　　コトガデキナイ。（123一・17－11）

　上の「ヲ」「ハ」「ガ」は，それぞれ「二」「ガ」「ハ」の誤りだと見れば

　　　　　　　　　　　　　　
それまでだ（文脈のそれと見ることもできる）が，とにかく，議しことばにお

ける語の用法の罪厳密さ，ないし溝文のルーズさを示す事例である。だが，こ

れに社会がなれて，異常と感じられなくなるものが出てくるかもしれない。そ

うなったときは，助詞の意味用法の記述が書きかえられなければならなくなる

こともあろう。こういうことは，もちろん，藷一般について，ありうる。
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　（f）　助調の抜け

　▽（略）コレが恐1コシイ　戦争デアル　コトハ　ワタクシ．申スマデモ　ゴザイ

　　ーマセン。　（124－20・一・15）

　あるばあい，ある種の格助詞の抜けることは，一般的なこととして認められ

るが，その限界はかならずしも明確でない。上記の例の「ガ」の抜けなどは・

そのように認められるものかどうか，問題になるところであろう。

　（9）　挿入

　▽タトエバ　種痘デ　アルトカ，＝・　一　マー　種癒ガ．イチパン　オモと．rNJマス

　　ケレ’ドモ，オ幽一　ソウイウヨウナ　予防注射ヲ　イロイロ　ヤリマフ・o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－28－6）

．統一体としての文という規準に照らせば，挿入をもつ文は，ともかくも，く

ずれたものといわなければならない。しかし，くずれをもちながらそれを包ん

で統一性を得ているもの，くずれを包んだ統一体というべきであろう。

　（h）　倒置・補足

　倒置～▽ツマリ　イー　人閥トシテノ　成長ノ　基礎ト　考毒心　ホウガ　イイデ

　　スネ一一，入間形成ナンテ　イウト　チeット　イカメシク　ナリマスカラ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－27－6）

　補足一▽カナラズ　マスコミュニケーションデ　アルト　印樹ト　イウモノガ　絶

　　対二　伴ウ　ワケデスネ，印捌技術ガ。　（123一一38－6）

　倒躍や補足も一種のくずれである。しかしまた，全体として統一性を得てい

ると見られる。その統一性は2文の連接が統一性をもつ場合に似てもいるe意

味的な面の統一についていえば，まったく岡じだといえる。そこで，倒置や補

足を1文と見るか2文と見るかという問題があるわけだが，後置（補足）の部

分はもっぱら先行郷分への補足をその役舗とするものだから，やはり，全体で

1文と扱うが適当と考えられる。そうすると，これらは，統一体としての文

（先行部分）を内に含む第2次統一一体としての文だといえよう。　（（9）（h）は

（a）～（f）とちがつた性質のものだが，とくに話しことばlc多く現れる構造

である。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石初太郎）
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H　表 現 ム、留 図

1．概念規定について

　「ここに言う表現意図とは，言語主体が文全体にこめるところの，いわゆる

命取・質問・叙述・応答などの内容のことである。」（前報謹書「話しことばの文

型ω」86ページ）として，前書には，多少の説明を加えるにとどめた。本書で

も，基本的態度に変化はなく，前書とほぼ同様の考えかたで論究を進めてい

る。また，同じ「表現意図」あるいは「意図」という用語を使う学者・教育者

も散見するのであるが，ここに，用語についての説朗を少し書き加えることと

する。その趣旨は，概念内容をより明瞭にすることにある。

　たとえば，〈相手二行クコトヲ求メル〉という言語主体の意志的思考が，言

語形式をとるときは，

　（！）　「行け。」「行けよ。」「行きなさい。」「行って下さい。」

　②　「行かれたい。」

　（3）　「行ってほしい。」

　（4）　「行くことを希望する。」「行くことを要求する。」

など，さまざまに表現される。これらは，逆に，そう言われれば，＜行クコト

ヲ求メテdルノダ〉ということが聞き手には，わかる。つまり，こういう言語

形式によって，〈相手二行クコトヲ求メル〉という話し手の意志的思考内容が

対応的1，c聞き手に伝達され理解されるという一般的な社会習慣がある。

　このうち（1）（2｝は，話し手が聞き手に薄して直接く行クコトヲ求メル〉ばあ

いにのみ使われるが，（3）（4）は，そうとは限らない。第三老に対して〈行クコト

ヲ求メル〉ばあいにも使うことができる。たとえば（3×4）では，「私」を主格に

1嚴いて「私は彼に行ってほしい。」「私は彼が行くことを希望する。」などと言え

るが，（1×2）では「私は彼が行け。」「私は彼が行かれたい。」などとは言えない。

つまり，命令形（の命令用法）や，「～タK」という形式は，話し手の直接的

要求の意志表現を担う文法的形式であり，「～テホシイ」や「～スルコトを希
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望する」「～スルコトを要求する」などは，意義として，その役割りを論うこ

とがある語彙的形式である。

　いわゆる”陳述〃は，狭義にも広義にも規定されているが，ほぼ，上記の文

法的形式に対して，言語主体が負わせる役割りを指すと言ってよいようであっ

て，やや呉体的には，「判断の陳述」とか「質問の陳述」とか「命令の陳述」

とか言われるから，「判断の表現意藪」とかr質問の表現意図」とか「命令の

表現意図」とか言うのと，きわめて近似するであろう。しかし，「陳述」は，

文の成立そのものの条件を，主として文の”述語〃の形式と意味との両面から

追究する考えかたに立っているが，「表現意図」は，意味の面から文を成立さ

せる力の基底を追究する考えかたに立っており，嘱し手と聞き手とのあいだの

言語的勢力圏の張りあいを，話し手の側から見て秩序づけるものであって，そ

れ自体外的言語形式を持つものではないし，すべて対応する外的言語形式を持

つという保証もない。そこで，その範囲を限定して，ここて扱うのは”社会

習慣としての言語形式との対応を持つ表現意薮〃とする。そのように限定して

も，なお，蔚記（1）（2）のような文法的形式としての「行け」や「行きなさい」は

言うまでもなく，（3×4）のような語彙的形式としてのr行ってほしい」や「行く

ことを希望する」なども，”要求の表現意図に対応する社会習慣としての言語

形式〃と認められる。これに対して，”要求の陳述に対応する社会習慣として

の言語形式〃あるいは，’特定の言語形式が持っていると見られる要求の陳述

のはたらき〃は，（3×4）を含まない（i＞（2），あるいは（1×2＞の述語のはたらきと認め

られる。　（（3×4）は（1×2）とは別の陳述とみなされる。）この点で「陳述」は，「表

規意図」と観点もちがうが，扱う言語形式の範囲もちがう。現象的に雷えば，

文法的（辞的）形式に関する範囲では，だいたい岡じことである。ただ，「表

現意図」からすれば，語彙的（詞的）形式をも扱いうるけれども，「陳述」か

らすれば，語彙的形式を扱うことはない，というところがちがう。

　しかし，語彙的形式に関する部分は，その限界が不明瞭なものであるし，と

くに，当面の独謡の共通資料について，多くの形式を見いだしうるわけではな

い。したがって，以下の実例ICついても，これで十分という保証はない。ここ

では，文法的形式を中心として記述し，資料に見られる範囲で，語彙的諸形式
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を加えてゆくことになる。

2．表現意図の分類とそれに応ずる交表現について

2・1　大分類
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断定の表現

｛云聞の裟現

希望の裟現

叢定の裟現

意志の表現

④応箸表現碑辮糠難系1轟隷、る）
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　萌報告書「話しことばの文型（1）」（131ページ）には，上記のほか，詠嘆・応

答両三規の下位分類，判叙表現の語下表親としての「炭唱の表理」，要求表現の

未分化なものとしての「疑問兆候の表現」，ならびに，要求・判叙爾表環にわ

たる複雑な表現として「反語の表現」，の3種をあげた：。

　このうち，　「反語の表環」は，本書では要求表親に含めて扱った。「形式上

も意義上も，繁殖要求または説明要求の質問的表親と区別することの函難なも

の」　（簡前）だからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ほ　　　　
　「反唱の表環」というのは，相手のことばをおうむがえしに曝えるように言

うもので，蔚書（132ページ）の例示から引けば，

　▽「ソレハ　短段ガ　問題ダナー」「緯段ガ」

　▽「フタリノヲ　2枚デス」「2枚」

などであって，対話のばあいの特徴的表現の1っであるが，独話には，あらわ

れない。分類表の複雑乾を避けるために，本書では省略する。

　「疑問兆候の表現」というのは，疑念よりは質闘としての意図がはっきりあ

らわされ，いわゆる感動詞単独で，　または疑問調単独で表琉されることが多

い。おなじく前書（133ページ）から引けば，

　「エ？」，　「エッ？」，　「ン～」，　「ハ？」，　「ナs？」

などが，典型的なものである。これも，独話に：は，面識のばあいのほかあらわ

れないであろう。当面の資料にも，あらわれていないから，同様に，本書では

省略する。

　詠嘆・応答両表現の下位区分は，本書では必要でないから記さない。独話と

いう資料の性質によることであって，各項にその実態を記した。

3．衷現意圏に応ずる丈の丈末部分について

　　　　　　　　　　　　　　　　　漢）
以下に独話共通資料からの文例を記す。

3・1　よびかけ・わかれなどの表現

例が少ない。全例を示す。

▽ミナサン！　　（124－30一・11）（124－30一・14）ほか2例

▽エ・一一　ミナサン！　　（124－29一一1）（125一一23－4）

▽ミナサマー　　　（126－1・一1）（126－3一一15）C・まカ、6釧∫
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　マソドウ　　　　シコクソ
▽渉彗堂ノ　　　諸慰！　　　　（127－35－1）

　セソセイ
▽先生！　　　　（127－24－9）

　▽＝ンニチハ！　　（127－11－3）（126－1－1）ほか3例

　▽コンバンハ！　　（124－29威）

　▽一極ヨゥゴザィマス。　（125－18－2）

　▽ソレデハ　キョゥハ　コレデ。　（125－17－4）（126－3－15）

　▽ソレデハ　キョウハ　コノヘンデ。　（127一一33－7）

　▽デハ　コレデ。　（126－27－11）

　▽ゴキ・ゲ「ンヨゥ。　　（125－17－4）（126－3－15）

　▽デハ　ゴキゲ’ンヨゥ。　（127－33－8）

　▽サヨウナラ。　（126－27－11）（12740－23）

　このほか，詣しのおわりに，静聴を謝する意味でか，英語などの影響でか，

「アリガトウゴザイマシタ」と言うことがある。影資料にも，

　▽アリガトウゴザイマシタ。　（127－35一一16）

があり，回しおえの表現に使われっっあるかと見られる。

　　注）K7エ　一一　タイヘン　キョウハ　オメデトウゴザイマス。　　（124－10－3）

　　　　などの謝意の表現は，判叙表現のなかのイディオム的なものとして判叙表現に

　　　　入れる。

　3。2認嘆表現

　独話資料の性質上，例は少ない。全例を記す。

　▽アー！　　（123－29－3）（123－29－4）▽ア！　　（127－24－5）▽サー。　（127－245）

　これらは，話し手の感情の直接的・非分析的な表現であり，相手に対する言

語的な影響力を度外視しているものである。いわゆる「感動文」「詠嘆文」に

入れられるが，一般には，「よびかけ」や「応答」も含めることが多いようで

ある。前書岡様，「よびかけ」「応答」などは除外し，狭義の「感動文」「詠

嘆文」を詠嘆表現と認めた。前書では，対話資料の性質上，前記「文表環の細

分」に各文例を得たが，ここセこは，「感動詞による未分化表現」の例を得るに

すぎない。

　3・3剥叙表現

　独話資料の性質上，予想されることだが，判断叙述の表現が多く，全文数の

90％を越える。（1961年度に対諸との比較検討を行なったときの独話資料では，

不整・中断などを除いた816文のうち751文で，約92％，当独藷共通資料でも約
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92％である。）

　述語にあらわれるこの表現の特徴的形式は，いわゆる「～ダ」「～デス」な

どの判断辞に代表される文法的形式のほか，用言の終止形式に代表される語彙

的形式の種々相がある。とくに，動罰の分化として，「～ティル」「～テア

ル」「～テオク」などの「態の表現」は，その顕著なものであるが，ほかに，

複合述語的な表現，「～スルワケデス」「～スルモノデス」「～スルコトガア

ル」「～スルコトニスル」などがあって，意義の分化を表環する。これらは各

種の面心形を持っていて，かならずしも終止法に立つとは限らないが，その終

止法に立つとき，判叙表現のための特徴的文末形式となる。すなわち，動詞や

いわゆる補助動詞類，あるいは「（ラ）レル」「（サ）セル」という接罵語的助動

詞など，活用の多彩な語において顕著な各種の用法のうち，文宋の終止法だけ

を，ここではとりあげる。文の意図表現と，その特徴的形式との関係について

は，以下も間様である。

　3・3・墨　判断既定の表現

　a　事輿の叙述衷現

　萌述「文表現の細分」に見られるとおり，「判断既定の表現」は「判断未定

の表現」に対立し，そのなかに「事実の叙述」と「断定の様相」とがわけられ

る。「事実の叙述」は，ことがらをあらわし述べるいわゆる”綱〃的表現であ

るから，文末の終正法のほかは，意図表現にかかわるものではない。したがっ

て，文法論的には「断定の様楓」をあらわすいあゆる”辞，、的表現を媒介とし

て，はじめて意図表現にかかわるとされ，終止法もまたゼロ辞をともなうも

の，あるいは辞の機能を含むものと鰐釈される。しかし，ここでは前述のよう

に，語彙的形式でも，文末の用法としては，その文の意図表現の特徴形式とし

て扱うから，以下，やや細かく「態」（いわゆるアスペクトに準ずる）・「相」（い

わゆるヴォイスに準ずる）・「蒔」（いわゆるテンスの一瓢）の3表現を記述する。

もしも，これらのことがらの分化を担う語彙的（肉的）形式に触れることな

く，文法的（辞的）特徴形式だけを記述するにとどめれば，判断叙述という分

析的文表現の中心にある表現の分化に対して，あ9りに大まかな記述にすぎ

て，総合的文型のためにも，また予想される実用上の諸問題に対しても，参与
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しうる範囲がかなり狭く抽象的なものとなるであろう。しかし一面，語彙的形

式の範囲をひろげてゆくならば，まったく個別の表現に関することとなってし

まうであろう。そこで，ここには類型的に使われることの多い語彙的形式（語

彙的特徴形式と仮称）として，辞的な性質を持つ詞の形式の文末絹法に，範囲

を限定する。

　a1態の表現

　概観すれば，「～（動調連罵形）テオリマス1の形式がIIE倒的に多かったが，

ついで，　「～テオク」「～テイル」など，”存在〃をあらわすもの，　「～テオ

ル」「～テ4ク」など”移動〃をあらわすもの，「～テミル」という”試み〃

をあらわすもの，「～テシマウ」という”完了〃をあらわすもの，「～チモラ

ウ」「～テヤル」という”授受〃をあらわすものなどがあり，いずれも敬譲形

・否定形を持つ。

　これらのいくつかが複合した形式は，当然，複雑なものが予想される。　（た

とえば，　「書イテヤッテシマッテキテアリマス」など。）けれども，独謡資料に

は，案外，頻度の少ないものらしく，共通資料には，2っのものの複合形式だ

けが，15例あらわれているにすぎない。しかも，そのうち13例までは，「～テ

キテイル」　（およびその敬譲形・否定形）であって，変化に乏しいと言えるだ

ろう。以下に全例を記す。

　▽民主的ナ　大キナ　チカラガ　ウマレテ　キテ　イル。　（124－34－11）

　▽サキホドモ　申シアゲマシ玉上ウニ　戦後ノ　日本ノ　国事ノ　アイダニハ　本当

　　＝　大キナ　チカラガ　ウマレテ　キテ　イル。　（124－34－11）

　▽（略）　アー　ドメ」ガ高クテ　アトハ　ズーヅト　コウ　低ク　ナッテ　キテ

　　ィルト。　（122一一18－16）

　▽〈略）　コレハ　モウ　カナリ　オチツイテ　キテ　イマスネ。　（123一一27－21）

▽（略）解決ノ　方法ト　イウモノガダンダン

　ノ　ァィダニハ。　（123－27－3）

▽（略）政治的ナ　勢力ニマデ　コレガ　発展シテ　キテ　イナイ。

▽（略）現代ノ　国語学習ト　イウモノガ

　タンナッテ　キテマス。　　（123－26－15）

▽（略）　タシカニ　（略）　目ツキガ　ダイブ　柔和ニ　ナヅテ

デキテ　キテ　イマス，専門家

活動主義的，経験主義的ナー

（124－34－12）

　　　ヤリカ

キテ　オリマス。

　　（126一一21－7）

▽（略）近隣ノ　関係ガ　非常ニ　コノ　セマク　ナッテ　キテ　オリマスQ

　　　　　　　　　　　　　　　　36



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－49－18）
　　　　　　　　　　　　　メソ　▽（略）経済援助ノ　オー　面デ　ェー　競争ガ　スデニ　イ　デキテ　キテ　オル

　　トe　　　　　（127～10－3）

　▽ダンダンニ　顔ヲ　ダス作品ノ　カズガ　少ナク　ナッテ　ユー　マイヅテ　オリ

　　マス。　　　（122一一4－15）

　▽（略）　ガスパジーンノ　ホウハ　エ　年代的二　減少シテ　マイッテ　オリマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－5－14）

　▽（略）少ナクトモ　コノ　三ツガ　夢；三常二　必要ナ　モノダト　イウ　コトヲ　シ

　　ミジミト　感ジテ　マイッテ　オリマス。　（124・一7－7）

　▽コノ　本ニハ　コウイッタ　i読書ヲ　メダル　イロイPノ　心配ニ　ツイテ　親切：

　　二　答エヲ　ダシテ　クレテ　イマス．　（126－1－12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　イソ　▽（略）　タトエバ　「ト」ノ　パアイノ　子音ハ　無声デ　アリマスカラ　エ　一応

　　錯ガ　下マデ　オチテ　シマヅテ　イル。　（122－18一一25）

　複合形式が少ないから，用例から帰納できないが，繭記諸形式をその相互承

接の可否によって大別すれば，下託の7種に：なる。たてのならびは相互承接が

ほぼ自由であり，よこのならびは相互承接することがない。　（たてのならびに

ついても，相互承接の三部に関しては，男彗に記述されねばならないし，さらに

調査・考察する必要がある。）

　①　～テオク

　②　～テクル・～テイク

　③　～テミル

　④　～テシマウ

　⑤　～テモラウ

　⑥　～テヤル

　⑦～テイル・～テオル・～テアル

　たてのならびは，それぞれの働きと意味にちがいがあって，互いに結びあう

性質であろうし，よこのならびは，それぞれの働きと意味が岡引に属するかま

たは矛盾しあう性質なのであろう。承接の顯序はほぼ自由のようだが，⑦は比

較的後置され，とくに，「～テアル」はもっとも後置される。「態の表現」は，

動詞の属性の”動作欝〃ノ’作用性〃から”存在性〃に至る各段階において，こ

とがらのありかたの分化を担うものであろう。

　以上のように考えたから，前報告書では「態の表現」に含めた語彙的形式の

うち，”例示〃の「～（シ）タリスル」・”変イヒ〃の「～（形容詞連用形）ナ

ル」・”例示経験〃の「～（スル）コトガアル」・”もてあまし〃の「～（シ）
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テシヨウガナイ」・”頻発〃の「ヨク～スル」は，ここから除外してr断定の表

現」に入れ，”伝聞〃の「～ダッチjr～ッテ」「～ダソウダ」は別立ての

「伝聞の表現」とした。以下に一邸例示するが，その前に一覧しておく。

　（1＞～テオル類…r・Vテオリマス（～テオリマセン）」（131例）・「Nテオル」（5例）

　　・「～テオルト」　（1例）・「rVテオラレル」　（1例）・「・vトリマス」　（3例）

　　・「～トル」　（1例）

　（2）～テイル類…「tVテイル（Nテイナイ）」（26例）・「tS・テイルト」（4例）・「（・

　　テマス」　（5例）・「～テル（～テナイ）」　（7例）・「～テイマス　（Nテイマセ

　　ン）」　（15例）・「～テラッシャル」　（1例）

　〔3）Nテアル類…「～チアリマス」　（4例）・「～テゴザイマス（テゴザイマセン）」

　　（9例）

　（4｝Nテクル類…r・Vテクル（Nテコナイ）」　（10例）・「t・uテクルト」（2例）・「tNt

　　テキマス」　（4例）・「～テマイリマス（tS・テマイリマセン）」　（20例）

　〈5）Nテイク類…「Nテイク」　（5例）・「t…テイキマス」　（3例）

　（6）～テシマウ類…「tVテシマウ」（9例）・「～テシマウト」（2例）・「～テシ

　　マイマス」　（12例）

　（7）Nテヤル類…rNテヤル」（3例）・「Nテヤルト」（2例）

　（8）Nテオク類…「～テオクト」　（1例）・「・Vテオキマス1　（7例）。　「Nトク」

　　（2例）

　（9）r）テミル類…「（・テミマス」　（2例）

　㈹　Nテイタダク類…「～（サセ）テイタダキマス」（1偶）

　以下，一部を例示する。

　（1）～テオル類

　▽イチニンマエノ　独立国ニサs　ナッテ　ォリマセンQ　（124－30－15）

　▽（略）　コノ　トコロー　小学生ノー　集隣赤痢ガ　ツヅイテ　オリマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－16－8）

　▽ピカイチ的　存在ダト　言ワレテ　ォリマス。　（126－23－20）

　▽エー　ココニ香料ガイロイPt並ンデオリマス。　（127－15－14）

　▽第二表七一ド　アー　第五表マデハ　エー　大体　五百語ケソトウデ　アツメラレテ

　　オノレ。　　　（122一一4．＿6）

　▽皆サンガタニハ　ヨク　ワカヅテ　オル。　（124－30－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニホン　▽トコ寮ガ　（略）　アメリカノ　オー　政府ハ　非常二　日本ノ　参加ヲ　期待シ

　　テオルト。（127－4－2）

　▽マー　オ盆ニ　パンヲ　並べテ　キチット　コノヨウニ　シテ　オラレル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－22－18）

　▽大体　コウイウ　項目ガ　アガットリマス。　（122－1G一一12）
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▽（略）　：文学ノ　ホウカラ　エー　イロイロ　コノ　エー　オテツダイヲ　スベキ

　コトが多イノジヤ　ナイカト　コー思ットリマス。　（124－13一一ll）

▽ウ　世界入山ノ　三十六パーセント　占メトル。　〈127一・1－17）

（2）～テイル類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒョウ▽デ　　十二以下ノ　　作贔二　顔ヲ　　ダシテ　　イル　　テイドノ　　モノハ　　コノ表カラ

　ハブカレテ　イル。　（122－4－16）

▽濁民カラ　コノ　事実ヲ　隠ソウト　シテ　イル。（124－31－12）

▽（略）　コー　行動スル　uトニ　イー　ヨロコビヲ　感ジテ　イル。　　（126－8一一13）

▽デ　コウイウ　性質ヲ　利矯シテ　イロイロナ　アー　舎成樹脂ヲ　作ヅテ　イル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－27－14）

▽タトエバ　アー　薪小回者ナラ　新聞記者ガ　アル　事実ヲ　報道シテ　イルト。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－37－6）

▽トロロガー　エー　奥サンダトカ　女ノ　カタハ　ワリアイニ　ヨク　知ッテマス

　ネ。　　　（125－24－1）

▽（略）非常ニ　ワタクシバ　重要ナ　意義ヲ　持ッテ　イル　モノダト　カヨウニ

　弓削テマス。　　（126－51－21）

▽コウイウ　コトンナッテル。　（122－5－16）

　　　　　　　　　　　　　　　　フク▽態度モ　技能モ　知識モ　ゼンブ　含ンデル。　（123一一30－21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニホン　　　　ジむウクウ
▽最近ハー　アメリカノ　ジェット機ガ　　（略）　摂本ノ　上空ヲ　パトロール　シ

　テル。　（124－31一一4）

　　　　　　クタ
▽コウイウ　国ハ　アー　マダ　ハッキリシテナイ。　（127一一4－15）

▽皆サンガタハ　モー　マー　申学校グライノ　トコロヘ　イッテラッシャル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－8一一2）

▽デ　ソノサイハ　アー　「メ」ト　ソレカラ　「デ」ノ　トコロガ　高ク　ナヅテ

　ィマス。　　　（122－18－16）

▽大体　ソノー　ワタシバ　（略）　学習指導案ニ　デテ　クル　ソノ　単元月山

　六種類　アルト　コウイウ　フゥニ　考エテ　イマス。　（123－32－15）

▽＝リャ　マーホントニ　コノ　トオリニ使ッティマス。　　（124一一19－8）

▽デ　ワタクシバ　幼児期ト　イウノハ　ヒトツノ　感情形成ノ　時期ダト　思ッテ

　ィマス。　（126－10－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニホン▽エ・一　コレラ　フショウト　イイマシテ　揖本人ハ　持ヅテ　イマセン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126一一16－9）

▽コレモ　モウ　ズイブン　イロンナ　モノニ　作ラレテ　ィマスネ。　（127－28一一16）

（3）　～テァル類

▽（略）ソノ　ウー　ハジメノ　ホウノ　ニツ　三ツ　チョットバカリ　マー　例ガ

　ダシテ　アリマス。　（122－15一．4）
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　ニツきン

▽顕本デハ　マダ　（略）特殊教育ノ　正教授ハ　ォィテゴザィマセン。（122－9－18＞

▽マ…　コウイウ　フウ＝　書イテ　ゴザイマス。　（122一一12－13）

▽ソレニ　スイモノヲ　ツケテ　ゴザイマス。　（127－11－4）

▽ナスト　アブラアゲヲ　加エマシテ　コレ　スイモノヲ　ソエテ　ゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一　．1　1－11）

（4＞　～テクル類

▽（略）エー　子ドモサンガ　（略）工　結婚ユ、近ヨッテ　クル。　（125－28－17＞

▽（略）他ヲ　愛スルト　イウ　＝トガ　必要ニ　ナヅテ　クル。　　（126－53－7）

▽コレガ　五才グライカラ　ボツボツ　出テ　クル。　　（王27一一14－12）

▽タトエパ　文字ノ　オー　学習ナンテ　イウヨウナ　モノハ　（略）具体酌ナ　生

　活経験ノ　ナカデハ　一回シカ　湿テ　＝ナィ。　　（123－26－19）
　　　　　　　　　　　　　　　レイボウビヨウ
▽ソレデ　サキホド　申シマシタ　冷房病ト　イウヨウナ　モノガ　オキテ　クル

　ト。　　　　　（王26－42－10）

　　　　　　　　　　　　ニ　ホンゴ
▽（略）　イマダニー　ソノ　臼本語ノ　調i査ガ　行ナワレタ5　イウ　コトハ　エー

　ワレワレニ　聞コエテ　マイリマセソ。　（122－1－13）

▽デ　コノヨウナ　ヤキモチハ　イロンナ　カタチデ　アラワレテ　マイリマスネ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－11－18）

▽ソノ　ウー　ソレヲデスネ　判断スル　人ノ　立場トカ　解釈トカ　ソウイウ　モ

　ノガハイッテ　マイリマス。　　（126一・46一一17）

▽（略）　エー　ソレデ　エ　オナベノ　ナカガ　少シ　コー　水ッボク　ナッテ　マ

　イリマス。　　（127－18－10）

　　　　　　　　　　　　　　　キンニク
▽手ヤ　足ヲ　使ヅテ　イマスト　筋肉ノ　紋縮ガ　オトロエ　酸素ガ　不足シテ

　キrマスe　　　　　（127－32一一9）

（5）　～テイク類

▽マー　コウイウヨウニ　⑱各）　コノ　コトヨリハ　コノ　コトノ　ホウガ　二本的

　ダト　ダンダン　シボッテ　イクQ　（123－26－11）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラダ　　　　　　　　　　　　ニンブン
▽ソシテ　ソノ　水分ガ　ウバワレルト　イッショニ　体ノ　ナカカラ　塩分ガ　ウ

　バワレテ　イク。　　（126－40－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　トウスイ　　　　ケンノウ
▽ソシテ　コノ　武力ノ　行使，指揮。統帥ノ　権能ヲ　国際連台ノ　総会ニ　オイ

　テイキマス。　（124－27一一14）

（6）～テシマウ類

▽ソレカラ　マタ　（略）　イイカエラレナイト　イウ　バアイニハ　（略）　カタカナ

　デ書イテ　シマウQ　　（123一一45－6）

▽（略）　コウイウ　トキニ　ナンカ　コノ　ケガヲ　シテ　シマゥ。　　（126－14－4）

▽アルイハ　ヨソノ　子ト　クラベva　シマウ。　　（126－36－21）

▽タトイ　火ガ　ツイテモ　スグ　コー　消エテ　シマウ。　　G27一一28－19）
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　　　　　　　　　ピズ
　▽エー　ナカノ　水　飲ンジャッタラ　アト　コウ　ヤッテ　折りタタンデ　ソレデ

　　」S・一　シマッテ　シマウト。　　（127－28一一2＞

　▽（略）　コレハ利害ヲ　別ニ　スルヨウナ状態ト　ナヅテ　シ㌣イマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－22－20）

　▽シカシ　タイガイノ　男ナラ　コレデ　マイッテ　シマイマス。　　（126’一26－4）

　▽（略）　都会ノ　バアイ＝　オキマシテハ　職場ガ　ハナレテ　シマイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－50－4＞
　　　　　　　　コウタヨク
　▽（略）　筋肉ガ　硬藤：シテ　シ・マイマス。　　（127－32－10）

　（7）～テヤル類

　▽ソノ　トキニ　（略）J＝・一　ソノ　疑闘ユ　三層テ　ヤル。　　（126一一35・一12）

　▽（略）　発達段階二　慮ジテ　エ～　ソレゾレ　デキタ　翠ロコビガ　アジワェルヨ

　　ウナ　ソノ　暴験ヲ　ツマシテ　ヤルト。　　（126－35－4）

　（8｝　～テオク類

　▽コノ　増訂行動ノ　ホカニ　（略）　諸条件ノ　観察記録モ　　トッテ　オキマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122＿24－5＞

　▽デスカラ　コウイウ　モノハ　（略）　吸湿剤ヲ　イレナオシテ　オキマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125一一21－16）

　▽ソレカラ　ニンジγモ　（略〉　コウイウフウニ　ウスーク　切ッテ　オキマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127～16一一16）

　▽デ　コレラ　アノー　ヨク　マゼアワセテ　オキマスQ　　（127－17一一15）

　▽（略）　同齢ガイガ　オタガイヲ　助ケアウヨウナ　アノ　グループデ　アルヨウナ

　　＝コトヲ　ヤハリ　蓄浄カニ　教コニテ　オクトσ　　（126－14－17）

　▽デ　ソレハ　ウワギノ　ウチアワセヲ　ダブルニ　シテ　作ットク。　（125・一2－18）

　（9）～テミル類

　▽（略〉　エ　「女ハ　男デ　アル」，　コウイウ　衷現，ニ　ツイテ　考エテ　ミマ

　　ス。　　　　　（1　23一一14－3）

　㈹～テイタダク類

　▽（略）　臓ノ　ナカノ　ーツ　ニツノ　問題ニ　ツイテ　（略）　ツマリ　セマク　深

　　ク考エテ　ミヨウト　イウ　ツモリデエオ話ヲ　サセテイタダキマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123一］L3一・7）

　やや細かく例示したのは，かなり多彩なことと，「～テオル」「～トル」

「～テル」「～テクル」など，はだかの終止形がかなりあらわれることを示す

ためである。独話の性質を示すものであろう。一面，「～テオルト」「～テイ

ルト」r～テクルト」など，rト」終止の形が散見し（14例），みなはだかの
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終止形のあとについている。また，これらにrノデス」「ノデアリマス」等の

ついた形も多い（52例）が，それらは後述する「断定の表現」に一揺して扱う

こととした。

　a2相の衷現

　（1）受身・使役の表現……「～（動詞未然形）レル・ラレル・セル・サセル」

　（2）自発・可能の表環……「～（動詞未然形）レル・ラレル」「～（可能動詞）」

　　　　　　　　　　　　「～（スル）コトガデキル」「～（漢語）（ガ）デキル」

　この2種のうち，動詞の接尾語的形式「レル・ラレル・セル・サセル」に：よ

る表現は，文法的特徴形式に近いけれども，他は語彙的特徴形式である。以下

に例示する。

○～（ラ）レル類

　▽（略）文脈ト

　　省田各サレノレ。

　▽ソウシマスト

　　一？・一一帳面ガ

　▽（略）　アトハ

　▽（略）　コレハ

　▽（略）　コレハ

　▽（略）　ブァイウ

　（46例）

イウ　モノニ　ヨッテ　エ　補充サレル

（122－16－36）

　　　　　　　　　　　ポ　シオー　コレニ　タイシテ　母子手帳ト　イウ

ア　交付サレルト。　　（125一’26－9）

月賦デ　セメラレル。　　（126－32－5）

石炭酸ト　ナー　ホルマリンナドカラ

国民全体ニ　ヨヅテ　ソノ　企業ガ

　マンガニ　ナリヤスイ　顔ガ

ウタメニコトバガ

ウー　一ツノ　オー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作ラレル。　　　（127－27－7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支持サレマス。　（124－24－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イインダト　言ワレマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126一一20－13）

○～（サ）セル類　　　（1例）

　▽（略）　国際連合ノ　アラユル　機関ノ　決議　ゼンブ，コレニ　強制力ヲ　持タセ

　　・マス。　　（124一一27－11）

○～（可能動詞）　　　（11例）

　▽デ　エ　タトエバ　アー　カタカナノ　rン」ガ　書ケナイ。　　（122－23－22）

　▽（略）エー停留ノ　カズト　イウモノガツカ…ツカメマス。　（123－39・一21）

　▽（略）　ドレモ　フライパンナドデ　イッテ　焼キモドシテ　モウ　一度　使エマ

　　ス。　　　　　（125－22一一1）

　▽パターデ　ジャージャー　イタメマスヨリモ　（略）オイシク　イタダケマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－19一一3）

○～（スル）コトガデキル類　（17例）

　▽マ　ソレヲ　カリ＝　：再活用ト　呼ブナラバ，再活用ヲ　スル　コトガ　デキル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123si2－15＞
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　▽（略）　コノ　株式　ソノモノヲ　見ル　コトモ　デキナイ。　　（12型22－18）

　▽コレラ　カレラハ　トウテイ　理解スル　コトガデキナイ。　　（124－33－3）

　　　　　　　　　　　　　風蘭　▽（略）　コー　適当ナ　コノ　型へ　イレテ　弔詞ル　コトガ　デキマスネ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－26－23）

○～（漢語）デキル　　（2例）

　▽（略）　アー　大体　コレデモッテ　反応ハ　推定デキルト。　　（123一・43－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カロウ　▽（略）　プラスチックハ　ソウイウ　グアイニ　イロイロ　加工デキル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一一26－15）

○～（漢語）ガデキル　（1例）

　▽マー　緊張ガ　ナイト　イウ　コトデ　協力ガ　デキマスネ。　　（126－45一王6）

0～ハ　デキエマセン　（1例）
　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ti三〉
　▽（略）　コレラノ　ヒトビトヲ　スクウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デキエマセン。　　　　　　　　　　　　　　　　　　コトハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トウテイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124一一25一】L7）

　注）最後の1例の「デキ＝マセン」の形式は，規範的ではない。

　a3　時の表現

　蒔の表現については，諸説があるが，E本語ではその中核的意義が，いずれ

も疇の概念をあらわすというよりは，回想・確認・断定・推定など，超時間的

判断の一種の分化だとも言われる。事実，いわゆる過去の「～タ1の形式がす

べて過去の事実をあらわすものでもないし，いわゆる未来のf～ウ」の形式が

すべて未来の事実をあらわすものでもない。とくに，未来の表現は，言語主体

の推定に属することであって，物理的縛間の未来の事実を表現する形式ではな

いであろう。いわゆる現在も，言語主体の判断そのものの表現にすぎないかも

しれない。過去の衰現もまた，過去の事実についての認識を表現し，主体的回

想・確認などの判断の分化であるとも見られよう。一般には，ことがらがそれ

ぞれ未来のこと・現在のこと・過去のことに属するという一面を見て，晦の表

現というにすぎない。ただ，過去の表現は，その事実の客観性によるのか，未

来および現在と1k較して，時の表現と見られる程度が強いようである。

　ここには，現在を「断定の表現」その他において，瞬の概念と直接関係なく

扱い，未来を「推定の表現」において扱う。したがって，闘様に過去を「園想

の表現」あるいは「確認の表現」として扱うこともできる。また，反対にこれ
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らをすべて「時の表現」のなかで扱うこともできないではない。また，観点が

別だとして，二重の扱いをすることもできる。ここでは，二重の扱いをしたい

ところだけれども，過去の表現だけを「時の表現」において扱うこととした。

文末における「～タ」の形式が，すべて共通資料では，回想・確認の表現とい

うよりは，瞬らかに過去のことがらを表現することに重点があり，その点で

r回想・確認の表現」を立てるまでのことはないと見られるからである。要す

るに，過去の表現の特殊性を認めるためと，記述の複雑化を避けるためとによ

る。以下に例示する。

　▽（略）　ソウイウ　モノノ　ナカカラ　例ヲ　ココヘ　ヒロヅテ　オキマシタ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－15－15）

　▽マ　ハジ一刀　コノ　機械ガ　アー　ナカッタ。　　G23一一38－18）
　　ニ　ホン
　▽田本ノ　岡民ノ　アイダデ　六百万ト　イウ　大キナ　労働組合ノ　運動ガ　発展

　　”シテ　マイリマシタ。　　（124－32－16）

　▽デ　ソノタビニ　オカアサンカラ　タシナメラレテ　イマシタ。　　（125－11－10）

　▽デ　ソノ　内容ハ　ツギノヨウナモノデアリマシタ。　　（126－19－8）

　▽（略）　コノ　フタリノ　アイダニ　イ　協定ガ　ムスバレタ。　　（127一・8－22）

　b　断定の様相衷現

　前記の「a　事実の叙述」は，ことがらの表環に属し，その文末終止のゆえ

に「判断既定の表現」に含められるが，rb　断定の様棺」は，判断叙述のう

ちの断定のしかたの表現に二属し，もっぱら言語主体がことがらをどう断定して

いるかの表現の分化にあずかる。判叙表環のなかでも，aはとくにことがらの

表現に関係しており，b1以下は，次第に情意の表現に関係するようになるも

のであって，並列される性質のものではない。

　b　1　断定の表現

　一般的な断定の形式は，「体言・用言（プラス判断辞）」であり，当面の資料

では「デス・マス」をともなう形が大部分であるが，判断辞の形式には，ほか

に「ダ・デアル・ノダ・ノデアル」などがあって，やはり敬譲形・否定形を持．

っ。形式は体言だけのばあいでも，判断辞ぜロと見て，岡類に級う。

　前記「事実の叙述」は，判断辞ゼロで判断の分化をあらわすものである。

　また，本章全般の整理の方法として，文末の文法的蒋徴形試：によって文の表

現意図を1つに限定して各項に分属させ，その複合形式については扱っていな

　　　　　　　　　　　　　　　　　44



い。したがって文末に「～ノダ」「～ノデス」「～ノデアリマス」などの断定

の形式があれば，その藺に事実の叙述表現の形式があっても，断定の様相表現

があっても，一括して「断定の表現」としてこの項に扱われる。罫～サレルノ

デス」「～シタノデス」「～シティルンデス」など，すべてここに扱った。

　断定の表現としての語彙的形式は，限りないことであるから，やや具体的に

記述するとしても，その程度は種々さまざまに限定されよう。ここでは，用言

関係の慣用的形式をあげておきたい。それは，”複合述語〃あるいは，それに

準じて用いられる複合的形式である。これに：ついては，「構文」の章に，文例

とともに述べられるところがあるから，ここにはその特徴的形式を列挙するこ

　　　　　　違い2）
とにとどめる。

　○アル　　▽～スルコトガアル　▽削スルコトモアル　▽～シタコトガアル　▽～ス

　ルオソレガアル　▽へ・スルヒツヨウガアル　　○スル　▽～スルコトニスル　▽～ス

　ル碧ウニスル　▽～トイウカンジガスル　▽（・トイウキガスル　▽国デアルトスル
　　　　　　　＊注3）
　　（仮定の意）▽～シタリ～シタリスル　　○ナル　　▽～スルコトニナル　▽～トイ

　ウコトニナル　▽～スルヨウニナル　▽～トナル　▽～スルキニナル　▽（形容詞逃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　ぷ
　絹形）ナル　　○イイ　▽～シタホウガイイ　▽～シタライイ　▽～スレバイイ　▽
　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネ
　～スルトイイ　　○コマル　　▽～シテハコマル　▽～スルトコ々ル　▽～シタラ臣
　　　　　　　　　　ぷ
　マル　○ダメダ　　▽～シテハダメダ　▽～シテモダメダ

　　注1）　「t・Vシタホウガイイ」　「Nシタライイ」　「・）スレバイイ」　「（’スルトイイ」

　　　「四シテハダメダ」などは，腹接相手に向けられると，断定としてよりも消極的

　　　な行為要求の表現となることがある。しかし楽懸の独話資料には，きわめて例が

　　　少なか．、た。そのような例については，その項に例示する。以下も同様である。

　　注2）「イウ」の抽象化による用法r・Vダトイウコトダ」「rVダトイウ」の形式

　　　は，多く「伝闘の表現」に用いられる。「イウ」の実質的意味のあるばあいとの区別

　　　がっきにくいこともあるが，「断定の表現」のなかで，雷語主体の断定の貴任を

　　　避ける蓑現であるから，別立てにすることとした。なお「～カトカンガェル」

　　　「（・カトオモウ」の類までは，責征を避けるわけではなくて，断定のしかたがあ

　　　いまいになるにすぎないと認め，「・Vトオモウ」と隅類の引用を含むr断定の表

　　　現」とした。（なお，還「構文」2・2・3麦「複合述語酌な購文」参照。）

　　住3）曇印をつけたものは，「構文」の章で「複合述語」に扱われているもの。そ

　　　れ以外のものは，「複合述語」に近いが，まだその扱いをするに至らないと諏め

　　　られたもの。

　上記のほか，否定形としてあらわれるものがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　○ナラナイ　　▽～シナケレパナラナイ　▽～シナクテハナラナイ　▽～シテハナ
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　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ
　ラナイ　　○イケナイ　　▽（・シテハイケナイ　▽～シナケレパイケナイ　▽（’スル
　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ
　トイケナイ　　○チガイナイ　　▽～スルニチガイナイ　▽～ニチガイナイ

　○シカタガナイ　（シヨウガナイ・ショウガナイ　の形とも）　▽～シテモシカタガナ

　イ　　▽～デシカタガナイ　▽～スルヨリホカシカタガナイ　▽～ノホカシカタガナ

　イ　　○ホカナイ（ポカハナイ　の形とも）　▽～スルホカナイ　▽～スルヨリホカ

　ナイ　　▽～ノホカナイ　　○ハズガナイ　　▽～スルハズガナイ　　○カギラナイ

　▽～スルトバカ．ギラナイ　　○イカナイ　▽～スルワケニイカナイ　　○タエナイ

　▽～スルニタエナイ　▽へ・ニタエナイ　　○エナイ　　▽～セザルヲエナイ　　○カ

　ネナイ　　▽～シカネナイ　　○ッコナイ（ハズガナイ　の意）　▽～シッコナイ

　以上，当面の資料にあらわれたものに限って記した。否定形としてあらわれ

るものは，その肯定形が普通は想定しがたいものであって，種々の観点から注

霞されよう。

　b2伝聞の表現

○～ダソウデス　（18例）

　　　　　　　　　ナナヒヤクオクエン
　▽（略）コンドノ　七百億円ノ　減税ノ　ナカニハ　コウイウノガアルソウデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－33－21）

　▽（略）生活ハ　ワリ＝　キリツメテ　イルソウデス。　　（王26－26一一15）

　▽ソウシマスト　チョット　罠ヲ　ハナシタ　アイダニ　ソノ　子ドモガ　（略）奥

　　サンニ　連レテ　コラレタノダソゥデス。　　（126－29－7）

　▽（略）　タイヘン　エー　親善関係ヲ　アタタメタソゥデ　ァリマス。　（127－9－1）

○～トィウコトデス　（2例）

　▽（略）国立劇場ノ　コノ　建物ヲ　建テルダケノ　費用ガ　三億円ト　イゥ　コト

　　デゴザィマス。　（124一一5－24）

　　　　　　イワイ　▽（略）　入学祝モ　クレナカッタト　イゥ　コトデス。　　（126－26一一12）

　前述（38ページ）のように，この種を立てたが，「伝聞の表現」と一般の

引用の表環との三思のつかないものがある。「～トィウ」の形式によるものだ

けのことではあるが，一方では，明瞭に引用の表現と見られる「～トイウ」の

形式もあるのだから，その中問的性質の表現ということになろう。「～ダソウ

デス」とちがって，「～トイウコトデス」という形式が語彙的特徴形式に近い

からである。以下に中間的性質の表現と見られるもの（7例のうち）を賦す

が，その形式はすべて，「～トイウコトデス」ではなくて，「～トイウコトナ

ンデス」「～トイウノデス」「～トイイマス」「～トイウ」などであった。
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　▽デスケレドモ　ソノ　完全ニ　ナオッテナイト，ナオッタヨウニ　見エテモ，健康
　　　キソ
　　保菌者トシテ　菌ヲ　マキテラス　ヒトガ　多イト　イウ　コトナンデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－16－18）
　　ジンねウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セソやユウヒヤクロクジはウ
　▽入事ノ　爆発ト　イッタ　コトバマデ　使ワレテ　イマシテ　コトシ　千九百六十
　　ネソ　　　イ穿オクハツ薦ソマソ　　　　　　　ニジユウゴネソゴ　　　ゼγキユゥヒヤクハテジユウネソ　　　　ニオクゴセソマン

　　年ガ　一億八千万ナノニ，二十五年後ノ　千九百八十年ニハ　ニ億五千万ニ　ナル

　　ダロウト　イウノデスQ　　　（126－30一一21）
　　　　　　　　　　　ツマ　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナク
　▽イッタイ　政治家ノ　妻ノ　座ハ　ムズカシイ　モノデ，（略）奥サンガ　ワルイ

　　ト　ソノ　」1“　一一政治家ハ　伸ビナイト　イイマス。　　（126一・23－17）

　終りのほうの例ほど，「イウ」の実質的意味が強くて，引用の表現に近いで

あろう。対比の参考までに，明らかな引用の表現を例示しておく。

　▽デイチバン　漸ダツノハ　ハジメテノ　赤ンボウガ　ウマレテカラ　コノ　赤ン

　　ボウニ　対シテ　ヤキモチヲ　イダクッテ　イウ　コトデス。　　（125－11－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウマ　▽タトエルト，タトエパ，　（略）　パパノ　馬ニ　ナッテ　歩クト，ソレデ　キャヅ

　　キャッキャッキャッ　ヨロコブト　イウ翼ウナノモ　通りコシテ　イカナイトデス

　　ネ，永遠ニ　ナニカ　ソウイウ　コトヲ　コワガルヨウナ　コドモニ　ナリハ　シ

　　ナイカト　イウ　コトデス。　　（126一一9－21）

　b　3…蕃藍の表現

　その文法的特徴形式は「～タイ」であるが，資料には9例しかない。

　▽（略）　ソウユナ　コトヲ　強調シタイ。　　（123一一26－17）

　　　　　　イエ　▽新シイ　家モ　買イタイ。　　（126－32－4）

　▽ルームクーーラーモ　ツケタイ。　　（126－32－5）

　▽アア　シタイ。　　（126－35－14）

　▽コウ　シタイ。　　（126－35－14）

　▽アルイハ　オトナノ　ヤルヨウナ　コトヲ　マネヲ　シタイ。　　（126一・35－14）

　▽トナリノ　公路イサンノ　マネヲ　シタイ。　　（126－35－15）

　▽ソレデ　コノ　週問ニハ　ソコヲ　トクニ　強調シタイ。　　（126－44－15）

　▽（略）　コレハ　モー　カカス　コトノ　デキナイ　トコロノー　基礎的ナ　モノト

　　一　ワタクシドモハー　アー　コノ　考エテ　マイリタイ。　　（126－48－18）

　なお，「～シテイタダキタイ」の形があらわれる。しかし，当面の独話資料

のばあい，「～シテイタダク」相手は，みな聞き手であって，当の相手であ

る。つまり，これは判叙表現としてでなく，要求表現として用いられていると

解釈したから，その項に例示する。「～シテイタダキタイモノデス」「～シテ

イタダキタイワケデス」などになると，判叙表現か要求表現か，文脈などによ
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る判別のほか，区別しにくい。文法的特徴形式としては判叙表現であるが，文

脈などによっては，要求表現の語彙的特徴形式となりうるからである。以下に

全例を記す。

　▽（略）　コレモ　保健所デ　エー　シテ　モラッ．テ　イタダキタイ　ワケデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125一一27－7）

　▽（略）工　結婚ノ　マエノ　健康診断ヲ　ゥケテ　イタダキタイ　ワケデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125一・28一一19）

　▽（略）思ウニ　池田サンニモ　若々シク　ガンパッテ　ギライタイ　モンデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－22－1）

　▽（略）　x一　近代政治家ノ　ミチヲ　開イテ　モライタイ　モンデス。（126－27・一5）

　b4獲楚の衷現

○～ラシイ　（5例）

　　　　　　　　セノゆユウ
　▽（略）　ソレハ　千九百五十年ノ　コトラシイ。　（122－2一・17）
　　　　セソセイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワルクチ

　▽西尾先生ニ　ナニカ　ヨコッチョカラ　悪ロヲ　言ウ　役目デ　アルラシイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－10－1）
　　　　　　　ウラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アイダ

　▽ドウヤラ　裏デ　自由党ト　社会党トノ　間デ　話シアイガ　アッタラシイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－35一一11）

　▽ワガママホウダイノ　子ドモダッタラシイ。　（126－22－3）

　　　　　　　　　　ゴ　▽趣味ニツイテモ　碁ヤ　ゴルフデモ　（略）イヤン　ナルト　サッサト　ヤメテ

　　シマウラシイ。　　（126－26－15）

○～マショウ・～デショウ　（35例）

　▽（略）　マアマア　テギワガ　ヨカッタト　言エマショウ。　　（126－20－1）

　▽（略）　コノ　関係ハ　大変　明ルイ　関係ダト　言ウ　入モ　アリマショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－47－3）
　　　　　　　　ジユツブソ　　　　　　　フソ
　▽マ　セイゼイ　十分力　十五分ガ　三惑デショゥ。　（125－8－9）

　▽コノヘンヲ　池田サンハ　マダ知ラナカヅタ　ワヶデシ・ヨゥ。　（126－26－3）

　▽（略）　ドウイウ　フウニ　ナヅテ　イルカト　イウヨウナ　エ研究モ　オコナワ

　　レタデ　アリ’マショウ。　（124－2－35）

　▽タブン　最：長年齢ノ　ユエヲ　モッテデ　アリマショウ。　（127－35－2）

　▽（略）　赤ンボウノ　スリエヲ　ホシガヅタリ　オカアサソノ　オチチヲ　飲ミタガ

　　ヅタリ　スルモノモ　オ　コノ　レイデゴザイマショゥ。　（125一一12一一13）

　　　　　　　　　フソ　▽エ野州　ヤク　十M．分グライ　カカリマスデ　ゴザイマシeウ。　（127－18一一13）

○～ヨウデス　（24例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スジ　▽エー　ソレデ　アメリカノ　軍部ヤ　政府筋デハ　ソウトウ　コノ　ニガリキッテ
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　▽（略）　オ切リン　ナリマス　ホウガエ・一一

　　ゴザィマメ、。　　（127－16・一8）

○～ハズデス　（2例）

　▽（略）　目ノ、　コウイウフウニ　イク

　　イウ　線ガ　アラワレル　ハズデス。

　▽（略）　外気温カラ　数度ノ　相違ガ

　　ハズデス。　（126－41－18）

○～カモシレナイ　　（6例）

　▽（略）　＝一　都TE；ト　イウ　地域ノ

　イルヨウデ　ァリマス。　（124－29－9）
　　　　ロクジぴツ
▽マダ　六十才ノ　書生ト　イヅタ　人間ノ　キジヲ　ムキダシニスル　トコロモ

　アルヨウデス。　（126一一26一一17）

　　　イチ　　　　　　　　　　ハチ
▽（略）一秒閥ニハ　八字　工一　グライヲ　オ　ツカム　モノノヨウデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－39－21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼ク　トキニ　ツゴウガ　イイヨウデ

ワケデスカラ　コノウチ

　（123一一39－11）

アレハ　ワタクシタチハ

▽（略）　キレイナモノハ　ソコニ　ナオ

▽デ　（略）　アイテニ　シヅトヲ　イダクノハ

　▽（略）子ドモタチニ　トヅテハ　大キナ

　　セン。　（125－13－14）

　▽（略）　イμソナ　原因ガ　考エラレルカモ

　▽ソンナ　コトハ　（略）　マー　トク＝　イー一

　　ハ　ナラナイカモ　シレマセンo

O～カモワカラナイ　（1例）

　▽（略）　コレラ　オー　ヒトツノ　活用形ト

　　カモ　ワカリマセン。　（123－10－9）

○～ソウデス　（1例）

　▽デ　〉“ウモ　（略）　ヨク　考エテ

　この項に：は，

カナラ

必ズ　エー　コウ

涼シク　感ズル

特殊性ガ　アー　デスギルカモ　シレナイ。

　　　　　　　　　　　　（122一一21－12）

　　ホカニモ　アルカモ　シレナイ。

　　　　　　　　　　　　（123’”22－21）

　　　　当然カモ　シレマセン。

　　　　　　　　　　　　　（125－13－5）

　　ヤキモチノ　原因ト　ナルカモ　シレマ

　　　シL／マセソ。

　　　　トリタテテ

（126－a9－18）

（125一一13－17＞

言ウト　イウ　コトニ

シテ　（略）　タテナイ　ホウガ　イイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミル　必要ガ　アリソウデスネ。　（125一一7－12）

　　　　　　　「ダ」の形の例が出ていない。つまり，「～ダロウjr～ヨウ

ダ」「～ハズダ」が，共通資料には見当らなかった。「～テイル」「～ラレル」

「～タイ」「～テホシイ」「～ラシイ」などははだかの終th形がよくあるこ

と，前記のとおりだが，こういう「ダ」の形は，ひどくぞんざいな感じを与え
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るために，避けられる傾向があるのであろうか。

　b5愈志の蓑現

　文法的特徴形式は「～ウ」である。（36例ある。）

　▽マー　ヤリマショゥ。　（123－30－3）
　　イチ　　サン　　ロク

　▽一・三・六ニ　シマショウ。　（123－29一・7）

　▽ソレカラ　モウ　ヒトツ　挫会保障ノ　問題ヲ　モウシアゲマショウG

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－25－8）

　▽スナワチ　ヒトツ　タトエルナラバ，ココニ　生活ノ　保護法，生活保護法ニ　モ

　　トヅク　補助ノ　計箪ヲ　スル　標準ト　イウ　モノニ　フレテ　ミマショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124一・25－12）
　　　　　　　　　　　　ミヨウニチ　▽ソノ　コトニ　ツイテハ　明日　オハナシスル　コトニ　イタシマショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－13－20）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホケソジヨ　▽ソレデ　ワタクシモ　キョウハ　ヒトツ　ウー　ミナサント　ゴー諸声　保健駈ノ

　　コトニ　ツイテ　ヒトツ　ウー　ユヅクリ　考エテ　ミマショウ。　（125－23－7）

　▽カワイソウダカラ　ヒカゲニ　イレテ　ヤリマショウ。　（126－35－6）
　　　　　イチオウ
　▽シカシ　一丁ノ　メドハ　アリマスノデ，ソレヲ　モウシアゲテ　オキマショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－38－6）

　▽イマ　オトウフガ　オ水ノ　切レタノガ　コチラニ　ゴザイマスノデ，チョット

　　オ目ニ　　カケマショゥ。　　（127一12－6）

　▽　デ　ソレデハ　ヒトツ　ヒトツー　スコシ　合成樹脂ニ　ツイテ　オハ．ナシイタ

　　シマショウ。　（127－27－14）

　以上のほか，語彙的形式で「～スルツモリダ」の類が5例ある。

　▽コレラバ　発達事例ノ　三蓋ノ　資料ト　シテ　エー　役ダテル　ツモリナンデゴ

　　→ヂィマス。　　（122－24一・11）

　　　　　コンゴ　　　　　　　　　　　　　　　　チニウジツ
　▽（略）今後モ　コノ　政策ヲ　忠実二　実行シテ　イク　ツモリデ　アリマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－34－19）

　▽シカシ　ワタクシタチハ　熱心ニ　コレラ　ヤル　ツモリデス。　（124一一35－3）

　▽カナラズ成功サセル　ツモリデス。　（124－35－3）
　　　　　　　　　　　　　　　　ミヂカ　　　　　　　　　　ダイペソ
　▽（略）　エー　ワタクシハ　エー　身近ナ　学生ノ　代弁，ソレカラ　身近ナ　研究

　　者ノ　代弁ヲ　シタ　ツモリナンデ　ゴザイマス。　（127－3H）

　これによく似た形で，　「～スルカクゴダ」が2例　（127－34－3・6）あるが，

「覚悟」は明らかに名詞としての働きを持ち，語義による個別の表現になると

考え，ここには記さない。

　このほか，意志の表現にもなりうる形式がある。「～シマショウカ」（「判断

　　　　　　　　　　　　　　　　　50



への疑念の褒現」下記参照）および「～スルヨウニ　イタシマショウ」「～ニ

シテイタダキマショウ」　「（ゴ注意）イタダキマショウ」（「消極的行為要求の表

現」58ページ）であるが，いずれも意志の表現とは認められなかった。

　3・3。2　判断未定の表現

　a　判断の来確定の表現

　前報告書に記したところを引けば，これは，「自問的にみずから納得する表

現であって」「自問による反語的表現が内的に存在すると認められる」もので

ある。たとえば，その例のうちには，

　　　　　　　スモウ
　▽ナンダイ，相撲カト　思ヅタラ　稲場力。

　▽映画ノ　謡デモ　スルカー。

などがある。こういう表現は，独話資料には，あらわれにくいこと，言うまで

もなく，わずかに1例を見る。

　▽イケナイカQ　（122・一11－3）

　やはり，疑念を含みっつ，みずから納得する気持をあらわすもののようであ

る。

　b　判断への疑念の塞現

○～シマショウカ　（3例）

　　　　　　イヲし　　サソ　　のク
　▽ヤッパリ　一・三・六ニ　シマショゥカ。　　（123－29－8）

　▽（略）　シュルイト　イウ　モノニ　ツイテ　考エテ　ミマショゥカ。　（125－3－7）

　▽（略）　カオノ　ハナシカラ　ハジメマショウカ。　　（126－20－9）

○～デショウカ　（1例）

　▽＝レガ　マー　池田流ナノデショウカ。　（126－26－14）

　これは，他に対する質問あるいは消極的行為要求の表現に一転しうる形式を

持っている。しかし，なお，文脈などから推定すると，話し手みずからの意志

の，娩曲で不明確な表現として，判断に関する疑念をあらわしていると見られ

るものである。ほかの2っの表現に一転しうるというのは，1つには文末が上

昇調のイントネーションをとると，それは質問の「～シマショウカ／」の形式

で，明らかな判定要求の表現となること，また1つには，上昇調をとらずに，

相手の意向について行為上の素意を求める「さそいjをあらわすことである。

とくに後老は，話し手だけの意志でなくて，古手を含める全体の意志的表環だ
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とも言えるが，和子を求めるという点で，要求表現に属し，それが行為に関す

るという点で行為要求に属する。したがって，その項に例示される。「～シマ

ショウカ」でなくて，「～シテイタダキマシウカ」となると，たいてい相手に対

する行為要求をあらわしていて，判断への疑念とは見られない。要するに，

「～シマショウカ＼」の形式は，「さそい」にも，判断への疑念の表現にもな

りうる形式であり，　（そのうち，’「～シティタダキマショウカ＼」は多く消極的行

為要求になるが，）「～シマショウカ／」の形式は，質問の表現（判定要求）に

なる形式だということになる。

　3・4　要求表現

　a　質問的表現

　要求表現は，いわゆる「質闘文」「命令文」の総称であって，要求するもの

が相手の返答であるものを，「質問的表現」とし，要求するものが相手の行為

であるものを「命令的表現」として2面した。しかし，いわゆる修辞的質問な

ど，形式は質問だが内容は命金であるものもあって，その一膳のむずかしいこ

とがある。「要求表環」として一一tsすることができるのは，その共通性として

の要求ということであるが，依頼とか勧誘とか，いろいろの意味をあらわすこ

ともあり，細部の峻別は菌難である。ここでは，文法蘭特徴形式を優先して各

項にわけたが，r希墾の表現」におけると岡様，語彙的特徴形式をも，要すれ

ば，各項に記述することとする◎

　念のため，本書での質問的表現の分類のしかたを再掲し，以下各項について

記述する。

　　　　　　　　岬神西1：霧灘

　㌔…副1：撫嚢窺
　a　1　確認要求の塞現

　▽エ・・一　コノ　ソレカラ　皆サン　オ持チニ　ナルヨウニ　ナッテマスネー／，コレ

　　ヲ。　　（123－29－12）

　▽エー　パアイニ　ヨリマスト　コレ　ヨク　ジュウブン　コノ　ユウイウ　火薬ノ
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　　ヨウナ　ァー　燃エカタヲ　スルヅテ　イウノハ　モウ　セルロイドデ　ミナサン

　　ゴ存ジデスネ／　　（127－25一一12）

　▽チャント　オー　金魚ガ　ハイッテマスネ／　　（127－28－10）

　▽工一トアイマ見エマスネ／　（127・一28－10）

　▽シカシ　コレモ　新シイ　コトデハ　ァリマセンネノ　　（124－33－17）

　▽アルイハ　コノ　ミナサン　コノ　金魚ナソカヲ　コー　イレタ　袋ッテ　イウノ

　　ガアルデショウ／　　（127－28－9）

　以上，全6例である。いずれも文末に上昇調　／　をともなう。話し手が，自

分の凋断を相手に確認しても「 轤ｨう，同葱してもらおうとする表現である。形

式として，確認要求がもっともはっきりするのは，「～ダロウ／」「～デショ

ウノ」の類であるが，　ゼ～デスネ／」「～デショウネ／」の類になるとギ～デ
　ム　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ゾ

スネ」「デショウネ」等，卓立のイントネーションをともなう判叙表現との区

劉がしにくく，断定や推定とまぎれやすい。

　a　2　判定要求の表現

○～（デス・wス）カ　　（4例）

　▽ヨロシイデスカ。　（122－8－14）

　▽オワカljニ　ナリ’マスカ。　（127－25－17）

　▽ソレカラ　会社側ノ　漁民トノ　コノ　誠意ヲ　持ッタ　話シ合イガ　デキテ　イ

　　タカ。　（125一一16－4）

OrVデショウカ　（4例〉

　▽（略）　公立ノ　剛建所トカ　イウヨウナ　保健所ノ．区別ガ　アルンデショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－25－13）

　▽「ノンチャン　雲二　乗ル」ッテ　イウ　童話　ゴ喜ジデショゥヵ。　〈126－1・一5＞

ONノデハナイカ　（2例）
　　　　　　　　ウエ　　　　　　　　　　カナラ
　▽（略）　意味ノ　上デハ　エー　必ズシモ　オ　説明ニ　ナッテ　イナイ　ト　イウ

　　コトガ　デキルノデハ　ナイカQ　（123－15－19）

　▽（略）　自動箪ガ　エンカツニ　動イテ　イク　上瓦ハ　ドウイウ　フウニ　シタラ

　　イイカト　イウ　トコロニ　（略）　ソノ　調獲ガ　アッタンジャ　ナイカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－3－4）

ONノデハナカ9ウカ　　（1例）

　▽（略）　エー　ポトンド　スベテノ　問題ガ　ア　コレカラ　築カレテ　イカナケレ

　　バ　ナラナイト　イウ　状況ニ　ァルノデ・・　ナカロウカ。　（122－14－2）

OtVノデハナカロウカト・tVノデハナイダロウカト。　（5例）

　▽（略）　ソノ　タメニハ　エー　コトバニ　ツイテ　フタツノ　メンニ　着蹟スル

　　コトガ　必要デハ　ナカロウカト。　　（122一一13－23）
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　▽（略）オー　ナニカ　研究機関ト　イウ　モノガ　国民ノ　生活トハ　ウイタ　ト

　　コロニ　エー　学者が　集マルト　イッタヨウナ　コトニ　ナッテ　シマウノデハ

　　ナイダロゥカト。　（124－7－1）

OtVジャナイカシラ　　（1例）
　　　　　　　　　　　　　　　オヤ　▽デスカラ　スコシ　チョヅト　親ハ　危険カナート　思ウヨウナ　コトデモ（略）

　　思イキッテ　スコシ　ヤラシテモ　イインジャ　ナイカシラヅ。　（126－10－6）

○～ノジャゴザイマセγカ・～ンジャナイデショウカ・～ノデハナイデショウカ・ンジ

　ャナイカト　　（7例）

　▽ソレカラ　チイサメノ　オ子サンバ　ソノ　年齢ノ　サイズデ　ョロシイノジャ

　　ゴザイマセンカ。　（125一一5－5）

　▽（略）　ナシマイニハ　（略）　コウ　手ヲ　ブリァゲテ　シマウッテ　イウヨウナ

　　バアイガ　ズイブン　アルンジャ　ナイデショウカ。　（125一・7一一2）

　▽（略）　マタ　ソノ　買イニ　イク，ソシテ　マタ　ソレヲ　タベルッテ　イゥ　コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラダ
　　トニ　ナリマスト，　（略）マー　弱イ　体ヲ　作ヅテ　イッテ　シマウヨゥナ

　　原因トモ　ナルノデハ　ナイデショゥカ。　　（126－5－21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バソタソ　▽エ　ケレドモ　コノ　イヤナ　季節モ　心ガケシダイデハ　万端ノ　ソナエヲ　シ

　　テ　マタ　楽シク　迎エル　コトモ　デキルノデハ　ナイデショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－18－6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼソネン　　　　　　　　　　　　　　　　　サソネソ
　▽ソコデェー　ゴ承知ノ　長イ　人間ノ　ナン千年　アルイハ　ナン万年ノ　歴史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カクトク　　　　　　　　　　　タタカ
　　ト　ィゥ　モノハ　結局　コノ　人闘ガ　癌由ト　入権ヲ　獲得スル　タメニ　戦

　　ヅテ　キタ　歴史ダト　イウ　コトモ　イエルンジャ　ナイカト。　（126－51－18）

○〃ンデショウカ（1例）

　▽（略）　ソレデモ　ヤッパリ　本ハ　読マナケレパ　イケナインデショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126一一1－8）

Ot’・uデハナイデゴザイマショウカ・t’vジャナイデショウカ・rVジャナイカ　　（3例）

　　　　　　　　ロル　▽ソレニハー　夜ノ　安眠ガ　イチバソ　大切デハ　ナイデ　ゴザイマショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－1－5）

　▽自分デ　自分ノ　権威ヲ　ナゲダシテ　イルヨウナ　モノジャ　ナイデショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－8－19）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダイジ　▽（略）　ソウイウ　モノヲ　引キ出スト　イウ　コトガ　マー　コレ　非常二　大事

　　ナコトジャナイカ。（126－34－14）

OtVデショウカ　　（1例）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　タソサイボウ　　　　　シヨウジキ
　▽半面　ソノ　宙分デ　イウ　トオリ　単細胞　バカ正直，ソレデ　イテ　天性　人

　　ノ　アタマニ　立ツヨウナ　マー　未完ノ　大器ト　イッタ　エー　トコロデショ

　　ウカ。　（126－26－19）

　以上，全29例。そのうち，「～カシラ」「～ウカ」は，文脈などによるほか，
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形武上は3・3・2「判断未定の表現」のrb　判断への疑念の表現」と三二が

っかない。イントネーションで末尾が上昇調をとると，質問の表現らしくなる

が，それとても，現実には，車立の高調との区別がしにくいことがある。卓立

の高調とすれば，依然として疑念をあらわすにとどまる。したがって，イント

ネーシ窃ンによっても，両者を完全には弁洌できない。文脈などから，明らか

に「判断への疑念の表現」と見られるものだけを，その項に置いた。意図表現

上，「疑念の表現」と「判定要求の表現」とは，連続する性質を持つ表現と見

られる。

　a　3　選択要求の表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　セソ　▽（略）　カズカラ　イウト　（略）エー　千以上　アルト　思イマスカ，アルイハ
　　　　　ゴヒヤク
　　アー　五百以下デショウカ。　（125－24－14）

　▽（略）　ロレガ　ソレゾレ　ヤハリ　ヒトツブンナノカ，フタツブンナノカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122一一17－26）

　典型的な選択要求は，「Aカ，Aデナイカ」の型であって，それ以外の選択

を許さないと思われる質問（品品こは，ほかに選択されうる事項があっても）の形

であろうが，ここには，そういう形のものはあらわれなかった。上記2例は，

いずれも，rAカ，　Bカ」の型である。この型では，「Aカ，　Bカ，　Cカ，…

…jと延長されうるが，実際には，そんなに多いものは少ないだろう。このほ

か，つぎに記すような，　rAカ，ドウカ」の型がある。これはrAカ，　Aデナ

ィカ」の変形で，疑問詞「ドウエを含みはするけれども，それについての説明

を求めるものではない。全体として，やはり，選択を求める表現である。

　▽タトエパ　（略）　ジュウプンナ　監督ヤ　指導，諏レガ　デキテ　イタカ，ト“ウ

　　カ。　（125－16－4）

　　　　　　　　　　　サイシむウ
　▽本嶺二　僑頼デキル　宰相ノ　顔ト　ナルヵ，ドゥヵ。　（126一一21－10）

　▽（略）　イマノヨウナ　予算ノママデ　イイノカ，ドゥヵ。　（124－5一一31）

　選択要求の表現は，以上の5例である。単独の「～カ」は，疑問詞を含まな

いかぎり，肯定か否定かの応答ができるが，これは，2っ以上の「～カ」の形

の複合だから，肯定か否定かの応答ができない。その点で三三要求ではない。

もし，複合と認めず，ばらばらにすれば，1っ1っは判定要求であるが，述語

が並列して，岡一の主語や修飾語を受けることも多いし，（「彼はこの仕事をやる
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のかね，やらないのかね？」）全体として，説賜要求のあるもの（「どっち」「どちら」

「どれ」など，選択の意の疑問詞をとるもの）と同じ内容をあらわす（「彼はこの仕事を

やるのかね，やらないのかね？　どっちかね？！）から，一括すれば「選述（選択と説

明）」を求めるものと見られる。結局，選択の意の疑問詞を媒介として，つぎの「説

明要求の表現jに連続してゆく性質のものであり，「判定要求」と「説明要求」

との中間的性質を持つ表現と見られる。

　a　4　説明票求の表現

　これには，選択要求に類するものから，一般の疑問詞による説明要求，さら

に，説明要求というよりは相手に対する詰問（形は質問鮒であるが，一方的断定に

近い。「なんたることだ？」「なんでそんなことをするんだ～」）の表現に至るま

で，いろいろの表現を含む。また，資料にはないが，疑念から発展したかと思

われる「ま一　どうでしょう，犬がみんな食べてしまったんです」のように，

驚きをあらわしたり，あるいは，後出の「すすめ」の表現「～シテハイカガデ

ショウ」「～ナド，イカガデショウ」　（資料にはないが，「～したら，どうでしょ

う」「～しては，どうでしょう」などもプに連続するものである。

　疑問詞鋼に見ると，「ド」系統が30例で圧倒的に多く，「イカガ」4例，「イ

ツゴv」1例，「ナ」系統7例，計42例である。また，文末は，ほとんど「カ」

助調をともなう。「カ」をともなわないのは5例で，すべて「デショウ」の形

になっている。また，　「カト」の形の「ト」終止が9例あり，独謡での「説明

要求」が，かなり，問題提起の意図によることを干している。このことは，文

末に，「デス・マス」をともなわず，いわゆる普通体になっているものが多い

（42例中20例に及ぶ）事実と相関すると思われる。

　以下疑問詞別に例示する。

○ドウ　　（2例）

　▽サテ　コウシタ　子ドモノ　ヤキモチヲ　ドウ　トリアツカッタラ　ヨロシイノデ

　　ショウカ。　　（125－13一一20）

○ドウイウ　（6例）

　▽（略）　ソレヲ　研究スルノニ　ドウイゥ　機械ヲ　用イタカト。　（123－38－16）
　　　　　　ニ　ホソ
　▽第一二　日本ガ　ドウイウ　状態ニ　ナッテ　イルンデショウカ。　（124－30－24＞

　▽ソレカラ　マタ　合成樹脂ト　イウノハ　イッタイ　｝ごウイウ　種類ノ　モノナン

　　デショウカ。　（127一・24一一8）
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○ドウデショウ（カ）　　（3例）

　▽（略）　＝レカラ　オハナシシタイト　思イマスガ　ドゥデショゥヵ。　（123一・28一一7）

　▽ソレカラ　ヨク　オカアサンタチガ　「オトウサンニ　イヅテ　ヤリマス」ヅテ，

　　コウ　イウノハ　ドウデショウ。　（125一・8－19）

○ドウデスカ　（1例）

　▽”＝・一　二番ガ　イイ　カタ，ドウデスカ。　（123－29一・3）

○ドウナンデショウ　（1例）

　▽チカゴロノ　子ドモハ　本ヲ　読マナク　ナッタト　イワレテ　イマスガ，コレハ

　　ドウナンデショゥ。　（126－1－7）

○ドウシテ　　（1例）

　▽ドウシテ　ロレヲ　bカサナイカト。　（126－53－1）

○ドノクライ　　　（5f列）
　　ガイライゴ　　　　ゲンゴ
　▽外来語ヤ　原語ガ　アー　ドノクライ　用イラレテ　イルカ。　（123－42－9）

　▽ソレカラ　固有名詞ガ　ドノクライ　ハイヅテ　クルカト。　（123－42－10）
　　　　　フチウカウ　　ウツ　　　　　　　　　　イチゼヨウ
　▽（略）不適臨凝視ガ　（略）一行ニツキ　ドノクライ　オコルカト。（123－40一一10）

○ドレクライ　　（1例）

　▽（略）　ソウイウ　文体ガ　モチー…　ドレクライ　用イラレテ　イルカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－42一一11）

○ドンナ　　（5例）

　▽エー　タトエパ　ソウイッタヨウナ　アー　モノヲ　用イテ，ドンナヨウナ　アー

　　研究ヲ　ワタクシドモガ　アー　シテ　マイッタカト。　（123－38－1）

　▽（略）　ドンナ　技巧ヲ　オー　技術ヲ　用イタカト。　（123－45－5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヨクバ　▽サテ　ミナサγガタハ　アー　モウ　スデユ　ドソナ　マー　職場ヲ

　　ナッタデショウカ。　（127一’23一一4）

○ドノヨウナ　　（1例）

　▽コノ　オソロシイ　コノ　核兵器ト　イウ　モノハ廃棄サセル

　　ヨウナ　方法ヲ　モチイ…　用イタラ　ヨイカ。　（124－27－4）

○ドノヨウニ　　（2イ列）

　▽コレラ　ドノヨウニ　カンガエタラ　ワリキル　コトガ

▽デハ　ドノヨウニ　シタナラバ　コノ　闘争ヲ　解消スル

オエラビニ

タメニハ　ドノ

デキルデ　アロウカト。

　　　　（123－17－12）

　コトガ　デキルカ。

　　　　（124－21－14）

○ドレ　　（1例）

　▽ユ　＝ノ　順番ハ　ドレガ　イイデスカナ。　（123－29－8）

○ドコ　　（1例）

　▽ジャ　財源ヲ　ドコカラ　持ッテ　クルカ。　（124一一25－20）

○づ一二　　　（2イ列）
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　▽（略）サー　ナニガ　デキルンデショゥ。　（127一一24－5）

○ナンデショウ（カ）　（2例）

　▽コレハ　ナンデショウ。

Oナン～　　（1例）
　　　　ヒヤクジ
　▽ウー　百字ノ　ナカニ　ナン字

○ナゼ　　（2例）

　▽ナゼ　カレハ　ソレヲ

○イツ　　（1例）

　▽（略）　イッタイ

（127－24－4）

漢字ガ　フクマレテ　イルカ。

ヤッタカ。　（124－35－20）

（；23一一42一一8）

　　　　　　　　　イツゴロカラ　コレハ　デキダシタノデショウカネ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－24－7）

○イカガ　　（4例）

　▽ゴキゲン　イカガデ　イラッシャイマスカ。　（127－11－3）

　▽イカガデ　ゴザイマショゥヵ。　（127－14－12）（127－32一一4＞

　蝕　命令的表現

　要求するものが相手の行為である表現で，前述のように，「質閥的表現」と

合わせて「要求表現」となる。2分して，

　　　命令・剃1：欝欝灘

とする。以下各項にわけて記す。

　b　1　消極的行為要求の蓑現

　この表現と，前の「説明要求の表現」とは，葡述したように，つぎのような

形式を媒介として連続する。

○～シテハ　イカガデショウカ

　▽（略）　アノー　イロイロト　オ考エンナッテハ　イカガデ　ゴザイマショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－1－6）

○～ナド　イヵガデショウカ

　▽キョウハ　ハンペンノ　オツユ，カツオノ　バタヤキニ　オロシドレッシングカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオナ　　ケ，ツケアワセニ　コフキイモ，ソシテ　青菜ゴハンナド　イカガデ　ゴザイマシ

　　ョゥヵ。　（125－22一一10）

　いずれも，娩曲に「すすめ」の気持をあらわす類型であり，この「すすめ」

をはじめ，「たのみ」「ねがい」「命令」など，相手の行為を要求する表現

が，行為要求の「命令的表現」である。それを，「消極的」「積極的」に2分

するのは，段階的連続性を持ちっっも，娩蘭から直蔵まで，程度のちがいがあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　58



るからにすぎないが，構文上も，娩曲な表現には，複雑なものが多く，直藏な

表現（極端には「～シロ」「～セヨ」の類）になるほど，簡単なものが多いよ

うである。しかし，独話には，極端に直戴な表現はあらわれていない。以下例

示する。

C・Vスルヨウニ　イタシマショウ

　▽（略）　修理ヲ　早目ニ　スルヨウニ　イタシwショウ。　（125－19－7）

　▽（略）戸棚ノ　ナカノ　タベモノハ　キチント　フタノ　デキル　イレモノニ　イ

　　レテ　オサメルヨウニ　イタシマショゥ。　（125一一20一・7）

○～イタダキマショウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　シむツギ　　　　　　　　　　チヤむクセツ
　▽（略）　ソノ　バアイ　タベモノヤ　食器ナドニ　直接　カカラナイヨウニ　ゴ注意

　　イタダキマショゥ。　（125－20－12）
　　　ポ
　▽葱モ　オ　オナジヨウニ　ミジソニ　シテ　イタダキマショウ。　（127－12－9）

　以上の形式は，三三資料による調査にも出て来ている。玄た，対話の補助資

料によって採られた「質問形式に．よる」もの（前書120ページ参照）として，

ここには，

○～デ　ネガイマショウカ

　▽エー　　ソイジャ　挙手デ　　ネガイマショウカ。　　（123－29一一1）

の形式だけがあらわれている。これらは，みな「すすめ」の気持をあらわす

が，もともと質問や意志の表現であったものが，転用されて，娩曲に，相手の

行為を一要求する表環として類型化したものであろう。

　語彙的形式としては，

○～ヲ　オススメ　イタシマス

　▽デスカラ　仕慕ガ　ナカヅタラ　昼寝ヲ　スル　コトヲ　ワタクシバ　オススメ

　　イタシマス。　（126－40－13）

がある。岡様に，「さそい」の気持をあらわすものとして，

○～シテイタダキマショウカ
　　　　　　　サバ
　▽ソレデハ　鯖ヲ　見テ　イタダキマショウカ。　（127一一16一一2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　イツカイ
　▽ソレデハ　　オコンダテノ　　ホウ　モウ　一回　　見テ　　イタダキマショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一一19一一1）

がある。これは，「判断への疑念の表現」のうち，「～シマショウカ」に近い

が，「ティタダク」があるために，深手への要求を示すと見られる。「カ」自

体は，表現を不確定にし，それによって娩曲な言いまわしとする役目を果たし
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ている。

　これに対して，希求・依頼などの気持をあらわすものには，

○～シテホシイ
　　　　　　　　　　　イナダ　▽（略）　ヒトツ　一？・一　稲田サンニ　オオイニ　働イテ　ホシイ。　（124－5一・33）

○～シテイタダキタイ

　▽（略）　コレモ　ミンナ　アノ　ソノ　オ子サンノ　体質ニ　ヨッテ　アノ　考エテ

　　イタダキタイ。　（125－3－12）

　▽（略）　蒙レモ　ヤハリ　ソノ　オ子ニ　ヨッテ　カタク　ナイヨウニ　シテ　イタ

　　ダキタイ。　（125－4－12）

　▽ソレカラ　（略）　コレハ　ヤメテ　イタダキタイ。　（125－5－7）

　▽ソシテ　（略）　スベテ　コ・ルミト　イウ　コトヲ　ワスレナイデ　イタダキタイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－4－4）

○～シテクダサイマスヨゥニ

　▽マズ（略）レモンカ　アルイハ　ダイダイノヨウナモノガアッタラ　ゴ用意

　　クダサイマスヨウニ。　（127－1548）

　▽デ　ソノ　オシオハ　（略）　スコーシ　オオメニ　オ使イクダサイマスヨウニ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－16－9）
　　アツ
　▽熱イ　ウチニ　オカケクダサイマスヨゥニ。　（127－17一・19）

　「～シテクダサイマスヨウニ」は，「～シテクダサイマスヨウニ　オ願イイ

タシマス」などの述語省略の類型化したものだろうが，ために，「私ハ　アナ

タニ　～シテクダサイマスヨウニ」と終止することができない。その点で，こ

れは「～テホシイ」「～テイタダキタイ」とちがう。これらは「私ハ　アナタ

ニ　～シテホシイ」「私ハ　アナタニ　～シテイタダキタイ」と書うことがで

き，それだけ，「テホシイ」「テイタダキタイ」には接尾語的性質があると見

られる。「テクダサイマスヨウニ」は詞的述語の省略によって，辞的な文法的

特徴形式になったものと見られよう。これには過去形が想定できないのも他と

ちがう。逆に言えば，過去形もある「～テホシイ」「～テイタダキタイ」は，

それだけ，語彙的形式なのでもあるけれども，一層はっきりした語彙的形式と

しては，

○～ヲ　オネガイイタシマス

　▽ワタクシバ　（略）　ミナサンガタガ　（略）オオッピラニ　積極的ユ　支持シテ

　　クダサル　コトヲ　オ願イイタシマス。　（124－36－8）

○～ヨウ（二）オネガイイタシマス
　　　　　　　　　　　　　ビの　　エッチ　シ　
　▽（略）　シメッタ　場所二　B・H・Cナドノ　薬品ヲ　マク　コトモ　ワスレナイ
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　　ヨウニ　オ願イイタシマス。　（125－20・一9）

　　　　　　　クン
　▽（略）石井君ト　シテモデスネ　（略）　濁家ノ　タメニ　ゴ奮闘イタダケルヨウ

　　オ願イヲ　イタシマス。　（127－35－9）

○～シテイタダキマス

　▽（略）　プリントヲ　ゴランナッテ　イタダキマス。　（123－24－1）

　▽ソコデー　イマ　オクバリシマシタ　プリントノ　ホウ　見テ　イタダキマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－24－12）

　▽ソシテ　ヤハリ　ヨク　カキマゼテ　ィタダキマス。　（127－12－15）

○～シテイタダキトウゴザイマス
　　　　　　　　シヨウユ
　▽ショウガト　オ醤油デ　エ　サッパリト　召シアガッテ　イタダキトウ　ゴザイマ

　　タ、o　　　（127一・11－7）

があり，その短い闘定形に，

　▽ヨロシク　オ願イイタシマス。　（127－24－9）

　▽ドウゾ　オ願イイタシマス。　（127－31－5）

　▽ソレジャ　戸田サン　ドウゾ　オ願イイタシvス。　（126－50－16）

　▽ドウゾ　ミナサン　幽幽シク　オ願イ申シァゲマス。　（127－34一・8）

がある。その他，「判叙表現」（45ページ）に記したように，　「～スルガイ

イ」「～シテハコマル」「～シナケレバナラナイ」「～シタラダメダ」など，

判叙表現の形式でありながら，直接相手に対して，消極的に行為を要求するば

あいがあるが，轟面の独話資料には，きわめて例が少なく，その例としてよい

と思われるものは下記1例にすぎない。

　　　　　　　ヒ　▽デスカラ　火ヲ　ゴーク　弱ク　ナサヅテ　イタダキマシテ，コゲナイヨウニ　気

　　ヲ　ツケナケレバ　イケマセン。　　（127一一18一一8）

　も　2積機的行為要求の豪現

　いわゆる命令文は，多く，これに属するが，はだかの命令形は，独話資料に

はない。葡書薦様，命令形に準ずる形式をとるものは，この表現に入れられ

る。

OrVシテクタサイ　　（4側）
　▽ナンカ　ミナサン　奮ッテクダサイ。　（123＿29＿1）

　　　　　　アシクビ
　▽ソレカラ　足首ヲ　カタホウズツ　十回カラ　十五回目ライ

　　クダサイ。　（127－32－21）

○オ（’クダサイマセ　　（i1例）

　▽デハ　オサカナヲ　（略）　コゲナイヨゥニ

　▽オ元気デ　オ働キニ　ナッテクダサイマセ。　（127－33－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　61

グルグル　マワシテ

オヤキクダサイマセ。　（127一一18－19）



　▽ドウゾオタメシクダ”M　・fマセ。　（127－14－12）（127－19－11）

○ゴ～クダサイ『マセ。　（4例）

　▽顔ノ　シワヲ　気ニ　スルノト　岡様　足ノ　ホウモ　ジュウブン　ゴ注意クダサ

　　イマセ。　（127－33－5）

　▽デぐ　ココニ　準備イタシセシタノ　ゴランクダサイマセ。　（127－17－21）

ONシテゴランナサイ　　（1例）

▽財政投融資トイウモノノナカノ融資ノ孟母見テゴランナサイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－26－IP“〉

○ゴランナサイ　（1例）

　▽ゴランナサイ。　（124－32－16）

　その他，回書に記したさまざまの形式，たとえば「～シテクレヨ」　「～シ

テ」「～シテヨ」「～シナサイ」「～シタマエ」「～シテチョウダイ」「お（連

用形）」（rお飲みyお行き」）など，あるいはまた，潮岬表現で，相手に向けられ

るときに積極的要求卑属となるもの（「早く歩くんだ」「早く歩くの」）など，すべ

て独話共通資料には畠て来ていない。

　3・5旛讐細蟹

　前節の要求表環も，独詣資料では，対謡資料ほど多彩ではないが，応答表現

は一層はなはだしい。詠嘆表現や応答表現の少ないことは幽然予想されるとお

りであるが，とくに応答表現は，本来，独話にとっては無用に近いもので，た

またま，当資料では，聴衆とのやりとりが少しあらわれたので，顔をのぞかせ

たに：すぎない。全例列挙しておく。

　▽ハイ。　　（122－11－3）（123一・29－3）t・まか6｛列

　▽ソウ。　（123－29－4）

　▽ソウカ。　（122－11＿2）

　▽ソゥデスカ。　（123－29－3）

　前書における応答表現の細分を，本書でくりかえす必要はないだろうし，そ

の範囲を出る独特のものは全くない。

　4，，各種表現のあらわれかた

　以上，各種表現に多少の説明を加えつつ，例示した。参考として，その表現

の文の数を一覧表としてかかげる。葡述澗様，両様の解釈のできるものは，文

法的特徴形式を優先し，ここでは，1文を1項に分類した。
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皿構 文

1．　対象と方法

　「溝文」の項では，文型の1っの側面としての構造上の文の類型（構文の

型）を扱う。1．「対象と方法」では，主として資料の分析の方法について述

べ，2．「構文の型」では，主としてその結果を述べる。

　この項は『話しことばの文型（1）』の「構文」の項を受けつぐものである

が，資料の分析の方法には，『話しことばの文型（1）』の方法を改めたところ

が多い。

　現在の段階では，「独謡における構文の型」といったような，文体あるいは

ジャンルの上での独話の特徴を浮かび上がらせるまでには進んでいない。この

報告は，独話資料による日本語の構文の型の研究であって，独話そのものの特

徴の硬究ではない。

　1・1　対象

　1・1・1　構丈

　構文とは文の構造である。文の構造とは，文がどのような部分からなりたっ

ているか，それがどのような関係でむすびついて全体（統一体）としての文を

構成しているかということである，とここでは考えておく。

　文の部分としては，ふつう「主語」「述語」のような「文の成分」があげら

れている。文の成分とは，文の中で果たしている機能によって一般化して得た

文の部分の種類である。だから，文の部分の性格は，それがどのような文の成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
分に属するかということで明らかにされる。

　海）文の成分というばあい，たとえば，主語では，「～ハ」と「～ガ」の表わす意味

　　ないし機能のちがいは無視される。このことについては1・2・3c「陳述的変容に

　　ついて」，V2・1「成分の陳述的変容について」参照。

　したがって，佃々の文の構造は，文がどのような部分にわかれ，その部分が

それぞれどのような成分に属し，その成分がどのようにくみあわさって文をな
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しているか，ということで抽象される。たとえば，

　○ケサ　アサガオガ　咲キマシタ。

という文の構造は，

　〔時闘を裟わす連胴修飾語〕　〔主語〕　〔述語〕

という3っの成分のくみあわせである，ということである。

　1弓・2構文の型

　○ケサ　アサガオガ　咲キマシタ。

　○キノウ　ユウガオカ“　咲イタ。

　○オトトイ　ヒルガオガ　咲カナカッタ。

という3っの文を比べると，どの文も第1の部分が時変を表わす連胴修飾語で

あり，次の部分が主語であり，最後の部分が述語である。したがって，これら

は闘じ構造の文である。このような構造上の共通性にもとづいて，これらの文

から構造を抽象すれば，

　〔暁間を表わす上襲修飾語〕　〔主語〕　〔述語〕

という文の構造の類型が得られる。

　このように，文は，溝造上の特徴を抽象することによって，講造の面から一

般化することができる。構造の面から一般化して得た文の類型が溝文の型であ

る。だから，構文の型とは，異体的にいえば，文における成分のくみあわせの

類型である。そこでは，個々の文の鰯製的なちがい（上の例でいえば，ケサ，

キノウ，オトトイなどのちがい）はきりすてられている。それは，成分とそれ

のくみあわせの図式として抽象的に表現することができる。

　このように，構文の型は抽象的なものであるが，その抽象の段階にはさまざ

まなものがありうる。

　○ケサ　アサガオガ　咲キマシタ。

　○庭デ　アサガオガ　咲キマシタ。

はそれぞれ，

　〔時間を蓑わす連用修飾語〕　〔主語〕　〔述語〕

　〔空間を蓑わす連用修飾語〕　〔主語〕　〔述語〕

という講文の型に属するといえるが，これらの2種類の連用修飾語は一括して

連用修飾語と認めることができるから，この2っの文は，
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　〔連月慧修食衝言吾〕　　　〔二主語〕　⊂述語〕

という一銭と抽象的な型に属するということができる。

　さらに，

　｛主語）　｛無用修飾語〕　〔述語〕

という型との語頽のちがいを捨象した型を認めることもできる。

　なお，あとで述べるように，この種の連用修飾語は，文において「骨ぐみ成

分」ではないと見て，これを捨象して，連用修飾語のない

　〔主語〕　〔述語〕

という型と同じ「骨ぐみ」の型に属させることも可能であろう。

　どの段階まで抽象し，どの段階で抽象をとどめるべきであるかは，文の中の

成分どうしの相互関係（syntagmaticな関係）や他の構文（の型）との相互関

係（paradigmaticな関係）を明らかにする必要に応じてきめられるはずであ

る。

　したがって，個々の講文の型は，厳密にいえば，他の構文の型との相互関係

を明らかにして，その言語（方言）の三文の型全体の中に位置づけて，はじめて

真の意味の構文の型と認めることができるわけである。構文の型の認定は，構
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泣）
文の型の分類をまって，はじめて意味を持つわけである。

　注）われわれはここで

　　　構文・・？…侮日の文の構造

　　　構文の型……燗々の文の構造を抽象して得た，構造上の文の類型

　　のように蓑現したが，この表現は一薗的である。個々の文の燗々の榔分がどの成分

　　に属するかということは，逆にどのような構文の型の部分に位：置づけられているか

　　ということであって，構文の型を前提にしているわけである。

　実用的な文型では，抽象の段階はさらに，それ根応の実用的な要求によって
　　　　　　　　　　注）
も，修正されるだろう。

　注）われわれは，成分以下の単位は，理論酌な文型にとっては直接の闘題にならない

　　と考える。実用的な文型では，単語から文までの各段階が扱われるようである。た

　　しかに，ある成分に現われる品詞とか活用形とか助詞・助動詞とかを示した方が便

　　利なばあいが多いだろうと思われる。しかし，文の構造の最小単位は成分である。

　　成分以下の単位（いわゆる霞立語や付属語，接辞など）はその成分を構成する単位

　　であって，文の構造の次元のものではない。だから，ここでは成分以下のものは，
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　　原則として扱わない。しかし，成分を十分に認定できないばあいや，成分の下位区

　　分などに，便宜的に，それ以下の単位（主として助詞）を利用したばあいがある。

　　これは，研究の現段階における制約から行なったものであって，ゆくゆくは訂正さ

　　れるべきものである。

　1・2　方法

　1。2・唾調査の手順

　構文の型が以上のようなものだとすれば，それは次のような段階をへて見い

だされるはずである。

　　（i）　平々の文を部分に分解する。

　　（il）　それぞれの部分を成分に分類する。

　　（iii）　成分のくみあわせとしての講文を分類して，構文の型を見いだす。

　実際の手順は必ずしもこの順序に一方的に行なえるわけではない。　（i）は

（ii）を前提にしなければ行なえないし，（1めは（iii＞を考慮しながらなされるだ

ろう。

　呉体的な作業としては，われわれは，「句」という単位を認め，「句を含ま

ない文」と「句を含む文」とに分けて，国警に分析を進め，その上で，「句」

および「句を含む文」について再整理を施した。（1。2・3b（6）「句の扱い」

参照）

　1・2・2　・nt次成分

　文を部分に分けるさいに，次の方針をとった。

　a　：文節以下の単位には分解しない。

　文節は，原則として，文の申で他の部分に対し文を構成する郵分として一定

のかかりうける関係（統合関係）を示す最小の単位であって，文の構成部分とし

ては，文節より小さい単位を考える必要はない。

　文節のうちでも，橋本進吉のいう「付属の関係」にある文節連続のなかの付

属的な文節は，文の溝成部分ではなく，それをともなった文簾と合わさって1

っの部分をなす。そのほかにも，「ドチラカト　イウト」「ソレニモ　カカワ

ラズ」のように2文節（以上）で1つの構成志気になっているものもある。

　b　一次成分に注目し，二次成分はとりださない。

　文節は，文の部分としては最小のものであるが，：文の構成に果たしている役
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わりはさまざまであって一様ではない。われわれの作業では，：文を部分に分解

するさいに，このことを考慮にいれた。すなわち，文構成上の役わりに段階を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
つけて，一次成分に属する部分と二次成分に属する部分とに分け，分解を一次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2）
成分のものまでにとどめた。二次成分のものまでには分解しなかった。

　注1）ここでいう一次成分とは，文の構成に一次的に参加しているという意味であ

　　る。二次成分とは，痩接的には，一次成分の構成に参加している成分であり，文の

　　構成に果たす役わりが二次的という意味である。同様にして三次，四次……の成分

　　というものも考えられる。

　注2）二次成分への分析は必要でないという意味ではない。二次成分もやはり文の成

　　分であると考える。

　われわれは，現在の学校文法でいう次のような成分を一次成分と認めた。

　　（a）　いわゆる文の主語・述語

　　（b）文の述語にかかるいわゆる連用修飾語（文の述語以外の成分にかか

　　　　るものを除く）

　　（c）いわゆる独立語（述語以外の成分にしかかからないものを除く）

　文の主語と述語が一次成分であることは問題ないと仮定して，論を進める。

問題は，いわゆる連体修飾語と連罵修飾語である。

　いわゆる連体修飾語は，被修飾語である体言（名詞）と合わさって，全体とし

て，主語になったり述語になったり連用修醜語になったりする。＜連体修飾語

＋体言〉は，原則として文中ではく体言〉と同等の資格をもつ。したがって連

体修飾語は，文の一次成分ではなく，二次成分である。（70Ae・一一ジ補注参照）

　いわゆる連弾修飾語は，被修飾語である用言と合わさって，全体として述

語となったり連体修飾語や主語（「シズカニ歩クノハニガテダ」）となったりす

る。この点では，〈連鵜島飾六十用言〉はく用言〉と同等の資格をもち，連用

修飾語は二次成分である，ということができそうである。しかし，拝絹修飾語

は，連体修飾語とは次にあげるようなちがった面がある。

　文の述語あるいは主語・述語の統合体にかかる連用修飾語は，他の成分（主

語や陳述副詞などの成分）との語順のいれかえが比較的自由である。これに反

し連体修飾語と体言とのあいだ｝こは，他の成分がほとんどはいらない。　（たと

えば「ケサ　キレイナ　アサガオガ　咲イタ」「キノウノ　アサ　アサガオガ
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咲イタ」の意味で，「キレ4ナ／ケサ／アサガオガ　咲イタ」「キノウノ／ア

サガオガ／アサ　咲イタ」とは言えない。）

　このことから，連体修飾語と体言的な成分とをひとまとめにした単位を他の

一次成分に対して考えることは可能であるが，連用修飾語と用言とをひとまと

めにした単位を他の一次成分（主語や陳述副詞などの成分）に対して考えるこ

とはむずかしい。まずこの点で，この種の連用修飾語を二次成分と見ることが

できない。

　さらに，この種の連用修飾語は，主語と同じく，係助詞が自由にっきうる

が，連体修飾語には，それがっかない。連∫召修飾語に係助詞がつくということ

は，それが単に（単語としての）用言を修飾しているのではなく，主語と同様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
に，（文の部分としての）述語と関係している，ということを示している。この

点からも，この種の連用心組語は，文の部分として，霊語・述語と同じ次元に

ある，つまり一次成分である，といわなければならない。

　注）連電修飾語という用語は，2っの別の次元に属するカテゴiJ　一を指すのに：使われ

　　ている。1っは被修飾語である用言だけと関係する概念であって，その用言が文中

　　でどのような部分としてはたらいているかにかかわりない（つまりそれを捨象し

　　た）ばあいである（「ヤキイモヲ　モグモグ　タベル」）。もう1っは，文の述語・主

　　語などと同次元の概念であり，文の成分の1種である。むしろ，述語にかかるもの

　　というべきで，体言的な述語のばあいにも現われる　（「ボクタチハ　イツマデモ

　　：友ダチダ」「失敗シタノハ　全部　数学ダ」）。

　次のような連用修飾語は，二次成分である。

　○カレハ　映画ヲ　見二　行ヅタ。　○カレハ　シズカニ　歩ク　人ダ。　○シズカ

　ニ　歩クノハ　ユガテダ。

このばあいは，原則として，「映画ヲ　見ル」「シズカニ　歩ク（ノハ）」が全

体でそれぞれ連周修飾語・連体修飾語・主語になっていて，「映画ヲ」「シズ

カニ」はそれらの部分になっていると見られるからである。

　いわゆる並立の関係に立つそれぞれの成分も二次成分である。これらの成分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
は全体で主語・述語・連用修餓語などの成分としてはたらくからである。

　注）ここでは，並立と同格とを区別した。同格というのは，2っ以上の部分が，それ

　　ぞれ同じ資格で他の部分と関係しているものである。（2・2・3a「同格」参照）

　　　○学校ヤ　家庭ニ　テレビガ　アル。　（並立）
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　　　○学校ニモ　家庭ニモ　テレビガ　アル。（購格）

　いわウる独立語は，文の述語以外の成分の部分に含まれないかぎり，一次戎
　　　　注）
分である。

　注）たとえば「家へ　帰ルト　『アンタ，ドコヲ　ホッツキ歩イテ　イタノ！』ヅテ

　　ドナラレタ。」などの「アンタ」は，引用の部分に含まれているから，二次成分で

　　ある。

　このほかに，われわれは，従属句という単位を認める。これについては，

1・2・3b（6＞「句の扱い」参照。

　補注）われわれは，文の成分を一次・二次……と分け，連体修鏑語を二次成分とした

　　が，これに関しては，次のような問題がある。

　　　（i）　遵体修飾語の中には，次の体言のはたらぎを捌約するものがある。

　　　　たとえば，

　　　　　○ロクナ人ガイナイ。○メッタナコトハイエナイ。○ニレホド楽
　　　　　　　　　　　　　　　　サ
　　　　　シイ　コトハ　ナイ。

　　　　などでは，〈連体修飾語＋体言〉の主語は単なるく体言〉の主語とちがって，

　　　　述語の打消しの表現と呼応しなければならない。

　　　（ii）　連体修飾語がないと意味をなさない構文がある。たとえば，

　　　　　○カレ腫大キナ手デス。○コノ機械ハボタンヲ押スダケデ動

　　　　　ク　シクミァス。

　1。2・3　一次成分の分類

　a　一次成分分類の立場

　一次成分の分類にあたって，われわれは，「原則として通説に従うが，構文

の型を明らかにするという必要から，部分的にそれを修正する」という立場を

とった。その結果，従来の一般的な説とはかなり形の変わったところがある。

しかし，まだわれわれの分類は中途はんぱなものであり，方法論上の一貫性に

も欠けている。薪しい概念や用語をとりいれた部分は，すべて中間的な試案で
　　注）
ある。

　注）文の部分は，一定の意味と一・定の形との統一体である。だから文の部分の分類は，

　　その意味と形との回忌からなされなければならない。一定の形のうらづけのない意

　　味による分類や，もっぱら形の上からの分類は，一慮的であり，不十分である。こ

　　れがここでの分類の原則である。しかし，現在のところ，この原則は，十分に適絹

　　されていない。われわれにとっては，いわば努力目標である。

　ここでとった分類の結果のおもな特徴は，次のとおりである。
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　（i）　主譜・述語については通説に従う。

　（ii）　いわゆる連用修飾語は解体し，薪たに4つの成分を立てる。

　（以上の諸成分については，係助詞のあるなしなどのちがいを無視する。）

　（iii）独立語の篇囲を限定し，そのほかに，1っの成分（「陳述的成分」と呼

　　ぶもの）を立てる。

　b　一次成分の種類

　以上のような立場で，われわれは，次のような成分を認めた。

　　述語・主語・目的語・補語・連絹漉・状況語・陳述的成分・独立語

　こうした成分のほかに「従属句」という単位を認めた。（1・2・3b（6）「句

　の扱い」参照）

　以下，各成分および従属句の特徴や認定や鰹囲などについて，注意すべきこ

とをあげる。

　　　　　　　　　注）
　（1）　述藷（略号　Z）

　　　潅）以下，各成分と従属句には略号を与える。原則としてローマ字のかしら文字

　　　　をこれにあてる。

　述語は，文中で主語・いわゆる連用修飾語・独立語などと関係する文の成分

である。述語になっている体言にかかる連体修飾語は，述語内部の二次成分と

認める。

　文を終止する機能をもった成分には，述語のほかに，独立語がある。それと

の区別については，1・2・3b（5）「独立語」の項参照。

　述語まで言いきらずに，途中で臨時的に中断したと認められる文は，「中断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
文」として，構文の対象からはずしてある。　（27ページ参照）

　注）臨時的でなく，慣用的に懸詞を言わない表現が，資料にもいくらかあった。これ

　　らの扱いは保留とした。

　　▽デハ　コレデ。　（126－27一・11）　▽ソレデハ　キョウハ　コノ　ヘンデ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－33－7）

　次のようなものは，述語として扱った。　（2・2・3e「はしょり」参照）

　▽エビヲ　ミジン切りニ　イタシマシタノガ　大サジ　r一杯ホド。　　（127－12－13）

　いわ＠る付属の関係にある文節連続からなる述語があるが，ここでは，その

三囲をややひろげて，次のような文節連続を述語と認めた。これを，仮に「複

合述語」と呼ぶことにする。（eeは，共通資料にその例が見えるものである。）
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　（i）OtVシテ　イルve（オルee，イラヅシャルec一，オイデニ、ナル）　○～シテ

　　　アル葵　（ナイve，ゴザイマスめ　OXN・シテ　シマウee　Ot・Uシテ　オクee　O～シ

　　　テ　ミル弓÷（ゴラソナサイ’K’）　ONシテ　クル÷：一（マイリマス吟　　ONシテ　イ

　　　クーte（マイリマスめ　Ot・Vシヨウト　スル’te

　（ii）　ONシテ　ヤルK一（アゲル）　ONシテ　モラウ（イタダク勤　　ONシテ　ク

　　　レル’M‘（クダサルee）

　（iii）　○オ・Vニ　ナルN　Oゴ～ニ　ナル

　（iv）　ONデ　アルーx一（オラレル，イラレル’「e，イラッシャル，ゴザイマス）　○＜形

　　　容詞のウ音便の形〉　ゴザイマスee

　（V）　○・vシタリ　スル｛一（イタシマス甚）

　（vi）ONワケデスーva　OtVハズデスーM　ONツモリデスw　O～ウダイデスーx一

　（vii）ONカモ　シレナイee　ONカモ　ワカラナイec一

　（vii三）ONシテ　ヨイ（イイ駕ヨロシイ）　ONデ　ョイ　（イイ，ヨPシイ’x’）　○～

　　　シテ　ホシイW　O～シテモ　ヨイ（イイec一，ヨロシイ勤　ONシテモ　結構デ」kac

　　　O～シテ　コマルec’○～シテハ　コマル赫　○～シテハ　ダメタ曙　○～シテモ

　　　ダメダ’va　OA・スレパ　ヨイ　（イイ，ヨロシイ勤○～シナケレパヨイ＆（イイ，

　　　ヨロシイ）Ot…シタラ　ヨイー「e（イイ　ve，ヨPシイee）　○～スル5　ヨイ（イイte，

　　　ヨロシイ勤　○～スリャ　イイ÷’○～シナケレパ　ナラナイ静　（ナラン勤○～

　　　シナキャ　ナラナイー「e（ナラン勤OtVシナキャ　イケナイ’；“○（・シテハ　イケナ

　　　イ苦　○～シナケレパ　イケナイSC一〇tVシナクテハ　ナラナイve

　（圭X）　○・’…シツツ　アル曇

　（x）　○～カ　　ドウカK一

　（xi）○～ニチガイナイ芸

　その他次のようななかば慣用句的な文節連続も全体で述語とした。

　　○～ワケニハ　イカナイ（マイリマセソ）　○～セザルヲエナイ○モウス　マデ

　　モナイ○シカタガナイ　○ショウガ　ナイ○デキヅコナイ○オ目ニカケル

　2文節以上の連続が1っの複合述語に移行する現象にはさまざまなタ4プが

あり，その移行の段階にもさまざまなものがある。この調査で，複合述語と認

めずにおいたもののなかにも，これに近いものがかなりある。これについて

は，2・2・3f「複合述語的な構文」参照。

　（2）　主語（欝各号　 S）

　ここでは，便宜的に，F〈体言〉ガ」の示す関係で述語にかかっていると認

められる成分を主語と認定した。実際には「〈体言〉ハ，モ，サエ…」などの

形をとっていても，その表わす関係が「〈体言〉ガ」と岡じであると認められ

たものは，主語と認定した。いわ＠る「総主」や蒔枝誠記のいう「趨象語」な
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　　　　　　　　　注）
ども主語とみな：した。

　▽ジョンソンテノハ　ワタクシ知りマセン。（122一・10－1）

　▽子ドモタチハ　感受性ガ　強イ。　　（124－21－3）

　▽シカシ　タイガイノ　畢ナラ　コレデ　マイッテ　シマイマスQ　（126一一24－4＞

　▽デ　エ　pm　ソノ　ツギガ　ポリエチレン。　　（王27－27－20）

　注）いわゆる総主と共存する第2の主語をここでは仮りに「部分主語」と呼ぶ。上の

　　例の「感受性ガ」などQ

　（3）　いわゆる連用修飾語の扱い

　いわゆる連用修飾語のなかには，文の成分としてかなり異質のものが入れら

れている。構文の型を明らかにするというわれわれの立場からは，こうした大

ざっぱな分け方では不十分である。

　われわれは，連用修単語という成分を解体し，あらたに，構文上の機能から

A類，B類の2っの種類を立て，さらにこれらを下位区分して，次のような4

っの成分を認めた。

　A類　（i）　藏的語（略号　M）

　　　　　　○子ドモニ　ミカンヲ　ヤル　　○市場カラ　店ニ　ミカンヲ　運ブ

　　　　　　○石炭カラ　繊維ヲ　作ル　　○イスニ　ヨリカカル　　○駅二　近イ

　　　　（ii）　補語（略号　H）

　　　　　　○夕方ニ　ナル　　○サビシク　ナル　　○壁ヲ　白ク　ヌル

　　　　　　○彼女ヲ　先生ト　ミナス　　○キノウ　帰ヅタト　イウ

　B類　（iii）連用語（略弩　R）

　　　　　　○静カニ　歩ク　　○ボンヤリ　山ヲ　見ル　　○ヤキイモヲ　モグモグ

　　　　　　食べル　　○リソゴヲ　ミッツ　買ウ　　○急二　静カニ　ナル

　　　　（圭V）　状況語（略号　」）

　　　　　　○ケサ　アサガオガ　咲イタ　　○夕方二　友ダチニ　会ウ

　　　　　　○砂場デ　遊ブ　　○病気ノ　タメニ　休ム

　A類（1）騒的語（M）は，述語の表わすことがらの成立に参加する対象（実体

あるいは実体化されたことがら）を示す。

　（圭量）補語（H）は述語の表わすことがらの成立に参加する属性（あるいは実体

の属性的な面）一一変化の結果の状態や認識活動・言語濡動の内容一一を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　や　　　　　　　ら
　これらは，述語の自立語の性格によって，いわば，要求される成分である。
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「ヤル」という動詞は，「ダレカニ　ナニカヲ　ヤル」のであって，Fダレカ

ニ」「ナニカヲ」の成分を要求するし，「運ブ」という動詞は「ドコカカラ

ドコカエ　ナニカヲ　運ブ」のであって，　「ドコカカラ」「ドコカニ」rナニ

カヲ」の成分を要求する。また，「ミナス」という動詞は，「ナニカ（ダレカ）

ヲ　ナニカ（ダレカ・ドンナカ）ト　ミナス」のであって，　「ナニカ（ダレ

カ）ヲ」「ナニカ（ダレカ，ドンナカ）ト」の成分を要求する。

　述語（の自立語）は，このように文法上何かを要求するあるいはしないという

要求上の性格をもっていて，それに応じない霧的語・補語は，その述語と共存
　　注）
しない。たとえば，「ヤル」「与エル」「贈ル」「手渡ス」などは

　○子ドモニ　ミカンヲ　ヤル（与エル・贈ル・手渡ス……）。

のように，所有権の移動の対象「ナニヲ」とその相手の「ダレカニ」とを要求

する性格をもっているが，この種の動詞は，「運ブ」r持参スル」のような移

動動作の要求する＠くさきの「ドコニ」とは共存しない。（「アパートニ　ミカ

ンヲ　ヤル」と言ったばあい，「アパートニ」はゆくさき（場所）ではなく，入

．格化されてミカンをもらう相手となっている。）逆に「運ブ」「持参スル」のよ

うな種類の動詞は相手の「ダレカニ」とは共存しない（「子ドモニ　ミカンヲ

運ブ」とはいえない）。　このことは，A類（霞的語・補語）と述語（の要求上

の性格）とは，お互いに擬約関係があることを示している。

　注）「コンドハ　子ドモニ　ミカンダ」のような，一定の場面・文脈の中ではじめて意味

　　をもつ文のばあいは，また別である。これについては2・2・3e「はしょり」参照。

　さらに，2種以上の要求上の性格をもった述語は，目的語・補語に属するど

・の成分がつくかによって，そのうちの一つの性格が実現する。たとえば「教工

2レ」　「作ル」　「ヌル」　は，

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイードデ　7Y　一パーヲ　作ル　　子ドモヲ　教工・ル　　（

　　　　　　　　　　　　　　　　ツイーードヲ　オーーバーユ　作ル　　子ドモニ　　≡英語ヲ　　教エル

　　カベニ　ペンキヲ　ヌル

　
　
（
　　ペンキデ　カベヲ　ヌル

　　カベヲ　白ク　ヌル

のように，2種（以上）の要求上の性格を持っているが，これが同瞳に実現する

ことはない（たとえば，「子ドモヲ　英語ヲ　教エル」　「ッイードデ　オーバ

ー二　作ル」とはいえない）。　「ツイ・・一ドデ」という材料を示す目的語がくれ
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ぱ，生彩物はrオーバー一一ヲ」という目的語で示されなければならないし，Fッイ

ードヲ」という状態変化の対象を示す目的語がくれば，生産物は，「オーバー一　＝」

という変化の結果の状態を示す補語で示さなければならない。このことは，目

的語・補語は述語を介して，お互いに制約しあっていることを添している。

　注）この種の「Nヲ」「（・二」「・Vデ」などが動詞を介してもつ相互関係についての

　　記述は，奥田靖雄『を格のかたちをとる名詞と動詞とのくみあわせ』（1960・V1961）

　　『に格の名詞と動詞とのくみあわせ』（1962）（ともに言語学研＝究会での研究発表プ

　　リント）　に負う。

　B類の表わすことがらは，述語の表わすことがらの成立に直接参加するもの

ではない。この類は，述語の（要求上の）性格によって要求される成分ではな

い。　　　　　　　　　・

　（iii）連用語（R）は，述語（あるいは述語にかかる主語・蘭的語・補語とのく

みあわせ）の表わすことがらの性質・ようす・程慶など，属性を一磨くわしく

示す成分である。

　（iv）状況語（」）は，述語（あるいは述語にかかる主語・目的語。補語・連罵

語とのくみあわせ）の表わすことがらをとりまく外的な状況（隠聞・空間・原

因・理由・条件……）を示す成分である。

　A類のなかの心的語（M）と補語（H）とのちがいも，単に意味的なものではな

く，あとであげるように，それの表現形式Kちがいがある。また昌的語と補語

とが共存するばあい，

　○彼女ヲ（M）　先生ト（H）　ミナス。

　○憲法二（M）　戦争放棄ト（H）　書イテ　アル。

　○計麟ヲ（M）　ホゴニ（H）　スル。

のように，ふつうの語順では，補語の方が述語にちかい位置に環われる。露的

語・補語・述語の表わす3っのことがらは，

　　M　　　H　　　Z

　　l旨1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油）
のような関係でむすびついているとみなすことができるだろう。

　注）さらに一歩進めて，HZ全体をSや鍛に対して，述語であるとする（Hを’一一・一次成

　　分としてとりたてず，Zの構成部分とみる）ことも考えられる。
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　B類のなかの連用語（R）と状況語（J）とのあいだにも，述語に帰する関係の

仕方のちがいに応じて，語順のちがいがあるようである。ふつうは，連用語の

方が述語に近い位置に現われる。

　○ケサ（」〉アサガオガ　キレイニ（R＞　咲イタ。

　次に各成分について説明を補足する。

　（a）　羅的語（略号　M）

　これには体言あるいは体言的な性格を帯びた形式（「～スルノ」）に　（「ガ」

以外の）格助詞のついたものの大部分がなる。これには次のようなものがあ

る。　（これは厳密な下位区分ではなく，便宜的なものである。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言主）
　（i）「〈体言〉ヲ」の表わす関係で述語にかかるもの（略号M，）

　　　これは異体的には，「～ヲ」の形のほかに，「～ハ」「～モ」「～サエ1；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　　や助詞のつかない形「～」などの形をとる。

　　○ソウメン類ヲ　召シ上ガル　○足首ヲ　マワス　○ラジオヲ　聞ク　○精神的ト

　　　イウ　コトバヲ　使ウ　○訂正ヲ　スル

　　○空ヲ　飛ブ　○家ヲ　出ル

　　　注）▽ソレカラ　パセリハ　ァー　フタツ　ミッツニ　コゥ　チギリマシタ　モ．

　　　　ノヲ　イレーマシタ。　（127－16－17）

　　　などの　　　の部分は（・ヲの関係に立つと見ない（1・2・3b（4｝「陳述解毛．

　　　分」参照）。

　　　なお，「暑イ　ナカヲ　タイヘンデシタネ」「遠イ　トコmヲ　ワザフ

　　ザ　オイデクダサイマシテ……」などの「～ヲ」は状況語とする。

　（ii）「〈体言〉二」の表わす関係で述語にかかるもののうち，次のようなも

　　の（略号　　M。）

　　　　　　　　　　　沿…）
　　（ありか・ゆくさきなど）○日本ニ　ソウイウ　人ガ　イル　○ココニ　香料ガ

　　　並ンデ　イル　○本二　書イテ　ァル　○公園二　行ク

　　（糊粘）○子ドモニ　尋ネル○政欝二　申シイレル○磯村サンニ　オ願イ入

　　．ル　○ミナサンニハ　ワカッテ　イル

　　（対象）○義父ノ　孫ニ　アタル　○コノ　点二　気ヅク　○駅二　近イ

　　　「〈体言〉二」の形で表わされるものでも，時間・場合の意味を表わす．

　　もの（「夕方二　出カケル」など）は状況語とする。また，変化の結果や』

　　精神活動の内容を示すもの（「タ方ニ　ナル，富士山二　見エル」）は補語
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　　とする。

　注）場所を表わすレ）二jを廼的語とし，「Nデ」を状況語としたのは次の理由による。

　　（1｝　「・V二」の場所は，述語の自立語の表わすことがらの成立に参加するものご

　　　ととして，それに要求される成分であるのに対して，「～デ」の場所は，こと

　　　がらの成立に直接に参加するものごとではなく，そのことがらより外的な状況

　　　を示していて，述語の自立語によって要求されるものではないこと。

　　（2）場所の「～二」は，他の熱的語の「・v二」　（相手など）と，特殊なばあいを

　　　除いて共無しないのに対し，場所の「～デ」は目的語の「～デ」（材料など）や

　　　場所の「tV二」と共存する。

　　（3｝多義的な動調で，相手の「・V二」と場所の「～二」とのどちらを要求するかに応

　　　じて意味の変わるものがある。（「（子ドモガ）　ムコウ岸二　渡ル」　「（給料ガ）

　　　全員二　渡ル」など。場所の「～デ」と羅的語の「～デ」との間セこはこうした

　　　ことはないようである。

〈iii）「〈体言〉へ」の表わす関係で述語にかかるもの（略号　Mへ）

　　これの示す関係は（ii）M．の一部分と重なるので，　M．からM．をとり

　たてる必要はないかもしれない。

　○学校へ行ク

〈呈v）「〈体言〉ト」の表わす関係で述語にかかるもののうち，次のようなも

　の（略号　Mト）

　（比較・結合・異同などの写象）　OAト　結ビツク　○ヨソノ　子ト　比べル

　○ソースト　合ウ　○前ノ　額ト　違イガナイ　○臼本ノ　基本法ト　同ジダ

　（相互的動作の相手）○太郎ト　結婚スル　○太郎ト　ケンカスル　OAチームト

　戦ウ　○先方ト　話シアウ　○親類ト　ツキアウ

　「〈体　m．“　一　一　di　口〉ト」の形で表わされるものでも，変化の結果（「引キ分ケト

　ナル」）や精神活動・言語扇動の内容を示すもの（「引キ分ケダト　思ウ」）は

　補語とし，一緒に行動する仲間を示すもの（「太郎ト　出カケル」「太郎ト

　オ茶ヲ　ノム」）は状況語とする。

（v）「〈体言〉カラ」の表わす関係で述語にかかるもののうち，次のような

　もの（略暑　Mヵラ）

　（出どころなど）　○タナカラ　オロス　○窓カラ　ガラスヲ　ハズス　○駅カラ

　　　　　　　　　　　　　　ヒョウ
　出発スル　○窓カラ　出ル　○蓑カラ　省カレル

　（原料など）　○アン・モニァト　炭酸ガスカラ　作ラレル
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　　（相手）　○ナカァサンカラ　タシナメラレル

　　「〈体言〉カラ」の形で示されるものでも，時間や原因の意味を表わすも

　　の，　（「朝カラ　降ッテ　イル」「フトシタ　コトカラ　ケンカニ　ナル」）

　　は状況語とする。

　（vi）「〈体言〉デ」の表わす関係で述語にかかるもののうち，次のようなも

　　の（略号　Mデ）

　　（成分など）　○人デ　イヅパイダ

　　（材料など）　○ツイードデ　オーパーヲ　作ル

　　「〈体書〉デ」の形で示されるものでも，空間や原霞・理由を表わすもの

　　（「運動場デ遊ブ」「病気デ休ム」）は状況藷，手段・方法やようすを表

　　わすもの（「ナタデ　マキヲ　割ル」「郵便デ　送ル」「ハダシデ　歩ク」〉

　　は連用語とする。

　（b）　補語 （略号H）

　いわゆる連用修；飾語のうち

　（i）　状態変化を表わす動詞的述語にかかり，変化の結果の状態を表わす成

　　分（略号H1）

　（ii）　密語活動，知覚活動，思考活動などを表わす動詞的述語にかかり，そ

　　の内容を表わす成分（略号　K2）

および，それらに準じるものを表わす成分。

　結果的な補語（H1）には

　く体言〉二・ト

　〈形容詞・形容動態〉連用形

　く用言・体書＋助動詞〉連用形

　く副調（コウ・ソウ・アア・ドウ）〉

などがなる。

　○一人前ノ　独立ge　＝　ナル　　○強ク　ナル　　○ジェリーミタイニ　スル

　○信頼デキル　人間ト　ナル　　○原水爆ノ　基地ニ　サレル

　内容的補語（H2）には，結果的補語（Hi）　と岡じ形がなるほかに，

　〈体言＋助動詞の終止形〉ト・二・ヵ
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　〈三三（十助動詞）の終止形〉ト・二・カ

などがなる。

　○林ト　申シマス　○舞台監督ノ　コトヲ　ブタカント　イウ　○コノ　会ヲ　ウレ

　シク　思ウ　○行キタイト　思ウ　○コウ　書イテ　アル　○ナンノ　回答ナノカ

　ワカラナイ　○寓士山二　St　1：ル　○本気デ　反対スル　モノト　見ラレル

　補注）補語にも，要求の度合いにいろいろある。「ナル」という動詞述語は，結果的

　　な補藷を要求する度合いが非常に強く，具体的な文脈・揚颪の中でも，省略される

　　ことはまれである。これに対して，「変ワル」などは，結果的な補語を要求できる

　　が，必ずしもつねに要求するとはかぎらない（「二号ガ（赤二）変ワル」など）。

　（c）　連用語（略号　R）

　いわゆる連用修飾語のうち，述語（または述語とそれにかかる成分とのくみ

あわせ）の表わすことがら（動作・状態・性質……）の内的な属性（質・ようす・

手段・方法・量・程度など）を表わす成分。

　これには，主として形容詞・形容動詞の連用形，　（いわゆる）情態副詞・程

度副詞・数量を表わす体言のはだかの形，ようす・手段・方法を表わす「＜体

言〉デ」の形などがなる。

　さらに，「〈動詞〉テ」の形のなかのあるもの（「ナランデ　歩ク」の類）

「〈動詞〉ナガラ」の形のなかのあるもの（「ヤキイモヲ　食べナガラ　歩ク」

の類）もこれになる。（1・2・3b㈲「句の扱い」参照）

　異体的な用例は2・2・1b（1）「連絹語拡大」参照。

　補注）なりゆきを示す「ウマク（マズク……）　イク」や態度を示す「大キク　出ル」

　　などの蓑現では，「ウマク（マズク……）」「大キク」などがなければ「イク・出ル」は

　　意味をなさない。これらの動詞はこうしたくみあわせの中ではじめて特定の意味を

　　もつ。これは慣用句的なくみあわせであって，一定の動詞などが目的語や補語を要

　　画する現象とは同列に扱えないだろう。

　　　　　　　　　　注）
　（d）　　状況言署　（田各号　　J）

　　淀）述語（Z）と岡字となることを防ぐため，ヘボン式ローマ字を利卜した。

　いわゆる連用修飾語のうち，述語（または述語とそれにかかる成分とのくみ

あわせ）の表わすことがらをとりまく状況的なことがら（蒔聞・空間・原因・

理由・事情・目的・条件……）を表わす成分。

　これには，蒔聞の歩調や時聞・ばあいを表わす体言のはだかの形や「～二」
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r～カラ」「～マデ」「～マデニ」の形，空聞を表わす体言の「～デ」「～ニ

オイテ」の形，原因・理由・事情を表わす体言の「～デ」「～カラ」「～ノタ

メニ」の形，目的を表わす体言の「～二」「～ノタメニ」の形，などがある。

さらに，「〈用言（＋助動詞）・体言＋助動詞〉バ」「～タラ」「～ナラ」「～テ

モ」「～ト」「～テ」のなかのあるもの，「～ナガラ」のなかのあるもの，「～

ノデ」「～ノニ」「～クセニ」「～トコロガ」の形，および動詞の「～テカ

ラ」の形（「家へ　帰ッデカラ　食事スル」の類）がこれになる。（1・2・3b

（6）「句の扱い」参照）

　具体的な用例は，2・2・1b（2）「状況語拡大」参照。

　なお，次のようなものは，述語の自立語の性格によって要求されるものとい

うことができないであろうし，意味的にも，述語の自立語の表わすことがらの

成立のためにそれらが三物になっているというほどのことはなく，一般の目的

語・補語と述語とのくみあわせの表わすことがらより相対的に外的なことがら

を表わすと認めてよいだろう。そこで，仮りに状況語にいれておく。（これら

の成分を連用語としなかったことについては，状況語は連用語の二次成分とな

りにくいという仮説を適用することができるかもしれない。1・2・3b㈲「句

の扱い」参照）

　一緒に行動する仲闘を示す「～ト」「tVト　イッショニ」

　資格などを示す「～ト　シテ」

　比較の基準などを示す「・Vヨリ」「rVト　チガッテ」「tVトハ　別二」

　その他「～ノ　ホカニ」「（」二三ジテ」「・V二従ッテ」など

　補注）「～・ニ　ツイテ」「（・二　関シテ」「nJニ　ヨヅテ」「～ニ　トッテ」などは，にわか

　　に所属をきめかねる。用法を分析して，いくつかに分けなければならないかも知れ

　　ない。たとえば，「・Vニ　ツイテ」は，「試験ニ　ツイテ話シアウ（考エル…

　　…）」などでは琵的語的であるし，「試験ニ　ツイテハ　家庭教師ニ　一一eeヲ　任シ

　　タ」などでは，次に述べる「陳述的成分」のようである。

　　　なお，いわゆる陳述副詞の類は，次の「陳述的成分」とみなした。

　（4）　陳述的成分（略号　T）

　この成分は何らかの点で，もっぱらその文の陳述的な面に関係するものであ

る。「陳述的成分」と呼ぶのは，この成分だけがその文の陳述を荷なってbる

とか，陳述に関係しているとかという意味ではない。他の成分ももちろん陳述
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に関係する。この成分は他の成分とくらべてどちらかというと陳述的な颪にだ

け関係する，という意味である。

　　ここでは，「陳述的な面」と一日に言うけれども，その内容はけっして単純なもの

　ではない。述語における表現意図に関するものがある。またその文に述べられている

　ことがらに対する話し手の一種の評価的な態度を示すものもある。また，ひゆ的に言

　えば，もっと外側の，ことばの上のことだけに関係するものもある（あとでいう文脈

　的導入の部分）。いわゆる提示的な蓑現に関するものもある。これらをひっくるめて

　雷っているわけである。

　陳述に関係した性格がつよいという点では「独立語」（後出1・2・3b（5＞参

照）と似たところがある。ちがうところは，独立語はそれだけで1つの構文と

して琉われることがある（独立語構文）のに対して，こちらはそれがないとい

うことである。陳述的成分はそれだけ従属性がつよい。

　従属性がつよいという点で吾ま，陳述的成分は連用語や状況語に似ている。ち

がうところは，連用語や状況語が主としてことがらの面に関係するのに対して

こちらはそれとちがって上にのべたようにもっぱら陳述的な面に関係するとい

うことである。

　これに属するものは，表現意図にもっぱら関係あるものの類，文脈的堪入の

部分（後述），評価的な意味をもった部分，提示的部分，およびその他である。

　（a）表現意図にもっぱら関係あるもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濡）
　　これは主としていわゆる陳述副詞の類である。

　　トウテイ，　ケッシテ，　イチガイニ，　アンマリ，　モウトウ，　ドウモ，　ド

　ウヤラ，　タブン，　カナラズ，　ムロン，　モチロン，　ドウシテモ，　ドウカ，

　ドウゾ，　ゼヒトモ，　マタ，　ヤハリ，　ナルポド，　ジツハ，　マコトニ，　ジ

　ツニ，　ホソトニ，　タシカニ，　ゼッタイニ　など。

　注）陳述副詞と呼ばれているものにもいろいろあって，ほんとうはさらに分類しなけ

　　ればいけない。少なくともここでは，ここでいうところの句（1・2・3b（61参照）にし

　　か現われないものは考察の対象から除いておくことにする（「イクラ，モシ，タト

　　イ」の類）。

　〈b）文脈的導入の部分

　これは大きく分けて，2っの類になる。

　その1っはいわゆる接続詞の類である。

　　　　　　　　　
　　アルイハ，カラ，ケレドモ，コウシテ，コレデ，サテ，シカシ，シカシナガラ，シ
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　カモ，シカルニ，シタガッテ，ソウスルト，ソウイタシマストイウト，ソウナッテク

　ルト，ソコデ，ソシテ（ソウシテ，ソウシマシテ），ソレカラ，ソレデ，ソレデハ（ソ

　イジャー），ダカラ，ダカラトイッテ，タダ，タダシ，ツマリ，デ，デスカラ，デス

　ケレドモ，デハ　（ジャ），ト，トコPガ，トコPデ，トニカク，トトモニ，ナゼナラ

　バ，マタ，……。　　　　＊「ソレカラ」の意。

　もう1っは，その大部分がここでいう句（1・2・3b（6｝参照）と同じ形をも

っているものである。なかには，成分とせず従属句（1・2・3b（6｝参照）とし

たものと似た形をもつものもある（「～ガ」r～ケレド」など）。この種のものの

特徴一とくに内容的な面での特徴は，それがその文の表わすことがらとか，そ

のことがらに対する話し手の表競意図とかに関係するというよりも，もっぱら

”ことばの上のこと〃（verba1な面）に関係しているということである。つま

り，これらはある文によって表現される内容に直接関係するものではない。そ

の内容を表現することばそのものに対して補足的な説明を加え，かつそのこと

ばを導入するものである。　rヨケイナ　コトデスガ，～ヲ　モウシアゲル　コ

トニ　ナサマシタガ，～ハ　ソレクライニ　イタシマシテ，ソレヲ　モウイッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
カイ　モウシマスト，～カンタンニ　イエバ……」の類がそれである。

　注）「カンタγニ　イェパ，A痢ハ　B霜ヲ　ダマシタノデス。」というようなばあい

　　の「カンタンニ　イエパ」はここの文脈的導入の部分である。「カンタンニ　イエ

　　パ　ワカッテモラエルダロウ。」の「カンタンニ　イエパ」は文脈的導入ではな

　　い。状況語（」）である。

　（C）　評価的部分

　その文でのべられていることがらに対する話し手の態度一とくに評価的な

態度を表わす部分。独立語に1もこれとおなじようなものがあるが（「カナシイ

カナj），それは単独でも現われうる形をもつものである。こちらの方はそれが

できない。われわれの資料であきらかにここに該当するとみられるものとして

はつぎのようなものがあった。

　▽ヒジョウニ　ザンネンナ　コトデ　エー　ヒョット　シタラ　コノ　ササキサソト
　　　　　　　　　　　　　　カ　メ　イ　　オッシャル　オ名前ガ　ウー　仮名デハ　ナカヅタカト　思ウソデス。（127－30一・3＞

　もっとも，次のようなのはどちらにしていいか問題である。「サイワイ　一

命ダケハ　トリトメマシタ。」r不幸，大学ノ　入試二　失敗シ……。」「ザンネ

ン，ヤラレタカ。」　とくに最後のものなどは独立語としてよさそうである。
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　（d）　減点的部分

　この種のものについては問題が多い。いろいろなものがこのなかにはいる。

大ざっぱに整理してみると，つぎの2種になる。（i）「～ハ」「～モ」の形を

もつもの。格的な性格がはっきりしないものをここに入れる。格的な性格がは

っきりしているものは主語あるいは目的語に入れた。（ii）「～ダ（デス，デアリ

マス）ガ」とか「～ダ（デス，デアリマス）ケレド（ケレドモ）」の形をもつもの。

　▽ソレカラ　パセリハ　アー　フタツ　ミッツニ　コウ　チギリマシタ　モノヲ　入

　　ンマシタ。　　　（127－16一・17）

　▽ツケアワセノ　バレイショデ　ゴザイマスガ　コレハ　アノ　オ　タテニ　四ツカ

六ツグライニ　オ劉リ＝　ナリマシタ　モノヲ（略）塩　コショウノ　オ味ヲ　ト

トノエマシタ　モノデ　ゴザイマス。　　（127－18－20）

　「～ハ」「～モ」の形で問題になることは，第1には主語や目的語にしたも

のとの関係。第2には独立語としたものとの関係。第1についていうと，主語

や欝的i語にしたものはその格的な性格がわりにはっきりしているから（形の面

での現われをいうならば「～ガ」におきかえられるとか，「～ヲ」におきかえら

れるとか），そうしたのだが，ここで扱うものはそれがはっきりしない（たしか

に「～ニ　ツイテ」とか「～ニ　トッテ」とかといいかえられないでもない例

も多いのだが，それらは格として扱われるものなのか，格としても一体何格な
　注）
のか）。しかし，主語や目的語にしたものでも，ここで扱うものとの共通点はあ

ると考えられる。とくにその共通点をとり上げる：立場もありうる。ことがら的

関係に重点をおく観点からするならば，主語や目的語のようにことがら的関係

（このばあい格関係）のはっきりしているものと，それがはっきりしていない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　サ　　　ゆ　　　り

もの（ひゆ的ないい方をするならば，ことがら的関係がゆるめられて，ぼやけて

しまったもの）とは区割される。この点まだ問題が残っている。第2に：ついて

いうと，やはり，ここで扱ったものと独立語のなかのあるもの（「提示」とした

もの。1・2・3b（5）参照）とは共通性がある。にもかかわらず区別したのは，

それだけで文として扱われる形であるか，ないかということである。

　注）上に出した例の「パセリハ……」の「パセリハ」のようなものは格的な性格がは

　　つきりしないものと見た。三上章のように，これはくパセリノ　フタッ　ミッツニ
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　　チギッタ　モノ〉の意味と見てそこに格的な性格を認めようとする意見もある。

　　（『象ハ鼻が長イ』）

　（e）　その他，陳述的成分とすべきだと考えられるもの

　つぎのようなものがある。ただ，その位置付けは問題だが一。

　▽デ　ドチラニ　シテモ　子ドモサンノ　寝巻ノ　アリカタト　イウ　コトヲ　シッ

　　カリ　知ッテ　オク　コトガ　アノ　ダイジデス。　（125－1－11）

　▽ソウイウ　子ハ　ドチラカッテ　イウト　イツノ　マニカ　動ク　コトガ　ヘタニ

　　ナッテ　イマス。　（126－9一一14）

　▽デ　コノ　ヤキモチハ総領ノ　オ子サマ＝　トクニ　現ワレルノデハ　ナイデシ

　　ョゥヵ。　（125－11－i5）

　（§）　　独立孟醤　（ili各号1））

　文の終止の位置に現われる成分で，それに伴う表規意図がおもに◎（コミュ

ニケーションの成立に関する表現），①（詠嘆表現）と④（応答表現）であるも

のがある。これを「独立語」（D）という。

　これに属するおもなものは，応答のことば，「オヤ」とか「マア」とかといった

間投詞の類，呼びかけのことば，あいさつのことば，提示（「結婚，ソレハ　恋

愛：ノ　墓場……」など），また挿入の句として扱ったものの一回分（「オシイカ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
ナ」「カナシイカナ」……）などである。

　注）ふつうの学校文法でいう独立語は，ここでいう独立語（D）と，陳述的成分（T）の

　　一部を含む。その点やや内容にずれがある。

　文を終止する成分としては他に述語がある。独立語と述語とのちがいは，ど

こにあるか。第1はそれに伴って現われる表現意麟についてである。述語の方

には　②（判叙表現），③（要求表現）が現われうる。独立語の方はそれがだめで

ある。第2に，述語は，もちろんそれ単独で述語構文をなすが，多くのばあい，

主語（S），騒的語（M），連用語（R），状況語（」）のいずれか，あるいはすべて

を伴って現われる。独立語は，それが文を終止するばあい（つまり独立謡構文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾）
一後出），上にあげた諸成分（S，M，　R，　J）と共存することがない。

　注）これら諸成分と独立語が共存するばあいは，その全体の構文は述語構文である。

　　また，名詞だけの文のばあいは，上にあげたような述語構文を特徴づける諸成分がな

　　いから，その名詞（文）を独立語（構文）と見るか，述語（構文）と見るか，判定に困る

　　ことが少なくない。その判定は蓑現意図が何であるかということにかかっている。
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　独立語がそれ単独で，あるいは他の成分（別のD，または陳述的成分（T）〉

を伴って終止の位置にたつ構文は「独立語構文」である。

　おもなものをあげれば次のとおり。

（a）間投詞の類

　▽コレガ　マア　池田流ナノデショゥカ。　（126－26－14）

　▽エー　マァ　概略　ウー　現在　ヤヅテ　オリマスマデニ　到達シタ　モノヲー

　　チョット淫）予習ダケエー　ソコニ　アゲテェー　オキマシタ。　（123－38－1）

　注）この「チョット」は「紫色ヲ　チョット　ヌル」，「ガーリックヲ　チョット　フ

　　リカケル」といったもの一つまり連用語（R）とは見ない。もっと間投的なものと

　　見る。むしろ次のに近い。「ネエ　オ前サン，チョイト。」

α））呼びかけ

　▽エー　ミナ叶ソ　イマ　ソビエトノ　人：工衛星　第三号ガ　上空　高ク　飛ンデ

　　オリ’マス。　　（124－29－3）

　▽ドウモ　杉先生　アリガトウ　ゴザイマシタ。　　（127－31－6）

（c）挿入の句としたもののなかのあるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イアボァ　▽シカシ　カナシイカナ　コレガ　ホントウニ　一本二　結集サレテジソレガ　ホソ

　　トウノ　自由民主党ト　政治ノ　舞台デ　タタカウヨウナ　政治的ナ　勢力ニマデ

　　コレが発展シテ　キテ　イナイ。　（124－34－12）

　　この「カナシイカナ」は形の上からいうと，それが文を終止する位置に現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　われるならば述語構文とするという考え方もありうる。しかし，この形がま
　つ　　　　

　ともな述語溝文であると認められるのは，古代語あるいは文語のことであっ

　て，現代語ではそうとはいえない。「彿ノ　死ガ（ハ）　カナシイカナ。」「財

　布ヲ　オトシテ　タイヘン　カナシイカナ。」などということはできない。ま

　た「アノ　トキハ　カナシカッ三三ナ。」などともいえない。現代語では，「カ

　ナシイカナ」とか「オシイカナ」とかといった表現は文語のいわば化石化し

　た形なのであって，ある限られた場面のもとにある効果をねらって使われて

　いるだけである。いわば，r　Jに入れて使われているようなものである。

　だから，文を終正するばあいにも述語構文とは考えない。独立語構文とする。

　（「翼ハ……白玉楼中ノ　人ト　ナル。アア　カナシイカナ。」）

（d）　応答，その他

　　　　　　　　　　　　　セイピ
　▽アトデ　ムシロ　コレハ　済美研究所ノ　ホウカラ　マトメテ　ゴ報告イタダイタ
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ホウガ……。ソウカ。イケナイカ。ソウ　イッチャ　イケナイナ。ハイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－11－2＞

（e）提示

　▽コノ　電器材料ナンカニ　使ウ　ベークライト　コレハ　石炭酸ト　ホルマリンナ

　　ドカラ　作ラレル。　（127－27－7）

　▽第三ノ　転機，ソレハ　造船疑獄事件二　佐藤サント　トモニ　疑イヲ　カケラレ

　　タ　コトト，吉霞内閣ガ　総辞職二　追イコマレタ　トキデス。　（126－26－6）

　▽素材ガ，反映（スレ）シタ　モノ，ソレヲ　話題ト　名ヅケマス。（123－2e－14）

　　こういつたものをなぜ独立語とするか。問題は文を終止する位置に現われ

　ることがあるのかということだが，表札の名前，三板の店名や晶名，新聞，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淫）
　雑誌などにおける文章の見出しなどがそれだと考える。われわれの資料のな

　かにも次のようなものが見いだされた。

　▽ソレカラ，ツケアワセノ　ジャガイモ。　　（127級5一王6）

　注）こういう種類のものは文ではないとする晃方もあろう。

　（s）　句の扱い

作業の上で，ふつうの成分とは扱いを一応別にして「句」という名葡で呼んだ

ものがある。大ざっぱにいって，重文とか複文とかといわれているものに出て

くるもので，従属句（その他，従文，subordinate　clause，　Nebensatz…）な

どの名煎で呼ばれているものである。句として扱ったものをまとめてあげる

と，次のとおりである。

（i）　用言（用言＋助動詞，体言＋助動詞）の連用形で終わっているもの（連用
　　　　　　　　　　　　　　　注1）
　中止），また，名調述語の中止も。

（ii）　次のような接続助詞などで終っているもの。タリ，テ，ズ（ズニ），ナイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2）
　デ，ナガラ，バ，タラ，ナラ，テモ，ト1，ト2，ノデ，ノニ，ガ，カラ，ケ

　レド，シ。

（癒）　いわゆる形式名詞（多くのばあい形式名詞＋助詞）のうちの接続助詞的な

　性格をもっているもので終るもの。クセニ，トコロガ，トトモニ，……
　　　　　　　　注3）
（iv）　いわゆる挿入。

（v）　その他。

　ここで分析の対象としたものは，含まれる句が1個の文にかぎった。なお，見
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かけ上は2個（以上）の句をもっていても，ある句が他の1っの句のなかに含ま

れるようなものは，句1個のものとして扱った。たとえば，
　　　　　　　　　　イチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ブソ　　イチ

　▽デ　ソノ　水分ガ　ーグラム　蒸発　イタシマスト　ダイタイ　イー　二分ノーカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラタコ　　ロリーグライノ　熱ガウパワレテ”イキマスノデ体ヲ　ヒヤスノニハタイへ

　　ン　ツゴウノ　イイ　シクミダト　思ワレマス。　　（126一一38一一15）

では，「水分ガ　ーグラム　蒸発　イタシマスト」は「～ノデ」という句に含

まれると考えられる（「……蒸発スルト……熱ガ　ウバワレテ　イク」）。　従っ

てこの文は句1掴のものとして扱う。それに対して，
　　　　　タイ
　▽デー　鯛ハ　サカナノ　ヨ三様ト　申シマスケレヂモ　ウー　イワユル　タンパク質

　　脂｝誘ト　イウ　テソカラ　イウト　マー　禽菊率ガ　ヌ・クナイノデスネー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（138－2一一16）

は，句2個（「～ヶレドモ」，「～ト」）を含むものと見る。

　　　　　　　　　　　　　イツコ　注1）たとえ，ば，i．タマゴガ　一欄　ショウガガ　ヒyカケデ　ゴザイマス。」

　　（王27－12－1）などがそれ。

　注2＞ここのrト1」は「雨ガ　フロウト　風ガ　吹コウト（’」の「トお次の「ト　L，」

　　は，「金ガ　ナクナルト　借りニ　クル」などの「ト」o
　　　　あ　ホソゴ
　注3）「iヨ本語モ　シャベレルト　イウ　意味デ　アア　＝一　ナン5　串シマショ
　　　　　　　　　　　　　　　ジユンニツボソジソ
　　ウカ　ソノー　イワパ　コノー　準日本人ト　イウsuウナ（略）。」（123－22一・7）「エ

　　　　　　ツバキ　　一　コノ　椿モ　エー　松ノ　ハッパモ　エー　ミナ形コソ　チガエ　コノ　ク

　　　　　ぷ　　チクラが発達シテ　イルト　イウ　コ5ハ（略）。」（138一一14－14）などの類。（零常

　　緑樹の葉にあるクチクラ（cuticula）顧のこと。）

　これらの，句という名葡のもとに一括したものは，その文論上の性格がかな

らずしもみな同じとはいえない。それで，それらについて再整理を試みた。そ

の結果はまず次の3種に分かれる。

　　これはあとでのべるような作業仮説によったものだから，溺の観点から見ればまた

　おのずからちがった結果が出るはずだ。

　イ　ある成分の一部門するもの

　ロ　今までにたてた：成分のいずれかに入れるもの

　ハ　成分とはせず，「従属句」（略号K）という名前で呼ぶもの

それぞれにはいるものをあげれば，次のとおり。

　ある成分の一部とするもの

　（1）後合述語（の形式的部分）とするもの
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○～テのなかのあるもの：　’）テ　イル，　～テ　アル，～テ　オク，～テ　ヤル，

　～テ　アゲル，（・テ　モラウ，～テ　イタダク，～テ　ヨイ，へ・テハ　イケナイ，

　～テハ　ナラナイ。……
　　　　　　　　　　　　　　　t－1三1）
○（ノタリ：　！）タリ　（ノタリ（スル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　注2）
○へ・バのなかのあるもの：　～バ　ヨイ；　　～（ナケレ）バ　ナラナイ，……

○～トのなかのあるもの：　～ト　ヨイ，　～ト　ヨロシイ，……

なお，複合述語については　1・2・3b（1｝参照。

涯1）～タリ　スルのように（・タリの部分が1っだけのこともある。また，（rVタリ）～

　タリ　スルの形をとらないものは複合述語とはしにくい。これをどう扱うかはまだ

　結論を出していない。「（略）小学校を出て上級中学に進むものと，高小へ行ったり，

　すぐ実業につくものとの間に（略）。」（書きことばの例，国立国語研究所『現代語

　の助詞・助動言違70ぺ＿ジ）

注2）　「豚ニ　クワレテ死ネバ　ヨイ」などの類。

（2）助調に準じて扱ったもの

　～カラ　スレバ，（’カラ　スルト，～ト　シテ，～ト　シテハ，～ニ　オイテ，～

　ニ　タイシテ，～ニ　トッテ，～ニ　ヨヅテ，など。

今までにたてた成分のいずれかに入れるもの

働連用語（R）とするもの

○～テのなかのあるもの：　ナランデ　歩ク，笑ッテ　容エル，……の類など。

　▽（略）　コウ　翼ヲ　カガヤカシテ（君）　ソノー　ナニカ　報告ヲ　スル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－35－10）

○～ナガラのなかのあるもの＝　ガムヲ　カミナガラ　シャベル，泣キナガラ　走

　ル，……の類など。
　　　　　ウニ
　▽（略）上ノ　男ノ　山子サンニ　アー　スカートヲ　ヒッパラレナガラ（R）ハ

　　イヅテ　イラッシャイマシタ。　　（125－10一一4）

〈4）状況語（J）とするもの

○～連用形のなかのあるもの：　家へ　帰り　昼寝ヲ　スル，靴ヲ　ハキ

　行ッタ，……の類など。
　　　　　　ジユウゴ
　▽両足ヲ　十五センチホド　ヒラキ（J）　ツマサキヲ

出カケテ

○～ズ・ズニ（ナイデ）：　イヤナ　顔モ

　ナイデ家ニ　イタ，……の類。
　　ヨ　ホン
　▽臼本デハ（略）個人ノ　尊厳　両性ノ

セズニ　ヤッテ

タテマス。

　クレタ，

　（127－32－20）

ドコ＝モ　行力

ビヨウドウ

平等ナンテ　イウ　コトハ　モウ　ユメ

ニモ　考エズニ（」）

OtVテのなかのあるもの：

　ッテ　準備ヲ

ズーーット

　カドノ

シaウ，……の類。行ッテ

トオヅテ　キテ　オルン（デス）。　（134－18－5）

店へ行ッテ今川焼ヲ　買ッタ，サキニ　帰

　　　　ミテオドPイタ，「コノ　パンハ
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ナンデスカ」ト　キイテ　バカニ　サレタ，……の類。風邪ヲ　ヒイテ　休ンダ，

荷ヲ　積ミスギテ　沈没シカケタ，……の類など。

▽（略）　フライパンニ　大サジ　一杯ホドノ　油ヲ　入レマシテ（」）　ソシテ　コ

　コニ　イマ　オ豆腐ヲ　落トス、ワケデ　ゴザイマスネ。　（127－12－18）

▽（略）　＝ウイウaウナ　方法ハ　アマリ　イイ　方法デハ　ナイト　イウ　コト

　　　　ナッテ（」）　現在ノ　コノ　経験主義　イー　テキナ　ヤリカタン　ナッテ

　　ノレ（略）o　　　　（123一一31－20）

○～バのなかのあるもの：　爾ガ　フレパ　ボクハ　休モウ，彼ガ　クレバ　タスカ

　ル，……の類。雨ガ　フレバ　カナラズ　休ンダ，……の類など。

　▽コレラ　ヒヤセバ（J）　カターク　ナリマス。　（127－27－1）

○～タラ：仕事ガ　スンダラ　オイデヨ，煮エタラ　スグ　タベヨウ……の類。行ッ

　テ　ミタラ　イナカッタ，薪ンダラ　ヨク　ワカッタ，……の類などQ

　▽ソレヲ　クドクド　イワレタラ（J）　子ドモモ　ヤリキレ’マセソネ。　（125－8－8）

○～ナラ（ナラバ）のなかのあるもの：君ガコマルナラヤメトコウ，金が足

　リナイナラ　貸シテ　ヤル，……の類。

　▽（略）　ドノmウニ　シタナラバ（」）　コノ　闘争ヲ　解消スル　コトガ　デキ

　　ノレカQ　　　（124－21－14）

○～テモ：　雨ガ　フッテモ　出カケル，ドンナニ　疲レテモ　ヘコタレナイ，……

　の類。チョット　浜へ　出テモ　イクラデモ　冤ツカッタ，……の類。

　　　　　　　　　よホソ　▽（略）穣兵器ヲ　日田（ft）　持チコンデ　イテモ（J）　ソレハ　岸政府ノ　責任：

　　デハ　ナイ。　　（12醇31－8）

OtVトs（（ノウ・yウト……（ノウ・ヨウト）　爾ガ

　ツモリダ……の類。

　▽（略）　圏会ガ　イニシャティブヲ　トロウト

フロウト　風が吹コウト　行ク

政府ガ　イニシャティブヲ　トロ
　　　　　　　　　ソウゴ　　ウト（」）　（略）獺互ノ　旧任ナンデス。　　（135－10－16）

○～ト2のなかのあるもの：台風ガ　タルト　出港ハ　トリヤメダ，　
　ト　借りニクル，…の類。聞イテ　ミルト　ソレハ　ウソダッタ，……の類など。

　▽（略）　ソウイウ　ト＝ロデ働キマスト（J）　（略）汗ヲ　ウント　カキマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－39－21）
　　　　　　　　　　　　　　カラダ　　　　　　　　　　　　　　　チカラ
○～ナガラのなかのあるもの：　体ガ　小サイナガラ　カガ　強イ，……の類。

　▽（略）　引分ガ　消化系統ノ　研究デ　ノーベル賞ヲ　i・ッテ　オラレナガラ（」）

　　「ベツノ　話ヲ　ゼヒ

○～ノデのなかのあるもの：

　ノデ　有名ダ，……の類Q
　　　　れクガツ
　▽（略）六月ハ　雨季ニ　ハイリマスノデ（J）

シタイ］ト　申シ出ター（略）。　　（126－19－2）

　金ガナクナッタノデ買ワナカッタ，景色ガイィ
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○・）ノニ

▽「（略）」ト

金モ　ナイノニ　車ヲ　買ヅタ，……の類。

　　ナオシャ　イイノニ（」）ソレガ　ナオセナインデスネ。（134－23－6）

○へ’形式名詞（→一助動詞）：　キイテ　ミタ

　ガ　トラックニ　現ワレタ　トコロデ

トコPが

拍手ガ　ワイタ，

ナニモ　知ラナカッタ，走藩

　　ヨク　矢玉ッテノレ　クセニ

シラソ顔　シテル，など。

▽（略）　網書炎ニ　イッタ トコロガ（」）

O挿入としたもののなかのあるもの：

　シトケ，……の類。イウ　コトコソ
　　ツバギ
　▽椿モ　エー　松ノ　ハヅパモ　エー

　　ラガ　発達シテ　イル（略）。

　▽「（略）」ト　イウ　コト　ダケハ

　　ヨット　印象的デシタ。

㈲　陳述的成分（T）とするもの

○～ガのなかのあるもの：　途中二

　「（略）」ト　オヅシャル。　（137－16－13）

行クニ　シロ　休ムニ　シロ　報告ダケハ

　チガエ

　　ミナ
（138－14－14）

　アー

ユ4ラエバ
カタチ

形コソ

同ジダ，……の類など。

チガエ（」）　コノ　クチク

イイニセヨワルイニセヨ（J）チ
（125－i4－11＞

ナリマシタガ，最後ニ　ナリマシタガ，……の

　類。例ノ問顧デスガ　（アレハ…），コノ　前ノ　本デスガ　（コレハ…）・・…の類。

　▽アー　アノ　ヨケイナ　コトデスガ（勤　アメリカノ（略）　特殊教育ノ　専門

　　ノ　ホウハ（略）。　（122擁0一玉4）

　　　　　　　　バ　 レイシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロツ　▽ツケアワセノ　馬鈴薯デ　ゴザイマスガ（勤　コレハ　アノ　オ　タテニ　四ツ
　　　　ムツ
　　カ　六ツグライニ　オ割リニ　ナリマシタ　モノヲ（略）。　（127－18－20）

○～ケレドモ（ケレド，　ケドモ，　ケド）のなかのあるもの：　前後シマシタケレド，

　ナンベソモ　申シマスケレドモ，……の類。サキホドノ　オ話デスケレド（ソレハ

　……），結婚式ノ　花寅ノ　コトデスケド　（アレハ……），……の類。

　▽チョット　質ニクイカモ　シレマセソケレドモ（野　工一　コノ　ヘンガ　ズヅ

　　ト　アノ　オー　白ク（略）。　　（127－28－6）

　▽サテ　エ　研究方法デ　ゴザイマスケレドモ（T）　ワタクシドモノ　実験ヤ　観

　　察テスト！、（B各）o　　　　（i22－21－23）

○（ノト2のなかのあるもの：　ヒトコト　付ケ珈エマスト，モウー一rc　申シマスト，…

　…の類。

　▽ソレデ　ソレヲ　モウー回　肉シマスト（T）　二十五度カラ　下ノ　温度デハ

　　（霞各）Q　　　　（126一一39－2）

　なお，上のNトと同じようなもので～パのなかのあるもの，たとえば，簡単二

申シアゲレパ……の類を考えることができるが，資料セこはその例がなかった。

㈲　独立語（D）とするもの

　これは，挿入としたもののなかのあるもので「オシイカナ」rカナシイカナ」

の類である。

　▽シカシ　カナシイカナ（D）（略）コレガ　発展シテ　キテ　イナィ。（124－34－12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ge



　成分として扱うものは以上で終わり。次は，成分とはせず「従属句」（K）の

名痢で呼ぶもの。

　　　　　注）
　（7）従属句（K）とするもの

　○～ガのなかのあるもの：　午前中ハ　雨ガ　フッテ　イタガ　午後ハ　晴レタ……

　　の類。私ハ　先日　真鶴へ　行キマシタガ　ナカナカ　イイ　トコロデシタ，……

　　の類など。

　　▽（略）　イヤナ　ヤツハ　殺シテ　イタニ　チガイナインデスガ（K）　（略）　殺サ

　　ナイ　ケンカヲ　スルヨウニ　ナッタ。　　（126－45－21）

OtVカラ　　モウ　オ金ガ　ナイカラ　買ウノハ　ヨソウ，……の類など。

　▽（略）　カビが発生シガチデ　ゴザイマスカラ（K）　トキドキ　ヨク　ブイテ

　　カワカシテ　オク　コトガ（略）Q　　（125－19－13）

ONケレドモ（ケレド，ケドモ，ケド）のなかのあるもの：　私ハ

　アノ　方ナラ　ゴゾンジデショウ，…の類。　ボクハ　アレヲ

知りマセンケiご

使ヅテ　ミタケレド

ナカナカ　便利ダゼ，……の類など。

▽（略）特殊心理学ノ　正教授ガ　ハ　オイテ　アリマスケドモ（K）　特殊教育ノ

　　　正教授ハ　オイテ　ゴザイマセン。　　（122一・9－18）

　○～シ：　夜フカシモ　スルシ　昼寝モ　スル，……の類など。
　　　　　　　　　ウニ
　　▽（略）　ソノ　上ニ　コウ　ワレマセンシ（K）　コワレタリ　シテ　ナカノ　モノ

　　　ガ出ル　危険モ　ナイ。　　（127－28－8）

　以上のほかに，～連薦形，～テ，～ノデの形のもので従属句（K）として扱う

ものがある。

　　　ニツボン
　　▽日本ノ　政治モ　峰1シアゲタヨウニ　チョウド　転換期デ（K）　オォィニ　池田

　サンモ　ワカワカシク　ガソパッテ　モライタイ　モンデス。　　（126－22－1）
　　　　　　　　　　　　ヒ　ト
▽冷房病ト　イウ　モノハ　一一，一一ツノ　キミヨウナ　表現デ　ゴザイマシテ（K）　ソ

　　ンナ　病気ガ　アルトハ　ワタクシ・・思イマセン。　　（126－42－10）

　▽ドウゾ　デキアガリガ　ゴザイマスノデ（x）　ゴランクダサイマセ。（127－11－4）

注）ここで「従属句」（K）というのは，主語とか状況諮とかといった個々の成分の種

　類にあたるものではない。あたるといえぽ，むしろ成分一般にあたるものというべ

　きである。主語とか状況語とかといったレベルのものにあたるものを求めるには，

　従属句をさらに分析しなければならない。

｛8）以上のほかに，句として扱われる形をもちながら主語（S）としたものが

　ある。　「～ナラ」がそれで「ボクナラ　イインダ（カアサンノ　オオキナ
　　　　　　　　　　　　　注）
　蛇ノ目ニ……）」の類である。

　▽シカシ　タイガイノ　男ナラ（s）　コレデ　マイッテ　シマイマス。（126－26－4）
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　濫）そのほか「rVナラ」には熱的語（M）のものも考えられるが（「アジナラ　三枚ニ　オ

　　ロシマスb，粥例がなかった。また，「・VダッタラJ「～トキタラ」などでも主語

　　（S）になるのがあるはずだが，これも罵例がなかった。（「オヅペルト　キタラ　タ

　　イシタ　モンダ。」）

　以上のような結果は，以下にあげる仮説によるものであるeわれわれが扱っ

ている資料は，そこだけから再整理の原理を見つけ出せるほど十分ではなレ、。

そこでこのばあいは，現代二本藷におけるいろいろな文法的事実を考え合わせ

ることにより次のようないくつかの仮説をたて，それによって資料の例を整理

しなおすことにした。

（i）従属性が非常に強いと認められるものは成分の一部とする。これによD・

　て，複合述語（の形式的部分）としたものと助調に準じて扱ったものとが，

　その他のものから区別される。たとえば，「～テ（イル）」「～テ（アル）」…

　の「テ」と，　「イル」「アル」…との結び付きば強いと考える。また，「（～・

　二）オイテ」「（～二）ヨッテ」「（～ト）スレバ」などの「二」「ト」と，「オ

　イテ」　「ヨッテ」　「スレバ」との関係もしかり。

　そのほかのものについては，以下のようなことによって整理した。

（ii）　問題の句が達体修飾語の一部になりうるか，どうかということによって

　区別する。たとえば，「ナランデ」という句は「ナランデ　歩ク　子ドモタ

　チ」といえるから連体修飾語の一部になれる。それに対して「オナカガ　ス

　キマシをカラ　タベタ　ソバ」とはいえない。「オナカガ　スキマシタカうま

　は連体修飾語の一部とはなれない。この点については，連用語（R）としたも

　の，状況語（J）としたものは可，陳述的成分（T）としたもの，独立語（D）と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　したもの，従属句（K）としたものは原劉として否と仮定した。そこで，

　「Rとしたもの，」としたもの」／「Tとしたもの，Dとしたもの，　Kとし

　たもの」という大きな留主がまずできる。

　注）これは非常に大ざっぱなもので，くわしく見て行くと簡単にはわりきれない点が

　　いくつかある。たとえば，陳述的成分（T）のなかにはいるr傭単ニ　イッテ　シマ

　　エバ」などは連体修飾語の一部になりうるかもしれない。「繊単ニ　イッテ　シマ．

　　エパ　ケチンボデ　アル　M氏」また，従属旬（K）としたもののなかでも，連鉢修

　　飾語の一都となるばあいがある。（「酒ハ　ノムガ　タバコハ　ノマナイ　男」「イ
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　　ワユル　総主ガ　想定サレルケレドモ　実際曲譜　現ワレテ　イナイ　例」）しか

　　し，これは構文の型と濁係がありそうだ（後鼠の（iv）を晃よ）。また，「彼ノ　カイ

　　タ　本ノ　最訴　鋤シタ　ヤツダガネ　表紙ノ　絵ハ　ズイブン　フルッテルヨ」

　　などでも従属句が連体修飾語のなかに現われている。しかし，その現われ方は，文

　　中の飽の部分とは同じレベルでつながっているものではない。この種のものについ

　　ては，2・2・3b　「挿入」参照。

〈iii）　句の末罷の述語，およびそれ以外の部分における陳述的な要素の現われ

　によって区別する。異体的にいうと，述語では，丁寧語の「デス・マス」，そ

　の他の助動詞「ナイ〈否定〉，タ〈過去など〉，ウ・マイ〈意志　　肯定

　・否定〉，ダロウ〈推量．〉」，述語以外の部分ではF～ハくいわゆる主題の～

　　　　　　　　　　油1）
　ハ〉」，陳述副詞の類一一「タブン，キット，トテモ，ケッシテ，サゾ，マ

　サカ」　　以上のようなものが現われうるかどうかということ。た：とえ

　ば，「ノデ」「ノニ」の萌には「ウ・マイ」は現われにくい。「ガ，カラ，ケレ

　ド，シ」の前には環われる。　「サゾ」は「～テ」「～ト2」「～ノデjr～ノ

　ニ」などの旬のなかには出て来ない。　ド～ガ」　「～カラ」　「～ケレド」　「～

　シ」のなかには出てくる。「サゾ　寒イダuウカラ」。　以上のような点につ

　いては次の表のように仮定：する。

句勢蔀
の形式

句

句
の
述
語
の
形

デ　　ス

マ　　　ス

ナ　　イ

　タ

ダロウ
ウ・ヨウ

マ　　イ

ト
テ
テ
ン
ゾ
カ

　
ツ
シ
メ
ブ
　
サ
．
、

　
　
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
ノ

キ
ケ
セ
タ
サ
マ
～
～

、
旬
の
述
語
以
外
の
離
分

R

ナ
ガ
ラ

　
テ

xx
：　x

pu　x

xx
xx
xx
xx

xx
xx
x　y

x　x

x　y

x　x．

xx
xx

J

　
ノ
ニ

　
ノ
デ

ナ
ガ
ラ

　
ト
2

　
｝
一

　
テ
モ

　
ナ
ラ

　
タ
ラ

　
バ
　
テ

ズ
・
ズ
一

連
用
形

　
　
　
　
ラ

○
○
○
○
O
x
×

　
　
　
　
X

O
O
O
O
O
x
×

x
×
O
x
双
x
×

O
O
O
×
×
×
×

x
x
x
×
○
○
O

x
O
O
×
×
×
×

　
　X
O
O
O
X
X
X

　
く
○
○
○
×
x
×
×

　
　x
O
O
x
×
×
×

　
く○
O
x
×
×
×
×

x
幼
×
×
×
x
×

　
（
×
　
X
　
X
　
X
　
×
　
X
　
×

x
O
O
×
x
x
O
×

X
O
O
×
X
X
O
×

　×
X
x
x
×
×
O
x

くX
×
x
×
×
×
○
×

×
X
×
×
x
×
○
×

x
×
x
×
×
×
○
×

○
O
x
×
×
×
○
×

×
○
O
x
x
x
O
×

x
O
x
×
×
×
○
×

×
x
O
×
×
x
O
×

×
○
×
×
×
×
○
×

X
K
X
×
×
x
O
×

　
　
ノ
デ

　
　
テ

　
　
連
用
形

　
　
シ

　
ケ
レ
ド
モ

　
　
カ
ラ

K
ガ

　
　
｝
2

　
ケ
レ
ド
モ

T
が

O
O
O
×
×
x
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○
○

　
　
　
　
（
　
（
　
（

　
　
　
　
ラ
　
　
　
ラ

○
○
○
○
○
○
O

　
　
　
　
r
＼
　
（
　
（

X
×
X
X
X
×
×
×

X
×
X
X
X
X
×
×

X
X
X
×
×
×
X
×

　
　
　
　
も
ド

○
○
○
○
O
x
x

　
　
　
　
く

○
○
×
×
×
×
×

×
×
X
×
×
×
×

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

x
O
O
×
x
×
○
○

ラ
○
×
○
×
x
×
○
O

X
O
X
X
×
×
X
O
O

く
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

（○）は，ありうると思われるけれども，やや疑問のあるものを示す。

（×）は，ないと思われるけれども，ぼあいによってはあるかもしれないもの。
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　これらの点を見ると，いろんな段階があるからどこで線を引くかが問題だ

が，ここにあげるすぺての種類の要素が現われうるという点で文句なく他と

区溺できるのは，従属句（K）としたものである。それで一応「Kとしたも

　の」／「Rとしたもの，Jとしたもの，　Tとしたもの，　Dとしたもの」とい
　　　　　　　注2）
　う区瀦ができる。

　注1）　ふつう陳述副詞として扱われているもののなかで，ここでいう句のなかにだけ

　　現われるもの一「イクラ，タトイ，モシ」などは除く。

　注2）陳述的成分（T）のなかの多くはある程度まで従属句（K）に近い。だが，ここに

　　あげたいろいろな要索の誓われが従属句（K）としたものほど自慮ではない。また状

　　況語（」）としたもののなかの「（・ニセヨ（シロ）　’）ニセヨ（シロ）」「N（ウ・va

　　ウ）ト　N（ウ・ヨウ）ト」についてもしかり。

（iv）主語（s）および（または）連用語（R）および（または）状況語（3）が，句

　のなかに現われるかどうかによって区別する。たとえば，Rとした「～ナガラ」
　　　　　　　　　　　　轄三）
には主語（S）は現われない。」とした「～ナガラ」には現われる。　r彼ハ

体ガ　小サイナガラ　ハヤイ　球ヲ　投ゲルQ」　Tとした「～ガ」lcは，　S，

　R，Jは二六として現われない。「～ガ」の形のものでもKとしたものには，こ

れらすべてが現われる。「コノ　犬ハ（S）子犬ノ　トキ（」）　ヨク（R）

　キャンキャン（R）　ナキマシタガ，……。」これらのことについては，次のよ

　うに仮定した。従属句（K）としたものおよび状涜語（」）としたもの：S，R，

　」とも可。連灘語（R）としたもの：Rは可，Sと」は否。陳述的成分（T）と

　したものおよび独立語（D）としたもの：S，R，」とも否（ただしTとした

　もののなかにはR，Jが出てくるものがある）。これによって，　K，」／R

　／T，Dという区園ができる。

　注）意味上の主語は考えられるわけだが，それはその文金体の主語と一致する。「彼女

　　ハ（S）ガムヲ　カミナガラ（恥シャベッテ　イタ（Z）。」

〔v）　ある種の句が，他のある種の句の一部になりうるかどうか，ということ

　によって区別する。（これは上の（iv）と重複するところがある。）たとえば，

　「タキビヲ　シテ　芋ヲ　焼タカラ　オイデヨ。」という文では，「タキビヲ

　シテ」という句は「～カラ」という句の一部である。　「タキビヲ　スルカラ

　芋ヲ　モツテ　オイデヨ。」では，「タキビヲ　スルカラ」は「～テ」のなか
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　には含まれない。こうしたことについては次のように仮定する。（○＝

　　　注）
可，×・＝否。）

R
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＼
句

Rとしたもの

∫としたもの

Tとしたもの

Dとしたもの

Kとしたもの
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○
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○
×
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○
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（
（

　
　
ラ
　
　

×
×
×
×
○

　
　
■
一
＼

（

　
　
×
×
×
×
○

　
（

注）原鋼的には∫のなかe・こはKは現われないといえるが，次のようないい方もある。

　「需話ガ　カカッテ　キタカラ　行ッテ　ミタラ　彼ハ　モウ　死ンデ　イタ。」こ

　　この「rVカラ」は「Nタラ」の一部とすべきか。　Kでも構文の型のいかんによって

　　（後述の基準構文におけるもの）」に近い性格を示すぼあいがあるが，これもその1

　　っの現われかも知れない。　（1。3「構文の型の分類」を見よ。）

（vi）次に，今までの区別を，別に考えたいくつかの構文の型（これも一種の作
　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
　業仮説である）の擬点から見黙す。構文の型は，まず独立語構文と述語構文

　とに大きく分かれる。後者はさらに基準構文と付加構文とからなる。基準撲

　文は骨ぐみ構文，拡大構文，複合構文からなる。（これらの詳細については1

　・3「構文の型の分類」を見よ。）こうした構文の型の分類を考え合わせるこ

　とによって，次のようなことが開らかになる。

　イ　独立語掌文の終止的成分になるかどうかによって，陳述的成分（T）とし

　　たものと，独立語（D）としたものとが区別される（（ii）から（v）までのと

　　ころでは，まだこれがはっきりしなかった）。

　es連用語（R）としたもの，状況語（J）としたものは，述語構文のなかの基

　　準構文（さらに正確には拡大構文）だけに現われる成分であること。

　ハ　陳述的成分（T）としたもの，独立語（D）としたものは，述語構文のなか

　　の付加構文，および独立語構文だけに現われる成分であること。

　二　従属句（K：）は述語構文の基準講文（正確には複合構文），付加構文のいず
　　　　　　　　　　　注2）
　　れにも現われること。

　以上によって，まず，陳述的成分（T）としたものと独立語（D）としたものと

の区別がはっきりした。つまり，それでR／J／T／D／Kという5種1のもの
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を区別する結果になったわけである。それから，それらのおたがいの間の関係

もはっきりしてきた。

　注1）構文の型は，成分（従属句）がはっきり規定されていなければ唖らかにできない

　　わけで，成分の規定を構文の型のたすけをかりてやるのは逆のように見え．るかもし

　　れない。しかし分析のプロセスの上では，塁壁についての考察は絹互規定的な関係

　　にあるというべきである。また，そうしなけれぽ実際の分析はできない。

　淺2）　もっとも，それぞれに現われるものについては質酌なちがいがありそうだ。大

　　ざつぱにいえば，墓準構：文（複合構文）に環オつれるものは∫に近い点があり，付加

　　前文に現われるものはTに近い点がある。　（1・3「越南の型の分類」を晃よ。）

　C陳述的変容について

　以上の成分のうち，陳述的成分と独立語は，（他の成分と共存するばあいそれ

に対して）主として陳述的な関係だけに立つ成分である。ことがらとしての関

係は，言語的には正面に出ていない。その他の成分は，一定のことがらを表わ

して，それぞれことがらとしての関係で他の成分とくみあわさって，全体で一

層具体的なことがらを表わす成分である。これらの成分の分類にあたっては，

童としてこうしたことがらとしての関係に注員した。しかし，これらの成分は

ことがらとしての関係だけにたっているのではない。たとえば，これらの成分
　　　　　　　　　　注1）
には四則として係助詞が自由につきうる。このばあい，係助詞のあるなしは，

ことがらとしての面に関係せず，もっぱら，強調・提題など陳述的な意味に関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅2）
係する。われわれの分類では，こうした陳述的な面は無視されたわけである。

　注1）　状況語のうちのあるもの（条件を表わす「’vバ」「～ノニ」「～ノデ」など）にはっ

　　かない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　サ
　注2）　この種の成分の陳述的な薦をすべて無視したというのではない。たとえば，

　　「カレノ　旅行」と「カレガ　旅行スル」とのちがいには陳述の漁でのちがいもあ

　　るといえるであろう。このちがいは，成分のちがい（連体修飾語と主語）に癒ずるも

　　のであるから，無視していない。

　成分の分類にあたって無視された陳述的な面は，成分の陳述的変容とみなさ

れることになる。この陳述的変容の問題は今回の調査では十分に扱えなかっ

た。Vでいくつかの問題を断片的に取りあげることにする。（V　2・1参照）

　なお，陳述的変容の表現手段には係助調のほかに語順や車立のイントネーシ

ョンなどがある。
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　捕控）いわゆる堤題などは，文の構造にとって電饗なものであるが，そのうちの大部

　　分は主語の陳述的変容とみなされるから，以下にあげる構文の分類では，提題のあ

　　る文の寒造は，それとして浮かびあがってこない。今後に残された重要な課題であ

　　る。

　　　文未の述語，独立議の蓑現意図のちがいも，構文にとっては陳述的変容の1種で

　　あるとみなすべきかもしれないが，ここでは，そうみなさなかった。

　曝・3構丈の型の分類

　1・3・1　概丈の型の分類の立場

　一次成分だけを恥曝にしても，そのくみあわせの種類はかなりの数にのぼる。

それらを一定の基準で分類して，構文の型全体の中に位置づけなければならな

い。

　われわれの分類の原則を簡単にのべれば次のようになる。

（i）　ごく一一一一ee的に言って，いろいろの構文をみると，何らかの点で「もとに

　なるもの」とそのもとになるものに「何かが加わってできたもの」とを区別

　することができる。それを区別する。またそれ1（＝はいろんな段階があるか

　ら，興じ段階にあるものと，ちがう段階のものとを区別する。たとえば，「酒

　ヲ　ノンデル」と「火鉢ノ　ソバデ　酒ヲ　チビリチビリ　ノンデル」とをく

　らべると，後者は前老に「火鉢ノ　ソバデ」（ここでいう状況語（J））と「チ

　ビリチビリ」（ここでいう連用語（R））が加わったものということができる。

　「ゴランクダサイマセ」と「ドウゾ　ミナサン　ゴランクダサイマセ」とをく

　らべると，後者は前者に「ドウゾ」（陳述的成分（T）），「ミナサン」（独立語

　（D））がついたものということができる。また，「酒ヲ　ノンデル」「飯ヲ

　クッテル」「本ヲ　読ンダ」は一応属じ段階のものと晃ることができる（あと

　でいう骨ぐみ構文）。それに対して♪r酒ヲ　チビリチビリ　ノム」「飯ヲ　モ

　リモリ　タベル」「本ヲ　イヤイヤ　読ム」はまた別の段階（あとでいう拡大

　構文）のものと見られる。

（ii）　その構文の成分いかん，またそれらの成分の組合せのいかんによって区

　溺する。たとえば，「サア黛ナサン。」と「サア　行コウ。」では「ミナサン」

　は独立語（D），「行コウ」は述語（Z）だが，これは単に成分のちがいというだけ

　にとどまらず，そのちがいによってその構文の型もちがうとする。また，「彼
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　ガ（S）　島二（M．）　帰ル（Z）」と「彼ガ（S）　総ヲ（M，）　歩キマワル（Z）」

　とでは，S＿Zの部分は同じだが，　M一一とM，というちがいがあるから，大きな

分類では岡じ型となっても，こまかい分類では別にされる。圖じ成分でもそ

　の組みあわさり方がちがえば，別になる。たとえば「彼ハ絵ハヘタダガ，

　字ガ　ウマイ。」における「～ガ」と，「彼ノ　絵ハ　アノ　コノ　蔚ノ　腰覧

　全二　患シタ　ヤツダガ，アンガイ　ツマラナカッタゼ。」の「～ガ」とはそ

　れぞれ文中の他の部分との関係のしかたがちがう。構文の型も別にする。

（iii）　（i），（ii）の観点から分類したいくつかの型を，その相互関係と全体的

　な見通しから整理して位置づけをする。また，あるばあいには分類をやりな

　おすこともある。たとえば，「酒ヲ　ノンデル」「飯ヲ　クッテル」と「酒

　ヲ　チビリチビリ　ノンデル」「飯ヲ　モリモリ　クッテル」とは，さきに

　のべたように連用語（R）があるものとないものとで正忌された。　「ドウゾ」

　とかFミナサン」とかの類つまり陳述的成分（T）や独立語（D）一はその上

　にさらについたものと考えぞ。陳述的成分（T）や独立語（D）は，連罵語（R）

　や状況語（」）よりもさきにつくとは考えない。また，「ボクハ（S）彼女二

　（M．）ナグラレタ（Z）」と，「彼女ガ（S）　ボクヲ（M，）ナグッタ（Z）」の聞に

　は，SM。ZとSM，Zというちがいがあるが，さらに，前者は後者からでき

　たと考える（あとで「派生」と呼ぶもの2・2・3d参照）。

　1・3・2見出の型の分類の概観

　前にのべたような原則によって分類した構文の型は，大ざっぱにいうと，次

のようなものだ。

　　　　　　過量鑑灘£】）

　　　　　　　　　　1　蓑蓋準羊七二（略号　 EZ］）　　　　　　　　　f

　　　　　　　　　　　　　a　’母・ぐみ：溝文（1略号　 ／＿Z／）

　　　　　　　　　j
　　　　　　　　　　　　　b　拡大構文（略号　R／＿Z／，」／＿z／）
　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　1，付議輪譜勧

　独立語構文と述語構文とを区溺したのは，その成分のいかんによる（（li）の
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四則参照）。基準構文，付加構文の区別はまず（i）の原則による。基準構文の

なかの骨ぐみ構文，拡大明文，複合構文の区溺も（1）の原則による。拡大構文

と複合構文の区別は磁）の原則による。全体の特色づけと，骨ぐみ構文のなか

に派生的な関係にある構文を認めたこととは（iii）の源則による。とくに，骨ぐ

み講文，拡大構文，複合構文を一括して基準誓文とし，付加構文と対立させた

ことなどはそうである。

　これら各種の構文の型は，さらにいくつかの型に分かれる。たとえば，骨ぐ

み構文などはその種類はきわめて多い。それらについては，それぞれのところ

で述べる。

　1・3・3独立譲構丈（【D】）

　終止的な成分が独立語（D）であるものを，「独立語構：文」（略暑　【D〕）とい

う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　われわれの資料の中の文は，終止的な成分をかならず1っずつ持つ。2っ以

上の成分からなる文では，かならずそのうちの1つが終比的な成分であり，

他は，それと関係する非終止的な成分である。終止的な成分が独立語である

か，述語であるかによって構文は大きく2っに分れる　（（ii）の原則。

　前者が独立語構文で，後老があとで出てくる述語構文である。

　注）述語の同格のばあいを除く。

　独立語構文には，独立語（D）が1っのもの，それに陳述的成分（T）あるいは

他の独立語（D），またはその両者がついたものがある。独立語構文には，主語

（S），函的語（M），補語（H），連用語（R），状況語（J）は現われない。また，

　　　　　　　　　　　　　　　　注）
従属伺（K）が現われる例もなかった。

　　○オハヨウ（D）。　○コーヘイチャン（D）！

　　○デハ（T），　ゴキゲンヨウ（D）。　○デハ（T）ミナサン（D），ゴキゲンヨウ（D）。

　涯）たとえば，　「私　アノ　ネックti　一ス　ステキト　思ウンダケド（K），ネエ（D）

　　アナタ（D）。」という文は，形の上では　KDD　ということになる。しかし，これ

　　は述語構文（付加構文）の省略と出るのがふつうだろう。「私　アノ　ネックレー

　　ス　ステキト　思ウンダケF’（カッテ　クダサラナイ？）ネエ　アナタσ」

　隻。3・瑠　述語構丈（【Z】）

　終止的な成分が述語（Z）であるものを，「述語構文」（略号　【Z】）という。
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　述語構文はさらにいろいろの型に分かれる。まず，大きく基準構文と付舶構

文の2種目分かれる。そして，蓋準山鳥はさらにこまかく分かれる。

　a　基準構丈（［＝Z］）

　述語構文のなかで，陳述的成分（T），独立語（D）を伴っていないもの，およ

び従属句（K）を伴うが，その従属句がその文の主語（または状況語）をその文

の述語と共有すると見られるものを「基準構文」（略号　〔Z⊃と呼ぶ。基準構

文は，付加構文に対してはそのもとになる構文である。陳述的成分（T）や独
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注〉
立語（D）あるいは従属句（K）がそれに付加されて付加構文ができる。と岡山

に，それは述語構文一般にとっては，それの一種の典型あるいは標準　（norm）

とも見られるものである。やや厳密を欠いたいい方をするならば，述語構文と

はどういうものか，ということを説HJ3するばあいには基準構文をひきあいに出

せばよいといったような存在である。基準構文という名蔚はそういうところが

ら付けた。

　澄）この意味だけからすると，基本構文とか，基礎構文とかといった名前をつけても

　　いいわけだ。しかし，これらの名前は基本文型などとまぎらわしい。ここでいう基

　　準構文は，もちろんいわゆる基本文型なる概念とは密接な関係があるにちがいない

　　が，一一応全然別なものと考えるべきである。

　基準構文をさらに骨ぐみ構文，拡大構文，複合記文の3っに分ける。

　（1）　骨ぐみ構交（略号　／＿Z／）

　拡大成分（連用語（R）および（または）状況語（」），後述）あるいは従属句

（K）を全然伴っていない述語構文を「骨ぐみ構：文」と呼ぶ。すなわち述語（Z），

主諮（S），目的語（M），補語（H）のいずれか，あるいは少べて，そして，そ

れのみが現われる構文のことである。（述語溝上だから，述語はかならず理わ

れなければならない。ここでいう中断文は別だが。27　AO　一一ジ参照）

　述語高文にとって述語は必須の成分である。

　主語のない述語構文はたくさんあるが，それは，多くのばあい場面・文脈な

どの条件によって，主語の示すべきことがらが明らかであるため，主語を必要

としないからである。場面・文脈など文外の条件を考慮しなければ，いわゆる

成分の省略の現象は正当に扱えないので，省略のある文を対象から除外すると

すれば，多くの述語構文にとって，主語は必須の成分である。
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　露的語と補語は，一定の要求上の性格をもった述語（の自立語）によって要求

される成分であって，やはり，述語の性格によっては，（場面・文脈などの条
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法）
件を抜きにしたばあい）原欄として必須の成分である。

　注）”環鋼として〃というのは，われわれがいう騒的語と補語の中に1ま，述語の窪立語

　　の要求の口合いに強い弱いの差があり，弱いばあいには，ことがらの成立にとって，

　　かならずしも必須とはいえなからである。（「信号が四二（Ht）変ワル」「マチヲ

　　（Mの　歩ク」　「家カラ（Mヵラ）外へ　患ル」など）

　これに対して，連用語と状況語は，述語（の導管語）の要求上の性格によって

要求される成分ではない。これらの表わすことがらは，述語の表わすことがら

の成立に直接参加することがらではなく，述語あるいは主語（鼠的語・補語）

と述語とのくみあわせによって表わされることがらを一瀬巣体化することがら

である。つまり，述語構文にとっては任意の成分である。

　また，主語・目的語・補語は，述語を軸として，いろいろな制約関係がある。

隠的語と補語の例については，74ページ参照。主語と團納語については，たと

えば，

　Oオマユニ（M⇒　東京マデ　歩ケルカ～

　○オマエハ（S）葉京マデ歩ケルカ？

という文ではM．とSとは共存できない，というような制約がある。

　これに対して，連用語・状況語のあいだ，これらと主語・目的語・補語との
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅〉
あいだには，こうした制約関係はないようである。

　注）たとえば，属的語のうち，梱手を表わす「・v二」とゆぐさきを表わす「N二」と

　　は，限楚された難文のなかでだけ共存可能であるにすぎない。（述語が受身・使役・

　　可能・tNVテモラウの形などの動詞からなる構文。「太郎二郵便局二行ッテモ

　　ラウ」「太郎二　郵便局二　行カセル」など◎）　ところが，これらの「N二」と，

　　ようすを裏わす連朋語の「・V二」や時間を表わす状1兄語の「N二」とは共存が霞由

　　である。

　　　○夕方二（」）　向ウ岸ユ（M⇒　ナナメニ（R＞泳イデ　イッタ（Z）。

　　　なお，次のような，総織を示す状況語の「t－Vデ」があるばあいには主語がないのが

　　ふつうであるが，これはちよっと，事情がちがう。このばあいは，別に主倒を入れる

　　ことができる。「Nデ」は一種の文脈として，はたらいているために，別に主語を示

　　す必要がないばあいが多いということであろう。（ただし，この腫の成分は，主語
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　　の一種であるという見方もあろう。　「陛下ニ　オカセラレマシテハ……」などで

　　は，別に主語がはいりえないので，一層問題である。）

　　　○本校デハ　10月10日二　運動会ヲ　行ナウ。

　　　なお，次のような連用語の例も同様であろう。

　　　○昔ハ　長岡カラ　東京へ　出ルノニ　汽車デ　ニ十四時間　カカッタソウダ。

　これらのことは，述語構文にとって，主語・葭的語・補語と連用語・状況語

とが果たす役わりに区別のあることを示している。ひゆ的にいえば繭者と述語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　の
のくみあわせにおける各成分のむすびつきはかたいが，藩老と述語（あるいは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
それと歪軸の成分とのくみあわせ）とのむすびつきはゆるい，と表環できるだ

ろう。

　以上のような特徴から，われわれは，述語・主語・目的語・補語は，述語溝

：文にとって重要な成分であると認め，その他の成分（連用語・状況語）と区別

する。葡老は，述語構文の骨ぐみ（中核）をなすという意味で，「骨ぐみ成分」

と呼び，後者は，その骨ぐみによって表わされることがらを一層具体化して骨

ぐみの内容を拡大するという意味で，「拡大成分」と呼ぶことにする。

　文における骨ぐみ成分（2っ以上あるばあいにはそれのくみあわせ）を文の

「骨ぐみ」と呼ぶ。

　骨ぐみは，述語（Z）だけのもの，およびZを軸として，それに主語（S），目

的語（M），補語（H）のうちのいくっかがくみあわさったものであるが，これの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
くみあわせに：は，いろいろな制約があって，霞由ではない。

　注）　同格の成分は，理論的にはいくつあっても自由であるが，これはここでは闘題

　　としない。別に「同格」の項をたてて扱う。（2・2・3a参照）

　同一構文のなかの成分の現われ方の制約については，たとえば，主語（S）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
は，同一構文内では，0か1か2が典型的である。　
　
｛　　　0……主語のない構文
　　　1……主語1つの構文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2）
　　　2……いわゆる総主（Sりと部分主語（S）をもつ構文

　注1）主語3つの構文（総主・部分的な総主・部分的な主語をもつ携文）もありう

　　る。

　注2）総主と共存する第2の主語を仮りに部分主語と呼んでおく。

　目的語には，M，，　M。，（Mへ），　M。。，　Mト，　Mヂなどがあり，それぞれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　io2



　　My｛？　M一，　（M一・）｛2　M”（？　M，｛2　M－f｛？

　　　　　　注）
が典型的であり，それらのくみあわせば比較的自由である。たとえば，

　　　o

　　　Mヲ

　　　M昌　Mヲ

　　　Mカラ　M　Mヲ

　　　MトMヵラM。Mヲ

　　　！1　！1

　のようなくみあわせがある。

　注〉資料にはなかったが，M。が2っの構文もありうる。

　　○太郎ガ　次郎二　郵便局二　行カセル、○太郎ニ　アメリカニ　行ケルカ？

　　○ボクニハ　イマ　銀行二　預金ガ　ナイ。

　補語には，Hユ，　H2があり，その現われ方は，

　　　　x，（？　H，（2

であり，H，とH2とは共存しないようである。

　次に，それぞれの骨ぐみ成分の相互関係では，主語が1っのばあいには，b｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
的語や補語の環われ方は自由であるが，2っのばあいには限定があるようだ。

　注）これは，構文上の制約かどうか疑問である。資料が少ないせいかもしれない。理

　　論的には，次のような構文も可能である。

　　○ボクノ　ウチハ（Sり　弟ノ　ホウガ（S＞　タクサン（R）　月給ヲ（Mヲ）トル（Z）。

　主語が0の講文は，主語が臨写的に省略されているものを除けば，目的語・

補語の現われ方に制約があるようだ。　（2・2・1（0）「主語0」の項，134ペ

ージ参照）

　昌的語と補語のあいだにも制約があるようだ。資料では，補語と共存してい

る目的語はMヲとM。に限られていた。

　構文と構文との相互関係について，たとえば

　ダレカガ（s）　紙二（Mの　rVト（H2）　書イタ（z）。　　SM轟H：2Z

　　　　一→紙二（M二）Nト（H2＞　書イテ　アル（z）。　　　　一一・M昌薮2Z

では，2番渇の文は，述語が～テアルの形になっているために，1番露の文に

あった主語がなくなっている。すなわち，この種のM』2Zは，もとになつ
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た／SM。H2Z／に対して派生的な関係にあるということができるだろう。　ま

た，

　コノ　生地ハ（s）地味ダ（z）　　　　　　　　　　　SZ

　　　一→　コノ　生地ハ（S’）　色ガ（s）　地味ダ（z）　　一　S’SZ

というような2っの構文では，やはり派生的な：関係が認められるだろう。

　（2）　拡大構丈（R／．．．z／，　J／＿z／）

　骨ぐみ構文に，連用語（R），あるいは（および）状況語（∫）がくわわったも

のを「拡大構文」　（略号　R！．．．Z！，　J／＿Zノ）と呼ぶ。こまかくいえば，

　　達用語による拡大（R1＿Z／）

　　状況語による拡大（JL．．Z／）

の2種があるわけである。また，その両方の組みあわせもある。　「子ドモガ

（S）　道ヲ（M，）　ヨチヨチ（R）　歩ク（Z）。」　「酒ヲ（Mv）　チビリチビリ（R）

飲ム（Z）。」　「明証（rvl　．．）　泣キナガラ（R）　帰ッテ　キタ（Z）。」などは連用語

による拡大構文，「午前八購二（J）　出カケマス（Z）。」「学校デ（J）　野球ヲ

（M，）　スル（Z）。」などは状況語による拡大構文，「雨ガ　降りソウナノデ（」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，アワテテ（R）帰ッタ（Z）。」などは連用語と状況語による拡大構文である。

　拡大構文はさらに連用語（R），状況語（」）の下位区分をまって，下位区分さ

れるべきである。岡じ連驚語でも，ようすを表わす連用語と数量を表わす連用

語では，戦われ方にちがいがある。前潜は，述語が名調や形容詞・形容動詞か

らなる文にはいりえないようであるが，後老は，述語の品詞には比較的無関心

のようである。また，程度を表わす達用語は，形容詞・形容動詞述語文にもっ

ともよく現われる℃あろう，など。

　また，状況語による拡大は，比較的自由なようであるが，これには述語の表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
現意図・テンスなどと関連があるものがあって，この面での制約がある。さら

に拡大成分の置かれる位置（語順）についても調べなければならない。このへん

の事情については，今回の調査では，わかっていない。

　注）たとえば，アス・キノウなどは，述語の示す時間と関係があって，「アス……～

　　シタ」「キノウ……r’Vショウ」とはいえない。条伴を表わす状況語と述語の表現意図

　　との闘係については，V2・3「表現意図との関連からみた状況譲について」参照。
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　（3）　複含構ちこ（Kノ＿Z／）

　骨ぐみ構文に従属句（K）がくわわったもので，しかも，その従属句が，その

文の述語と主語（S）（あるいは状況語（」））を共有するものを，「複合構文」

　　　　　　　　　　　　注）
（略弩　K：／＿Z／）と呼ぶ。

　Oボクハ（s’〉　魚ハ　スキダガ（K）　野葉ハ（s）　キライダ（z）。　　○ロレハ（s’）

　本人ノ　話ダカラ（K）　マチガイハ（S）　ナイ（Z）Q　　Oアノ　映画ハ（S’）　スト

　一り一ハ　イイケレド（K）　画諏ガ（S）　キタナイ（Z）。　　○妓ハ（Sり　留年（」〉

　沖縄ユモ　イッタシ（K）　八丈島田モ行ッタ（Z）。

といったようなものだ。

　潰三）喫際は，拡大構文に従属句がカllわった形のものもある。もっとも，このばあいの

　　従属句と連用語または状況欝1とどちらがさきに骨ぐみにつくかには悶題があるQ

　この複合構文に現われる従属句（K）は，その文の述語との結びつきが比較的

圃いということができる。たとえば，連体修飾語のなかに現われることができ

るばあいがあるのはその1っの証拠とすることができよう。「魚群　スキダが

野菜ハキライナMi翻また，意味的な面についていうと，いわゆる条件の

意味一確定条件（順接一カラ，逆接一ガ，ケレド）が三面に：出ていて，

比較的はっきりしているばあいが多い。こういつたところが，付加構文におけ

る従属句とちがう点である。また，一一方では拡大構文における状況語（」）のう

ちのあるもの，一条件を表わすもの　（f～ノデ，～ノニ，～バ，～タラ，～

ナラ」など）に葬常に近くなっているともいえる。

　　この型における従属句が状況語に近くなっているということは，その文の述語の表

　現意図との関係においても見られるばあいがある。「～ノデ」ド・）ノニ」が来ると，

　その文の述語に命舎形，禁止などの形が現われにくいが，岡じようなことが，この型

　における従属句においても冤られる。　「君臨　沖縄ニモ　行クシ　八丈島ニモ　行

　ケ。」とはいえないだろう。（V2・3「表現意麟との関連からみた状況語について」参

　照）

　だが，実際の例においては，複会構文か付加構文か，どちらとも考えられる

ものもあり，まだ問題が残っている。

　b　付加櫃交（T［Z］，D［Z］，　K［Z］）

　基準構文に，陳述的成分（T），独立語（D）　あるいは（および）従属備（K）

がついたものを「付加構文」という。このばあいの従属旬（K）のつき方は，か
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ならずしもその文の述語と，主語（または状況藷）を共有しなくてもよい。

（また，2・2・3b「挿入」であげるような，従属句（K）の挿入されたもので

もない。）付加構文には，

　　陳述的成分（T）がついたもの　　　（略弩　T［Z⊃

　　独立語（D）がついたもの　　　　　（略号　D［Z⊃

　　従属句（K）がついたもの　　　　　（略号　K［Z］）

の3種，およびその組みあわせがあることになる。たとえば，次のようなもの

である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　○ドウゾ（T＞　アナタモ（s）　オイデクダサイマセ（z）。○大根ハ（T）　ハッパヲ

　（My）ステマス（z）。○ツギニ（T）　キョウノ　プロ野球ノ　結果ヲ（Mヲ）　供覧ラセ

　イタシマス（z）。以上，T［Z］

　○アキラタン（D）　オイタシチャ　ダメヨ（z）。○オーイ（D）　帰ロウヤ（z）。○文

　法研究（D＞，ナンテ（T）　オモシロクモ　ナイ　仕事ナンダロウ（z）。　以上，D［Zコ

　○キョウハ　イイ　オ天気デシタガ（K），ワタシハ（S）午前中（J）　散歩二（J）出

　マシタ（Z）。○雨が降りソウダカラ（K），カサヲ（Mの持ッテイキマショウ（Z）。

　○彼ハ　フンゼント　座ヲ　タチ（K）　アトza　残ヅタ　ワレワレハ（S）　キマズ

　ク（R）　オシ黙ッテ　イタ（z）。　以上，K：［Z］

　注）「t・uガ」といいかえられないから，主語（S）とは見ない。

　この付加構文における陳述的成分・独立諾・従属句と，基準構文（にあたる

部分）との結びつきは，基準構文のなかにおける，連用語や状況語あるいは従

属句と骨ぐみとの結びつきよりもゆるいといえる。たとえば，この構文におけ

る陳述的成分・独立語・従属句は，連体修飾語のなかにはいることはできな

い。また，意味の面からいうと，基準溝文における連用語や状況語あるいは従

属句と骨ぐみ（とくに述語）との関係は，主としてことがらの面におけるもの

であったのに対して，こちらの陳述的成分・独立語あるいは従属句と基準溝文

との関係はことがらの面というよりも陳述的な性格が勝っているということが

できる。同じ従属句でも，基準構文におけるもの（つまり複合構文におけるも

の）はさきに述べたように条件の意味（これはことがら的である）がわりには

っきりと出ているのに，付加構文におけるものは，条件的な意味がぼやけてい

たり，あるいは条件的な意味でもそれに何らかの点で主観的な色合いがついて
　　　　　注）
いたりする。さきほどの複合構文における従属句は状況語に近づいていたが，
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付加構文における従属句は陳述的成分（のうちのあるもの）や独立語（のうち

のあるもの）に近くなっているQ

　▽（略）シカル　トキノ　オー　コツデスガ（T）　コレハ（S）サヅパリト　シカル

　　コトナンデス（z）。　　（125一一8－7）

　▽選手タチハ　走りオワルト　足ヲ　モミマスガ（K）　ロレハ（S）　タマヅタ　疲労

　　素ヲ　ハヤク　分鯉シテ　酸索補給ヲ　ヨク　スル　タメデス（z）。　（127一一32・一12）

　注）永野賢『「から」と「ので」はどうちがうか』（『国語と隔文学』334，1952）参照。

　　永野は「から」と「ので」のちがいに関して，「から」の方が，主観的な理由を褒

　　わすことを指摘しているが，「から」にも主観的な色合いの余りないものもある。ま

　　た，「ので」にも主観的なものもある（その文が命令形で終るなど）。それらの規わ

　　れる構文の型のちがいを考慮に入れなければその説明はできないだろう。

　補注）基準構文と付力li構文とを分けたことによって，今上セこ述べたようなことが夢1三常

　　によく説明される。従来の文法では，助詞などの鰯々の文法的要素によってのみ説

　　明しようとして，ここでいうような成分のくみあわさった型において出てくる意味

　　（structural　meaningとでもいうべきもの）を閑却していたきらいがある。

　　　なお，以上のような分析をすると，基準構文における従属句はいっそのこと状況

　　語とし，付加構文における従属句は陳述的成分としては，と考えることもできる。

　　そうすれば，結果ははなはだすっきりする。しかし，1・2・3b（6）「句の扱い」

　　で述べたような事情もあるので，それぞれいっしょにするかどうかはさらに調査し

　　て考えなければならない。

　1・3・5　分類についての諸問題

　構文の型の分類についてはなお問題となることがらがいくつかある。

　a　状況語による拡大構丈と，複合構丈との関係

　状況語（」）のなかでも，　「～バ〕「～テモ」「～ノデjr～ノニ」……とい

った条件関係の意味を表わす状況語によって拡大された購文と，複合構文とは

構文の形の点でも，意味の点でも非常に似ている。

　　　　　うクガツ
　▽エー　六月ハ（s）　雨季ニ　ハイリマスノデ（」）　気候ノ　カワリヤスイ　月デス

　　（z）o　　　　（125－1－2）

　▽コレハ（S’）本人ノ　実話デスカラ（K）　マチガイハ（S）　アリマセン（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－24－8）

複合国文における従属句（K）が状況語に近い性格を示すことはさきにものべ

た。にもかかわらず，ここでは，「～バ」「～テモ」「～ノデ」「～ノニ」…

の類は状況語，またそれらがついた構文は（状況語）拡大構文として，r～ガ」

「～カラ」などの従属句，そしてまたそれらのついた複合構文とは別にした。
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しかし，これについては，Sijの考え方をとる可能性が残されている。第1は，

複合構文における従属句をすべてr～ノデ」や「～ノニ」と岡じく状況語とす

るという考え方である。第2は，状況語のなかの「～バ」「～テモ」「～ノ

デ」「～ノニ」……を「～ガ」「～カラ」……といっしょにして従属句とする

という考え方である。第1の考え方をとるためには，今の複合構文における従

属句と付加構文における従属句との間のちがいが複合構文における従属句と状

況語拡大構文における状況語との間のちがいよりも大きいということを証明し

なければならない。しかし，そこには問題がある（次のbを見よ）。第2の考え

方をとるためには，今状況語のなかにいれている「～ノデ」「～ノニ」……と

従属句（一般）としているものとのちがい（1・2・3b（6）「句の扱い」での

べたような）が，構文の型にとっては大したものではないということを証明す

る必要がある。

　b　複合構丈と付加構丈との関係

　複合構文としたものと，付加構文としたものとの問には，構文の形の上では

ちがいはある。主語（あるいは状況語）を共有するかどうかを一応のメルクマ

ールとした。そして，きわめて大ざっぱにいうと，意味の上でもちがう傾向を

指摘できる。すなわち，複合溝文とした方は，条件的な意味が比較的はっきり

しているのに，付加樗文とした方はそれがはっきりしていない。ところが，形

の方からみたばあい付加構文とされるもののなかにも，条件的な意味がわりに

はっきり出ているものもある。

　▽デ（T）　ワタクシバ　「オカアサンバ　ヨク　シカリマス，コウ　シカリマス」ト

懇イタ　モノハ　ナイカト　探シテ　ミタンデスケド（K）　ヒトリモ（s）　ナイン

　　デ’ス（z）o　　　　（125－6－6）

たしかに，複合構文における従属句と付加構文における従属句とは区別しにく

いばあいもあるから，いっそのこと，ここでいう複合梅文を解消し，従属句がつ

いたものはす’べて付加構文にするという考え方もありうる。しかし，そうするた

めにはaでのべたような複合三文と状況藷拡大構文との互いに近い関係の処
　　　　　　　　　　　　注）
置を考えなければならない。

　注）なお，ここで状況議としたものがついた構文でも，付加構文的なものもあるかも

　　しれない。「ワタシガ　家へ　帰ッテ　ミタラ　彼ハ　酒ヲ　ノンデ　上キゲンダ

　　ヅタ◎」など。「rVノデt・Vシマショウ」「（・ノデ～シテ　クダサイマセ」の「N
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　　ノデ」もその類かもしれないが，ここでは「～ノデ」をまず鍵属句として扱った上

　　で，その構：文全体を付加購文とみた。　（1・2・3b（6＞「句の扱い」参照）

　C　付加構交についての問題

　付加構文において，もとになる基準構文に付加される要素は一般的にいえば，

陳述的成分（T），独立語（D），従属句（K：）なのだが，それらについてくわしく

見て行くとけつして同じような性格のものばかりではない。とくに意味の面に

ついてみるとそうである。たとえば，文脈的導入とした，「ツギニ」「デハ」

「途中ニナリマシタガ」……（T）とか，もっぱら表現意図に関係するものとし

た「ドウゾ」「タブン」「セメテ」……（T）などと，提示とした「～ハ」「～

デスガ」……（T），「～（T），～（コレハ）（D）」「～ハ～シマスガ（K）」とを

くらべると，その閥に相当大きな意味上のちがいがあるように思われる。後の

提示の方はその構文の内容にさらに新しいことがらを付け加えているが，葡の

文脈的導入とか，もっぱら表現意図に関するものの方はことがらは何も付け加

えられていない。この点をおもく見るならば，そしてそのちがいによって構文

の型も牙弓にすべきであるとするならば，ここで付加解文の名潮で呼んでいるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泣）
のをさらに分けなければならないことになる。ここでは，基準構：文に何らかの

要素が付加されたということだけで，一一応付加構文として扱ったわけなので，

これを分けるべきかどうかについてはさらに考察が必要である。

　濁もしこのように分けるのであれぽ，まず陳述的成分（T）も分かれることになるだ

　　ろう。なお，ここで陳述的成分（T）としたものは，別の観点からしても分かれる可

　　能性がある。　（1・2・3b（6）「勾の扱い」参照）

　d構丈の型の詑述について

　以上われわれは，構文の型として，　「○○構i文」というものをいくつか認め

たわけだが，これらは骨ぐみをもとに．して，・たとえば

　　骨ぐみ構文……骨ぐみそのまま

　　拡大構文　……骨ぐみ　＋（R，」による）拡大

　　複合構文　……骨ぐみ（＋拡大）十（Kとの）複合

　　付加構文　……墓準溝文＋（T，D，　Kの）付加

というプロセスをへてできあがったものと解釈される。さらに，骨ぐみは，骨

ぐみ成分（Z，S，　M，　H）のくみあわせというプロセスをへてできあがった
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ものと解釈される。

　このプロセスとその結果としての構文（の型）とは，密接な関連があるが，い

ちおう別なものであって，構文の型の研究は，こうしたプロセスのタイプとそ

の結果のタイプとの両面を明らかにすべきである。ただし，今回の調査は，資

料が少ないので，結果としての構文の型を十分調査することができなかった。

われわれは，2．「構文の型」で構i文の型について記述することになるが，そこ

では，主として，構文の型を形成するプUセスに重点を置くことにした。

　1・4　付録

　1・4・1　略号一覧

　　Z・・・…述言讐

　　S……主語（S’と共存するばあいは部分主語）

　　　S’……いわゆる総主

　　M・・・…　目白勺藁塚

　　　Mヲ……「〈体言〉ヲ」の関係に立つ冒的語

　　　M．……「〈体言〉二」の関係に立つ琵的語

　　H……補語

　　　fti……結果的補語

　　　H2……内容的補語

　　R・・一・・連用言護

　　」……状況語

　　丁・…・・陳述的成分

　　D……独立語

　　K……従属句

　　5，璃z，………S；M，Z，…とそれぞれ局格の成分　　　　　　　　　．

　　【D】……独立語構文

　　【z】……述語構文

　　　〔Zコ……基準構文

　　　　／＿Z／……骨ぐみ構文

　　　R／＿z！……連用語（R）による拡大構文

　　　」1＿z1……状況語（」）による拡大構文

　　　K／＿z／・・…・複合構文

　　T［Z］……陳述的成分（T）のついた付加構文

　　　D　［Z］……独立語（b）のついた付舶構文

　　　K〔Z］……従属句（K）のついた付加構文
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1・4・2　各構丈型における成分（従属句）の意味酌醤徴概観

意　　味　　的　　特　　徴

構独
立
言
【
紋
切 D
T

述

鉱
q

馨
ロ

構

文

基準構文
（骨ぐみ成分）

　　　Z

　　　s

　　　M

　　　Hi

　　　H2
（拡大成分）

　　　R

　　　J

（従属句）

　　　K

呼びかけ・応答・評価・提示……

文脈的導入，表現意図の補足……

［Z］

（主体などの）動作・状態・性質・種類……

（動作。状態・性質・種類……）の主体……

Zのことがらの成立に参加するものごと

結果の状態……

言語活動・精神活動の肖容……

（動作の）ようす，（動作・状態・性質……）の程度，最……

空聞・時間・原因・理脇・9的・条件（未定・確定）……

比較的はっきり貌われている条件（確定）

付加構文

　　　T

　　　D

i　K

1一一

1・4・3　構交の型概観

　1　独立語構文　【D】

　
D
D
T豆　述語構文　　【Z】

　1　基燦門構：文　EZ］

　　a　骨ぐみ構文 ／”．z／

sz
SH正Z
SK，Z
SMワZ
SM．MヲZ
SMヲH三Z
SM．H，Z
stsz
S’M轟SZ
Z

M．K，Z
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b拡大構文

R／”．Z／

SRZ
SMvRZ
SRH2Z

」／”・Z／

　
z
弼
z

Z
R
M
S

S
～
J
σ

了
｝
Q
ロ
（
b
（
b

c複合構文

K／．”Z／

SKZ
SKM：ワZ

st　KSZ

2付加構文

T［Zコ

TSZ
TSM，Z
TSRMヲZ

DrZ］

DSZ
DSMヲZ
DSRMヲZ

K［Z］

KSZ
KSMヲZ
KSM．H2Z
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1・4・4　『話しことばの丈型（1）』との対照豪

『話しことばの文型（2｝』

成
分
の
種
類

欝：黛灘導簿

陳瀕臓倣
独立翻（㍉、遺つ1φる葦虫立言蓋）

い
わ
ゆ
る
「
句
」
の
扱
い

構
文
の
型
の
種
類

『話文型（1＞』の「句」のうち，独立の文

にちかい性質をもったもの（～ガ，rVケ

レドモ，～シ…）だけを「従属句」とし

て，一般の成分とは別扱いにした。他の

ものは一般の成分（連用語・状況語・隊

述的成分）とする。　（従属句を2っ以上

含む文は扱わなかった。）

｛
瓢

墓轍∫簾元文

　　　　モ複面面

付加構文

『話しことばの文型（1遥

述語・主詔

体修語・目凹語…（いわ
ゆる連溺膨飾語）

孤立語…（いわゆる独ma語）

用言（＋助動調）・体言

牽助動詞の連用形およ

び接続助詞のついた形

を句とする。　（句を含

む文の分析はしていな

い。）

敷
翼
奮 考

一． P・2・3b
「一次成分の種類」

（71ぺP一ジ以下）

（一一次成分だけを

扱った点では共
通）

一1・2・3b｛6｝

「句の扱い」（86ペ

ージ以下）

嶽動繭文

他動詞（1）文

他勇むi講②文

形容詞・形容動詞文

名本文

副詞文

感動詞文

L、．3購文の

型の分類」　（97ペ

ージ以下）

　2．　構文の型，

　2では，主として資料に環われた構文の型とその南殿をあげる。

　われわれの認めた構文の型のおもなものは，1・4・3で示したとおりである

が，1・3・5d　でのべたように，ここでは，結果としての構文の型をあげず

に，それを形成する部分あるいはプロセスをあげるばあいが多い。

　なお，各成分および従属句の表示は，おもにローマ字による略号を用いる。

　2・1　独立語構交　【D】

　独立語構文は，独立語（D）によって終止する溝文である。この種の構文は
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その構造が比較的単純である。大ざっぱにいうと次の2っの型がある。

　　終止の位置にたっD1っだけからなるもの

　　終止の位置にたっDのほかに，Tが環われるもの

2・1・1独立語1つだけからなるもの

　　▽ミナサマ（D）。　　（126－3一・15，他に数例）

　　▽ミナサン（D）。　　（124－30－14，他に数例）

　　▽先生（D）。　　（127一一24－9）

　　▽満堂ノ　　諸君（D）o　　　　　（127－35－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上呼びかけの例）
　　　ロンニナ
　　▽今日ノ、（b＞o　　　　（127一一15－3，　｛歪セこ数｛列）

　　▽今晩ノ、（D）o　　　　（124－29－1，　f也をこ数｛列）

　　▽サヨウナラ（D）o　　（126－27－11，他に数｛列）

　　▽＝ゴキゲンヨゥ（D）Q　　（125－17－4，126一・3－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上あいさつの例）

　　▽ア（D）o　　（127－24－5）

　　▽アー一（D）。　（123－29・一3，123－29・一4）

　　　　　　　　　　　　　注1）
　　▽サー（D）o　（127－24－5）

　　▽ハイ（D）。　（122－11－3，　123－24－5，　他に数例）

　　▽ソウ（D）。　（123－29－4）

　　▽ソウカ（D）。　（122一一11－2）

　　▽ソゥデスヵ（D）。　（123－29一一3）

　　　　　　　　　　　　　　油2）
　　▽ハァッ（D）～　（138－24－3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上応答などの例）

　注1）　▽サー。デキアガリマシタ。

　注2）▽エ　ミナサン　オ子サンニ　聞カレタ　バアイ　ドウイウ　フウニ　オ答エ

　　ニナリマスカ？　ハァッ？

　2・1e2陳述的成分のついたもの

　　▽デハ（T）　ゴキゲンヨゥ（D）。　（127一・33－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上あいさつの例）

　　▽ソレカラ（m）　ツケアワセノ　ジャガイモ（D）。　（127－15－16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　目三）
　　▽カラ（T＞　ルビ（D）o　（123－42・一14）

　　▽ソレカラ（〕1］）　アー一　「マス」ト　イウ　フウナ　助動詞ノ　ツイタ　形（D）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－10－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上出口の例）

　注）「ソレカラ　ルピ（ノコトダ，ノコトヲ聞題ニスル）」の意。
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　以上のほかに，TDDの型のもの（「ソレジャ（T）　ミナサン（D）サヨウ

ナラ（D）。」など）もありうるわけだが，資料にはなかった。

　2・2述語構丈　【Z】

　述語構文は，述語（Z）　によって終止する構文である。この種の構文は独立

語構文とちがって，構造が複雑である。これは，大きく，基準三文・付加構文

に分かれる。

　2●2・1　　基準撞室1こ　　【Z】

　基準構文は，付加構文に対してもとになる構文である。基準構文は，さらに

骨ぐみ構文・拡大構文・複合構文に分かれるが，これらを，ここでは，できあ

がった溝文として扱わずに，それらを形成する骨ぐみ・拡大・複合に分析して

扱う。

　a骨ぐみ／…Z！

　骨ぐみは，すべての述語単文に存在する最も基礎的な部分である。

　骨ぐみは，具体的な文では「陳述的変容」（1・2・3c参照）を受けるが，

ここでは，そうした陳述的な面は捨象して，残ったことがら的な面の構造を問

題にする。　（陳述的な変容については　V2・1参照。）

　陳述的な面を捨象した観点からすれば，場顧・文脈や隅隅意図・敬譲表現な

どによって一定の成分が省略されているとみられる文は正当には扱えないか

ら，当面の対象から除外しなければならない。ただし，目的語・補語の要求の

度合いにはさまざまあって，現在の調査段階では，はたして省略とすべきかど

うかにまよう点が多いので，顎下語・補語に関しては，省略のある文というも

のを認めて対象から除外する，ということをしなかった。逆に，それに相当す

ると思われるものには，目的語・補語を補いうることを示した（例文のあとに

《　》で）。主語が1っあるばあい，他に総主あるいは部分主語（2・2・1a（2）

参照）を補いうるものについても，そのむね《　》で示した。結局，省略の

ある講文として，ここで除いたものは，主語1っの構文における主語の省略文

だけである。

　骨ぐみは，骨ぐみ成分であるZ，S，　M，　Hのくみあわせ（MやHはさら

に，M。，M。，M。。……，　H1，　H2などのくみあわせ）によって形成されるが，
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これらの成分のくみあわせには，いろいろと制約があるので，ここでは，くみ

あわせの結果としての骨ぐみを扱う。

　骨ぐみの分類は，罰一構町内の骨ぐみ成分の相互関係（制約関係）や骨ぐみ

どうしの相互関係（派生的関係など）を考慮してなされるべきであろうが，こ

こでは，これらの関係を十分置明らかにしていないので，便宜上，次のような
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹）
基準によって，骨ぐみの種類を整理して列挙するにとどめる。　（数字0，1，2な

どは，その成分の数を示す。）

　　　　（第1基準）　　　　（第2基準）　　　（第3基準）

　　　　　・｛1厳修　・｛1

　注）補語のあるなしを最後の基準にしたのは，補語が述語にもっとも近い関係にある

　　成分で，補語を述語の一部分とみなすことも考えられるほどであるからである。

　　　主語とE的語のうち，主語を第1の分類基準にしたことについては，まだあまり

　　はっきりした根拠をもっていない。

　　　主語のあるなしを，1，2，0の順にしたのは，1が基礎的な型であり，2がそ

　　れからの派生的な型であるとみなされるものが（全部ではないが）あること，0が

　　特殊な型であると考えられることなどからである。

　以下，骨ぐみをあげるにあたって，Zを除く骨ぐみ成分の数を3っの数字で

表わした整理番塔を層いる。第1の数字はSの数，第2の数字はMの数，第3

の数字はHの数である。たとえば（1－2－e）は／SMMZ／を示す。

　（1）主語　1

　（1一一〇）　目的語　fi

　（1一一fi－o）　補語　3

　／SZ／

　いわゆる省略のある構文を除けば，この型のZには，大部分の名調，形容詞，

形容動詞がなる。動詞のうち，目的語や補語を要求しない動詞一英文法流に

いえば，完全自動調一がこれに，なる。

　　（名詞述語の例）

　　▽ソシテ（T）　ソノ　参学国ハ（S）　アメリカ・ベルギー・カナダ・イギリス・西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤワ　　　ドイツ・イタリー・ポルトガルト　イウ　ハツノ　ナー　国デ　ゴザイマス

　　　（z）o　　　　（127－3－22）

　　▽コノ　本ノ　著者ハ（s）　聡井桃子サン（z）。　（126議一3）
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▽＝・・一　第ニハ（s）　マワリノ　カタト　十分＝一　イー　ヨク　仲ヨク　ソシテ

　協力的ニ　ヤヅテ　イクト　イウ　コト（Z）。　（127－23－13）

▽第三ノ　i四三幾（D）　ソレハ（S）　3壷船疑5獣講謂牛二　｛空藤サント　トモニ　疑イヲ

　カケラレタ　コトト　吉田内閣ガ　総辞職二　追イコマレタ　トキデス（Z＞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－26－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ▽エー　トコPデ（T）　＝一　一般二　申学校ヲ　終エテ　タダチ＝　職場＝　行
　　　　　カタガタ
　カレル　方々ノ　オ　職場ト　イウ　モノハ（S）　ドンナ　モノカ（の？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－22－10）

▽ソレガ（s）　冷虜デス（z）。　（126－41－2）

▽コレガ（s）　ワタシノ　オ　序論デス（z）。　（123－24－12）

▽ソレカラ（T）　シカル　コトニ　一貫性ガ　ナイッテ　イウ　コトモ（S）　考エ

　モノ『ダスネ（z）o　　（125－8一・13）

▽ワタクシ（s）　タダイマ　ゴ紹介ニ　アズヵリマシタ　岸本デ　ゴザイマス

　（z）e　　　　（124一一20－1）

（形容詞述語の例）

▽（略）実際ハ（勤　コウ　考エテノレ　人ノ　ホウガ（s）　多インデスネ（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123＿26－22）

▽二番ガ（s）　スクナイネ（z）。　（123－29－4）

▽マ　／’ジメハ（」）　＝ノ　機会ガ（s）　ナカッタ（z）。　（123－38－18）

（形容動詞述語の例）

▽コノ　コトハ（S）　濁語科ニ　オイテモ（J）　同ジデ　アリマス（Z）c，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－32一一10＞
　　　　　　　タぷツブン
▽マ　セイゼイ　十分力　十五分ガ（s）　適当デショゥ（z）。　（125－8－9）

　《ナ一一（sr）》

▽ソレニ　対シテ（T），終止形ニ　オケル　陳述ト　イウノハ（S）　モヅ1（R）

　論理的デ　アリマス（z）。　　（123－6－22）

▽時局ハ（s）　マコi’二（Tまた1：　R）　重大デ　ゴザイマス（z）。　（127一一34－6）

▽デ（勤　イマ　アー　ココデ　ソノ　注意ヲ　シナケレバ　ナラナイト　イウ

　ヒトツノ　コトダケニ　限定シテ　シカルッテ　イウ　コト（D），コレモ（S）

　大切デショゥ（z）。　（125－8－1！）

（翻詞述語の例）

これは，ソウ，ドウに限られていた。

▽ソレカラ（T）　ア　「イッタ」ト　イウ　フウナ　形モ（S）　ソウデ　アリマス

　（z）e　　（123－9－19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　　ロ▽爾具ダトカ　エー　ソレカラ　袋　オー　オー　ソレカラ　風畠敷，コノ　テー

　ブル掛ケダッテ（s）　ソウデスネ（z）。　（127一一28一16）

▽x一　二番ガ　イイ　カタ（SまたはD）　ドゥデスヵ（z）。　　（123－29－3）

　　　　　　　　　　　　　　　　エ17　　　　　　　　　　　　　　　斑



　　▽ソレカラ（］臼）　ヨク『オカアサンタチガ　「オトウサンニ　イッテ　ヤリマス」

　　　ッテ　コウ　イウノハ（s）　ドウデショウ（z）。　（125－8－19）

　動詞述語のばあいには，「完金田動詞」が典型的であるが，資料に現われた例

では，さらに他の骨ぐみ成分で補充されうるものが多い。これらは，骨ぐみ成

分の省略のある構文とみるべきかどうか疑聞であるが，いちおうここに例をあ

げておく。

　　（アル……の例）

　　▽縛間ガ（S）　ゴザィマセン（z）。　（124－26－20）

　　▽デ（T）　コノ　「ユコウ」ト　イウ　フウナ　形ヲ　オー　志向形ト　イウ　フ

　　　ウニ　呼ンデ　イル　カタガ（s）　アリマス（z＞。　（123－7－21）

　　▽今週モ（の　ズイブン　イロイロノ　デキゴトガ（S）　アリマシタネ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－14－3）

　　▽マダ六十歳ノ　書生ト　イッタ　人聞ノ　生地ヲ　ムキダシニ　スル　トコμ

　　　モ（s）　アルヨゥデス（z）。（126－26－17）《ダレハ（S’）またはダレニハ（Mの》

　　▽シカモ（T）　思ッタ　コトヲ　ズケズケ　結論カラ　サキニ　書ッテ　シマウ

　　　クセガ（s）　アリマス（z）。（126－26一一11）　《ダレハ（s’）またはダレニハ（M⇒》

　　▽ソンナ　フウナ　エー　陳述ノ　違イガ（s）　アリマス（z）。（123－7－3）

　　　《ナニト　ナニトハ（Sりまたはナニハ（S’）・ナニト（Mト）》

　　（その他の自動詞の例）

　　▽コレデ（T）　ゴマジョウユガ（s）　デキマシタ（z）。　（127－14－1）

　　　　　　　　　　　　　　ギカ　　▽ソレカラ（T）　会社側ノ　漁民トノ　コノ　誠意ヲ　モッタ　話シ合イガ（S）

　　　デキテ　イタヵ（z＞？（125－14一一4）

　　▽アー　有名ナ　ヒゲガ（s）　現ワレテ　キマシタ（z）。　（127－8－23）《ナニ（ド

　　　コ）二（Mの》

　　▽金魚ガ（s）泳イデ　イマス（z）。（127－28－11）《ドコニ（M．）またはドコヲ

　　　（Mヲ）》

　　▽デ（T）　ヤハリ（T）　同ジヨウニ（RまたはT）　ソノ　信号ノ　タメニ（」）　自動車

　　　ガ（S）　停滞シテ　オ1）　一？シタ（z）。　　（124－2－23）

　　▽イマ（」）　アメリヵノ　人ロバ（S）　非常ナ　勢イデ（R）　増加シテ　オリマス

　　　（z）o　　（126－30－20）

　　▽エー　コノヨウニ（TまたはR）　イー　ソビエットハ　アーアジア・アフリカグル

　　　ープニ　対シテハ　マー非常ナ　ア　カヲ　入レテ　オルト　イウ　コトガ

　　　（S）　マー　ハッキリ　イタシマス（z）。　　（127－5－4）

　　▽ミカケハ（S）　コウ　アンマリ（T）　イー　コノ　ン　変ワリマセンヨ（Z）。

　　　（127－25－11）　《ナニト（Mト）》

　　▽チャント（R）　金魚ガ（s）　ハイッテマスネ（z）。　（127－28－10）　《ナニ（ドコ）
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　二（M・・）》

　　　　ニ　ホソ
▽ユー　臼本デハ（J）　非常二（R）　略字・略語ガ（S）　ハヤリマス（Z）、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124一・19一一6）

▽ソレカラ（T）　パ一一ガ（s）　イクラカ（R）　トケダシテ　マイリマスデ　ゴザ

　イ’マスネ（z）。　（127一・18－11）

▽＝一　シカシ（T）　ソウイウヨウナ　整理ヲ　トヅタ　タメニ（」）　自動車ハ

　（S）　モウ（J）　川ノ　流レルガ　ゴトクニ（R）　ドンドγ　ドンードント（B）

　シンコ（ウ）　運行シテ　イル（z）。　（124－2・一27）
　ニ　ホソ

▽tll本ノ　国民ノ　アイダデ（」）　六百万ト　イウ　大キナ　労働組合ノ　運動ガ

　（s）　発展シテ　マイリマシタ（z）。　（124－32－16）

　　　　　　　　　　　　　　　ホツソク▽池田薪内閣ガ（s）　キョウ（」）　発足シマシタ（z）。　　（126－20－1）

▽サラリーマンノ　疲レハ（S）　コノ　朝ノ　フヅシュニ（J）

▽イマ（3＞　世界ノ　状態ハ（S）　ドンドン（R）　変ワリツツ

　（124－30－3）《ドンナ　状態二（Hl）》

▽デ（T）　コノヨウナ　ヤキモチハ（S）　イロンナ　形デ（R）

　’マスネ（z）。　（125－11－18）

▽シカシ（T）　タイガイノ　男ナラ（S）　コレデ（J）

　（Z）．　〈126m26－4）

始マリマス（z）。

　　（127－32－1）

アリマス（z）。

甥孟ワレテ　 マイリ

’マイヅテ　シマイマス

　／SMトZ／のM、の表わすことがらがSの二次成分として表現されると，／S

Z／になる。／SMトZ／（127　AO　一一ジ）参照。

　このほかに，／SMヲZ／のZが受身現官的な）・～テアルの形・可能の形に
　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
なってできた，派生的な／SZ／がある。

　注）派生的な構文については2・2・3d「派生」の項参照。ここでは，受身を　（A）

　　まともな受身（①蔵接的な受身　②間接約な受身），　（B）③めいわくの受身　の

　　2類，3種に分けて考える。（165ページ参照）。

　　（他動詞の旧記的な受：身の例）

　これは，／SM。Z／から派生した骨ぐみである。　（Z（官財）一＞Z（受身），

M，→S，S→0）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジあウニソチ　　　ジユウ
　　▽ソシテ（T）　コノ　大西洋経済会議ガ（S）　アー　コトシノ　一月十二日ト　十
　　　サソニチ　　フツカ
　　　三三，二田間ニ　ワタリマシテ（」）パリーデ（」）開ヵレマシタ（z）。（127－3－1）

　　　　　　　　　　　ニ　ぶソ　　▽ソノタメニ（R）田本ノ国民ハ（S）＋：三年間㈹苦シメテそル苦シ

　　　メラレテ　マイリマシタ（z）．　（124－30－12）　《ダレニ（M⇒》

　　▽ソシテ（T）　エ　タクサソノ　合成樹脂ガ（S）　アトカラ　アトカラト（R）　作

　　　り出サレテ　オリマス（z）。　（127－24－2）
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　　▽デー（T）　マズ（T）　エー　（略）話シコトバノ　文デハ　アー　成分ノ　順序

　　　ガ　アー　正常デ　ナイト　イウ　コトガ（S）　ヨク（R）　言ワレマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－15一・4）

　　▽デー（T＞　マタ（T）　アー　　スネテ　　シマヅテ　　オカアサンニ　近ヅコウト　シ

　　　ナカッタリ　Pt・一　オドオドシテ　ヒトリボッチデ　ボンヤ1）シテ　イルヨウナ

　　　スガタモ（s）　トキドキL（R＞　晃ラレ・マス（z）。　（125－12－19）

　　▽（略）　コウイウ　コノ　運動ガ（S）続ケラレテ　イル　ワケデス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－23－4）

　　（可能動詞の例）

　これも，／SM．Z／から派生した構文である。　（Zq鹸胴）→Z（可傲嗣），　M，

→S，S→0）

　　▽エー　ソウイウ　コトガ（s）　アー　コレデ　モッテ（R）　測レル　ワケデス

　　　（z）。　　　　（123－4G－12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウソ　　▽デ（T＞　エ　タトエパ（T）　アー　ヵタカナノ　「ン」ガ　書ケナイ（Z）。

　　　（122－23－22）　《ダレハ（Sノ）Nダレニハ（M⇒》

　　▽ソコデ（田）　エー　ゴ承知ノ　長イ，人間ノ　何千年，アルイハ　何万年ノ　歴

　　　　　　　　　　　注）
　　　史ト　イウモノハ結局コノ　入間が自由ト　人権ヲ獲得スルタメニ

　　　タタカッテ　キタ　歴史ダト　イゥ　コトモ（S）言エルンジャ　ナイカト（z）Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－51－18）

　　　潅〉これを一次成分として，言エルの主語（総主S’）とみて，全体を／s’sz／と

　　　　みることもできる。

　　（～テアルの形の例）

　これも，／SM，Z／から派生した構文である。（Z（他鯛）一＞Z（～テァル），　M，→

S，S→0）
　　　　　　　　　　　ヨソ　　　　　ハチ
　　▽一等●二等●三等。四等。八等マデ（」）　濡用形ガ（S）立テテ　ァリマス

　　　（z）o　　　　（123．一3－10）

　　（fLY動霞司の｛列）

　これは，／SM，Z／のM，の省略されたものであろう。主語の下略された（と

認められる）文はかなり多いのに対し，M。の省略された（と認められる）文は

比較的少ないようだ。

　　▽トコPtガー（T）　エー　（略）　：女ノ　カタハ（S）　ワリアイニ　ヨク（R）　知ッ

　　　テマスネ（z）。　　　（125－24一・1）《ナユヲ　（Mヲ）》

　　▽マア　コウイウ　カタガ（S）　非常ニ　一生懸命二（R）　ヤッテ　クレタ　ワケ

　　　デス（z）。　　　（124－5－5）　《ナニヲ　（Mヲ）》
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　　▽男性ノ　カタモ（S）　ドウゾ（T）　早馬メシニ　ナッテ　タダサイマセ（Z）。

　　　（127－23－6）　《ナニヲ　（Mヲ）》

　　▽ワタクシドモ（s）期待シテルヨウナ　シダイデ　ゴザイマス（z）。（127一一10－23）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注〉　　　　　　　波）
　　　《ダレニ纈⇒・ナニヲ（Mv）またはダレニ（M⇒・ナニト（H2）またはナニト（H2）》

　　　注）こうみなすばあいには，「期待スル」は自動詞。

　次のものは，／S’SZ／のS（ナニガ）が省略されたもの，あるいは／SH2Z／の

H2（ナニガ　ナンデ　アルカ・ナニガ　ドウシタカ）が省略されたものとみる

ことができるだろう。

　　▽シカシ（T）　カレラバ（s）　ワカラナイ（z）。　　（124－30－6）
　　　ニ　ホソ
　　▽日本共産党モ（s＞　ヨク（R）　ワカッテ　イル（z）。　（124－30－6）

　なお，／SZ／で注意すべきものとして，次のような例があった：。

〈述誰に連体修飾語がなければ意味をなさない構文〉

　　▽デ（T）　ソウシマスト（T）　環帯ノ　新聞デハ（J）アー　アー朝月薪聞ハ（＄）
　　　　　　　ゴジユツ
　　　ダイタイ　五十パーセント以上ノ　漢字含有率デス（z）。　　（123一一44－20）

　　▽デ（T）　オフサルモグラフト　イウ　モノハ（S）　ダイタイ　コウイウヨウナ

　　　構造デス（z）。　　（123－39－2）

　　▽コレハζS）　社会党ト　共藍党5ノ　大キナ　責任デ　アリマス（の。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－34一＝L6）

　　▽ワタクシバ（S）　一身ヲ　カエリミズ　党ノ　融和ト　綜康ヲ　バカリ，ワが党

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漆）
　　　二　課セラレマシタ使命二軸カッテ畔イシソスル　覚悟デ　アリマス（Z）Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－34－6）

　　注）これは，「～スル　ツモリデス」などの構造にちかい。動作を表わす達体修

　　　飾語とくみあわさって複金述語的になっているともみられる。　（2・2・3f

　　　「複合述語酌な構文」および1［II　3・3・1・b5「意志の袈現」参照）

〈述語の打消しと呼応する主語をもつ構文〉

　▽コレクライ　摂本ノ　国民二　対スル　恥知ラズナ　不借頼ナ　コノヨウナ　政

　　蔚ノ　態度ト　イウ　モノハ（s）　アリマセソ（z）。　（124－31一一13）

　（1－ij　一1）　補語1

（i）　／SH，Zノ

　（～ナルの例）

　　　　　　　　ユ　ホソ
　▽ダィィチ（T）　日本ガ（s）　ドゥィゥ　状態二（HD　ナヅテ　イルンデショウ

　　ヵ　（z）　？　　（124－30－14）

　▽能力ハ（s）　ムシロ（T）　方法二（H・、ナッテ　シマウンデス（z）。（123一一30－18＞

　▽コレガ（S）　wタ（T）　n一　コウイウ　プラスチックユ（H）　ナルンデスネ

　　（z）o　　　　（127－29－1）
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　　▽ソレガ（S）　アタクシタチノ　家庭デハ（」）　トキドキ（R）　逆ン（HD　ナルン

　　　ジャ　ナイデショウカ（z）。　（125－8一・4）

　　▽ツマリ（T）　社会性ガ（s）　非常二　強ク（H1）ナヅテル（z）。　　（126一一13－4）

　　▽ア　トコロガ（m）　自動箪モ（S）　サッパリ　動力ナク（H1）　ナッテ　シマイマ

　　　シタ（z）。　　　（124一一2－14）

　　▽デ（T）　ソノ　サイハ（」）　アー　「メ」ト　ソレカラ　「デ」ノ　トコmガ

　　　（s）　高ク（Hz）ナッテ　イマス（z）。　　（122－18－16）

　　▽汗ヲ　ウン5　カクb　イウ　コ5ハ（S）　カラダカラ　水分ガ　ドンドン　奪

　　　ワレテ　イルト　イウ　コトニ（H正）ナリマス（z）。　　（126－39－22）

　　▽ソシテ（T）　ソノ　オー　第一回ノ　オー　閣｛奈会議ハ（S）　エー　キ・タル　四
　　　　ジユウクニチ
　　　月十九臼二　開戸レル　予定ン（Hl）ナヅテ　ォリマス（z＞。　　（127一一3一一20＞

　　▽（略）　コレガ（S）　ソレゾレ（R）　工　話題ト（Hi）ナル　ワケデス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－23一玉）

　　▽シカシ（T）　ハイアットガ発明シタ　セルPイドヅテ　イウノハ（S＞　タマツ

　　　キノ　タマヨリモ　モヅト　モット　便利ナ　ワタシタチノ　非常ナ　便利ヲ

　　　与・エル　材料ト（Hi）ナッタ　ワケデスネ（z）。　（127－25－6）

　この骨ぐみのZになる自立語は，「ナル」が代表的であるが，このほかに，

状態変化を表わす自動詞は，一般にこれになることができる。後者のばあいは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
H1は，前老のばあいより，任意的な成分である。

　注）「ナル」は変化を抽象的に示すだけで，H1がなければ，ほとんど意味をなさな

　　い。このばあいHユの省略されることはあまりないようである。また，H、と「ナ

　　ル」とのむすびつきは強く，「（・ニ　ナル」はしばしば，「～ン　ナル」のように

　　なったりして，音声的にもひとつづきに発音されるようである。

　○儒号ガ（s）赤目（Hl）変ワル（Z）。　○キツネガ（S）女二（Hl）バケル（Z）。

　次のものも，この例にいれてよいだろう。

　▽エー　マタ（T）　ドンナ　職場二（M・）就職ガ（s）　オキマリデショウカ（z）？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－23－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　▽コレハ（s）　生物学：的ニ　キット　アルニ（H1）キマヅテル（z）。　（134－21－15）

　　注）　～ニ　キマヅテルは，複合述語的な構文にちかい。　（2・2・3f参照）

　このほかに，／SM．HlZ／のZが受、身（直接的な）・可能・～テアルの形にな

ってできた，派生的な／SHIZ／がある。これのZは「サレル・シテアル」が

代表的であるが，このほかに状態変化を表わす他動詞のこれらの形も，このZ

になりうる。

　（～サレルの例）
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　　　　　　　　　　　　　ニ　　ホン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ

　▽ソウイウ　アゲクニ（」）　巳：本ノ　国民ノ　知ラナイ　アイダニ（3＞　アノ　日本

　　ハ（s）　原水爆ノ　ii灘也二（Hl）サレテ　イル（z）。　（124一一3e一一17）

　（その他の動詞の例）

　▽コレモ（s）　モウ　ズイブン　イロンナ　モノニ（HI）作ラレテ　イマスネ（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－28－16）

　（ii）　 ！SH2Z／

　▽デ（T）　ワタクシバ（s）　幼児期ト　イウノハ　ヒトツノ　感椿形成ノ　時期ダト

　　（H2）　思ッテ　イマス（z）。　（126－10－2）

　▽ツギ附置（」）　ワタクシバ（s）　愛情デハ　ナイヵト（H2）思ウ（z）。（126－52一一7）

　　《ナニガ　H2の二次成分としてのS》

　▽池田サンバ（S）　コノ　トコロ（の　大イニ　低イ　姿勢デ（R）　「顎髭ニ　マズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　溢三）
　　知ラセル　　政：治ヲ」　ト（H2）　コウ（h2）　雷ッテ　　ォリ・マス（z）。　　（126－27－4）

　　洗）　rVト　コゥ，　tVト　コノヨウニ　などはH2の同格であるとみなす。　　（2・

　　　2・3ar隅格」参只輩）

　▽ワタシバ（S）　ソレハ　デキナイッテ（H2）イゥンデス（z）。　（134－13－6）

　▽＝・一　ミナサン（S）　笥子サンニ　キカレタ　パアイ（」）　ドウイウ　フウニ（H2）

　　オ讐エニ　ナリ・マスカ（z＞？　（138－24一・3）

　▽コレニ　対シテ（T）　ワタクシドモハ（S）　（略）　ソノ　発達ノ　i爽態ヤ　過程ヤ

　　段階ヲ　明ラカユ　シタイ，マタ　ソレガ　ナニニ　ヨルカ　ア　ソノ　条件ヲ

　　明ラカニ　シタイト（H2）考エマシタ（z）。　　（122－20－14）

　▽ダイタイ（T）　ソノー　ワタクシバ（S）　（略）　ソノ　単元ニハ　六種類　アルト

　　（｝12）　コウイウ　フウニ（h2）考エテ　イマス（z）。　　（123一一32一一15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユホソ　▽マー　ソノ　点デ　マー　全体的ニハ　非常二　日本人ニ　エー　親シイ　エー

　　好印象ヲ　持ヅテ　帰ッタト（H2）　ワタクシバ（S）　儒ジテ　オリマス（Z）Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（139－10－15）

　この骨ぐみのZになる盛立語は，たとえば，言語活動（イウ・話ス・書ク…

…）・思考活動（思ウ・考エル・ミナス……）感覚・知覚活動（感ジル……）な

どを表わす動詞や「見エル」などである。

　これらの動詞は，（「見エル」などを除き）／SM。H2Z／構：文のZにもなりう

る。（（1－1－1）（ii）128ページ参照）

　／SH2Z／のばあい，　H2は二次成分としてのSとZとを含んでいる（含み

うる）もの（いわゆる引用句）が多い。

　OAハ（S）　Bガ　Cダト（H2）イウ（思ウ・考エル・ミナス・感ジル……）（z）。

　このほかに，／SMヲH2Z／のZが，受身（蔵搬的な）・可能・～テアルの形
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になってできた，派生的な／SH2Z／がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　▽デー（T）　コラ（S）　マア（D）　要素的ナ　行キ方トモ（H2）言エマスネ（Z）。

　　（123－26－1）　〈←　（〃、　コレラ　・rVト　言ウ〉

　▽」＝・一　コノ　時ノ　ルターノ　立場ハ（S）　アー　批評スル　人ノ　コトバニ　ヨ

　　リマスト（コ評），キワメテ　コノ　自由サト　ソレカラー　モットモ　高イ　意味ニ

　　オケル　豪股サ，勇マシサニ　ミチタ　モノデ　アッタト　イウ　フウニ（恥）批

　　評サレマス（z）。　　　（137一一5一一14）〈e・Vハ　tV立場ヲ　t・uト　批評スル〉

　○天皇ハ（s）　昔ノ　憲法デハ（J）　神塁ニシテ　オカスベカラザル　モノト（H2）

　　規定シテ　アッタ（Z）。〈←rVハ　天皇ヲ　tV　b　規定スル〉

　（1－1）　昌的語　1

　（1・一1－o）補語　9

　（i）　　／SMヲz／

　この骨ぐみの述語になる自立語は，たとえば相手を必要としない動作を表わ

す他動詞および移動を表わす自動詞などである。

　（他動詞の例）

　▽デ（T）　ソレハ（S）　コノ　性質ヲ（M・）示シテ　イル　ワケナンデス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－26－13）

▽明ルイ　社：会ノ　…ヲ　考エル　バアイニ（J）　ワタクシタチハ（s）　賭イ　社会

　ヲ（Mヲ）　考エレバ　盛岡シイ（z）。　　（126一・53－12）

▽ソウスルト（T）　ソノ　立ッテ　イタ　男ガ（S）　「歩ケー？」ト　コウイウヨウ

　ナ言イ方ヲ（Mv）シマス（z）。　（122－17－10）

▽デ（τ）　普通ノ　人ハ（s）　ミナ（R）　コノ　ミッツノ　名マエヲ（M・）　持ッテ

　イル（z）o　　（126－17－2）

▽エー　一一esガ　イイ　カタ（S）注）チョット（T）　手（Mヲ）上ゲテ　クダサイ

　（z）o　　　　　（123－29－3）

　注）呼びかけ（D）　とみることもできる。

▽ジョンソンテノハ（Mの　ワタクシ（S）　知りマセン（z）。　　（122－10－1）

▽カレハ（s）　アノ　戦時中（J＞　東条内閣ノ　商工大駆モ（Mヲ）　勤メマシタ

　（z）o　　　（124－32－9）

▽ソシテ（T）　マタ（T）　使用老側モ（s）（略　r’vスル）　トコロノ　考工方モ（Mヲ〉

　コレマタ（T）　捨テナケレパ　ナリマセン（z）。　　（124－21・一17）

（自動詞の例）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニホン▽最近ハ（」）　アメリカノ　ジェット機ガ（S）　原爆ヲ　ダイテ（R）　田本ノ　上空

　ヲ（Mヲ）　バトyt　一ルシテル（z）。　　（124－31－4）
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　このほかに，／SZ（他動詞）／のZが使役の形になってできた，派生的な／S

M。Z／がありうる。

　○母親ガ（S）　子ドモヲ（Mv）歩カセル（Z）。〈←子ドモガ（S）　歩ク（Z）。〉

　（ii）　／s図二z／（ノ／M二sz／

　ある種のM、（たとえば，ありかを示すもの）は，Sより蘭の位羅にあるこ

とが多い。M、の下位ix分と並行して，調査が必要である。
　　ニ　　ホン
　▽臼本土モ（Mの．ソウイウ　人ガ（S）　オリマス（z）。　　（124－29一・10）

　▽朝ノ　疲レノ　ヒトツニ（lfr一）繊勤スル　トキノ　歩ク　速度ガ（S）　ゴザィマ

　　ス　（z）o　　　　（1、27－32－3）

　▽ダカラ（恥　コノー　学習濡動ト　イウ　モ／卜　経験ト　イウ　モノニハ蝋の

　　多少ノ　ズレガ（s）　アリマス（z）。　　（123－32－10）

　▽エー　フコニ（Mの　香料ガ（S）　イロイロ（R）　並ンデ　オリマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－15一・・14）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ
　▽サキホドモ　申シアゲマシ心心ウニ（T＞　戦後ノ　H本ノ　趨民ノ　アイダニハ

　　（Mの　ホン｝・ウニ　大キナ　カガ（s）　生マレテ　キテ　イル（z）。（124一・34－11）

　▽デ（「r）　コノ　ヤキモチハ（S）　総領ノ　オ子サv＝（Mの　トクニ（T）　規ワレル

　　ノデハ　ナイデシーvrウヵ（z）。　　（125－11－15）

　▽コチラニ（M⇒ゴマガ（s）　ハイッテ　オリマス（z）Q　（127－13－20）

　▽ソレユ　対シテ（tr）　＝t・一一　「カラ」「マデ」「二jト　イウ　フウナ　類ハ（S）

　　コウ　　「スル」ト　イウ　フウナ　形二（Mn）　接続イタシマス（z）。　（123－4一・・5）

　▽規在（J）　淑賢総理ハ（S）　ミッツナ　ミッツノ　大キナ　問題二（M・）工一　ブ

　　ツカッテ　オサマス（z）Q　（139－16－2）
　　　　　　　　　　　ぶ　ホソ
　▽コレハ（S）　＝一　日本語デノ　イワバ　自立スル　コトバ　イウノニ（M⇒　蝋タ

　　リマス（z）。　　（122－6一・18）

　▽トコロガ（饗）　コレ磨臼（Ms）　コノ　月旨肪力“（S）　夢稗哲二（R）　多イ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（138一一1－10）

　▽ソレデ（rn）　ワタクシドモノ　研究室ニハ（M⇒アー　心理学ヲ　担当シテ　イル

　　　　　　　　　　　　オオず　　ノ＼tiJ”（s）　　参し三’需窪二（R）　　多ウ　　ゴザィ・マス（z）。　　　（122－22－19）

　▽アデナウワーサソモ（＄）　ドチラカト　イウト（T）　ソレ＝；一（M⇒マー①）近イ

　　（z）o　　（139－14一一14）

　この骨ぐみのZになる自立語は，たとえば，移動・接近・接触・出現・存在・

関係などを規わす自動調，相手を必要とする自動詞，存在・関係・相手に対す

る心理状態などを表わす形容詞・形容動調などである。

　○太郎ガ（s）　花子二（M・）ホレタ（z）。　O太郎ガ（s）　イスニ（Mn）　　ヨリカヵ
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　ッテ　イル（Z）。　○参観者ハ（S）　コレニ（M⇒　サワッテハ　イケナイ（Z）。

　○太郎ハ（S）　花子二（M⇒　　夢中デ　　ァル（Z）○　○郵便：局ハ（S）　駅二（M斎）　近

　イ（z）。　OAハ（s）　B二（腋⇒　等シイ（z）。

　このほかに，／SM．M，Z／のZが，受身（直接的な）・可能・～テアルの形

になってできた，派生的な／SM．Z／がある。

　▽工一　ソレデ（T）　（略）　インド・パキスタン　ソレカラ　アフリカニ（M＝）重点

　　ガ（s）　置カレテ　ォリマス（z）。　（127一一5－15）
　　　　　　キユウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リツカイクゥ

　▽エー　憲法九条ノ　第二項ニハ（Mのアキラカニ（R）　コノ　陸海空ノ　軍ハ　持

　　タント　イウ　コトガ（S）　書イテ　ァルンデ　ァリマス（z）。　（134－11－5）

　さらに，／SM．Z／のZが，受身（直接的な）・可能の形になり，　SがM．に，

M，がSになってできた：，派生的な／SM．Z／がある。

　○太郎ハ（S）　花子二（M⇒　シカラレル（Z）。　○コンナ　コトハ（S）　ボクニモ

　（Ms）　ヤレル（2）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　玄た／SZ（霞動調）／のZが受身（めいわくの）・使役・～テモラウの形になって

できた，派生的な／SM。Z／もある。

　○母親ガ（S）　ヒトリムスコニ（M・）　先ダタレタ（Z）。　○母親ガ（S）　子ドモニ

　　　　　　　　　f’E）
　（M・）歩カセル（Z）。　○母親ガ（S）子ドモニ（Mの歩イテモラウ（Z）。

　注）　このばあいは　／SM，Z／の方がしぜんであろう。

　なお，／SM．Z／／SM、Z／のZが受身（間接的な）になってできた，派生

的な／SM。Z／もありうる。

　○花子ハ（S）太郎二（Mの　ホレラレタ（絶交サレタ）（Z）。

　（iii）　　／s　Mへz／

　M．の機能はM。の一部に相当する。／SMへZ／は／SM．Z／に，含めるべきか

もしれない。

　▽ワタクシハー（S）岐阜市へ（Mへ）　イママデニ（」）　二回（R）　参ッテ　オリマ

　　ス（z）o　　　　（王33－1一一1）

　▽ミナサンガタハ（S）　モウ（」）　マア（D）　中学校グライノ　トコPへ（Mへ）　イ

　　ッテラッシャル（z）。　（122－8－2）

　（iv）　／SMカラz／（ノ／Mカラsz／

　この骨ぐみのZになる窪立語は，移動・出現・分離・成立・関係などを表わ

す輿動詞，関係を表わす形容詞・形容動詞などである。

　▽コノ　勤勉サガ（S）　ドコカラ（Mヵラ）幽テ　クルカト（z）。　（137－6－16）
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　○窓カラ（Mヵラ）　ガラスガ（S）　ハズレル（Z）。　　○台風ハ（S＞　南：方カラ（Mヵの

　ヤッテ　クル（z）。　　○人カゲガ（S）　曲りカドカラ（Mヵラ）現ワレル（Z）。

　OAハ（s）BトCトカラ（Mヵラ）デキテイル（z）。　○郵便局ハ（s）駅
　カラ（Mヵの　遠イ（離レテ　イル）（Z）。

　このほかに，／SMヵラMヲZ／のZが，受身（直接的な）・可能・～テアルの形

になってできた，派生的な／SMヵラZ／がある。

　▽コノ　電器材料ナンカニ　使ウ　ベーークライト（D）　コレハ（S）　石炭酸ト　vY　一

　　ホルマリンナドカラ（Mヵの　作ラレル（z）。　　（127－27一一7＞

　▽デ（T）　十二以一ドノ　作品二　顔ヲ　出シテ　イル　程度ノ　モノハ（S）　コノ
　　ヒョウ
　　蓑カラ（Mヵの　省カレテ　イル（z）。　　（122－4－16）

　▽ソシテ（T）　ソノ　水分が　奪ワレルト　イッショニ（」）　カラダノ　ナカカラ

　　（Mヵラ）塩分ガ（s）　奪ワレテ　イク（z）。　　（126－40一一1）

　○市場カラハ（彊ヵラ）　ミカンガ（S）　運ンデ　アヅタ（Z）。

　さらに，／SM．Z／のZが受身（直接的な）・～テアルの形になり，　SがMヵラ

になってできた，派生的な　／SM。，Z／もある。

　○電脳ラハ（Mヵラ）スデ＝（」）　準備資金ガ（s）　発送サレテ　イタ（z）。

　（v）　　／SMトZ／

　　　　　　　　シぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニロ
　▽デ（T）　コノ　Cノ　コトガデスネ（s）　Aトモ（Mト）結ビックンデス（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－27－1．）

　▽デ（T）　コレハ（S）　チョット（R）　ソノ　7Y　一　ポリエチレント（Mト〉ヨク〈R）

　　1以テ　オリマス（z）。　　（127－28一・17）

　▽ソレカラ（T）　マア　「ユクダロウ」ト　イウ　フウナ　想像スル　言イ方モ（S）

　　ヤハリ（T）　今　申シマシタヨウナ　意味デ（」）　ソレト（Mト）　同質デ　アリマ

　　ス（z）。　（123－9議）

　この骨ぐみのZになる体面語は，たとえば，比較・関係・相互的な動作を表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
わす自動詞や関係を表わす形容詞・形容動詞・名詞などである。

　○太郎ハ（s）　花子ト（Mト）　結婚スル（z）。　OAチームガ（s）　Bチームト（M卜〉

　試合スル（z）。　○太郎ハ（s）花子ト（M卜）友ダチダ（z）。　OAハ（s）　Bト

　（Mの　問ジダ（z＞。

　　注）　Mトの表わすことがらは，Sの二次成分としても表現される。このぼあいの

　　　骨ぐみは／SZ／になる。

　　　○太郎ト　花子（ト）ハ（S）　結婚スル（友ダチダ）（Z）。

　このほかに，／SM，M、Z／のZが，受身（直接的な）・可能・～テアルの形に
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なってできた，派生的な／SM、Z／もありうる。

　○太郎丸（S＞　花子ト（Mト）　結バレタ（Z）Q　　O太郎ハ（S）　次郎ト（Mト）　圭ヒ較

　サレル（z）o

　（iv）　　／SMデZ／

　この構文の例に二は，次のようなものがありうるだろう。

　○人間ノ　カラダハ（S）　大部分（R＞　水分デ（Mデ）デキテ　イル（Z）。

　○会場ハ（S）　入デ（Mデ）　イツパイダ（Z）。

　このほかに，／SM。M，Z／のZが，受身（直接的な）・可能・～テアルの形に

なってできた，派生的な／SM。Z／がある。

　○コノ　着物ハ（S）　ガラスデ（Mプリ　作ッテ　アル（Z）。　　○琉在デハ（J）　ガ

　ラスデモ（Mデ）　着物ガ（S＞　作レルソウダ（Z）。　　○東京ノ　空ハ（S）　ヨゴレ

　タ　空気デ（Mデ）　ミタサレテ　イル（Z）。

　（1－1一わ　補語　董

　（D　ISMv　Ki　Z／

　この骨ぐみのZになる自立語は，スルが代表的であるが，そのほかに，たと

えば変エル，ナオス……など状態変化を表わす他動調がこれになる。

　○今度（3）　彼女ハ（S）　髪ヲ（Mの　アップニ（H…）　シタ（Z）。　○組舎ハ（S＞　彼

　ヲ（Mの　委員長二（恥　シタ（z）。　○彼女ハ（s）　顔ヲ（M・）赤ク（Hl＞　シタ

　（z）。○大蔵省ハ（s）　千円札ヲ（M・）　新シイ　デザインノ　モノ：CHI）　切り替

　エルソウダ（Z）o　　O彼女ハ（S）　着物ヲ（Mヂ　マッカニ（Hl）　染メタ（Z）。

　（＃）　／S　M，　H，　Zf

　▽ワタクシバ（S）　人闘関係ト　イウ　モノヲ（Mヲ）　基礎的ニ　マー　ソンナ　ア

　　一　コノ　　「屠ノ　　トドク　カ・ギリ，声ノ　トドク　カギリ」ト　イウ　フウナ

　　アー　ツナガリデ　デキテ　イル　状態ダト（H？）　マー　コウイウ　フウ＝（h2）

　　思！ゴマス（z）o　　　　（126－48－9）

　この骨ぐみのZになる自立語は，たとえば書譜活動，思考活動，感覚・知覚

活動のうち，主として，判断・評価・命名などを表わす他動詞である。

　○彼ハ（s）　黒ヲ（M・）白（ダ）ト（H2）　主張スル（z）Q　O彼ハ（s）　慈分ヲ（M・）

　秀才ダト（H2）　考エタ（Z）o　　Oワレワレハ（S）　コノ　貌象ヲ（My）　放：電ト（H2）

　呼ブ（Z）。　　○社長ハ（S）　コチラノ　製品ヲ（Mv）重ク（H2）　ミタ（Z）。

　　補注）　Mヲで表わされることがらは，恥のこ次成分としてのSでも表わされる。

　　　（（1－o－1）　（ii）　／SH2z／参1照）

　〈iii）　／S　M．　H，　Z／
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　この骨ぐみには，たとえば／SHIZ／のZが受身（めいわくの）・使役・～テモ

ラウの形になってできた派生的なものがある。

　○彼ハ（S）　オィニ（Mの　アトトリニ（HD　ナッテ　モラッタ（Z）。

　○彼ハ（S）　ムスコニ（Mの　アトトリニ（Hl）　ナラセタ（Z）e

　O彼ハ（s）　妻二（Mの　病気二（Hl）　ナラレタ（z）。

　（iv）　　／S　M．　H2　Z／

　○彼ハ（S）　墾潅二（Mの　　（ノト（H2）　書イタ（Z）。

　○彼ハ（S）　彼女二（Mの　tVト（H2）　書イタ（Z）。

　このほかに，／SH，Z／のZが，受身（めいわくの）・使役・～テモラウの形

になってできた，派生的な／SM。H2Z／がある。

　○太郎ハ（S）　次郎二纐⇒　花子ガ　病気ダト（H2）　思ワセタ（思ワレタ・思ヅテ

　モラヅタ）（Z）。〈卿次郎ハ（S）　花子ガ　病気ダト（H2）　思ッタ（Z）。〉

　さらに，／SM　r－M．，　H2　Z／のZが，受身（鷹接的な）・～テアルの形になって

できた，派生的な／SMr．　H2　Z／もありうる。

　○遣言ハ（S）　ノートニ（Mの　遺産ハ　ダレニモ　ヤラナイト（H2）　書キツケテ

　アッタ（z）。＜e彼ハ（S）　ノートニ（Ms）　悔言ヲ（M引　遺産ハ　ダレニモ　ヤラ

　ナイト（H．）　嚢警キツケタ（Z）o＞

　（ト2）　員的語　L

　（1－2－9）　補語　o

　（i）　　／sM．．Mvz／

　この骨ぐみの述語になる蟄立語は，た：とえば相手を必要とする動作・移鋤動

作・生産・発見を表わす他動調などである。

　▽＝ンドー（J）　ソビェトノ　政府ガ（S）　コノ　問題ニ　ツイテー（」）　岸政府二

　　（瓢の　申シ入レヲ（M・）　イタシマシタ（z）。　　（124－30－18）

　▽隅一　コレニ　ツイテハ（J）　コノ　ウ　「言語生活」ト　イウ　雑誌ノ　三月弩
　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤジ　　ニ（Mの　ワタクシドモノ　仲間ノ　宮地所員ガ（S）　エー　　「話シコトバノ　文

　　法」ト　イウ……イヤ「話シコトパノ　：文」ト　イウー　モノヲ（Mの書イテ　ナ

　　リマス（z）。　　（122一一14－29）

　　　　　ニ　ホン　▽過去ノ　臼本ニ　オケル　封建的ナ　（コノ）　過虫ノ　歴史ヲ　フリカエル　トキ

　　ニ（J）　ワタクシタチハ（S）　賭イ　社会ヲ（Mワ）　ココニ（醜）見イダス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－53－13）

　このほかに，／SMヲZ／のZが，受身（めいわくの）・使役・～テモラウの形に
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なってできた，派生的な／SM．．M。Z／がありうる。

　○花子ハ（S）　太郎二（M⇒　次葦1ロヲ（翰）　ナグラレル（ナグラセル・ナグッテ　モ

　ラウ）（Z）。　＜←太郎ガ（S）　次郎ヲ（Mヲ）ナグル（Z）o＞

　（ii）　　／s酬ヵラ　Mワ　zノ

　この骨ぐみのZになる自立語は，たとえば移動・分離・生産を表わす他動認

相手から作用を受ける動作を表わす他動詞などである。

　○スリガ（S＞　太郎カラ（Mヵの　サイフヲ（Mヲ）　ウバウ（Z）。

　○太郎ハ（s）　花子カラ（Mヵ・）年賀状ヲ（M・｝モラウ（z）。

　○太郎ハ（S）　花子カラ（Mヵラ）英語ヲ（Mヲ）教ワル（Z）。

　○太郎ハ（S）　窓カラ（Mヵラ）　ガラスヲ（蔵の　ハズス（Z）。

　○太郎ハ（S）　木片カラ（Mヵラ）舟ヲ（Mヲ）作ル（Z）。

　このほかに，／SM，Z／のZが～テモラウの形に．なってできた，派生的な／S

MヵラM。Z／もありうる。

　○花子ハ（s）　太郎カラ（Mヵラ）次郎（M・）　シカッテ　モラウ（z）。〈←太郎ガ

　（S）　次郎ヲ（Mv）　シカル（Z）σ〉

　さらに，／SMヵラM，Z／のZが受身（閥接的な）になってできた，派生的な／S

M。，M，Z／もありうる。

　○太郎ハ（s）　スリカラ（Mヵラ）サイフヲ（Mヲ）ウバワレタ（z）Q

　　補注）　（1－2一一〇）の型には，さらに次のような骨ぐみもありうる。

　　（i）　／s　M，　ML　ZI

　　　これは，／SM．Z／のzが使役の形になってできた，派生的なものである。

　　　○花子ハ（S）　太郎ヲ（Mヲ）郵便局二（Mの　行カセル（Z＞。　　＜e太郎ガ（S＞

　　　郵｛更四二（Mの　行ク（Z）。〉

　　　こ蜻ぐみは・M・とM・とがzに対してus，ttZという齢礁・ている（すな

　　わちM。の方がM，より述語にちかい位麗にある）ものと思われる。この点で本文

　　129ページにあげた　／SM．M。z／が，　M二MヲZであるのと区別される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巴
　　（li）　／S　M一　M一　Z／

　　　これは　／SM．　ZノのZが，使役・tVテモラウの形になってできた，派生的なもの

　　である。

　　　○次郎ハ（S）　太郎二（M・）郵便局二（M⇒　行カセル（行ッテ　モラウ）（Z）。

　　　　〈炉太郎ガ（S）　郵便局二（M⇒　行ク（Z）。〉

　　　このばあいも，新たに生じたM二が，はじめからあるMnより前に位置する。

　　同様の派生によって，／SM。Mヲz／から／SM。M。Mヲz／の骨ぐみも作られうる。
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　　○次郎ハ（S）　太郎二（Mの　郵便局ユ（臨）金ヲ（Mヲ）アズケサセル（アズケテ

　　モラウ）（Z）。〈pa勾玉ガ（S）　郵便局＝（M・）金ヲ（My）アズケル（Z）。〉

　（2）主語　2

　これは，いわゆる総主のある骨ぐみである。この構文では，2っの主語は，

述語を介して

　　　　st　s　z
　　　　l　1一

のような関係にある。すなわち，いわゆる総主（Sりは，部分主語（S）と述語と

のくみあわせ（SZ）全体と関係しているのであって，直接に述語だけと関係

しているのではない。この骨ぐみでは，場面・文脈の助けを借りないばあい，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滋）
部分主語がなければ，意味が不明であるばあいが多い。（「象ハ　鼻ガ　長イ。」

に対する「象ハ　長イ。」など。）だから，S’に対してはSZのくみあわせ全体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2）
が述語となっている，とみるべきかもしれない。

　　注1）この種の骨ぐみには，

　　　○ヘビハ（S’）　カラダガ（S）　長イ（Z）。

　　　のように，Sがなくても意味を持つものもある。この意味での「ヘビハ　長イ」

　　　を／s’sz／のsの省略されたものとみることは無理だろう。むしろ，　「カラダ

　　　ガ」は任意的な成分であって，このS’SZはSZに部分主語が補充されたものと

　　　みる方が常識的であろう。しかし，いまのところ，

　　　　象ハ　長イ。

　　　　ヘビハ　長イ。

　　　のちがいを問題にするだけの根拠をもっていない。

　　注2）この調査では，通説に従って主語を認定したために，この種の骨ぐみを主語

　　　2っの骨ぐみと扱うことになったが，これはあくまでも便宜的な扱いである。

　（2一の　目的語　o

　（2－0－0）　補語　6

　／s，　s　z／

　この骨ぐみでは，Zになる避暑語の性格に特徴があるようである。資料から

は判断できないが，便宜上，いくつかに分けてあげる。

　この骨ぐみの，S’のことがらとSのことがらとは，たとえば，全体と部分，

一般と特殊，主体と属性・動作・生産物，あるものごとのありかとそのものこ
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と，その他いろいろな関係にあるようである。

　（形容詞の例）

　▽子ド・モタチハ（S’）　感受性ガ（s＞　強イ（z）。　　（124－21－3）

　▽最後ノ　　モノハ（S’）　　意味ガ（s）　狭イ（z＞o　　　（122－7－3）

　▽コレハ（S’）　（タイヘン）　タシカニ（T）　文章ガ（s）悪インデス（z）。（134－4－10）

　▽コトシノ　冬ハ（Sノ）　ズイプン（R）　寒サガ（S）　キビシイヨウデスネ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（138－13－2）

　▽トコロテ（T）　コノ　オ　セルロイドト　申シマスノハ（S’）　コノ　オ原料ハ（S）

　　綿ナンデスネ（z）。　　（127－25－8）
　　オツト
　▽夫ダケハ（S！）　姦通ッテ　イウ　コトハ（S）　ナイ（z）o　　（134－22一一王7）

　　ワタ
　▽綿ハ（S’）　ソンナ　コトハ（s）　ナイ（z）。　　　（王27一・25－13）

　▽エー　ヒナF’　iJガ（S！）　蛋白質ガ（s）　ナイ（z）。　　（138－1－7）

　▽エ　 コノ　｝順番ハ（S’）　ドレガ（s）　イイデスカナ（z）。　　　（123－29－8）

　▽ヤハリ（T）　天皇ハ（Sつ　ソウイウ　国事二　関係シナイ　ホウガ（S）　イイ

　　（z）o　　　　（134－9－5）

　（アルの例）

　▽コッチノ　ホウノ　アツ…　冷タイ　ホウハ（Sつ　コノ　非常二（R）　弾カガ（S）

　　アリマスヨ（z）。　　（127－26一一4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　シの　▽コレハ（S■）　非常二（R）　ビタミンCガ（s）　アルンデス（z）。　　（138－5－12）

　▽子ドモノ　読書ノ　コトデハ（J）　ワタクシタチハ（sノ）　イロイmト　心配ナ　コ

　　トガ（S）　アリマスネ（z）o　　（126一一1－7）

　▽普通（3）疲レハ（sノ）　気分ノ　神経ノ　疲レト，ソレカラ　手や足ヲ　使ウタ

　　メニ　残ル　局部疲労トガ（S）　ゴザィマス（z）。　　（127－32－8）

　▽エー　ワタクシバ（Sつ　（略）　ソウイウ　気持チハ（S＞　モウ（T）　モウトウ（T）

　　ゴザイ・マセン（z）。　　　　（124－5－28）

　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　▽（略）　コレハ（Sノ）　（略）　アノ　行キ方ヲ　フタタビ　クリカエス　危険ガ（S）

　　タプンニ（R）　アルノデ　ゴザイマス（z）。　（124－21－8）

　▽財源（SまたはT）　ケヅシテ（T）　不虜由（s）　ゴザイマセン（z）。　（124－26－2）、

　（可能動詞の例）

　　　　　　　　　　　　　　イチゴソ
　▽シカシ（T）　政府ハ（S’）　一月モ（a）　ハッキリシタ　コトハ（S）　イエナイ

　　（z）o　（124－31－1）

　▽シカシ（T）　ミナサン（D）　惣由民主党ト　岸政府バー（S！）　コウイウ　世界ノ

　　大キナ　移り変ワリ，発展ト　イウ　モノガ（S）　ドウシテモ（T）　ワカリマセソ

　　（z）o　　　　（124－3G一一5）

　（異同を表わす動詞の例）

　▽ワタクシタチハ（Sノ）　エー　ヒトソレゾレニ　ヨリマシテ（J）　暑サニ　対シマス
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　　ル　抵抗力ハ（s＞　異ナッテ　オリマス（z）。　　（126－38一一6）

　▽デ（T）　ソレニ　対シテ（」）　コノ　強サノ　ホウハ（S！）　コノ　山ノ　高サガ

　　（S）　コウイウ　フウニ（Rまt：はHr）違ッテ　オリマス（z＞o　　（122－18－7）

　（その他の動詞の例）

　▽ソレカラ（勤　タワリシチッテ　イウ　ホウハ（S’）　グット（R）　オー　ソノ　第

　　三期二（の　エー　用例ガ（s）　フエテ　ィル（z）。　　（12P“一5－16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハケイ　▽ソレカラ（臼摩）　ナオ（勤　ウー　コノ　機械デ　エー　トラユラレマス　波形ハ

　　（Sり　エー　無声音ノ　バァイニハ（J）　コノ　山ガ（S）　デテ　マイリマセン

　　（z）e　　　　　（122－18一・25）

　（2－fi－1）　補語　董

　／s’H2sz／

　このばあいも，SZのむすびつきが強く，S’やH2に対して，　SZが述語的に

なっている。成分のあらわすことがらの序列は，

　　　　S’H，，　S　Z
　　　　　　　｛　l　l
　　　　　　　i　　i
　　　　　　　　　…

のようになっているとみられる。

　▽コレハ（Sつ　イッタイ　ナンノ　園答ナンカ（H2）　ヨク（R）　ワカランデスネ
　　　　　　　　　　　　　　　　　謹）
　　（z），　　意味ブゴ（s）o　　　（124－31－7）

　　注）　この用例では，SがZのあとに，補充的に添加されている。ふつうの語順と

　　　しては，Sは斑とZのあいだに位罎するものと思われる。

　（2－1）　目的語　1

　（2－1－9）　補語　B

　このばあいも，SZのむすびつきが強く，S’やMに対して，　SZが述語的に

なっている。

tt i｝）　　ノSt　M．　S　Zノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　▽エー　コウイウ　コトニ（M．）　ワタクシドモハ（S！）　気ガ（S）　ツキマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－17一一8）

　　注）この文では，M．S’SZという語願になっているが，ふつうは，　S’M．　SZの順で

　　　あろう。なお，「気ガ　ツク」は，イディオマティックなものであろう。

　次の例は，／SM。MヲZ／のZが可能の形になってできた，派生的なものであ

る。

　▽アー　ソウイウ　意味デ（」）　ワタクシタチハ（Sり　アー　天皇元首論テ　イウヨ
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　　ウナ　モノ＝（Mの　アマリ（RまたほT）　イー　岡情ガ（S）　デキナイノデ　アリ

　マス（z）o　　　　　（王34－10－8）

（VI）　　／s’MトSZ1

　▽エー　シカシ（T）　ソノ　コトハ（Sつ　マタ（T）　Aノ　コトト（Mト）関連ガ（s）

　　ナイ　ワケデハ　ナイ（z）。　　（123－26一・14＞

　補注）なお，次のような例があった。

　　／s”s’sz1

　　▽コショウナンカバ（S”）　最後ニ　オフリニ　ナヅタ　ホウガ（S／）　カオリガ

　　　　（s）　ヨイ（z）o　　　（127－21一・7）

　　▽柿モ（S”）　（略）　コノヨウニ　コノ　ウー　千シ柿ニ　イタシマシタノハ（S！）

　　　　　　　シの　　　　ビタミンCハ（s）　ポトンド（り1］）　ゴザイマセン（z＞。　　（138－5－14）

　　　これに似たものとして，次のような文もありうるだろう。

　　　○ボクハ（S”）　ベッドノ　ホウガ（S！）　カラダガ（S）　休マル（Z）。

　　　O今度ノ　講演会ハ（s”）　Kサンガ　講演シタ　ホウガ（s！）　聴衆ガ（s）　喜ブ

　　　　ダロウ（z）o

（9）主語　o

主語のない述語構文には，

　　（a）溝造上主語を必要としないもの（主語を入れる余地はない）

　　（b＞述語が複合述語の形式的部分にちかくなっているために，それに対応

　　　する主語がなくてよいもの（主語があれば，その述語は，独立の述語に

　　　なる）

　　（c）幽魂の他の条件（衰齢意図，敬譲表現，組織を表わす状況藷，数量を

　　　表わす連用語など）で，主語がなくてもよいもの（主語を入れる余地は

　　　ある）

　　（d）場面・文脈などで主語が臨階的に省略されたと認められるもの

などがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傑

　ここでは，（a）のばあいだけをあげる。

　（b）については，2・2・3f「複合述語的な構文」の項でとりあげる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1主）
　（C）（d）については，今のところとりあげる段階にいたっていない。

　　注）構文の項でとりあげなかった（c）とくd）の例をすこしあげておく。

　　（C）の例「

　　（述語の表現意図・敬譲により主体が明らかなばあい）
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▽ドウゾ　ヨロシク　壁塗イ　イタシマス。　　（127・一31－5）

▽ソレデ　コノ　週聞ニハ　ソコヲ　トクニ　強調シタイ。　　（126－44一・15）

▽ソレデハ　シタゴシラエヲ　ドウゾ　ゴ覧クダサイマセ。　　（127－31－11）

▽『ノンチャン　雲ユ　乗ル』ヅテ　イウ　童話　ゴ存ジデショウカ。（126一一1－5）

（文内の他の成分により主体が明らかなばあい）

▽（略）　コウイウ　モノモ　全部　保健所デ　ヤヅテル　ワケデス。　（125一・29－8）

▽シカシ　コノ　照百万円ジャ　ナントシテモ足りマセン。　　（124－4－26）

▽エ　一一　コレデ　ヤク　十薫分グライ　カカリマスデ　ゴザイマショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－8一一13）

▽コウイウ　トキニ　アタリマシテ　池田霜ガ　多数ノ　投票ヲ　獲得セラレマシ

　テ　新総裁ニ　ゴ選任ニ　アイナリマシタ　コトハ　池田クン　ゴ本人ハ　申ス

　ニ　オヨビマスマイ，ワレワレ党眞トシテモ　マタ　鷹民トシテモ　マコトニ

　慶祝ニ　タェマセソ。　　（127－35－6）

（d）の例

（池田首相が話題になっている：文脈の中にある次のような文）

▽サテ　ソノ　実家ハ　作り酒歴デ，女五入，男フタリノ　末ッ子。ワガママ放題

　ノ　子ドモダッタラシイ。小学校デハ　スモウノ　スキナ　アバレンボウデ，タ

　イヘン　マケズギライ。シカシ，点取り虫デハ　ナカッタケレドモ，勉強モ　デ

　キタラシク，級長ヲ　続ケテ　イタソウデス。　　（126－22－5）

（匹。）　目的語　o

（o－o唱）　補語　fi

IZI

（i）あいざつ，謝意，祝意の表現

▽オハvaウ　ゴザイマス（z）。　　（125－18－2）

▽アリガトゥ　ゴザィマス（z）。　（126－53－19）

▽アリガトウ　ゴザイwシタ（z）。　（126－50－15ほか）

▽ドウモ（T）　アリガトウ　ゴザイマシタ（z）。　（124一一7－27ほか）

▽ドウモ（T）　杉先生（D）　アリガトウ　ゴザイマシタ（z）。　（127－31－6）

▽エ　キョウハ（の　オメデトウ　ゴザイマス（z）。　（124－15－1）

▽エー　タイヘン（R）　キョウ・・（」）　オメデトゥ　ゴザィマス（z）。　（124－10－3）

　これらは，表現意図の面でも，②の判断叙述の表現から⑨コミュニケーショ

ンの成立に関する表現へとちかづいている。溝鼠の面でも，Sがはいりえなく

なっている。R，∫もあまり自由ではないようだ。

　文末の形式も，「ゴザイマス・ゴザイマシタ」に限られていて，「ゴザィマ
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セン，ゴザイマショウ」などとはならない。ZからDへちかづいているものと

みられる。とくに「オハヨウ　ゴザイマス」は，R，　Jさえつかず，過去の形

もなく，もっともD的である。

　なお，資料にはなかったが，「オハヨウ」rアリガトウ」など，「ゴザイマ

ス」をつけない表現が一方にあって，これらとていねいさの上で対立してい

る。このような対立の形式は一般の述語構文にはなく，特殊なものである。

　なお，次のようなものも，（独話にはあまり現われないだろうが）この類にち

かいだろう。

　○スミマセン。　○失礼シマス。　○申シワケ　アリマセン。　○イラッシャイマセ。

　○ゴ免下サイ。　○出帰リナサイ。

　（の　応答の表現に準じる丈

　▽」・・一　ソイジャ　挙手デ　願イマショウカ？　（略）　エ　一番ガ　イイ　カタ，チ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　　ヨッF　手　上ゲテ　クダサイ。アー。ソーデスカ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハイ。　ワカリマシタ。エー

　　二番ガ　イイ　カタ，ドウデスカ？　二番ガ　少ナイネ。ハイ。エー　三番ノ　ィ

　　イ　カタ。ハイ。ワカリマシタ。　　（123－29－4）

　　注）「ソゥデスカ」も，やはり同じ類の蓑現である。ただし，こちらは，蓑環意図

　　　の項で，「④応答の蓑現」と位置づけられているので，ここでは，独立語とみな

　　　した。

　（a－9－1）　補語　1

　！H2　Zノ

　この骨ぐみは，／SH，Z／のZが～テアルの形または受身（薩接的な）の形に

なったために，Sが消えたものである。

　▽ソレハ　教育ノ　目的デ　アリ　内容デ　アリ　方法デ　アルト（H2）　書イテ　ア

　　リマスネ（z）。　（123－30－11）　《ナニユ・ドコニ（M⇒》

　▽観察臼記ハ　ドウ　ツケタラ　イイカナンテ（H2）　書イテ　アンデス（Z）。

　　（123－33－2G）　《ナニニ・ドコニ（M⇒》

　▽教育ノ　目的モ　経験ナンダシ　ソレカラ　内容モ　経験ナンダシ　方法モ　経験

　　ナンダト（H2＞　コウ（h2）　書イテ　アリマス（z）。　（123一・30一・12）《ナニニ・ドコ

　　ニ（Ma）》

　▽コレが池田サンノ　人間ノ　変ワル　第一ノ　転機ダト（H2）　イワレテ　オリマ

　　ス（z）o　　　（126－23－12）

　▽ソレバカリデ　ナク（T）　コノ　状態ガ　半年モ　続キマスト　中小企業ノ　アイ

　　ダカラ倒産スルモノが続出スルダロウト（H2）　イワレテオリマス（Z）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－31－20）
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　（9－1）　舜的語　1

　（fi－1－1）　補語　1

　／眺縫2z／

　この骨ぐみは／SM．H2Z／のZが～テアルの形になったために，　Sが消え

たものである。

　▽憲法第N条ニハ（Mn）　天皇ハ　国民統合ノ　象微ト　スルト（H2）．書イテ　アル

　　（Z）．　（134一一3－9）

　なお，次のものは，上のZの自動詞的な表現であって，やはり，主語はいら

ないようである。

　▽エー　昭和二十六年度捲導：i要領ノ　小学校編ナンカニハ（Mの　コウイウヨウナ　モ

　　ノガ　単元ダッチ（N2）　出テ　イマスネ（z）。　（123－34－2）

　補注）なお，資料には現われなかったが，Mフを含まない／S＿ZノのZが可能の形

　　になり，SがM．なってできFた，派生的な骨ぐみとして，主語のない／M．＿Z／h：

　　ありうる。

　　／M。Z／　○霜二（Mの　蒼メートル　十一秒デ（R）　走レル　モノカ（z）。

　　ノM．簸。z／0鱈二（M⇒　アメリカニ（Mの　行ケルカ（z）。

　　／M。M。，Z／Oig　：ナラ（fy｛・）　ヒトリデ（R＞　ココカラ〈Mヵラ）　帰レルヨ（z）。

　　この派生酌な醤ぐみで薪しく現われるM。で表わされる人は，S（～ハ，～ガ）て

　も表現される。M。によって袈競されるばあいには，文の表現意図あるいは，　M轟の

　陳述約変容に，ある種の制約ないしは傾向があるようである。たとえば，「君ニ　ヒ

　トリデ　コUカラ　帰レマス」とはいわないようである。

　b　拡大

　これは，骨ぐみに拡大成分を加えて，拡大構文を作ることである。これには

連用語による拡大と状況語による拡大とがある。拡大構文にも陳述的変容があ

るが，やはりここではそれは無視される。

　（1）　連山語拡大　R／．．．z／

　厳密な下位区分はまだできていない。便宣上いくつかにわけて例をあげる。

　（1）　ようすを表わす遼用語による拡大

　これは，動調述語の溝文に二現われる。形容詞・形容動詞述語や名調述語の構

文には理われないようである。

　▽マー　曹ハ（」）　ソノ　ナカデ　イイ　知識ダケヲ（Mヲノ　系統的二（R）　与エタ

　　（Z）．　（123－31一一22）
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▽マー　コウイウ　等軸ガ（s）　非常ニ　一生懸命二（R）　ヤッテ　クレタ　ワケデ

　アリマス（z）。　（124－5一一5）
　昌　ホソ　　　　　　　　　　　　　　　　コソ昌チ

▽H本ノ　国民バー（s）　今臼（」）　非常二　大キク（R）　変ワリマシタ（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－32－16）
▽ソウ’ Cタシマスト（T），コチラノ　ソースト（Mト）　ヨク（R）　アウンデ　ゴザ

　ィマス　（z）o　　　（127－17－15）

▽ダンダン＝（R）　顔ヲ　ダス　作品ノ　数ガ（S）　少ナク（H・）　ナッテ　エー　マ

　イッテ　ォリマス（z）。　（122－4－15）

▽オゲンキデ（R）　オハタラキニ　ナヅテ　クダサイマセ（z）。　（127－33－8）

▽今（」）　世界ノ　状態ハ（S）　ドンドン（R）　変ワリツツ　アリマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124・一30－3）

▽ソシテ（T）　エ　タクサンノ　舎成樹脂製品ガ（S）　アトヵラ　アトカラト（R）

　作りダサレテ　オリマス（z）。　（127－24一一2）

▽サテ（T）　コウシタ　子ドモノ　ヤキモチヲ（Mヲ）　ドウ（R）　取り扱ッタラ　ヨ

　ロシイノデショウヵ（の。　（125－13－20）

▽コリャ　マ＿（T）ホントニ（T）　コノ　トォリニ（R）使ヅテ　イマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（玉24－19－8）

▽今（」）　アメリカノ　人ロバ（S）非常ナ　イキオイデ（B）増煎シテ　オリマス

　（z）o　　　　（126－30－20）

▽エー　ソイジャ（T）　挙手デ（R＞　願イマショウヵ（z）。　（123－29－1）

▽エピトカ　ソレカラ　ピーマンナンカモ（Mの　ナマデ（R）　イタダキマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－20－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ▽最近ハ（」）　アメリカノ　ジェット機ガ（S）　原爆ヲ　ダイテ（R）　日本ノ　上空

　ヲ（Mの　パトロール　シテル（z）。　（124－31－4）

▽ガマン　シテ（R）　ポント　トビツク（z）。　（126－14－3）

▽エー　タトエパ（T）　子ドモガ（S）　ナニカヲ　オー　ミツケダシタ　トキニ（」）

　コウ　藏ヲ　輝カシテ（R）　ソノー　ナニカ（T）　報皆ヲ（Mヲ）スル（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－35－IG）
　　　　　　　　　　　　　　ジユウサソ
▽コウイウ　コトガ（S）　戦後　十三年間ニ　ワタリマシテ（」）　イヅカンシテ（R）

　ヤラレテ　マイリマシタ（z）。　（124－34－2）

▽コンナ　フウニ　マー　イmイロ　トリアワセテ（R）　メシアガッテ　イタダキタ

　イ　ワケデ　ゴザイマス（z）。　（127－21－8）

▽デ（T）　シマスト（T）　ヒトリノ　若イ　オカアサマガ（S）　アカンボウヲ　カカ
　　　　　　　　　ゴ　サイ　ジ
　ェテ（B）　アトデ五歳児トワカヅタノデスケレドモ　ウエノ　オトコノ　オ子

サンニ　マー　スカーFヲ　ヒヅパラレナガラ（R）　ハイヅテ　イラヅシャイマシ

タ（z）o　（125一・10－4）
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▽ソレヲ　ウマソウダナート　思イナガラ（B）　エー　歩イテ　ィル（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－22－16）
　　　　　　　　　シ　ホウ
▽コウシテ（Il）　工　四方ヲ　カエシナガラ（n）　焼イテ　イタダキマシコウ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－13－2）

㈹　　道具・手段を表わす連囲語による拡大

▽エー　ソウイウ　コトガ（S）　アー　コレデ　モッテ（R）測レルワケデス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－40一一12）

▽ショウガト　オショウユ（一）デ（B）　エ　サッパリト（R＞　召シ上ガヅテ　イタダ

　キトゥ　ゴザィマス（z）。　（127・一11－7）

▽コウシテ（R）　コレデ（B）　ヨク（R）　アタル　ワケデ　ゴザイマス（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一一13－23）

▽（略）　エー　ワレワレ　ナカマノ　水谷所員ガ（S）　チラバリ痩ト　イウ　コトパ

　ヲ　使イマシテ（R）　エ　レインジニ　カワル　ヒトツノ　考エカタヲ（Mの　試

　ミタ　ワケデ　アリマシタ（z）。　〈122一一5－5）

▽＝一　ダイタイ　ソウイウヨウナ　コトヲ　オ・・nd　メヤスニ　シテ（R）　エー　ブ

　　レッシュガ（s）　マー　ツクッタ　ワケデス（z）。　（123一一41－18）

　（lii）　程慶を表紮》す連用語による拡大

　これは，形容詞・形容動詞述語や動詞述語の購文に現われるようである。名

詞述語の構文には現われないようである。

　　　　　　　　　　　シ　　▽ツギニ（T｝　イー　Cノ　コトニ　ツイテハデスネ（」），マー　コレハ（s）　モ

　　ウ（の　カナリ（B）　オチツイテ　キテ　イマスネ（z）。　（123一・27－2i）

　▽ソレニ　対シテ（T）　終止形ニ　オケル　陳述ト　イウノハ（s）　モヅト（R）　論

　　理的デ　アリマス（z）。　（123－6－22）

　▽エ　ソウ　考エチル　人ガ（s）　タイヘン（R）　多イ　ワケデス（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－24一一2G）

　（iv）　澱を表わす連用語による拡大

　これは，述語の霞立語にかかわりなく現われると思われるが，資料には動詞

述語の構文の例しかなかった。

　▽最初二（T）　チョット（R）　訂正ヲ（Mヲ）イタシマス（z）。　（122－1－1）

　▽アト（」）　化学調味料ヲ（蛎）スコーシ（9）　入レマショゥ（Z）。　（127級4－1）

　▽ソレカラ（T）　バターガ（S）　イクラカ（R）　トケダシテ　マイリマスデ　ゴザイ

　　マスネ（z）。　　（127－i8一・11）

　　　　　　　　　せ　　ジ
　▽デ（T）　コノ　文字使用ト　イウ　コト＝ハ（M・）　立場ガ（s）　ア　フタツ（R）

　　アル　ワケデス（z）。　G23一一43一一4）
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▽デ（T）　普通ノ　入ハ（S）　ミナ（R）　コノ　ミッツノ　名前ヲ（Mヲ）　持ッテ

　イノレ（z）o　　　（126－17－2）

▽ソレデハ（T）　オ献立ノ　ホウ（Mv）　モウ　一回（R）　見テ　イタダキマショウ

　カ（z）。　（127－19－1）

▽エー　ヤク　十五分グライ（R）　月曜リマスデ　ゴザイマショゥカ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127m“18’“‘13）

　　　　　　　　　　注）
▽ソコデ　イロイP（B）　問題ガ（s）　起キル　ワヶデス（z）。　（126－39－8）

▽ソレガ（s）　アタクシタチノ　家庭デハ（」）　トキドキ（R）逆ン（Ht）ナルンジャ

　ナイデショウカ（z）。　（125－8－4）

　浅）これはIiようす〃的でもある。

岡一構文内に現われるRの数についてはとくに劇約はない。

R2つのもの
▽デ（T）　ソレデハ（’P）　ヒトツ　ヒトツ（R）　スコシ（R）　合成樹脂ニ　ツイテ

　尊話シ　イタシマショゥ（z）。　（127－27一一14）

▽「隣ノ　ナニチャン　ミナサイ。アンナニ　ヨクデキルノニ，アンタ，ダメジャナ

イノ」ト　「シッカリ　ヤンナサイ」　ソレカラ　「オニイサンガ　ニ年生ノ　トキ

ハ　フンナ　リッパナ絵ヲ　カイタワ。アンタノ　コンFノ　絵ヨ記ハ　ナッテ．

ナイジャ　ナイノ」ト　イウ　フウニ（B）　コノ　兄弟ヲ（Mヲ）　Xグ（R）　比べ

　テ　シマウ（Z＞o

R3っのもの
▽実験学校デハ（」）

　記録ヲ　トリ，

（126－36－19）

所員ガ　アー　直接　教室観察ヲ　行ナッテ，ソレカラ　観察．

ソレカラ　イロイPノ　言語能力ノ　テストヤ　謁査ヲ　実施スノk，

　ト　イウ　フウニ（R）　スベテ（R）　資料ヲ（M。）直接（R）　集メテ　オリマス

　（z）Q　　　（122－21－8＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジユツカイ
，▽ソレカラ（T）　足首ヲ（Mヲ）　片方ズツ（R）　十園カラ　十五圃グライ（R）　グル

　グル（R）　マワシテ　クダサイ（z）。　（127－32－21）

（2）　状況語拡大　j／＿z／

下位区分はまだできていない。便宜上いくつかに分けて，例をあげる。

（1）　空間あるいぱそ勉に準ずるものを表わす状況語による拡大

▽ソレデハ（T）　ムコウデ（」）　盛りツケヲ（M，）　イタシマス（z）。　（127一一13一一6）・

▽コレハ（s）　アメリカデハ（J）　タイヘソナ　コトデス（z）Q　（124－19一・11）

▽ソシテ（T）　コノ　大西洋経済会議ガ（S）（略）パリーデ（」）　開カレマシタ

　　（Z）o　　　　（127－3－1）

▽トコロガ（T），Aノ　露ノ　ナカデハ（J）　ソレガ（s）　モミジノ　遠景二（M・〉

　限：定サレテ　イル（z）。　　（123－22－22）
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▽シカルニ（T）　国語科ノ　ナヵデハ（」）　文学ノ　閥題モ（＄）　アルト（Z），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－27－9）

▽コノ　コトハ（S）　圏語若弟　オイテモ（」）　同ジデ…瞬ジデ　アリマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－32－1．2）

〈の　時間やば～ちいを表わす状況語による拡大

▽蜜蝋〒内閣ガ（・〉キ。ウ（・）発足シマシタ（。）1　（126－20．．1）

▽ソレデハ（T）　イマ（」）　焼ク　トコロヲ（Mの　オ罠＝　カケマショウ（Z）。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（王27－16－22）

▽ソレカラ（T）　マ　夏ハ（J）　ソウメン類ヲ（Mヲ）　ヨク（R）　　ミナサン（S）　召

　シアガリマス（z）。　　（127－20一一14）

▽今週モ（」）　ズイブン　イmイロノ　デキゴトガ（S）　アリマシタネ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－14一・3）

▽研：究所ヲ　ハジメテ　1乍ルニ　ツイテ　オ骨折リヲ　イタダイタ　カタガタニモ

　（M昌）　コノ　機会二（」）　志田ヲ（Mの　申シアゲマス（z）。　（124－7－4）

▽サラリーマンノ　疲レハ（＄）　コノ　朝ノ　ラッシュニ（」）　始マリrrス｛Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G27一一32－1）

▽デ（T）　トクニ　コウイウノハ（S）　男ノ子ノ　バアイニ（」）　多イヨウデ　ゴザ

　イマスネ（z）。　（125－13一・13）．

▽＝＝一　トコロガ（T）　国語研究所ハ（S）　ソー　オー　設立ノ　ソモソモ．ノ　嵩庵

点塑・・㈱・ウイウ．艦卿・・オー細・・けマイリマシ・
　（z）o　　　（124－1一一22）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギむウ▽ソレカラ（T）　マタ（勤　　アー一　サキホiご（」）　ソノ「行ヲ　マチガエル」ト（鋤

　申シマシタ（z）。　（123．一4G一一9）

▽シカモ（T）ソレガ（S）コンダ（J）グループノナカデヤルヨウニ（Hl＞ナ

　ル　　ワケデスネー一（z）。　　（126－13－14）

▽マズ（」）　塩コショウヲ（Mヲ）アテテ　オキマス（z）。　（125－22－13）

▽コノ　ヘンヲ（Mヲ〉池濁サンバ（S）　マダ（3）　知ラナカッタ　ワケデショウ

　（z）。　　　（126一一26－3）

▽イ・佃．クフウシタ方法デ子ドモヲシカリ・・並ヲ．与エタアトプσ）

　多クノ　懸親旧（s）　「ヤッパリ　ァンタガ　好キナンダ攣」ト（H2）

　言ッテ　ヤル（z）。　（126－29－20）

くlii）　原因・理由・箏幡を表わす状況語による拡大

▽池田歓迎稲場デ　株ガ　．．．．E：．ガル　コトデモ（J）　ワカリマス（Z）。

▽マー　緊張ガ　ナイト　イウ　：’11・デ（」）

▽ソシテ（「D）　ソノ　話題ノ　クイチガイ　＝＝

t？YJブ，ブゴ（S）

ヨッテ（J）

コウ（112）
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　　　　　（126－23－3）

デキ慌・スネ（z）。

　　　　（126－45－16）

誤解ガ（S）　起ッテ　ク

　　　　　　　　　1亘



　ノレ（z）o　　　（123－23－4）

▽エー　シカシ（T）　ソウイウヨウナ　交通整理ヲ　トッタ　タメニ（」）

　（S）　モウ（J）　川ノ　流レルガ　ゴトクニ（B）　ドンドン　ドーンドント

　コ（ウ）…運行シテ　イル（z）。　（124－2－27）

▽ドウシテ（」）　コレラ（Mヲ）　トカサナイカト（z）。　（126－53－1）

▽ナゼ（」）　カレハ（s）　ソレヲ（Mヲ）ヤッタカ（z）。　（124－35一・20）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イチニチ▽朝　起キテカラ　寝ルマデ／ワタクシタチノ　爾足ハ（S＞／一混中　重イ　カラダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）　ヲ　支エ，ソレゾレノ　労働二従ヅテ　イルト　イウ　コトデ（」）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イチバン

自動車ハ

　　シン

　疲労ガ　ハゲシイ　部分デス（z）。　（127－32－5）

▽コレガ（S）　ヤハリ（T）　イマ　申シマシタヨウニ　話シ手ノ　情意的ナ　陳述ヲ

　表ワスト　イウ　意味デ（」〉　ヤハリ（T＞　イ　志向形ノ　グループニ（M⇒　ハイ

　リマス（z）o　　　（123－8－21）

▽ト　イゥ　コトカラ（」）　オ北爆ノ　カタガタハ（Sり　オ昼休ミ　チョット　オ行

　儀が悪イカモ　シレーrlaンが足ノ　下デ　コンナ　足足ノ…　机ノ　下デ

　コンナ　足ノ　体操ヲ　スルノモ（s）　ヨイデショウ（z）。　（127－32一一18）

　涯）「ハゲシイ」までにしかかからないと見ることもできる。

（iv）　顕的を表：わす状況語による拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
▽コノ　恐ロシイ　コノ　核兵器ト　イウ　モノハ　廃棄サセル　タメニハ（J）

　ドノヨウナ　方法ヲ（M・）用イタラ　ヨイカ（z）。　（124－27－4）

▽シカシ（T）　コノ　タメニハ（J）　働ク　モノノ　政党ト　称スル　共産党ト　社：

　会党トノ　任務ハ（S）　非常二　重大ソ（Ht）　ナッテ　マイリマシタ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－34－9）

　　注）　「モノヲ」の言いあやまりか。

　補注）資料々こはなかったが，「公園二　遊ビニ　行ク」「公園二　花見二　行ク」

　　などで，動詞の勇略形または動作名詞の「～二」の形は目的を表わすが，これ

　　は，移動を表わす動詞にかかるばあいに限って現われ，動詞とのむすびつきが強

　　い（動詞に近い位置に現われる）。この点で，「’）タメニ」などと区別される。状

　　遠江から除いて連爾語にいれるべきかもしれない。

（v）継起する動作・状態あるいは並列的な動作・状態を表わす状況語による拡大

▽（略）　コウイウ　モノハ（田）　天気ノ　イイ　Hニ　一嘆　アラタメテ　ミテ　H

光ニ　カワカシ（J）

▽爾足ヲ　十五センチホド

キユウシツザイ

吸ミ墨斉ilヲ（Mヲ）

　　開キ（J）

▽タトェパ（T）　コノ

▽熱シテ

食堂二

　　　イレナオシテ

　　　ツマ先ヲ（Mの

イキマシテ（J）　エ

オキマス（z）o　（125－21－16）

タテマス（z）。　（127－32－20）

仲間ト　イヅショニ（R）　イ

ヒルメシヲ（Mのタベル（Z）。

　　オリマス　フライパンニ

（123－15－6）

　　　　イツバイ
大サジ　一一・‘杯ホドノ　油ヲ　イレ’マシテ（J）

ソシテ（T）　ココニ（M⇒　イマ（J）　オ豆腐ヲ（Mの　オトス　ワケデ　ゴザイマス
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　不（z）。

▽コレモ（T）

　シソウニ

〈127－12一一18）

　マー　（メリ）盛り付ケナンカヲ　スコーシ　マー　キレイニ　スズ

　　　　　シテ（」）　トリアワセニ（J）　イロイロ（R）

　ワケデ　ゴザイマス（z）。　（127－20－14）

　　　　　　　　　　　　ナマ▽マ　トニカク（T）　アノー　生ノ　オ野菜ヲ　オツケニ

オカズヲ（Mヲ）　ツケル

ナラナイデ（」）　コウイ

　　ウ　フ（ウ）ニ　ェー　煮タ　モノヲ（Mv）油デ　イタメタヨウナ　モノヲ（m，）

　　オツケクダサイーマセ（z）。　（127－19・一8）

　以下のものは，一応ここにあげてはおくが，」とした部分がその構文の述語

と意味の上でいわば対等なものである。これらをJとすべきかどうかについて，

またJとしてもここの類にいれてよいかどうかについて，さらにこうしたもの

は取り出して別の構文型をたてるべきかどうかについて，なお考える余地が残

されている。

　▽現在　祉会制度ヲ　カイ　改革スル　コトニ　ヨヅテ　コノ　階級闘争ハ　解消

　　スルトイウミカタヲイタシマタコレヲ主張シテイルノガ（S）社
　　会党デ　アリ（J）　共産党デ　ゴザイマス（z）。　（124－22一一3）

　▽コレハ（s’）　コレガ　濤分デ（J）　コレガ（s）　アイテ（z）。　（123－20－21）

　　　　　　　　　　　　　イ　ゼソ
　▽エー　文語ノ　ィワユル　昂然形（J）　現代語ニ　オケル　ウ　仮定形デ　アリマ

　　　　　　　　　　　注）　　ス（z）。　（123一一8－20）

　▽今度ノ　入漁衛星ハ（S）　ミナサン（D）　コノ　前ノ　プンノ　ニパイ半　チカク

　　アッテ（め　ヤク　イットン半ト　イウ　トホウモナイ　デッカイ　ヤツデ　ァリ

　　マス（z）o　　　（124－29－3）

　　ユ　ガツ　　　　　　　　チソジユウキチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンジニウイチニチ

　▽二月ハ（s）　三十臼デモ　　ナケレバ（J）　三十一日デモ　　ナイ（z）。　　（138－24一一2＞

　　注）主語はないが，一応想定することはできる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
　（vi）　条件的な意味を表わす状況語による拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラソ　▽タトエバ　麺聞デ　ヒトトキト　イウヨウナ　欄ガ　アレバ（」）　ン　コノ　欄ヲ

　ツウジテ　イロンナ　ヒトツノ　ツナガリガ　デキテ　タルト　思ウン（デス）

　（z）o　　（126－50－11）

▽コレラ　ヒヤセバ（」）　カターク（Hl）　ナリマス（z）。　（127－27－1）

▽ソレヲ　クドクドイワレタラ（3）　子ドモモ（S）　ヤリキレマセンネ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125一一8－8）

▽デハ（T）　ドノヨウニ　シタナラバ（」）　コノ　闘争ヲ　解消スル　コトガ（S）

　デキルカ（z）。　（124－21－14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ▽タトェ　ァメリヵガ　ァメリヵノ　軍艦ヤ　飛行機デ　核兵器ヲ臼本（⇒　持チコ

ンデ　イテモ（J）　ソレハ（S）　岸政府ノ　貴任デハ　ナイ（z）。　（124－31一・8）
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▽ソノ　ナカデ　タダ　知識ダケヲ　トッテ　クルトカ　アルイハ　技能ダケヲ　ト

ヅテ　タルト　コウイウWウナ　方法ハ　アマリ　イイ　方法デハ　ナイト　イウ

　コトニ　ナッテ（」）　現在ノ　コノ　経験主義　イー

　ナッテル　ワケデスネ（z）。　（123一一31－20）

　　　　　　　コツカイ
▽デ（恥　コッ　国会ガ　イニシャティブヲ　トロウト

テキナ　ヤリカタン（Ht）

政府ガ　イニシャテ1ブヲ
　トロウト（」）注2）ii養賛丙丁丁漫デ　アル

　ナン（デス）（z）。　（135－10－16）

▽ダレデモ（ガ）末登リ（ン）　デキルノニ

以上ハ（J）　イー一　オー　相互ノ　責任

／ヤハリ（T）／　ソノ　子ガ　木登り

デキナイト（」）

　・マイ・マス（Z）。

▽ト　イウノハ（T）

　ナガラ（」）

　アリマシタ（Z）。
　　　　ロクガツ
▽エー　六月ハ（S）

　（z）o　　　（125－1一一2）

▽刑法ノ

　ウ　シタル

ヤハリ（t）　ソノ　子ハ　自揺ノ　ナイ　三二（Hl）　ナッテ　シ

（126－10－15）

　自分ガ　消化系統ノ　研究デ　ノーベル賞ヲ　トヅテ　オラレ

「ベツノ　話ヲ　ゼヒ　シタイ」ト（H2）　申シ出ター　アー　ノデ

　　（126－19－2）

　　爾季ニ　ハイリマスノデ（J）　気候ノ　カワリヤスイ　月デス

規定モデスネ（T）

　　トキハト

妻ガッテ　イウ　トコロヲ　ノケテ　配偶巻　カンツ

ナオシャ　イイノニ（」）　ソレガ（S）　ナオセナインデス

　ネ（z）。　（134－23－6）

　　　　コウノ
▽ヒロク　河野派ノ　議員ニマデ　郷±ノ　名産ヲ　オクッタリ　スル　クセニ（」）

　　生活ハ（M。）ワlj二（ll）　キリッメテ　ィルソゥデス（z）。　（126－26－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジユウ　▽老師サンニ　相談二　行ッタ　トコロガ（J）「オ前ハ　生キタ　竜ヲ　ミタ　コト

　　ガ　ナイカ」ト〈H2）　オッシャル（z）。　（137－16－13）

　　　　　　　　　　　　ソ　カク　▽ソレデ（T）　サイゴノ　組閣ダケハ（S）　常任委員長　選出デ　トキヲ　カセイデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サソヨ　　イタ　セイデスカ　岸サンガアー　サッサト　約三四時間パカリデナモイノ

　　ママノ　内閣ヲ　ツクッタト　イウ　コトダケハ（S）　アー一　イイニ　セヨ　ワル

　　　　　　　　注3）　　　　　　　　　　チョット（R）　印象的デシタ（z）。　（125－14議1）　　イニ　セヨ（」）

　以下にあげるものは，いわば”認識の根拠（あるいはきっかけ）〃を示すもの

であって，∫の部分のなかの主語は環われないのがふつうである。

　▽デ（T）　ソレヲ　ジーヅト　見テ　ナリマシタラデスネー（」），ハジメ＝　ヤルノ

　ハ（s）　ヤッパリ（T）　ボスニ　ナル　子ナンデスナー（z）。　（126－13－21）

▽コノゴロニ……ホ銀：座ナドヲ歩イテオリマシテモ（」）コノカストP
　　　　　　　注4）　　　　　　　　　　　　ヒト
ヒゲト　イウンデ　コレラ　マネシタヨウナ　人ガ（S）

▽デ（T）　コウイウ

　（S）　イロンナ　源因デ（」）　シカモ　イロンナ

　　　　　　　　　　　　　　　　1．44

フウニ　見テ　マイリマスト（3）

　　オリマス（Z）。

　　　　　　　（127一一8一一24）

　工幼児ノ　ヤキモチバ
カタチデ（」）　アラワレテ　マ



　イリマスネ（z）。　（125－13－17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　　ヒト
▽エー　ソレカラー（勤　ケンキュウジョーノ　人ガ　先生ノ　トコロへ　行ッテ

　エー話ヲスルノヲヨク聞イテオリマスト（」）イキナリ「イワンペ

　トロウィッチ　イー　コン＝チハ　ナニナニガ　ドウシテ」ト　イウvaウナ　話シ

　カタヲ（Mヲ）スルンデス（z）。　（126－17－13）　　＊研究刃『ノ

　注1）　この条件的な意味を表わす状況語については，なおV2・3「表現意図との関

　　　連から見た状況語について」を参照。

　注2）　これは「～ヲ　5ロウト（J）〆）ヲ　トロウト（J）」とべつぺっの成分と認め

　　　る考え方もありうる。「ボクハタトエ　会社ヲ　クビニ　ナロウト　ソレハ

　　　断行スル　ツモリダ。」などに「～ト」が一つの場合もあるから。

　漂3）　「～ニセヨ（」），tVニセva（J）」　とする考え方もありうる。

　注4）　どういう成分であるかは束決定。おそらくTだろう。

（vii）　その他

▽ロノ　欝語行動ノ　ホカニ（J）　モット　広ク　ウ　性絡的ナ　環境的ナ　知的ナ

　身’病的ナ　諸条件ノ　観察記録モ（Mヲ）　トヅテ　ォキマス（z）。　（122－24－5）

K7エ　一　現在ノ　オ　新聞ハ（s）　アー　当稽漢字ノ　ワク内デ（J）　エー　マカナ

　ッテ　オル　ワヶデス（z）。　（123－44－17）

　　　　　　　イチニソザエ
▽ロレ＝F’（3）　一一ノ＼霧｛∫　二二十三円二（Hl）　ナリマス（z）o　　（125一一22－20＞

　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　ナナ
▽ソレカラ（T）　ハムガ（s）　四枚デモッテ（J）　七十グラムデ　ゴザイマショウ

　（z）。　　　　（127－17－20）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トオカ
▽中学　三年生ノ　皆サンガタハ（S）　モウー　アト　織田ホドデ（J）　イヨイヨ

　卒業ト　でウ　コトニ（H！）　ナリ・マス（z）o　（127－22－1）

KV　”一　ケレドモ（T）　コノ　イヤナ　季節モ（s）　心ガケシダイデハ（J）　万端

　ノ　備エヲ　シテ　マタ　楽シク　遼エル　コトモ（S）　デキルノデハ　ナイデシ

　ョウカ（z）？　（125一・18－6）

▽子ドモト　読書ノ　コトデハ（」）　ワタクシタチハ（Sり　イロイPト（R）　心配ナ

　コトガ（s）　アリマスネ（z）Q　（126－1－7）

▽コレガ（s）　五才グライカラ（」〉　ボツボツ（R）、出テ　クル（z）。　（126－14－12）

▽デハ（T）　サッソク（R）　サバノ　オ材料カラ（」）　オ材料ヲ（Mの　申シアゲマシ

　ョ　ゥ（z）。　　　（124一・15－11）

　　　　　　　　　ロソ　　　　ハチ
▽…等・二等・三等・四等・八等マデ（J）　活用形ガ（S）　立テテ　アリマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123一一3－10）

▽ワタクシタチハ（Sり　エー　人ソレゾレニ　ョリマシテ（J）　暑サニ　対シマスル

　抵抗力ハ（s）　異ナッテ　オリマス（z）。　（126－38一一6）

▽デ（T），マー　ソウイウ　コノー　子ドモノ　能力トカ　髭達段階二　応ジ重IJ）

エー　ソレゾレ　デキタ　喜ビガ　味ワエルヨウナ　ソノ　経験ヲ（睡）ツマシテ
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　ヤノレ　（ト）　（z）o　　　（126－35－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　フタトオ▽ツマリ（T）　鶉手ト　シテハ（J）　za　一　二通リノ　モノガ（S）　アッタ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－21－21）

▽読ミノ　能力ノ　発達ノ　ヒFリノ…　ヒトッノ　トラェカタト　シテ（」〉　音読

　　ヨリ　黙読へ　ソレカラ　黙読ノ　速度ガ　非常二　速ク　ナルト　イウ　コトガ

　　（s）　言ワレテ　イマス（z）。　（122一一一24一一17）

　▽モトモト（J）　シカシ（T）　計数的ナ　頭ハ（s）　非常二（R）　ヨカッタヨウデス

　　（z）o　　　（126一・23－9）

　状況語も，圃一構i文の中に二2つ以上自由にはいりうる。

　J2っのもの
　▽下ノ　フタリノ　娘サンバ（S）　イマ（」）　アメリカデ（」）　勉強中デス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－24一・13）

　▽ソウイウ　アゲクニ（」）　醤本ノ　国民ノ　知ラナイ　アイダニ（」）　アノ　匿本

　　ハ（＄）　アメリカノ　原水爆核兵器ノ　基地二（Hl）　サレテ　イル（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－30－17）

　」3っのもの
　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ　▽ソノ　＝Pt二（J）　モウ（J）　藏本デハ（3）　ア　保健所ガ（s＞　ア　デキタ　ワ

　　ケデス（z）。　（125－24－13）

　c複合　Kノ＿z／

　これは，骨ぐみまたはそれに拡大成分のついたものに，さらにKがっくこと

である。しかも，そのばあいのKはその文のZと，Sまたは」を共有する（共

有しうる）ようなものである。複合構文に理われるKには～ガ，～カラ，～ケ

レド，～シがある。

　（箋）　　駁ガ（R，　］）／。．．Zノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サイシヨの　▽マー（T）　人閥テ　イウノハ（s）　ケンカヲ　イタシマスト（」）　最初　アー　人

　　ヲ　昔ハ　人ヲ　殺シテ　イタ　絹手ヲ　コロ　イヤナ　ヤツハ　殺シテ　イタニ

　チガイナインデスガ（K）　エー　ダンダンニ（R）　ソウイウヨウナ　モノハ　＝＝一

　オ　殺サナイ　ケンカヲ　スルヨウニ（H！）　ナッタ（z）。　（126－45－21）

▽アー　モットモ（T）　中国ハ（S）　マダー　ア　援助スルト　イウ　トコロマデハ

　イツテ　オリマセンガ（K）

　ス（z）○　　　　（127－2－2）

▽エー　ソレカラ（T）

K7エ　一　説得モ　デキマセンガ（K）

　　アヤハリ（T）　ソノ　資格ヲ（Mヲ）持ッテオリマ

コレハ（S）　コトバデハ　アリマセンガ（K）サシエト（Z）σ

　　　　　　　　　　　　　（123－42－17）
センドウ

煽動モ（s）　デキナインデ　アリマス（z）。
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▽ツギユ（T）　西下先生ハ（s＞

　イデデ　アリマスガ（1〈）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
　　　　　　　　　　　　　　　（127－30－13）

平安朝文学一般ニ　ヒロイ　ゴ知識ヲ　モッテ　ナ

トクニ（T）　和歌史ノ　研究家トシテ（J）　キコSCテ

　オラレマシタ（z）Q　（129－2一一5）

　　　　　　コウタロウ
▽デー（w）　光太郎ハ（s）　エー　彫刻家ト 自分デハ　イッテ　オリマスガ（K＞

　ヤハリ（曽）
　カや
▽輔モ（S’）

　（K）

　（S）

　注1）

スグレタ　詩ヲ（Mの　ツクッタ（z）。　（133－17－13）

コウシタ　マダ　ナマナマシイ　柿ナラ　ケッコウデ　ゴザイマスガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シド　　　　コノヨウニ　コノ　ウー　干シ輔ニ　イタシマシタノハ（Sノ）　ビタミンCハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濡2）
　　　　ポトンド（B）　ゴザィマセン（z）。　（138－5－14）

　　　　いわゆる総主（S’）が想定されるけれども実際には現われていない例。「煽動

　　モ（s）」は部分主語である。また，これはKの部分が，その文の述語と意味上対

　　等なものであって，その扱いについてはなお考慮の余地がある。　（2・2・1b

　　（v）「継起する動作・状態あるいは並列的な動作・状態を表わす状況語による拡

　　大」参照）

　注2）　これはあるいは付加構文の例かもしれない。

（2）　　Kヵラ（R，　」）／．．．Z！

▽ヌカミソオケヲ　置ク近ク　アルイハ塩　ショウユ　ミソナド　ビンヤ　ツボ
　　　　　　　　　　　　　　シオケ　　　　　　　　　　　　シツケ
　ヲ　置ク　下アタリハ（Sり　塩気ノ　タメニ　湿気ヲ　ヨンデ　カビヲ　発生

　シガチデ　ゴザイマスカラ（1〈）　トキドキ　ヨク　ブイテ　カワカシテ　オク　コ

　トガ（S）　大切デ　ゴザイマス（z）。　（125－19－13）

▽コレハ（Sり　本人ノ　実話デスカラ（K）　マチガイハ（S）　アリマセン（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－24－8）
　　　　　　　　　　バイドク
▽シカシ（T）　イー　梅襟ト　イウ　病気ハ（Sリ　モウ　ツマリ　親ノ　ホウカラデ
　　　　　　　イ　デソ
　スネ　コレ　遺伝デハ　アリマセンケレドモ　オカアサンカラ　子ドモサンニ　オ

ナカノ　ナカデ　ウツルト　コウイウ　性質ノ　病気デスカラ（K）

　二　不幸ニシテ　ウツッテル

▽鋤イテ　イル　サイチュウニ

　ノ　　　　タダ　イタズラニ

パアイモ（s）　オーナイ　ワケデハナイト（z）。

水ヲ　ガブガブ　飲ムト　イウ

フヤシマスカラ（K）　損デス（Z）。

▽デ（T）　脂肪ガ　スクナイカラ（K）　ケッキョク（T）　コノ

　シテ　油ヲ　ツケテ　アゲルト　イウ　コトニ（Hi）　ナリマス不（Z）。
　　　　　　　　　　　　　　コウジヨウ▽デスカラ（コ巳）　学校デストカ　工場ナドデ　マー　集団的ニ

　イ（」）　アルイハ（T）　針ガ　アリマセンカラ（K）　家畜ナドニ

　トキナンカニ（J）　ヒジョウニ（R）　役回　タツ　ワケデスネ（z）。
　　　　　バクマイ
▽デ（働　白米ニ　シテ　シマウト　コウイッタ　トコロガ　トリサラレテ

　　　知ラナイ　マ

　　　（125－27－5）

　コトハ（S）　血液

　　（126－40－18）

a”　一　テンプラニ

7s　（Z）o　（138一一3一一4）

注射ヲ　スル　パア

　　注射ヲ　スル

　　　（138－17－17）

　　　　　　シマウ
　　　　　　　　ピ　
ワケデスカラ（K＞　Bイチノ　盤ガ（s）　ヒジョウニ（R）　スクナク（Hl）　ナル
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　ワケナンデス（z）。　（138・一2Fll）

〈3）　　Kヶvドモ（R，　」）／．．．Zノ

　ニツまソ

▽H本デハ（」）　マダ（T）　ア　特殊心理学ノ　正教授ガ　ハ　オイテ　アリマスケ

　ドモ（1〈）　特殊教育ノ　正教授ハ（Mヲ）オイテ　ゴザイr7セン（z）。　（！22－9－18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝…）
▽ツカマッタケドモ（1〈）　ドウニモ　ナラナイ（z）。　（126－14－4）

▽ナンダカ　ワカランケレドモ（K）　トニカク（T）　象徴ナンダト（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（134－8一一12）

▽イッペン　アヤマッチ　ナニカ　悪イ　コト　シタンデシnウケドモ（K）　mク

　（H正）

▽エー

　ビトニ

のロ　　　ロ
ノツア

コノ

　スギナイノデ

　イクンデス（z）。　（134－15－16）

講演バー一（Sり　講濡ヲ　聞イタ　アー モノハ　ゴク　少数ノ　ヒト

ゴザイマスケレドモ（K）

　（s）　ケッシテ（T）長イ　モノデハ　アリマセン（z）。

▽デ（T）　コノ　クチクラ層ハ（S）　ホカノ

　ニ（T）　工　常緑樹ニハ　タクサン（R）　発達シテ　オリマス（z）。（138－14－9）

　注）Sが想定されるが，実際には現われていない例。

（4）　　Kシ（R，　」）／．．．Z／

▽デ（T）　コレハ（Sり　アー　ラノ　不馴　コウ　ワレマセンシ（X）　コワレタリ

　シテ　ナカノ　モノガ　出ル　危険モ（s）　ナイ（z）。　（127一一28－8）

▽デ（T＞　コレモ（s＞　オー　研究所デ　ャッテ　オリマス　仕事ノ　ォー　結蝶ヲ

　　　ソシテ（T）　ソノ　ナ、カミモ

　　　　　　　（137－1－le）

櫨物ニモ　アルンデスケド（K）　トク

報告　スルト　イウ　モノデモ

　ノ　ミンナノ　意見ヲ

　　や　アモ　アリマセン（Z）Q

▽デ（T）　子ドモハ（S）

　トハ　イヅショニ

　ソウイッタ　モノヲ

▽オフトンカラ　モウ

　　　　アリマセンシ（K）　エー　マタ（勤　ア　ナカマ

代蓑シテ　ワタクシガ　ココデ　シャベルト　イウ　モノ

　（122－14－35）

ソノ　子ドモナリノ　判断力ヲ　持ッテ　イルシ（K）　親

ナリタイッテ　イウ　感情ト　イイマスカ　血ノ　ツナガリ，

　持ッテル　モノナンデス（z）。　（125－7一一14）

　ミンナ　コロゲテ　シマウシ（K）　カケブトンナドハ（Mヲ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　モウ（T）　スグニ（B）　ハイデ　シマウ（z）。　（125－1－5）

▽ソノ　タメニ（J）　コノ　洗礼干　ウケナイシ（K）　天理教徒デモ

▽カラ（T）　皮ノ　ホウニモ（M⇒

　含マレテ　オリマスシ（K）

オ＿唾ノサラ＝窺倍モ

　ナイト（Z）。

　（137－11－7）

　　　シ　
ビタミンCガ

　イル　　ワケナソデス（z）。

　注）Sが想定されるが実際にはない例。

2・2。2　付加構丈
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付加構文は，基準構文にTおよび（または）Dおよび（または）Kが付加された

ものである（i・3「構文の型の分類」参照）。

　a　陳述的成分の付加　T［IZ］

　G）　Tがもっぱら表規意図に関係するもの

　▽コレラ（Mのカレラバ（Sノノ　トウテイ（罰理解スルコトガ（S）デキナイ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－33－3）

　▽タブン（T）　最長年令ノ　故ヲ　モッテデ　アリマショゥ（z）。　（127－35－2）

　▽男性ノ　カタモ（S）　ドウゾ（T）　オタメシニ　ナッテ　クダサイマセ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－33一一6＞
　▽国家ノ　保証　信絹ノ　裏付ケガ（S）　ジツニ（T）　財政デ　ゴザイマス（Z＞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－23－20）

　（ii）　Tが総掘的な導入の部分であるもの

　▽アルイハ（勤　ジフテリヤノ　予防注射モ（Mヲ〉ヤリマス（z）。　（125－28－7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤクラク
　▽カラ（T）　文脈ガ　反映シタ　モノヲ（Mヲ〉　オ　脈絡ト（H2）　名付ケマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－20－15）

　▽ソシテ（T）　コノ　パアイニ（」）　イマ　申シアゲマシタヨウニ（T）　スベテ（R＞

　　ユルミト　イウ　コトヲ（Mヲ）忘レナイデ　イタダキタイ（z＞Q　（125－4－4）

　▽ダカラト　イッテ（T）　アンマリ　赤チャンヲ　タカイ　タカイ　タカイ　タカイ

　　シテ　頭ヲ　フルナンテ　イウ　コトハ（S）　外国デハ（」）　アンマリ　シナイ

　　コトナンデス（z）。　（126－10－12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おソ　▽マタ（T）　幼児ノ　三期ッテ　イウ　トク＝　照歳グライマ（ζ）ノ　時期ト　イウ

　　ノハ（T）　自分デ　カラダヲ　制御スル　コトヲ（Mの　知りマセン（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（」L26－1｛〕一15）

　▽アー　アノ　ヨケイナ　コトデスガ（T》　アメリカノ　コウイウ　専門ノデスネー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　　エー　特殊教育ノ　奪門ノ　ホウハ（Sり　タイテイ（R）　コウイウ　メンガ（S）

　　ヒジョウニ（n）　璽要視サレテ　オルンデス（z）。　（122－10－14）

　▽チョット　晃ニクイカモ　シレマセンケレドモ（T）　エー　コノ　ヘンガ（S）　ス

　　ット（B）　アノ　7t“　一一　白ク（Hl）　ウ　スリガラスミタイニ（hゆ　ナッテ　オリマ

　　スネ（z）。　（127－28一・6）

　▽ジョッセルソンノハ　ソレクライニ　イタシマシテα）　次二α）　フランスノヲ

　（Mの　ゴ紹介　イタシマス（z）。　（122－5－19）

▽ソレデ　ソレヲ　モウイッカイ　申シマスト璽）

　ハ（」）　エー　カラダガ（S）　冷工・テ

　注）あるいは」か。

（iu）　丁が評価的な部分であるもの

▽ヒジョウニ　ザンネンナ　コトデ（T）

キサント　オッシャル　オ名前ガ

クル（z）Q

工十五度カラ

（126－39－2）

　　エー　ヒョット　シタラ（T）

ウ　仮名デハ　ナカッタカト（H2）
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　（z）o　　　（127－30・一3）

（iv）Tが八八的部分のもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　フタ　　　　ミツ
▽ソレカラ（T）　パセリハ（T）　ア一覧ツ　三ツニ　コウ　切りマシタ　モノヲ

　（Mヲ）入レマシタ（z）。　（i27－16－17）

▽デ（町　ソシテ（恥　オンナジ　原因カラ　イロイロナヤキモチが現ワレル

　コトバ　ゴザイマショゥシ（1〈）　マタ（T）　ヒトツノ　ヤキモチノ　アラ　アラワ

　レモ（T）　ソレヲ　タドッテ　ミレバ（」）　イロンナ　原因ガ（S）　考エラレルカ

　モシレマセン（z）。（125一一13－17）

▽エ　コレモ（T）　ミナサンガ　ゴ承知ノ　トオリデス（z）。　（127－25－8）

▽ソレカラ（T）　アー　ツギニ（T）　コノ（T）　シカル　トキノ　オー　コツデスガ

　（T）　コレハ（S）　サヅパリト　シカル　コトナンデス（z）。　（125－8一一7）

▽ツケアワセノ　バレイショデ　ゴザイマスガ（T）　コレハ（S）　アノ　オ　タテニ
　　あツ　　　　　　　ムツ

　　四ツカ　六ツグライニ　オ割リニ　ナリマシタ　モノヲ　（略）塩　諏ショウノ

　　三味ヲ　トトノエマシタ　モノデ　ゴザイーr」K（z）。　（127－18－20）

　▽サテ（働　工　研究方法デ　ゴザイマスケレドモ（恥　ワタクシドモノ　実験ヤ

　　観察テストハ（S）ヒジョウニ（R）イ　多方面二（M二）　ワタッテ　オリマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－21－23）

　なお，以下のものは，いわゆる「引用提示句」を含むものである。このばあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
いの引用提示旬をTと考えれば，ここの類にはいることになる。

　▽ソコデ　マー　エー　ソンナヨウナ　コトヲ　ソンナ　立場カラ　研究シテ　イク

ニ　ツイテ　方法ト　シテハ　　ドウイウ

　（re）　オオヅカミニ　ャPウト

　社会調査ヲ（Mのヤラナケレバ

▽ソレデ　エー　ソウイウフウニ

　　　　コトガ　考工ラレルカト（T）　コレハ

スル　バアイニハ（J）　ドウシテモ（T）　エー

ナラナイ　ワケデス（z＞。　（123・一37－16）

シテ　母子手帳ヲ　モラヅテ　イロイロノ　注意、

ヲ　保健所デ　エー

　シタ　パアイノ

▽エー　聞キ手ガ

　　ウケルト（T）　コレガ（S）　オカアサンノ　一？・一　ニンシン

オカアサンノ　保健所トノ　ツナガリデス（z）。（125一・26－20）

＝＝一　ソノ　オ　話シ手ノ　主観＝　反映スルト（T）　ソレヲ

　（Mのアイテト（H2）　ナヅケル（z）。　（123－20－13）

▽社会主義ガ　実際二　資本主義ニ　オイツイテ　サラニ　コレラ　ヒキハナシツツ
　　　　　　　　　　注2）　　　　　　　　　　　　アノ　人工衛星ガ（s）　ハヅキリ（R）　証拠ダテテ　イル　アルト（男）　コレガ

　（z）o　　　（124－30－4）

なお，次の例もここで問題にしたものに準じて扱ってよいかもしれない。
　ホン
▽本ハ　　ソノ　　野壷アサンニハ　　ホントウニ　　タノシカッタデショウ（ト），ダケド

ソノ　本モ　本　ソノモノノ　持ッテ　イル　タノシサト　イウヨリカ　親二　禁

止サレタ　タメニ　ソレヲ　コッソリト　見ル，ソウイウ　タノシサガ　加ワッテ
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イルンジャ　ナイダロウカト，ソシテ　コノ　オカアサンバ　自分が親カラ　サ

レタ　コトヲ　イママタ子ドモニ　シテヤルト　ソノ　コトが子ドモニ

トヅテ　幸福ダト　思ッテ　イル，ソコニ　マチガイガ　アルンジャ　ナイカ　コ

　ンナ　コトモ（Mの　イッテ　イルンデス（z）。　（126－2－19）

　注1）　こうした引用提示句をDと見るという考え方もありうる。引用提示句と岡じ

　　形の，「～ト」で終止する文があるから。しかし，そうすると「rV　bjで終止す

　　る文を独立語構文と見なければならないことになる。

　注2）意味から考えると，「コレラ（Mヲ）」とあるべきところ。

（V）　T　その他

▽デ（田）　ドチラニ　シテモ（勤　子ドモサンノ　寝巻ノ　アリ方ト　イウ　コトヲ

　シッカリ　知ッテ　オク　コトガ（s）　アノ（T）　大事デス（z）。（125－1－11）

▽ソウイウ　子ハ（sり　ドチラカヅテ　イウト（T）　イツノマニカ（R）　動ク　コ

　トガ（s）　ヘタニ（Hl）　ナッテ　イマス（z）。　（126－9－14）
　　　　　　　ニ　　ゑソ
▽ヤハリ（T）　鶏本ノ　働ク　國民ノ　側ニ　ハッキリ　タタナキャ　ナラン（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！24－35－8）

b　独立語の付加　D［Z］

（t）　Dが間投的な性格のもの

▽コレガ（g，）　マア（D）　池田流ナノデショゥカ（z）。　（126－26－14）

▽エー　マア（D）概略（R）　ウー　現在　ヤッテ　オリマスマデニ　到達シタ　モ
　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　濡）
　ノヲー（Mのチョット（D）　項図ダケ（R）　ソコニ（M・・）アゲテ　オキマシタ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－3S－1）

　注）　Rとすることには問題がある。M的な性格もあるようだ。

㈹　　Dが呼びかけのもの

▽八一　ミナサン（D）　イマ（J）　ソビエトノ　人工衛星第三号が（s）　上空　高ク

　（R）　飛ンデ　オリマス（z）。　（12－29－3）

▽ドウモ（T）　杉先生（D）　アリガトウ　ゴザイマシタ（z＞。　（127－31－6）

▽ソレジャ（T）　戸田サン（D）　ドウゾ（T）　オ願イイタシマス（z）。　（126－5G－16）

（i｝b　Dが辞職的な牲格のもの

▽シカシ（T）　カナシイカナ（D）　コレガ　ホントウニ　イヅポンニ　結集　サレテ

　ソレガ　ホソトウノ　自由蝿主党ト　政治ノ　舞台デ　タタカウヨウナ　政治的ナ

　勢力ユマデ（M・、　コレガ（s）　発展シテ　キテ　イナイ（z）。　（124－34一・12）

（iv）　Dが提題的表示のもの

▽コノ　電器材料ナンカニ　使ウ　ベークライト（D）　コレハ（S）　石炭酸ト　オー

　ホルマリンナドカラ（Mヵの　ツクラレル（z）。　（127－27－7）
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　　　　アンキ▽第三ノ　転機（D）　ソレハ（S）造船疑獄事μ1ニニ　佐藤サント　トモニ　疑イヲ

　カケラレタ　コト5　吉田内閣が総辞職二　追イ込マレタ　トキデス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－2676）

▽素材ガ　反映（スレ）シタ　モノ（D）　ソレヲ（Mヲ）話題ト（H2）　名付ケマス

　（z）。　　　　（123－20－14）

（v）　D　その他

▽工　小サナ　穴子サンナラズトモ　コレラ　コウ　チクリト　ササレル　トきノ

　　アノ　痛サ（D）　エー　ナントモ　イエナイ　気ガ（S）　イタシマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（138－16－3）

　このほかに，〈「～」トコノヨウニ，　「～」トコウ……〉というタイプの

〈「～」ト〉の部分をDとみなすことも可能であるが，これは，コノヨウニ，コ

ウと岡崎のH2とみなした。（2・2・3a「二二」参照）

　c陳述的成分と独立語の付加　TD　［Z］

　前の（2）D［Z］　にあげた，（127一一31－6）（126－5e－16）（124－34－12）の諸例参照。

　d従属旬の付加　K　［Zコ

　（b　K．．

　▽選手タチハ走リオワルト　足ヲ　モミマスガ（K）　コレハ（S）　タマヅタ　疲労

　素ヲ　早ク　分解シテ　酸素補給ヲ　ヨク　スル　タメデス（z）。　（127－32一一12）

▽タダイマ　私ノ　先餐ノ　内藤先生ガ　イnンナ　ゴ注文ヲ　引出シニ　ナリマシ

　タガ（K）　私モ（S）　ヒトツ　注文ヲ　撮シタイト（H2＞

　ぬツボソ

▽日本ノ　総理ト　シテハ　ゴク　若イ　部類デスガ（K）

カノ　民主党大統領候補ン　ナリマシタ　ケネディー氏ハ（s）

▽コレガ　ワタクシヲ　最初二　生理学ヲ　教エテ

　　思イマス（z）。

　　　　　　　（124’一”19－3）

　　ツイ　サキゴロ　アメリ
　　　　　ヨンジユウサソ
　　　　　四十三歳（z）。

　　　　　　（126－21－17）

クレタ　先生デスガ（K）　二番

　頃ノ　先生ハ（s）　エー　パブロフ先生（z）Q　（126－16一一3）

▽チットモ　オチツイテ　本ヲ　読マナイ　子ハ　凹凹アサンノ　頭痛ノ　タネデス

　ガ（1〈）　ソレ5　反対二　学校カラ　帰ッテ　クルナリ　机ノ　前ニ　スワリコソ

亨漫画，本ニシガミ・イテイル子（・）。レモ（・）マタ（，。）心配デ

　スネ（z）。　（126－1－9）

㈹　Kヵヲ

▽ダイタイ　アメリカノ　大統領ノ　平均年令ガ　五十五歳ト　イウンデスカラ（K）
ニッポン

艮本ノ　ホウガ（S）　ダイブ（R）　トシヲ（Mの　トサスギテ　オリマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－21一一19）
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▽カワイソウダカラ（K）　丁丁ゲニ（Mの

▽ソレカラ（T）　ニンジンモ（MワまたはT）

　ラ（K）　コウイウ　フウニ（R）

▽ソレカラ（T）　ハムモ　ヤハリ

イレテ　ヤリマショウ（z）。　（126－35－6＞

皮ノ　ママデ　ケッコウデ　ゴザイvスカ

ウスーーク（R）

問ジクライニ

切ヅテ　オキマス（z）。

　　　　　　　　（127－16－16）

切りマシタ　モノデ　ゴザイマス

　カラ（K）　コレラ（Mヲ）　コウ（R）　イレマシタ（z）。　（127－18一一2）

（Ui）　K，rtrF

▽ココニ　アノ　キョウハ　ガスデ焼ク　コトン　ナッテ　オリマスケレドモ（K＞

ガスデモ
　　　スミビ
マタ　炭火ガ　オアリン ナレバ　炭火ノ　ホウガ　ナオ　イイヨウデ

ゴザイ’マスケレドモ（K）

　（Hl）　シテ　オキマショウ（z）。

▽ソレデ　コレガ　アノー　コゥ

デ（T）　コレラ（Mの　金綱ヲ（m，）　マズ（J）　暖カク

　　　　（127一一16一一23）

　　　蒸発シテ　シマイマスト　コレガ　アノ　白イ

チョウドオー　ゾウゲノヨウニ　イー　ナル　ワケナンデスケド（1〈）　エー　コ

　レガ（s）　セルロイドナンデス（z）。　　（127－25－17）

▽足が疲レルト　イウ　コトハ　コノ　ホカ　栄養ニモ　関係ガ ゴザイマスケレ

　ドモ（K）　タダイマノ　体操（T）　オフィスパカリデ　ナク（J）　オ宅ニ　モドッ

　テカラデモ（」）　チョット（R）　小当メシクダサイマセ（z）。　（127－33－4）

▽デ（T）　ワタクシバ　「牛革アサンバヨク　シカリマス　コウ　シカリマス」ト書

イタ　モノハ　ナイカナト　サガシテ　ミタソデスケド（K）　ヒトリモ（S）　ナイ

　ンテ“ス（z）o　　　G25－6－6）

▽アー一（T）　シカル　コトパッカリ イイマシタケレドモ（K）

　ツナ　コトハ（S）　ホメルト　イウ　コトデスネ（Z＞。

▽（デ）（T）　教育熱心ナ　オカアサンタチハ　熱心ナレバ

　　モウヒトツ　タイセ

（125－9－1）

禦軽〉ナホド　ツイ　タメ

ニ　ナルオ話ヲ第一一ニスルケレド（K）

ウノハ　オモシロイ　オ話ヲ　第一二

　デス（z）。　（126－2・一4）

Gv）Kシ

▽エー　トロロガ（T）　アーー コウ

　　石井サンバ（S）　ソノ　オ話ッテ　イ

シタ　ホウガ　イイット（H2＞　イッテルγ

イッタヨウナ　関係二　対シテ　ワビワレハ

アルイハ　家族デ　アリ・マスルトカ　アルイハ　ショタイデ　アリマスルト2フ　ア

ルイハ　マタ　ウチナンテ イウ　コトバモ　使イマス（ンデゴザイマス）之（1（〉

ソウイッタ望ウナ　フウニ（R）　コトパモ（S）　チガヅテ

▽カラダハ　ヒョロヒョP　シテ　イルシ（K）　トテモ（T）

　レソウモ　ナインデスヨ（z）Q　（126－14－2）

▽タダシ　池田サンモ　イツカ　岸佐藤系ノ　ヒモハ

オリマス（Z）。

　　　（126－48－22）

ソノ　子ニハ（M⇒　ヤ

切ロウト　スルデ　アリマ

ショウシ（K） ＝ノ　ヘンニモ（Mの今後ノ
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課題ガ（S）　ヒトツ（R）　アリマス



　（Z）．　〈126一一22“21）

〈v）Kノデ

▽シカシ（T）　一応ノ　メドハ アリマスノデ（K）

　マショウ（z）。　（126－38一一6）

▽イマ　オ豆腐ガ　オ水ノ　キレタノガ 　イ　　ヘコフ｛フニ

ソレヲ（Mヲ）　申シアゲテ　オキ

ゴザイマスノデ（K）　チョット

　（R）　厚目ニ　カケマショゥ（z）。　（127－12・一6）

▽オ豆腐ガ　半丁　アマリマスノデ（K）　エー　ツヅイテ　スイモノヲ　コチラニ

　オ目ニ　カケル　コトニ（Hl）　イタシマショウ（z）。　（127－11－10）

▽ドウゾ（T）　デキアガリガ　ゴザイマスノデ（K）　ゴランクダサイマセ（z）。

▽デ（m）　コノ

　（B）

　レテ

　　　　値段ガ（s）

▽ソシテ（T）　ソノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈127－11－4）

タマツキハ　ゾウゲヲ　使イマスノデ（K）　コレハ（Sリ　タイヘン

　　タカインデス（z）。　（127－25－2）

　　オギオギナイヲモシツケナケレパワタクシタチハ疲

　　　　マイリマスノデ（K）　アー夏働ク　カタガタハ　ソノー一働キスギナイ

　ヨウニ　能率ノ　イイ　働キカタヲ　シテ　ソシテ　出タ　汗ヲ　オギナッテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エソジソ
　水分デ　オギナッテ　ソレデ　エー　汗ト　イヅショニ　出テ　キマシタ　塩分ヲ

　オ　ヨケイニ　トリイレールト　イウ　コトヲ　考エテ　イク　コトガ．マズ第

　一ダト（H2）　ワタクシバ（s）　思イマス（z）。　（126－40－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウゐ▽コレデ　ヨロシュウ　ゴザイマスノデ（K）　パター（ヲ）（Mの上二（」）　ノセマス

　ンデ　ゴザィマス（z）。　（王27－18－5）

（vi）　K（連用形）また除Kテ

　ユツボソ
▽日本ノ　政治モ　申シアゲマシタヨウニ　チョウド　転換期デ（K）　オオイ＝（P・）

　池田サンモ（S）

▽デ（T）　コレハ

　　　　　　　　　　　ぐワカワカシク（R）　ガンバッテ

ワタクシハ　トコロト　場所二

モライタイ　モンデス（Z）。

　　　　　　　　（126－22－1）

ヨッテ　ヒジョウニ　チガウト

　思ウンデ　アリマシテ（K）　エー　農村ナンカバ（Sリ　コノ　近隣ノ　生前ガ（S）

　家庭生活ト　イッショニ（Hl＞　ナッテ　オリマス（z）。　　（126－49－17）

▽デ（T）　コレハ　コノー　ヤッパリ　ソコカラ　ワレワレハ……ノ　生活ハ　シゲ

キヲ

ハモ

｝工▽

ウケルソデ　アリマシテ（K）　デ（T）　ソノ　関係デ　モヅテ　ワタクシド

ヤッパリ　間接ノ　人間関係ヲ　ツクッテ　イルト（H2）　思ウ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－5e－9）

パブロフト　イウノハ　家族名デ　アリマシテ（K）　タトエパ　ワタシノー
　ハヤシ

　林ト　イウ　メイニ相当スルノガ（S）パブロフ先生ノ

　（z）。（126一一16一・le）

▽冷房病ト　イウ　モノハ　ヒトツノ　キミヨウナ　表境デ

パブロフデ　アルト

ゴザイマシテ（K）　ソ
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　ンナ　病気ガ　アルトハ（H2）　ワタクシバ（s）　思イマセン（z）。　（126－42級0）

▽コレハ　シカタノ　ナイ　コトナンデ（K）　政治家ト　イウ　モノハ（s）　コノ

　両方ヲ（蛎）　ウマク（R）　トリアツカワナキャ　イケナイ　ワケデス（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126一一26－2）

▽デー（T）　コノ　対話性ト　ワタクシガ　申シマスノハ　ェー　話ヲ　奨際ニ　コ

ウ　コトパヲ　ヤリトリ　スルト　イウ　対話ニ　カギラレナイデ　エ　ヒトリガ

イッポウテキニ　話ス　イワユル　独話ニ　オイテモ　ヤハリ　認メラレル　モノ

　デ　アッテ（K）

　モ　ソウイウ

　ナイ　ワケデ

▽エ　シカシ（T）

　コレハ　・マタ

　エー　シタガッテ（T）　アヅ……　ソウイヅタ　独話ノ　ナカニ

助詞ナドガ　ア　使ワレル　コトハ（S）　ケッシテ（T）　珍シク

アリマス（z）。　（122一一16・一17）

　マタ　話シコトパニ　省略ノ　モノガ　多イト　イウ　コトハ

事実デ　アリマシテ（K）

　モノハ（S’）

　サレル　ウ

▽デー（T）

　地点二

　フツウ（」）　場面　アルイハ　文脈ト

　タメニ（」）　　コトノミガ（S＞

チョウド　コレハ　エー

　　n一　マア（T）　コノ　省略ト　イウ

　　　　　　イウ　モノニ　SUッテ　補充

　　省略サレル（z）。　（122－16－36）

交通ノ　問顯ニ　オキマシテ　ェー　アル

殺到スル
　　カズ
庫ノ　数ヲ 調べタリデスネ　ソノ　車ノ　ri一　・一　車体ノ　オ

分析　シテ　ソノ　車体ガ　ドウイウ　構造ニ　ナッテ　イルカト　イウ　フウニ

…ノ　コトヲ　考エルノト　同ジデ　アリマシテ（K）

　　オー　政策ノ　基本的ナ　アー　理論テ　イゥ

　　（Hi）　ナッテ　シマウンデ　アリマス（Z）。

　なお，以下にあげるようなKが名詞でおわっているのも，一応ここにあげて

おくことにする。
　　　　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ニヒヤク　　　　　　　　　　　おソジユウ

　▽カラ　ビタミンCハ　サキホド　申シアゲマシタヨウニ　ニ百グラムチュウ　四十

　　　　　サゆ　　　コレアハ　 アー

　モノハ　見イダセナイ

（124－3－22）

交通ノー

　コトニ

　グラム（K）　コレモ（S）　オー　ジュウブン（R）　タリマス（Z）。

▽ナカミハ　鉄鋼トカ　機械　綿織物　船融　ソレカラ　化学肥料ト

（138一一8－16）

イヅタヨウナ

　モノ（K）　コノ　ホカニ（」）　マ・・一一（T）　雑貨　ソノタガ（S）

　　　　　　　　　　　　　　イチ▽西ドイツノ　平均耕作土積バ　一経営アタリ　一農家　アタリ

ゴザイマス（Z）。

　　（139－5－3）
ハツチヨウブ

八田丁子（K）　フラ

　ンスハ（S）　ソノ　倍イジョゥ（z）。　（139－28－2）

　　　ひ　ホソ
▽マー　鶏本モ　ゴ参考マデニ　見テ　イタダキマスト

　　　　イツチヨウブ
ダイタイ　　一町鼻歩（1〈）　二丁

　題ニ　ナラナイ　広サデス（z）。　（i39－28－3）

e　陳述的成分と部属旬の付加　TK　［Z］

醜の（4）K：［Z］のところであげた諸例を参照。
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9－1）（126－48一一22）（126－49－17）など。また，正確にはKT［Z］（126－1－9）（126－

14『2）・K：K：T［Z］（127“・16“”23）と表わすべきものもある。TK｛TT［Z］｝とで

も表わしたらよさそうなものもある（122－16－17）。

　なお，DK：［Z］という型も考えられるわけだが，資料にはその例がなかっ

た。

　2・2・3その他の問題

　以上，われわれは述語構文の型として基準構文と付加短文とを扱ったが，述

語構文の型の記述としては，これだけでは十分ではない。上の記述でもれたも

の，あとまわしにしたものをここであげる。それは，大まかにいって，次のよ

うなものである。

　まず，上にあげたそれぞれの構文に，同格や挿入の部分の加わった構文があ

る。これらは，かなり，臨時的なものであり，基準構文や付加構文とならぶ独

立した構文の型と認めるべきかどうかにまようものである。　（a・b）

　つぎに，述語右文のいずれかの型に属しながら，独得の構造をもつものがあ

る。　（c・d。e）

　さらに，述語構文のある型から他の型に移行しつつあって，にわかにその所

属を決めがたいものがある。　（f）

　a　同格

　適格とは，同一構文のなかで，2つ以上の成分が同じ資格で他の成分あるい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃三）
は成分連続に関係しているばあいの，その2つ以上の成分の関係をいう。

　注）われわれは，並立と同格とを区別する。　（69ペーージ注参照）

　岡格の成分は，一ヒにあげたどの種類の述語構文の成分にも自由にはいりう

る。圃格構文という型を認めるとしても，それは，かなりゆるい型であって，

他の型と岡列に並ぶものではない。それは，もとの溝文の一種の変種と見るこ

とができるかもしれない。

　ここでは，資料に現われた画格の成分に注目して，それをとりあげる。便宜

的にいくつかのタイプに分けて例をあげる。陶格の成分の略号による示し方

は，「アノ　犬ハ（S）　ソレハ（s）……」「アノ　人ヲ（Mヲ）　伊藤氏ヲ（mヲ）……！

のように，岡格の成分のはじめの成分だけ大文字（S，Mなど）で示し，2番
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目（3番昌。・・…）に現われた岡格の成分はそれと同字の小文字（s，mなど）

で・zscした。

　（1）同類のことがらを列挙するもの

　（Zのばあい）

　▽ソレカラ（T）　（略）　コウイッタヨウナ　アー　構造ノ　モノ（D）　コレガ（S＞

　　アー　ソレゾレ（R）　ヤハリ（T）　ヒトツノ　文ナノカ（Z），フタツノ　文ナノカ

　　（Z）o　（122“H17一一26）

　（Mのばあい）

　▽態度モ（Mヲ）技能モ（m・）知識モ（m・）全部（R）　含ンデ　イル（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123一一3e－21）

　▽ワタクシタチノ　マワリニハ（M⇒　タクサンノ　合成樹脂デ　デキタ　製最ガ（s）

　　アリマスネ（Z），オウチノ　台所ニモ（M・）　ソレカラ（T）　ミナサンノ　机ノ　ウ

　　at二Lモ（m昌）o　　　　（127－24－1）

　（」のばあい）

　▽ワタクシドモハ（S）　スベテ（B）　エー　コノ　オ　家庭ニ　オキマシテモ（3）

　　アルイハ（T）　社会ノ　生活学　オキマシテモ（j）　イPイロノ　トコロデ（」）

　　イロィμノ　人肉関係ノ　ナカニ（M・）マー　置カレテ　イル　ワケデ　ゴザイマ

　　〉〈・（Z）．　〈126一一43－8）

　▽コゥィゥ　トキニ　アタリマシテ　池田霜ガ　多数ノ　投票ヲ　獲得セラレマシテ

　　新総裁ニ　ゴ選任ニ　アイナリマシタ　コトハ（T）　（略）　ワレワレ党員ト　シテ

　　・モ（」）　マタ（T）　園民ト　シテモ（1）　マコトx（R）慶祝ユタエマセン（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－35一一6）

　（Hの峰あい）

　▽（略）エー　コノ　ヘンガ（S）　ズット（R）　アノ　Zi一　pm白ク（Hl）　ウ　スリガ

　　ラスミタイニ（hl）　ナヅテ　オリマスネ（z）。　（127一一28－6）

　▽β本ノ　学着ノ　意晃ニ　ヨリマシテモ（T），コレクライ　大キケレバ　優二　人

　　間ガ　乗りコンデ　飛ブ　コトガ　デキルデ　アロウト（H2），マタ（T）　オソラク

コレナラパ　オ月サンマデ飛ンデ　イケルダケノ　カヲ　持ッテ　イルンジャ

　　ナイカト（h2）　コノヨウニ（h2）　イワレテ　オリマス（z）。　（124－29－4）

　（2）　周じことがらをく9かえすもの

　（1）　肩じことばをくりかえすもの

　これは，國格の中でもいちばん臨時的なもので，強調などのために意識的に

用いることもありうるが，多くは，：不：整的な表現とみなされるものである。

（18ページ参照）
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▽コレハ（T）　ポリtチレンノ　コノ　ビンノ　ナカニ（M。）　イー　コンナカニ

　（mの　シユッサンアンe＝アガ（S）　ハイツテル　ワケデスネ（Z），シュヅサンア

　ンモニァガ（s）o　（127－28－7）

▽ワタクシバ（S）　（略）　ソレハ　積極的ナ　冨険心デ　アリタイト（H2）　ワタクシ

　バ（s）　画工・テ　イマス（z）。　（126－15－ll）

▽アノ　X”　一　オー　エP・　ii艶（T）　アノー　コノ　研究所ノ　ナカニ　話シコト

　バ研究室ト　イウ　コトガ　ァ　アルト　イウ　コトヲ（Mv）　実ハ（t）　キョウ

　（」）　ハジメテ（」）　存ジァゲタ（z）。　（124一10－4）

▽コレガ（S）　ヤハリ（T）　イマ　申シマシタヨウ＝　話シ手ノ　オー　情意的ナ

　陳述ヲ　表ワスト　イウ　意味デ（」）　ヤハリ（t）　イ　意向形ノ　グループニ

　（M昌）　ハイリマス（z）。　　（123－8－21）

▽ワタクシバ（S）　ドウカ（T）　コノ　タビノ　総選挙ニ　オキマシテ　ミナサンガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漆）
　タガ　沖縄ノ　入タチト　同ジヨウニ　勇気ヲ　モヅテ　／ドウカ（t）／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β本共

　産党＝対シマシテ大ッピラニ　積極的二　支持シテ　クダサル　コトヲ（Mヲ）

　オ願イイタシマス（z）。　（124－36－8）

　注）一次成分が二次成分のあいだに挿入されているばあい／／でそれを示した・

〈11）　周じことがらを別の表現でくりかえすもの

（Zのばあい）

▽シカシ（T）　ドレモ　ソウイウ　コトヲ　試ミタ　人ハ（S）　全部（R）　医者デ

　アッタト（z），オ医者サンデ　ァッタト（Z）。　（122－12－7）

（Sのぼあい）

　　　　　　　　　　　　　　　ゴジユウ▽デ（T）　モーテームハ（s）　ソノ　五十語ハ（s）　意義ノ　広イ　コトバ（z＞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－7－1）瀧）

　注）前に，モーチームは五十あるとの説明がある。

▽ツギガ（S）　第ご三島ガ（s）　教科単元ト　イウベキ　モノデ　アリマス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－33－3）

（∫のぼあい〉

▽タトエパ（T）　コトパヲ　非常二　使ッテ　イル　トコPtデ（」）　内藤先生ナンド

　　ゴ関係ノ　映画ヤー一舞台芸術ナンカデ（1）　舞台監督ノ　コトヲ（My）「ブタカ

　　ン」　｝、（H2）　　イ！f一マス、（z）o　　　（126・一19一一6）

　（iii）　指示語でくりかえすもの

　この属格は葬常に多く資料に現われているQおそらく国譲のスタイルの特徴

であろう。ふつう，指示語は「コレ」であるが，まれに「コッチノ……」「コ

ンナカニ」「ソレ」が使われている。
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（Sのばあい）

▽イマ　アノー　墓礎学力ヅテ　コトデ　問題ニ　ナッテ　イルヨウナ　反復修練ト

　イウヨウナノハ（S）　コレハ（s）　生キタ　経験ジャ　アリマセン（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123一一32一一6）

▽コノ　「マ　7・　．」ト　イウノハ（S）　コレハ（s）　実ハ（T）．エー　文体ノ　チガイ

　デァリマス（z）。（123一一10一・4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オソナダイガクシキ▽デスカラα）　アル　人ニ　トヅテハ（J）　女大学式ノ　封建的ナ　人間関係ト

　イウノハ（s）　＝レハ（s）明ルイ　モノデス（z），、　（126－46一・・18）

▽デスカラ（恥　チョウド　プラウスト　エ　オズボントノ　組ミアワ八寸　モノ

　ガ（s）　コレガ（s）　パジャマデス（z）。　（125一一3一一14）

▽コウイッタ　式ノ　モノハ（S’）　ソレハ（s’）　効果ハ（S）　アリマセン（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－8一1O）

（Mのばあい）

▽スナワチ（T）

　ホウリナゲテ

ワレワレノ　ミナサマガタノ　カワイイ　子ドモタチノ　教育ヲ

（略）　闘争ヲ　通ジテ　ソノ要求ヲ　貫徹セント　シテ　イル　生

先ガタノ　予州カナ　行為ト　イウ　モノハ（Mv）　コレハ（mヲ）タダチニ（R）　ヤ

　メサセナケレバ　ナリマセン（z）。　（124－20－5）

▽スクナクトモ　現代語ヲ　考エル　パアイニ（J）　六ツノ　活馬形ト　イウ　コト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　ハ（Mヲ）コレハ（mワ）イチオウ　ベツニ（H2）考エタラ　イイ　ワケデス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－5一・20）

　注）斑とすることにはなお疑問がある。

▽コレハ（T）　ポリエチレンノ　コノ　ビンノ　ナヵ二（M昌）イー　コソナカニ（m＝）

　シュッサンアンモニアガ（S＞　ハイヅテル　ワケデスネ（Z），シ＝ッサンアンモニ

　ァガ（s）。　（127－28一一7）

（Hのばあい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シリウマ▽ソウシテ＠）　アメリヵノ　ナント　イイマスカ　尻馬二　乗ッテサエ　オレパ

ソウシテ　コノ　椎弓主義ノ　国グニニ　タテツイテ　オリサエ　スレバ　ナニカ
る　ホン

見本ノ　鰯ガ　コウ　リッパニ　浮カビアガッテ　クルヨウニ（H2）　コンナフウニ

　　（h2）考エテ　（9）ル（z）。　（124－3G－9）

　この類の二丁は，表現効果の上では，〈独立語一三示語〉＜陳述的成分一

一指示語〉の表現に非常に近い。「結婚，ソレハ……。」「ツケアワセノ　馬鈴薯

デスガ，コレハ……Q」しかし，この種のものでは，独立語または陳述的成分はた

だ提示されているだけであって，それ自身で文中の他の部分に対する関係を積

極的に示していない。それに対して，ここで問題にしている同格のものは，第

1の部分が第2の部分の助けを借りずに他の部分に対する関係を示している。
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そこにちがいがある。

　次のような，〈「～」ト　コウ（コウイウ　フウニ，カヨウニ……）〉という

表現は，〈コウ〉などがなくても，〈「～」ト〉　の部分をH2と見ることができ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
るので，H2の闘格とみなした。なお，1・2・3b（4）「陳述的成分」および2・

・2「T［Z］」参照。

　▽ダイタイ（T）　ソノー’ワタクシバ（S＞　（略）　ソノ　単元ニハ　六種類　アルト

　　（H2）　コウイウ　フゥニ（h2）　考エテ　ィマス（z）。　（123－32－15）

　▽教育ノ　目的モ　経験ナンダシ　ソレヵラ　内容モ　経験ナンダシ　方法モ　経験

　　ナンダト（Ha）　コゥ（h2）　書イテ　ァリ・マス（z）。　（123－30－12）

　▽オ互イノ　人格ヲ　尊重シアウ　コト（D）　コレガ　人権ノ　／ワタクシバ（s）／

　　内容ヲ　ナス　・モノダト（H2）　カヨウニ（h2＞　考エテ　イマス（z）。　（126－52一一7）

　次のようなものは，引用句を受ける「ト」がないが，やはり，これに準じる

　　　　　　　　　　　　　油）
ものとみなすことができよう。

　▽アメリカノ　父親ハ　子ドモノ　友ダチ＝　ナヅテ　シマッテ　父親ト　シテ　教

ユタリ　導イタリ　スル　権威ヲ　スッヵり　失ッテ　シVッタ（H2）　コウ（h2）

　　イゥノデス（z）。　（126一一32－16）

　　注）こういうばあいには録音では，そこに一定のポーズがあり，［t］の内寸音があ

　　　ると思われることが多い。

　（iv）　まず指示語で示し，次に別のことばで言いかえるもの

　▽点心　コヅチハ（S）　アノー　塩化ピニー…ルノ　ホウハ（s）　ヨク（R）　モエナイ

　　ンデス（z）。　（127一一28－19）

　▽デハ（T）　オサカナヲ（M・）チョウド　コノヨウニ（R）　エー　焼ケマシテ沿

　　コゲナイヨウニ（r）　ナ焼キクダサイマセ（z）。　（127－18－19）

　　注）言いあやまりか？

　（v）言いなおしと認められるもの

　▽岸政府ハ（Sり　礒本政府ハ（sり　アメリカカラ　核兵器ヲ　モラッタ　コトハ（S）

　　ナイト（z）。　（124－2i－8）

　なお，従属句を二つ以上含む文は，今回の調査では無視したために，従属句

の同格の例は，ここにあがっていないが，そういう例もありうるだろう。

　b挿入

　ある述語構文のなかに，従属句（K：）あるいは他の述語構文がいわば「挿入」

されているばあいがある。その1つは，その文中のある部分の表わすことがら
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についての補足（詳細の説明，理由の説明……）である。r霧ハ

集，最近　G社ガ　出シタンダケド，見タカイ。」r彼ノ　画集ノ，

G社ガ　出シタ　ヤツダ；妊，値：段ハ　ズイブン　高イナ◎」

ンジンガ　ウシロノ　方二，アスターンエンジント　イウ

彼ノ　画

コナイダ

「タンカーハ　エ

ヤツダ，トモノ

方ニ　アル。」　「ソノ　タンカーハ，ヨッポド　油ヲ　タクサン　積ンデ　4

タンデショウ，吃水ガ　深クテ　港ニ　ハイレマセンデシタ。」　など。もう1

っは，その文の表現（verbalな面）のしかたについての一種の補足。「タンカ

ーハ，エー　ナント　串シマショウカ，船全体ガ　タンクナンデスネ。」など。

　このように挿入された従属句とか述語構文の，その文中の他の部分との関係

は，今玄で扱ってきた構文の型における，今まで扱ってきた成分（従属句）ど

うしの関係とは異なる。今まで扱ってきた構文の型における成分（従属句）ど

うしの聞の関係というものは，いわば同じレベルでの関係というべきものであ

る。それに対して，挿入された従属句または述語構文と文中の他の部分との関

係には一種のレベルのちがいがあるということができる。たとえば，従属句は

ふつう，連用語や状況語の一一部とはなりにくい（1・2・3b　（6）　「句の扱

い」参照）。ところが，挿入された従属句は連用語や状況語のなかにも現われう

る。また，従属句はふつう連体修飾語のなかには現われえないような性格をも

っている（ただし，全体がここでいう複合構文にあたる形をもつばあいには連

体修飾語のなかにおさまっていることもある。1・2・3b（6）「句の扱い」参

照）。それに反して，挿入された従属句は連体修飾語のなかにも自由に現われう

る。また，ある述語乱文が他の述語欝文のなかに現われることは引絹文のばあ

いをのぞいてはふつうはありえないことである。ところが，この挿入された述

語購文は上の従属句と岡様連用語や状況語のなかにも，また連体修飾語のなか

にも現われることができる。このようなことは，問題の従属句あるいは述語構

文が，文中の他の部分とふつうのつながり方とはちがった関係にたっているた

めであると考えられる（それをここでは「レベルがちがう」と表環した）。

　このように，挿入される従属句や述誰構文の現われ方は相当自由であって，

それはあるきまった型をなすとは認めがたい。挿入された従属句や述語三文を

含む構文を「挿入溝文」として1っの講文の型をたてることも考えられるわけ
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だが，上のようなことからそうした扱いをしなかった。以下例だけをあげてお

く。

　（1）Kの挿入

　▽ソウイウ　社会的接近（T5　コレハ（s）
ア　モット　ホカニモ　イロイロ　出テ

　キマスガネ　オモニ（T）　コノ　ソウイウヨウナ　コトト　シテ（」）　アラワレテ

　ル　ワケデス（z＞。　（123一一25－17）
　　　ゼソキユウヒヤクヨンジユウハチ

▽エ　千九百閥十八年（J）　スナワチ　昭湘二十三年デ　アリマスガ　パリーーノ

　第三回ノ　國遮総会デ（J）　全六界ノ　各国ガ（S＞　アノー一世界人権豊言ト　イ

　ウ　有名ナ　宣雷ヲ（Mの　オー　キメタンデ　アリマス（z）。　（126－51－19）

▽エー　マー　コノヨウナ　エー　イ認イロナ　製品　イロイロノ　製贔ヲ　作りダ

　ス　合成樹脂（D）　エー　カタイノモ　ヤワラカイノモ　アル　ワケデスガ　イッ

　タイ（T）　イツゴロカラ（J）　コレハ（S）　デキダシタノデショウカネ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－24－7）

▽デ　シマスト（T）　ヒトリノ　若イ　オヵアサマガ（S）　アカンボウヲ　カカエテ
　　　　　　　ゴ　サイジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウエ　　　　ナトコ

　（R）　アトデ　五歳児ト　ワカッタノデスケレドモ　上ノ　男ノ　オ子サンニ　マ

▽エー
　まンナ

　女ノ

　健所ト　オー

　ス（Z）。

▽食器モ（田）

　アワセフー

▽デ（饗）

　ト

　ハ（S）

　マア

スカー・一一トヲ　ヒッパラレナガラ（R）　ハイッテ　イラッシャイマシタ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－10－4）

　タトエパデスネ（T）　エー　ワタクシバ（S）　ヨク（R）　保健所ノ　働キト
　イツシヨウ

ー生ト　ナニヵ　映画ノ　言触　アリソウデスケレドモ　女ノ　一生ト　保

　　コウイウヨウナ　コトデ（J）　オ話ヲ　シテル　コトガ　アルンデ

〈125－26－3）

　コレ　台所ノ　ボールデ　ゴザイマスケド　コンナ　モノニ　モリ

　　　ミマシタ（z＞。　（127－21－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　カソジヨウヒヨウシユツ
　　コゥイウ　ァイテニ　ムカッテノ　感情表出トカ　アルイハ　要求トカ

イウヨウナ　アー　モノガ　話シコトバニ　多ク　出テ　タルト　イウ　コト

　　コレハ（s．）　アー　話シコトパノ　イワバ　アー　マア　対話性　工一

　オオザッパナ　名ヅケカタデスケレドモ　エー　対話性ト　イゥ　モノニ

　ヨルト　ィゥ　フゥニ（H2）　考エテ　＝一　イインジャ　ナカロウカト（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－16－14）

（2）　【Z］の挿入

▽デ（りe）　V（T）　コノヨウナ　マタ　Uレイガイノ　イPイロナ　準備ノ　オー

　ナコナワレ　エ　準備ニ　ヨッテ　オコナワレマシタ　調査ノ　結果ハ（T）　エー
　　　　　　　　　　　ハンヲ　ニウ
　文法上ノ　イロイロナ　範曖　ロシヤ語ニハ　エー　完了態・不完了態トカ　ァル

イハ　格変化ニ　ヒジョウニ　ムズカシイ　イロイロナ　コトガ　ゴザイマス　ソ

レニ　ツイテノ　オ　分析ガ（S）　アー　デテ　ォリマス（z）。　（122－4－1）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　ホソ▽カラ（〕じ）　第三ハ　コノー　実用技術　マー　臓太デ　イウト　アノ　職業指導ト

　イワレル　ヤツデスネ　実用技術ノ　指導（z）。　（122－10－11）

▽コウイウ　トキニ　アタリマシテ　池田君ガ　多数ノ　投票ヲ　獲得セラレマシテ

　新総裁ニ　ゴ選任ニ　アイナリマシタ　コトハ（勤　池田君　ゴ木人ハ　申スニ

　オヨビマスマイ　ワレワレ　党員ト　シテモ（J）　マタ（T）　陶民ト　シテモ（j）

　’マコトニ（T）　ケイシュクニ　タエ・マセン（z）Q　　（127－35－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　ニホン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フタリ
▽シカシ（T）　ザンネンナガラ（T）　日本共巌党ガマダ国会二　二人シカ　イナ

イト　イウ　状態ヲ　見テ　営ク　見テルンデスヵ　社会党ハ（S）　ナカナカ（T）

　イウ　コトヲ（Mヲ）

▽エー子ドモハ（Sリ

　ン（B）　カラダ

　（s＞　好キデス（z）。

▽デー（T）

キキマセン（z）。　（124－35－2）

　ダイタイ　　冒F金・〔〉ノ　　カタマリト

　　ゼンタイヲ　動カシテ　コ（ウ）

　　　　　（126一一8－1）

タトェ！ミ（T）　二n・一一　ナンネンコロニ

アブナイ

イイマショウカ　タイヘ

　　コトヲ　スルノブゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナリマスカ　エー　アメリカノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ホソ　　リンド・“’　一一ク大佐夫萎ガ　カラフト・チシマノ　ホウヵラ　B本へ　飛行機デ　ヤ

　　ッテ　キタ　＝トガ（s）　ゴザイマス（z）。　（133－9－13）

　▽スナワチ（T）　エー　命令形ニオケル　陳述ト　イウ　モノハ（s）　コレハ（s）

　　ナント　申シマスカ　ビジョウニ　コノー　聞キ手メアテノ　陳述デ　アリマス

　　（z）o　　　（123一一6－19）

　▽デ（T）　ワタシバ（S＞　ナソテ　イイマスカ　コノ　心ノ　奥ノ　ホウデ（」）　エ

　　一一　アー（T）　ドンナ　カタチデ　アッテモ　膚分ヲ　信ジテ　イラレルト　イウ

　　國民性ト　イウ　モノガ　タイヘン　ウラヤ’マシク（H2）感ジマシタ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（136－IG－5）

　Cひっくりかえし

　／SZ／で注意すべきものに，”ひっくりかえし〃とでもいうべきものがあ

る。これは，「ふつうの構文では主語以外の成分で表琉されるものを主語とし，

述語以外で表現されるものを述藷として表現した」と解釈できるような構文で

ある。このばあいに主語は，「……ノハ（ガ）」の形式をとり，述語は，「＜体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
言または体言相当の語句〉ダ（デス……）」の形式をとる。

　　注）「犯人ハ私デス」という文は，「私ハ犯人デス」のひっくりかえしの表現とみ

　　　ることもできるが，これは，ひっくりかえしの形式的な特徴がはっきりしないの

　　　で，ここでは問題としなかった。

　▽コウシタ　トキニ　池田サンノ　第ニノ　転機ニ　ナヅタノハ（S）　例ノ　放言カ

　　ラ　通産大臣ヲ　棒ニ　フッタ　事件デス（z）。　（126・一25一一10）　＜t…シタ　事件

　　ガ・）ノ転機ニナッタ〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　　　　テイ　　　ぶり
　▽ソレヲ　マズ　ハヅキリサセテ　クレタノハ（s）　P・T・Aノ　全国大会デシタ
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　　（z）。　（126－30一・7）〈’》ノ　全国大会ガ　ソレヲ　ハヅキリサセテ　クレタ〉

　▽台所デ　イチパン　ジメジメシガチナノハ（s）　流シノ　シタノ　トコロデ　ゴザ

　　ィマスネ（z）。　（125－19一・7）　〈～ノ　トコロガrVジメジメシガチダ〉

　▽デ（T）　イチパン　fi立ツノハ（S）ハジメテノ　赤ン坊が生マレテカラ　コノ

　　赤ン坊二　麟シテ　ヤキモチヲ　イダクヅテ　イウ　コトデス（z）。　（125－11－15）

　　〈～ッテ　イウ　コトガ　イチバン　羅立ツ〉

　▽ソレカラ（T）　コチラニ　ゴザイマスノガ（S）　インゲン　ソレカラ　イカデ　ゴ

　　ザイマス（z）。　（127－14－9）〈インゲン　ソレカラ　イカガ　コチラニ　アル〉

　▽エー　ツギニ　ゴ紹介イタシマスノハ（s）　ピエール　ギロー　エー　「フランス

　　象徴詩人ノ　周語ニ　ツイテノ　研究」デ　ァリマス（z）。　（122－6－1）　＜～ノ

　　研究ヲ　ツギニ　ゴ紹介イタシマス〉

　▽デ（勤　ケンカヲ　シタ　トキニ　イツモ　キマヅテ　シカラレル　ポウハ　アー

　　オニイサンデ　アレ　弟デ　アレ稲手ニ　シヅトヲー　イダクノハ（S）　当然カ

　　モ知レマセγ（z）。（125－13一・5）〈・）シカラレルポウハ当然相手ニシ

　　ヅトヲ　イダク〉

　▽トクニ　困りマスノハ（S）　オトウサソ　オカアサソが相当　秀才ナ　パアイデ

　　スネ（z）。　（126－36－22）　〈（・ガ　秀才ナ　パアイニ　トクニ　困りマス〉

　▽ソウシマシテ（T）　エー　精神薄弱児ト　イウ　モノニ　対スル　教育ト　イウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イツセン　　コトノ　階層方ガ　出ルヨウニ　ナッタノハ（S）　千八否年ゴロ，　一一’＝f：八面年ゴ
　　　　　　　　ジユウヰユウ
　　ロイワユル十九批紀ゴロカラデアル（z）。（122－12－5）＜～十九世紀

　　ゴロカラ　～ノ　考工方ガ　出ルヨウニ　ナッタ〉

　▽ソウシテデスネ（田）　ソレガ　少ナクトモ　ヤハリ　同ジ　人間ノ　一・種デ，一種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒトイロ　　ト　（拶罫イヶナィ）　岡ジ　一種，一種デスネー　アノ　一色，同ジ　人間ノ　ウチ

　　デ　アルト　イウヨウナ　考工方ガ　多少　メバェタノハ（s）　コノ　キリスト教

　　ガ勢力ヲ　持ッテキテカラデアル（ト）（z）。　（122－11一一5）＜～ガ勢力ヲ

　　持ヅテ　キテカラ　～ト　イウヨウナ　考工方ガ　メバェタ〉

　次の例は，主語が詣示語になっているが，述語の形式からみて，ひっくりか

えしの変形と見られる。

　▽デ（T）　コレハ（S）　小サイ　子日　霞分デ　イイ　悪イノ　判断ガ　ヨク　ワカ

　　リマセンシ，大キク　ナレパ　考エル　カガ　鵬テ　クルカラナンデスネ（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－8－3）

　次の例は，ひっくりかえしの表現とみられるが，述語が打ち消しの形になっ

ているために，これに相当する（ひっくりかえしを受けていない）もとの表現

がふつう使われないものである。

　▽シカシ（T）　ミナサン（D）　ジツハ（T）　ソビエトノ　人工衛星ヲ　見マシテー
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　　ハナハダ　ココロナモシロク　ナイト　思ッテ　イルノハ（S）　ナニモ（T）　アメ

　　リカダケデハ　ゴザイマセン（z）。　（124－29－9）

　d　派生

　動調述語の骨ぐみで，その動詞が，受身，使役，可能の形や～テアル，～テ

モラウの形になると，それに応じて，S，　Mの現われ方が変わるばあいがあ

る。そうしてできた（と推定される）構文を，ここでは，もとの（と推定され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波1）
る）構文に対して，仮に派生的な骨ぐみと呼んできた。　（これ以外に派生的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注2）
構文というものがないという意味ではない。）この種の派生的な構文について

は，各構文の箇所で，断片的にふれたところがあるが，ここで，それを派生と

して一括して，その特徴を簡単にまとめておく。

　　注1）　”派生的〃という用語を，ここでは，2っの構文のあいだの構造上の関係を

　　　蓑わすのに使う。ここでいう派生的な構文に属する個kの文が，かならず，それ

　　　に対応するもとの構文に属する文から発生したという聴闘的な前後関係がみられ

　　　る，ということではない。各構文の箇所で，たとえば「……のZが，受身または

　　　～テアルの形になってできた，派生的な骨ぐみ……」というような蓑現を用いた

　　　が，これは，便寛的な袈現である。

　　注2）　この種の派生を他のものから区別すれば，voice上の派生ということがでぎ

　　　るだろう。

　以下，それぞれの派生にみられるS，Mの転換の仕方のおもなものをあげる。

　なおここでは，転換の仕方におけるちがいによって，いわゆる受身を2類・

3種に分けて考えた（（A）　まともな受身　①薩接的な受身　②間接的な受身

　（B）③めいわくの受身）。次の（圭）～（iil）はM，→sになる類であり，

（vi）以下はそうならない類である。

　　　　　　　　　　　　　　潰三1）
（至）直接的な受身による派生　　（例）

Mヲ→S
　　　注2）
S　一｝　O，　M．， Mt」　rJ

SM，Z　（太郎が次郎ヲナグ紛

→SZ　（次郎ガ　ナグラレル》

吟SM。Z　飲郎が太郎ニナグラレ紛

SM．MvZ　（焔；ガ郵僕一二傘ヲアズグ

　　　　　　ル）

→SM．Z　（金が郵便局ニ　アズケラレ〃）

→SMヵラM。Z　（金が太郎カラ郵便局ニ

　　　　　　　　アズケラレル）

洗1）　この受身の予断は，直接的な繧的語のM，がSに転換することである。

注2）　ここに0を認めたのは，この糠の受身による構文では，もとのSにあたるこ
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とがらが，表現されないことが多いからであるが，この0を認めることセこは問題

がある。M．あるいはMヵラの省略と認めるべきかもしれない。次の～テアルのぼ

あいの　SゆG　とは質的にちがう。

（ii）　～テアルの形による派生

　　　　Mフー・S

　　　　s－o

（iii）　可能による派生：

　　　　　　注1）　　　　淀2）
　　　　M：ヲ　→S，Mヲ
　　　　　　　　　油3）　　裏1三4）　　注5）
　　　　s一＞s，　S，，　o，　M．

（｛列）　SMヲZ　（太郎ガ　旗ヲ　立テノレ）

　　　　→SZ　（旗が立テテアル）

　　　SMnMvZ（太郎が鷲二落月キヲスノの

　　　　→M昌SZ　（壁ユ落欝キガシテアル）

　　　SM。H2Z　（～ガ憲法二～ト書ク）

　　　　→MsH2　Z（憲法二～ト　書イテアル）

（｛列）　SZ（子ドモが歩ク）

　　　　→SZ（子ドモガ　歩ケル）……………・◆・（a）

　　　　→M。Z（子ドモn歩ケノレモノカ1）…（b）

　　　SMヲZ　（・f’ドモハマチヲ歩ク）

　　　　→SMヲZ（予ドモガマチヲ歩ケル）…（c）

　　　SMヲZ　（子ドモガコーヒーヲ飲ム）

　　　　→・S’SZ（子ドモハ　コーtZ・一が飲メノの…（d｝

　　　　→M．SZ　　（子ドモ＝モ　コーヒーガ　飲メ

　　　　　　　　　　ル）…………………………（e）

　　　　SMヲZ（入が大根ノ葉ヲタベ紛

　　　　→SZ（大根ノ　葉ハ　タベラレ〃〉・・……・（f）

　　　　SM．Z（太郎ガ　アメリカニ　行ク）

　　　　一・SM。Z　（語部ハアメリカニ行ケ功…

　　　　　　　　　　　　　一・・一一・・一・一・・一・…一一・（g）

　　　　→蟹。M。　Z（太郎ニハアメYカ＝：行ケノの

　　　　　　　　　　　　　一”一一一一．一一一一一一一一t一一一J一．J＋一一一（h）

註1）　もとの構文には必ずしもなくてよい。

注2）　淺動詞構文に現われるM，のばあい。→（c）。他動詞構文のM。のばあいに

　　も，瓢，がそのまま残されることがあるようだ。（「子ドモガ　コーヒーヲ　飲メ

　　ル」「Nハ，Nト，カタヲ　ナラベラレルヨウニ　ナッタ」など。）

注3）　他に薪しいSが現われるばあい。→（d）

澄4）　もとの溝文のMヲ（対象）の性質の商船として可能動詞が絹いられたぼあい

　　もとの構文のS（主体）は消えることがある。→（f）

注5）　このばあいは，陳述的な颪（表現意図・陳述的変容）にある種の制約がある。

　　一（b）（h）

　　　　　　　　　　　　　　洩）
（三v）　罰則的な受身による派生　　　（例）　SM昌Z（太郎ハ花子ニホレ〃）

　　　　M昌，Mカラ，　Mト→S　　　　　　　　　→SM．Z（花子ハ太郎＝　ホンヲvノの

　　　　S→Mヵv，M。　　　　　　　　SM．MワZ（太郎ハ次郎二英語ヲ教ニル＞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一トSMヵラMヲZ　軟郎ハ太郎カラ英語ヲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教エラレル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SMヵラMワZ（xyガ太郎実ラ　サイフヲ　ウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バウ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SMヵラMヲZ（太郎ハスリカラ・tKフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　ウパワレタ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S瓢トZ（太郎ハ花子ト　絶交スル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SM。Z備予ハ太郎二絶交サのレ）

　注）この受身の特徴は，間接的な厨的語M．，Mヵ，，　MトなどがSに転換すること

　　である。もとの構文にM，があるばあいには，M。はそのまま残る（補注参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　洗）
（v）めいわくの受身による派生　　　　　　　　　　　　　　　　　　（例）　　SZ（子ドモが死ヌ）

　　　　　→S（蔽しい童語）　　　　　　　　　　　　　→SM．Z（親ガ　子ドモ＝　死ナレル）

　　　　S→M。　　　．．　　　　　　　SM，Z　（太郎が次郎ヲ　ナグ紛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SM。MワZ　（花子が太郎島1嫡1ヲナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラレノの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SM．MヲZ（太郎ガ　郵便縄ユ　金ヲ　アズケル〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆSM二M【昌MヲZ（次郎ガ　太郎5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謀　金ヲ　アズケラレル）

　注）この受身の特徴は，その動作によってめいわくをこうむる人（これは，もとの

　　構文のMによって表現されていない）がSとして表わされることである。

（v三）　使役による派生　　　　　　　（鋼）　SZ（子ドモが歩ク）
　　　　　　　　　　　湿d／”）

　　　　S→M紛Mヲ　　　　　　　　　　　　→SM，Z（母親ガ　一X・ドモヲ　歩カセル）…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一一’一・一・・一’一一・一”“（a）

　　　　　→S（新い、ま諭　　　　　　　　　　→SMユZ（母親が予ドte’・；一歩力匂の…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・一一・一・・一一・・一一・一一（b）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SMvZ　（醸動）　（子ドモガ　歩道ヲ　歩ク）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SM昌MvZ　（燈親ガ　子Fモ＝　歩道ヲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歩カセノン）……………（C）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SMヲZ　（他動）　（太郎が次郎ヲシカノレ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SM二MヲZ（花子が太薙二次郎ヲーy　」7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラセル）　　…………・rの…（d）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SM轟Z（太郎ガ　イス＝　sヲカカノの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SMヲM．Z　（花子ガ　太郎ヲ　イスs　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リカカラセル）………（e）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SM一　。M．Z　く花子が太郎ユイス＝u

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲノ」ノ7ラdニノレ）　・■J■■・■■P（f）

　注）もとの構文のZが自動詞であって，M，のないぼあいに隈って環われる。→

　　（a），　（e）

（vii）i’vテモラウにまる派生　　　　（例）　SZ（子ドモが歩ク）
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　　　　　S→M晶　　　　　　　　　　　　→SM。Z（母親が子ドモニ歩イテモラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ）

　　　　　　→S（新しい主語）　　　　　　　　SMヲZ（太郎が次郎ヲシカル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→SM晶MヲZ（花子が太郎二次郎ヲシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カッテ　モラウ）

　なお，動詞述譲文の構文の動詞が，Nテクレル，～テヤルになると，あらたにM。が

加わることがある。ただし，このM昌は，もとの構文（～スル）の形でも現われうるの
　　注）
　　　上にあげた派生．と区別される。で，

　　～テヤル　　　（例）　SMヲZ（ボクガ　本ヲ　買ウ）

　　　　　　　　　　　　→SM。M，Z（ボクが魅三本ヲ買ッテヤル）

　　～テクレル　　（例）　SMヲZ（オジサンが本ヲ　買ウ）

　　　　　　　　　　　　→SM．MヲZけジサンガボケ＝本ヲ買ツテ　クレル）

　　注）　「ボクハ　妹二　本ヲ　買ウ」　「オジサンバ　ボクニ　本ヲ　買ウ」などとい

　　　える。

　　補注）なお，受身には，次のようなものがある。

　　　次郎ハ　太郎二　頭ヲ　ナグラレタ。

　　　花子ハ　親二　結婚ヲ　反対サレタ。

　　これらは

　　　　太郎ガ　（次郎ノ）　頭ヲ　ナグッタ。　　　｛
　　　　太郎ガ　次郎ヲ　ナグッタ。

　　　　親ハ（花子ノ）結婚二　反対シタ。　　　｛
　　　　親ハ　花子二　反対シタ。

　　という2組のもとの構文を野宮にしているといえそうである。聞接的な受身の一種

　　とみなすべきか。

　　　この項であげた派生にちかいものとして，さらに，～タイ，～テホシイ，～テモ

　　ライタイなどがある。

　e　lましょlj

　述語講文は，いわゆる省略のあるものを除いて，多くのばあい，場面・文脈

などを無視し，陳述的な面（陳述的変容，付加など）を無視しても，ことがら

的な颪が残って，ことがらとしての意味をなすものである。ところが，食堂など

で発する「ボクハ　ウナギダ。」「ボクハ　キツネダ。」というような種類の文で

は，場面・文脈をはなれては，ことがらとしての意味はあいまいである。あるば

あいには無意味であり，他のばあいには別の意味になる（IamaneeLなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濡）
この種の構文上の特徴を，かりに「はしょり」と呼ぶ。

　　注）はしょりと名づけたのは，この表現が「ボクハ　ウナギヲ　タベタイ。」「ボクハ
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　　ウナギヲ　注文スル。」「ボクハ　ウナギニ　キメタ。」などの末尾の用言的な表現

　　をはしょった表現として起こるばあいが多いからである。ただし，ここではこうし

　　た構文の発生については問題としない。ただ，できあがった構文の特徴をこう名づ

　　けただけである。

　はしょりの構文は，形式上は，名詞述語文（あるいは名調糖当の述語の文）

であるが，ふつうの名詞述語文には現われないような目的語や連用語が，この

種の構文では現われうる。この点で，構造の上からもふつうの構文と区甥され
　注）

る。（「ボクハ　ウナギヲ　ヒトツ。」「ボクハ　サクサクト　オ茶漬ケダ。」な

ど。ただし，これらを躍的語とか連用語とかと呼んでいいかどうかはなお検討

を要する。）

　注）はしょりの構文とふつうの構文との限界は，いまのところあいまいである。「山

　　ハ　雪ダ。」　「カレハ　アスカラ　学校ダ。」　「カレハ　アスカラ　講：義ダ。」　「ア

　　シタバ　遠足ダ。」「ワレワレハ　イヨイヨ　アシタ　出発ダ。」などをすべてはし

　　ょりとしてよいかどうか。

　資料には，次のようなはしょりの構文があった。便宜上，いくつかに分けて，

例をあげる。

　（～ガ（ハ）　〈数詞〉（ダ））

　▽ソレニ　ネギノ　ミジン切りガ　大サジ　ニ杯ホド。　（127－12－13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ　▽マズ　第一二二　人ノ　親トシテ　臼本ノ　国民ト　イタシマシテ　ドウシテモ

　　コレラ　ダマヅテ　ミテハ　イラレナイト　イウ　問題ガ　ヒトツ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－20－4＞
　　　　　　　　ヨンジあウギニウ
　▽講義資料ハ　四十九ページデスネ。　（123一一24－2）

　▽エー　パセリガ　コサジニ　一杯グライデ　ゴザイマスネ。　（127－17－15）

　　（（’二，（ノヲ　　〈数野司〉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うソハイ　▽ソレデハ　ココニ　オダシヲ　大サジ　四杯。　（127－13－22）

　▽ロレヲ　一杯ト　半デ　ゴザイマス。　（127－13－22）

　（～・ガ　＾デ　モヅテ　〈数詞〉）
　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　ナナジみウ

　▽ソレカラ　ハムが四枚デモッテ七十グラムグライデ　ゴザイマショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一一17一一2G）

　（～ハ　〈数詞〉カラ　〈数詞〉マデ）
　　　　　　　　　　　　　ヒヤク　　　　　ゴジニウ
　▽デ　第二表ノハ　レインジ百カラ　五十マデ。　（122－4－14）

　（（ノハ　　（ノダ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
　▽キョゥハ　洋風ノ　ォ献立デ　ゴザィマス。　（127－15－3）

　　注）「キョゥハ」を主語とみなしたばあい。もし，状況語とみなせば，ふつうの主
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　　　語省略文となる。

　〈tVガ（ハ）　～バアイダ）

　▽デ　コノ　ミッツガ　＝一　ヒFツー　コノ　種類ニ　ナッテ　売ッテル　ァルイ

　　輪作ルバアイデ　ゴザイマスネ。　（125－4一・2）

　　　　　　　注）
　（（’ハ　 r）タメダ）

　▽エー　コyハ　妊娠ノ　トキニ　イmイロノ　腎臓ガ　悪ク　ナッタリ　スルノヲ

　　早ク　見ツケテ　コレラ　防ゴウト．イウ　タメデス。　（125－27－15）

　　　　　　　　　注）
　（（』’モ　 （ノ gオリダ）

　▽エ　コレモ　ミナサンガ　アー　ゴ承知ノ　トォリデス。　（127－25－8）

　　注）これらは，ひっくりかえしの構文の変形ともみられる。　（164ページ参照）

　次のような複雑なものもあった。これらは，付力購文の一種とみるべきか。

　▽ソレカラ　タマネギが少k，ニンジンが少シト　パセリノ　枝。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－15－13）

　▽コノ　オロシドレヅシングハ　サラダオイル　大サジ　一一as，醇ヲ　大サジ　ニ杯

　　塩ヲ　小サジー杯，砂糖大サジー杯デ　ゴザイマス。　（125－22－14）

　▽コノ　サラダドレッシングハ　サラダオイル　大サジ　一杯，酢ヲ　大サジ　ニ杯

　　塩　小サジ　一杯，砂糖　大サジ　雌臼＝　オロシ大根ヲ　カップ　一杯デ　ゴザ

　　イマス。　（125－22－16）

　f複含述語的な構交

　i・2・2で述べたように，構文調査では，いわゆる付属的な文節は，文の

独立の成分と認めず，文の成分を樽成する部分と認めて，作業を進めた。そし

て，文の述語として，こうした文節を含むものを，複合述語と呼んだ（71ペー

ジ参照）。

　問題の部分が付属的な文節であるかどうかの認定は，中問的な段階のものが

あって，困難がともなう。

　この項では，作業上付属的な文節（複合述語の形式的な部分）としないで，

独立の述語と扱ったもののうち，付属的な文節に準ず為機能を果たしていると

思われるものについて，とりあげる。

　たとえば，

　▽ココニ　イチ・ミン　大キナ　問題ガ　アルト（H2）思イマス（z）。　（124－34－13）

という文は，／H2Z／構文に属することになるが，こうした表現では，「思イマ

ス」は，意味上の主体が謡し手（質問のばあいは相手）に限られ，謡し乎（相

手）の断定をひかえる表琉として使われている。この文は，／SH2Z／構文の主
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語の雀略されたものとみなすこともできるが，むしろ，それとは別の（それか

ら派生しfc）述語の陳述的な面（表現意園的な面など）の分化に応じた新しい

型と認めるべきではないか，と考えた。このばあい，H2の内部の二次成分とし

ての述語「アル（ト）」とこの「思イマス」とが複合したものを複合述語と認

め，H2を分解して，次のような構造と認めることも考えられるだろう。

　▽ココニ（M。）イチバン　大キナ　問題ガ（＄）　アルト　思イマス（Z）。

　当面は，ここまですすめずに，過渡的なものとみとめて，この種の構文を複

合述語に準ずる部分を含む一構文という意味で，「複合述語的な溝文」と呼んで

おくことにする。　（以下の引網例で，複合述語に準ずる郷分を一で示す。）

　複合述譜的な構文にもいろいろなタイプがあり，研究が進めば，しかるべき

位置づけができるはずであるが，ここでは，いちおう問題の部分が形式上どん

な成分からなりたっているかという基準で分けて，列挙するにとどめる。

　（1）　．”Z

　〈～ト　イウ　　コトデス〉

　これは，伝聞や意見のまとめなどの表現に用いられるもので，「～トイウコ

トダ」というZに対応するSを必要としないという点に構文上の特徴がある。

　▽トニカク（T）　ワタクシガ　短イ　アメリカ旅行カラ　群集　印象デハ（T）　ヤハ

　　リ　人間が築イテ　イル　モノト　イウ　爪床リ　アメリカノ　家庭生濤モ　環

　　本ノ　家蹉生活モ　ソノ　ナカニ　持ヅテ　イル　問題ハ　ソソナニ　カケハナレ

　　タ　モノデハ　ナイト　イウ　コトデス（の。　（126一一33－1）

　▽maイ　シツケハ　セッカチデハ　デキナイト　イウ　コトナンデス（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－7一一18）

　〈～ト　イウ　評判デス〉

　評判の内容の表現に用いられるもので，対応するSを必要としない。

　▽ソレガ　一r・＝トニ　自然デ　暖和イト　イウ　評判デス（z）。　（126－24－2）

　〈～スル　コトデス〉

　これは，「～スル　コトガ　必要ダ，～スル　コトヲ　忘レテハ　ナラナィ」な

どをはしょった構文ともみられるが，臨時的なはしょりではなくなっていると

みて，ここあげておく。やはり，「～スルコトダ」に対応するSを必要としな

い。
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　▽ソレカラ（？）　エー　オナカヲ　暖メル　タメニ　イロンナ　モノヲ　巻キツケル
　　　　　　　ニジユウ　　　　スノジ
　　ノデ　ナク，二重二　布地ヲ　重ネルヨウナ　形ニ　スル　コトデ　ゴザイマス

　　（z）o　　　（125一一2－16）

　〈～予定デス〉

　「～」で示されることがらが予定であることを表現するもので，「予定ダ」に対

応するSを必要としない。　（複合述語と扱った　「～ハズダ」などに近い。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キソ　▽マー　今晩　オソク　韓国ノ　第　工一　ニノ　実力者ト　イワレル　金情報部長：

　　ガ　アー　東京二　見エル　予定デ　ァリマス（z）。　（139－17－11）

　〈～スル　モノァス〉

　これは，「者」や「物」の意味から転じて，態度表明の文や道理を示す文

（「～スル　トキニハ　～スル　モノダ」）などに用いられる。～の部分を「モ

ノ」の連体修飾語とみなすことができないであろうという点が構文上の特徴で

ある。

　▽シカシナガラ（田）　コレラ　祝賀会ダケニ　終ワラセナイデ　コノ　クギリ璃ヲ

　　境ニ　イタシマシテ　エー　コノ　研究所ガデスネ　モット　拡大サレ　強化サレ

　　テ　イク　コトヲ　／ワタシバ（S）／　心カラ　ア　切望スル　モノデ　ゴザイマ

　　ス（z）o　　　（124－26－16）

　▽ソウ　スル　コトニ　ヨッテ　社会二　本当二　苦シイ　カタガタガ　イササカデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ハチブ　　モ　モレナクトマデ　イワナクトモ　八分ドオリハ　／ワタクシバ（S）／　救イエ

　　ル　コトヲ　確信イタス　モノデ　ゴザィマス（z）。　（124－26－16）

　▽」＝・一一　ソレカラ（r）　コノ　ホヵ二　yモントカ　ダイダイ　エー　夏ミカント

　　イウヨウナ　シ…エ　ソレノ　ツユが少シ　ホシイ　モノデ　ゴザイマス（z）・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－16－1）

　〈～シタ　モノデス〉

　これは，たとえば過去のくりかえされたことがらの表現に用いられるもので，

やはり「モノ」が形式化している点が特徴である。

　○アノ　嘉時ハ　ヨク　酒ヲ　ノンダ　モノダ。

　次の例も，この類であろう。

　▽デソレジャ少シ不公平ジャナイカトイウコトが徹夜ノ議論ノ大
　　キナ理由ニモナッタ　モノデゴザイマス（z）。　（139一一26－10）

　（2）．．．H，　Z
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　〈～スル　コトニ　ナリマス〉

　これは，たとえば，事態の推移・論理の帰結・意見のまとめ・決定二項など

の表現に用いられるもので，「ナル」に対応するSを必要としない。　（しいて

Sをいれれば，「事態ハ」「結論ハ」などであろう。それがあれば，この種の

複合述語的な構文ではなくなる。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パツテン　▽ダカラ（鳴　　トクニ　アノ　人ハ　悪イ　人ダト　イウノニ　コウ　×点ヲ　ツケ

　　ル　コトン（Hl＞ナッテ　オル　ワケデス（z）。　（134一一5－3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コサカ　▽ソシテ（τ）　エー　コノ　結論ヲ　マー　近ク　ウ　小坂外務大臣カラ　エカフェ

　　ノ　事務局二　回容スル　コトニ（Hl）　ナッタンデ　アリマス（z）。　（139一一2一一1）

補注）Hiの二次戒分としてのSが，　t’wハ，～モなどの形になると，ナルの主語と

　しての一次成分と認められる可能雛がある。そうだとすれば，それは，／SH！Z／

　構文と認められる。feだし，この判定はむずかしい。

　○今度ノ　旅行ニハ彼ラが参加スル　コトニ（Hl）　ナヅタ（Z）。

　○彼ラバ（s）　今度ノ　旅行二　参加スル　コトニ（HD　ナッタ（z）。

　〈～ト　イウ　コトニ　ナリマス〉

　これは，　「～スル　コトニ　ナリマス」　に準じるG

　▽イヨイヨ　使オウト　思ッタ　トキニハ　モット　モット　イマ　買ヅタ　トキヨ

　　リ　古ク　ナッチマッテ　モウ　ヤクニ　立タナイト　イウ　コトン（Hl）　ナルン

　　デス（z）。　（134－13－14）

　▽ソレデ（T）　天皇ハ　ソノ　憲法二　定星ラレタ　ゴク　儀礼的ナ　国事行為ヲ

　　スルダケデ　アッテ　政治的ナ　権限ハ　ナンニモ　ナイト　イウ　コトニ（Hl）

　　ナッテ　オリマス（z）。　（134・一3－9）

　〈～スル　コトニ　シマス（シマシタ・シマショウ）〉

　これは，「～スル」が動作を表わし，あとの「シマス」などが，その動作を

することの決定を表わすものであって，決定の［1寺点以後にその動作が行なわれ

るものであることを示す。動作の主体と決定の主体とは一致しているようであ

る。資料に現われたものでは，すべて，4タス系の謙譲語が使われていて，主
　　　　　　　　．注）
体は齎し手である。

　　注）「弟ハ　ヤメル　コトニ　イタシマシタ」「彼ハ　行ク　コトニ　シタ」など

　　　主体が第3者である表現もありうる。

　▽ソレデハ（T）　ッヅイテ　インゲンノ　ゴマジョウユアエヲ　申シアゲル　コト
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　　二（｝11）　イタシマス（z）。　（127－1340）

　▽以上ノヨウナ　蹟的ノ　タメニ（J）　マズ　調査ノ　対象ト　ナル　児章ヲ　一定

　　ニ　シマシテ　デ　同一ノ』学級ニ　ツイテ　エ　小学校　ニュ…ノ　入学カラ

　　六年生マデ　エー　六力年継続調査ヲ　スル　コト＝（Ht）　イタシマシタ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122一一2e－19）

　▽ソレデハ（T＞　最初ニ　イー　コロモ焼キノ　ホウノ　材料カラ　t，　Sニ　カケル

　　コトニ（Hl）　イタシマショゥ（z）。　（127一一11一・14）

　なお，〆SHlZ／／SM＿H，Z／などの構文は，一般にHIZが複合述語的な

’ものとみることもできるかもしれない。（1－0－1）／S琢Z／構文参照。

　（3）　H．R，　Z

　Zが「思イマス・考エマス」のばあいは，「思ウ・考エル」の意味が多少形式化

して全体で断定をひかえる　（やわらげる）表現になっている。　「思ウ・考エ

ル」の母体は話し手（質問のばあいは相手）に限られる。　（ただし，実質的な

「思ウ・考エル」の主語雀略文との区男りはあいまいであって，以下の用例で

も，あるいはここにいれるべきものでないものもあるかと悪われる。）

　〈～ト　思イマス〉

　▽デ（T）　タシカニ　イ　ワタクシタチノ　生活ノ　ナカニハ　交通政策，生活ト

　　イウ　モノガ　ア　アルト（H2）　思ウンデス（z）。　（124－2－31）

　▽ゴ承知ノヨウニ（T）　脳医学ノ　研究ハ　医学ノ　進歩シタ　ワガクニニ　オキマ

　　シテモ　マダ　他ノ　部門ヨリハ　発達シテ　イルトハ　イエナイト（H2）　思イマ

　　ス（z）o　　　（124一一17－8）

　▽エー　コレナドハ　マー　挿入ト　ィワレルベキ　モノダロゥト（H2）　思イマス

　（Z）o

▽モシモ

▽ヤハリ

　型ト

　（122－15一一41）

　アノ　ゴ賛成イタダケレバ　ヤリタイト（H2）

　コレハ　 ヒトツノ　一般／的ナ

見ルベキジや

思、イマス（2三）。

　　　　　　　話シコトバノ　オー

ナカロウカト（H2）　思イーマス（Z）。

▽（略）　マタ　一高　薪シイ　職場ト　イウ　七ノノ

　イウ　モノヲ　オ持チノ　コトト（H2）　オー　思ウノデ

　　　文型
　　　（122－15－22）

生活二　心配トカ

　　アリマス（Z）。

　（122一一9一一2）

ヒFツノ　文

　　不安トカ

（127一一22一一8）

〈～ヨウニ　思イマス〉

▽デ　＝ノ　ア…一　「ヨ」トカ　アー　「ネ」トカ　アルイハ　 「ノ」トカト，コウ

　イウ　助詞ハ　ェー　相手二　向カッテノ　感情表出ト　イッタSUウナ　働キラー

　持ヅテ　イルヨウニ（H2）　思イマヌ．（Z）。　（122－16－11）
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〈～ト　考エテ　オリマス〉

▽ソレハ　アノ　マタ　ゴ意見ヲ　トリマトメマシテ　一日　機会ヲ　モウケテ　コ

　ノ　曄間デ　ゴ紹介シテ　イキタイト（H2）　考エテ　71一　Vマス（z）。（127－31一・20）

　〈～ヨウニ　考工マス〉

　▽シタガッテ（T）ソノ方法モデスネ確立シタアーーマスコミノ言語ノ研

　　三法ニバカクカク　カヨウナモノガアルト　ソノ　概論ヲ　申シアゲラレル

　　ヨウナ　ソウイウ　確立シタ　：方法ヅテ　イウ　モノi）．　．マダ　アー　ナイヨウニ

　　（H2）　イー　考エルンデス（z）。　（123－35一一8）

　次にZが「見ラレマス・思ワレマス・イエマスjのばあい。　これは，　S…

H2Z特例のZが受身（直接的な）あるいは可能の形になってSが消えてできた

派生的な構文＿H2Zである。上の「思イマス」や「考エマス」が主語（たと

えば「ワタシバ」）を入れることができるのに対し，この類ではそれができない

点で区劉がある。ただし，表環効果としては，お互いにちかく，断定をひかえ

る（やわらげる）表現や伝聞の表現など，modalなものの表現にちかくなっ

ている。

　〈～ト　見ラレマス〉
　　　　　　　　注）　　　　　　　　　ボィン
　▽デ（T）　コレハ　マー　イワユル　母音ノ　ソノリティーノ　違イト　ィウ　モノニ

　　モ　対応スルヨウナ　モノダト（H2）　見ラレマス（z）。　（122－18一一13）

▽コノ　助詞，助動詞ッニ　イゥ　毛ノハ湘　　自搬藷デ　数エマスヅテ　イウト

　ゴジあツ

　五十パーセントニハ　ナラナイノデハ　ナイカト（H2）　ワタクシドモノ　考エデハ

　（T）　エー　見ラレマス（z）。　（122－6－16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）　　　　　ジョウジヨウ
▽デ（T）　コトシノ　アメリカノ　オー　景気ハ　マズ　上　々デハ　ナイカト（H2）

　晃ラレテ　オル（z）。　（135一一15－11）

　注）　これらを，H2内部の二次戒分の主語とみないで，「見ラレマス」などの主

　　議とみなすこともできるかもしれない。そうすれば，この構文は，／SH2Z／構

　　文となる。

〈～ト　懇、ワレマス〉

▽ソゥ　イタシマスト　イウト（T）　大体　イ　ミツノ　数二　分類デキルト（H2）

　思ワレマス（z）。　（123－10一一21）
　　　　　　　　　　　　チンジユツの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カタチ　

▽エーイ．ワパアラユル陳述ヲ同時二含ンデイルヨウナ　ソンナ形ト
　シテ　マア　終止形ト　イウ　モノハ　考エタ　ホウガ　アー　イインジャ　ナイ

　カト（H2）　思ワレーマス（z）。　（123一一11－7）
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　〈～ト　イエマス〉

　▽ツマリ（恥　子ドモガ　自分ヲ　意識シ　コウイウ　コトヲ　シヨウト　イウ　意、

　　志ヲ　モツヨウユ　ナルト　モウ　手バ　クダサズニ　話シアイトカ　教エルト

　　イウ　コトニ　親ノ　シツケノ　シカタガ変ワッテ　イクト（H2）　イエルヨウデ

　　ス　（z）o　　　（126－28－13）

　▽デスカラ（勤　足ノ　疲レヲ　ナオスニハ　血液ノ　循環ヲ　ヨク　スルト　イウ

　　コトガ　イチバン　効果的ト（H2）　イェルデショゥ（z）。　（127－32一王6）

　なお，次のようなものもrイウ」の主語は必要としない。　「～ト　イウ　コ

トデス」と問類の表現であろう。

　〈～ト　イウ　ワケデス〉

　▽エー　ソシテ（T）　＝一　熱イ　トコロデ　寺口ニ　オトリン　ナッテ　次ノ　ソ

　　p・一Nスヲ　カケルト（H2）　イウ　ワケデ　アリマス（z）。　（127－17－8）

　次のものは，一種の慣用的な表現であるために，　「ワカル」の主語がなくな

っているものとみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　ホソ　▽コレニ　ツキマシテハー　数年来　揖本ノ　属民ノ　ミナサンガタガ　アラユル

　　階層ノ　人足チガ　ドレクライ　努力シタカ（H2）　ワカリマセン（Z＞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－31－16）

　（4）　　．．。SZ

　〈～気ガ　スル〉〈～感ガ　スル・～感ジガ　スル〉

　これは話し手（質問のばあいは相手）の気もちの表現として使われ，「ワタ

クシバ（Sり」あるいは「ワタクシニハ（M．一）」などが必要なくなっている。

　▽トクニ　エー　都会ノ　オ子サンーハ　ナンカ　最近　非常ニ　コウ　留険心ガ

　　ナイト　イイ’マスカデスネー　ナンカ　コウ　野生味ノ　不足シタヨウナ　オ子サ

　　ンガ　非常二　多イヨウナ　気ガ（s）　スルンデス（z）。　（126－12－4）

　▽デ（町　話シコトバト　イウ　モノハ　ソレト　別ニ　アルト　イッタヨウナ　感

　　ガ（s）　スル　ワケデ　アリマス（z）。　（12244－14）

　〈～　ホウガ　イイ〉

　▽ソノ　具体的ナ　経験デ　ヤラセタ　ホウガ（ti）　イイ（z）。　（123－31－17）

　▽ヤハリ（T）　天皇ハ（sり　ソウイウ　国事ニ　エー　カンシ　関係サレナイ　ホウ

　　ガ（s）　イィ（z）。　（134－9－5）

　〈～スル　コトガ　デキル〉

　可能の表現として使われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　176



　▽「t’カナイ」ノ　「ユカ」ハ（Sリ　サラニ（」）　「ユカナクテ」「ユカナカッタ」

　　（D）　コンナ　フウニ　活用スル　コトガ（s）　デキマス（z）。　（123－12－13）

　〈～シタ　コトガ　アル〉

　経験の表現として使われる。

　▽ワタクシモ（sり　ホカノ　アレデ　読ンダ　コトガ（s）　ゴザイマス（z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－9－8）

　なお，／S’SZ／／StMSZ／の溝文では，大部分のSZが複合述語的に，なって

いるとみることもできそうである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南不二男・鈴木重幸）
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IV、イントネーション

1．　はじあに

　本章では，独話の共通資料のイントネーションを分析調査して，その実態を

賜らかにするとともに，「話しことばの文型」のために，イントネーションが

積極的に果たす役割りはどのようなものか，また，消極的にどのような参与を

しているものかを，述べようとする。このような分析調査のためには，もとよ

り，イントネーションに関する基本的な考えかたを定めなければならないか

ら，「認しことばの文型（1）」にひきつづき，基本的な諸問題についての考究を

おこない，それにともなって前報告書の考えかたを改めたところがある。調査

対象は，独話共通資料に限定されるが，基本的な問題については，臨時の用例

をひくことがある。

　2．　イントネz一シaンのつかまえかた

　2d　アクセントとイントネーション

　音調を，アクセントとイントネーションとにわける。アクセントは，2段観

でとらえられた高低配置の形と型とし，イントネーションは，アクセントを帯

びた形式が，話し手の判断や情意の表現のために受けるところの，上がり下が

りの変容の形と型とする。たとえば，

▽・クセン・
o騨：：：繁護，ミ砦甥）

可ン・ネーシ・膿：：：：：：。需鑑／（野縁，／，

　したがって，アクセントとイントネーションの2っの型を表記するには，た

　　　　　　一A一　一とえば，「ハナガ　サイタ／」のようにする。Kントネーションの分類とその

表記法については，以下に詑す。

　2・2老隼：アクセントとイントネーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　178



　イントネーションの当面の調査対象は，東京アクセントと認められる資料に

限定したから，部分的に，他の方書アクセントがあらわれたときは対象外とし

た。したがって，アクセントの認定は，だいたい客観的にできるけれども，い

わゆる準アクセントの問題もあるから，アクセントとイントネーションとの弁

別については，あらかじめ，はっきりさせておかなければならない。ここで

は，つぎのように考えた。すなわち，語（単語）以上の形式のアクセントにつ

いて，つぎの4種のアクセントを認める。

　（D　語連続のアクセント　……（例）アラシガ，タルト，（「嵐が」，「来ると」）

　（2）語結合のアクセント　……（例）　デラシガ，ジルト，（「嵐が」，「来ると」〉

　（3）：文節連続のアクセント　…（例）　アラシガクルト，（「嵐が来ると」）

　（4）文節結合のアクセント　・・’（例）ヲラシガクルト，（「嵐が来ると」）

　これらのアクセントの形が文において用いられるならば，そのまま文の音調

として通用すると認められる。しかし，これらのすべてが，文の音調として，

平静かっ無表情に，特別の意味を加えることなく使われるとは限らない。この

うちの（1）のアクセントの形が，文の音調として実現したとすれば，それは特携

な強調の意味の表現にあずかると認められる。つまり，「アラシガ」や「クル

下」などは，アクセント論での見かたによっては，アクセントの2っの形の結

びついたものと奪われるけれども，それはアクセント論としての体系の問題に

属することであって，もしそれが文の音調として実現すれば，そのま敦文のな

かで，平静で無表情な音調として使われることはないのではないかと考える。

文のなかで，平静で無表情な音調として使われるときは，　「アラシガ……」

「タルト……」などのように，あとのほうの高い部分は，ごく低くなってしま

って，2段観の低いほうに見られる音調となるのが普通である。つまり，語結

合のアクセントの形をとるのが普通である。もし，「アラシガ……jとか

「タルト……」などのように，助詞がはっきり高く発音されれば，それは，文

の音調としては，何らかの強調率立の気持の表現にあずかるものと思われる。

それは，後に述べる「卓立表環のイントネ…シesン」になってしまうと考える。

（「ガ」や「ト」などはともかくとして，「ラレル」「vaウダ」「パカリ」その他，アク

セント論上の語の認定とからみ，細部には，なお問題がある。一部，後に述べる。）
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　2・3　イントネーションの分類と表記法

　為書に扱うイントネーシeンは，つぎの2種に限定する。（イントネーシ。ン

に関する例文の表記だけは，すべてカタカナの表音式とし，「　」に入れた。）

　（O　意図表現のイントネーション

　　「アラシガ　クルヨ＼」，「アラシガクルヨ＼」

　　「ハナガ　サイタネ／」，「ハナガサイタネ／」

　　このイントネーションは，＼　および　ノ　であらわす。これは，文末述

　語の末尾の音節について，話し手の判断叙述や質問などの意図表現に参与す

　るものである。それぞれのイントネーションの形そのものは，ピッチレコー

　ダーによってもそのままではあらわれてこないものだが，それを，聞きとり

　で解釈し抽象化して折線であらわし，

　　　　　「ii；LZZzlt’乃ヒ三」　「アラシガクルヨ」「アラシガクルヨJ

　　　　　　rPt壷、…ナガサイタ、，　r」・ナガサイ」

　のように表記する。ただし，つねに折線で表記することは，印劉の便宜上，

　避けなければならないから，簡略表記として，2っの型　＼　および　ノ

　に限ることを原則とする。このような解釈によれば，質問のばあいの上がる

　音調だけが，他と対立するから，他は上がらない音調と見られる。前者を

　「上昇調」と称し，後者を，これと対立的な意味で「下降調」と称し，それぞれ

　／　＼　であらわした。「下降調」の概念は，「話しことばの文型（1）」での

　「平調」の概念とほぼ対応する。この名称の問題については，後に触れる。

　（2）卓立表現のイントネーション

　「アラシガ　クルヨJ，「と願サイタネ，fの「ガ」の高い音調，

　　「アラシが列ヒ戸」，「ハナガサイタネ」の「ヨ」「ネ」の高い音調等，

　　これらは，いずれも，何らかの‘‘強調”的な気持を話し手が表環するため

　の4ントネーションであって，文の音調に変化を与える。意図表現イントネ

　ーションが知的内容の表現のためのイントネーシeンであるのに対して，こ

　れは強調的情意の表現のためのイントネーションである。多くは，とくに高

　められる音調であるが，まれには，とくに低められる音調もある。これを，

　それぞれ「高調」「低調」と称し，それぞれ，〈　v　であらわす。

　　以上をまとめて一覧すればつぎのとおりである。
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形　　の　　例

「一列と旦
アラシガクルヨ’

ラ藩論勉

‘t＞iii『ガサイタネ

アラシガヲ雄

7巨シガクルヨ

施シが死グ」

iL］ewサイタネ

，iSXtti編

アラシが列蝿

IFI2－2：一Labr　mp

酔アラシガクルヨ

アラシガラ助

∠施：緬

es砺、

形の抽象蓑記例

アラシガ　クルヨ

アラシガクルヨ

アラシガ　クルカ

ハナガ　サイタネ

ハナガサイタネ

アラシガ　クルヨ’＼

ララシガクルヨ＼

ブラシガ　ーグルカ／

ハチガ　サイタネ＼

ハナガ　サイタネ／

　　　ム　　　　
アラシガ　クルヨ＼

　　　　　　　　　ム
ララシガ　クルヨ＼

＿　　　　ム
アラシガクルヨ＼
　　　　　　ム

アラシガ　．グルカ／

　　　　　　　ヘム
ハナガ　サイタネ＼

　　ノ　　　　　
ハナガ　　サイタネ／

型の表記例

＜この表記は

当面不要〉

アラシガ　クルヨ＼

アラシガクルヨ＼

アラシガ　クルカ／

ハナガ　サイタネ＼

ハナガ　サイタネ／

　　　ム
アラシガ　クルヨ＼

　　　　　　　ム
アラシガ　クルヨ＼

　　　　ム
アラシガクルヨ＼

　　　ム
アラシガ　クルカ／

　　　　　　　ム
ハナガ　サイタネ＼

　　ム
ハナガ　サイタネ／

意（ 味）

（嵐が来るよ）

（嵐が来るよ）

（嵐が来るか）

（花が咲いたね）

（花が咲いたね）

t

（嵐が来るよ。）

（嵐が来るよ。）

（嵐が来るか？）

（花が咲いたね。）

（1｛Eカミゆミ㌧Nfo2a？）

（嵐が来るよ。）

：器凝：一

（嵐が来るか～）

　　　　　　　1
（花が咲いたね。）i

（花が咲いたね？）

　以上，本書に扱うイントネーションの概要を述べたが，これらのイントネー

ション1，C類する文の音調は，まだほかにもあり，考えかたによっては，それも

文の音調として，広義イントネーーションに含められるのではないかと言われ

る。たとえば，

　　　噺　リョーミンワ　カンコノコエオモッテコレオムカエ…」

　　（「沿線の良日は　歓呼の声を以って　これを調え……」）

　　田「雁　ワガコーソコーソー　クニオハジムルコト認一エンユ……：

　　（「朕思うに・　わが皇祖皇家　国を肇むること宏遠に……」）

　　　　　　・し
　　回げ　ハト　盛エ医……」　（「花紅蓮　桝・…・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　ロ　　　ロ

などの朗読調あるいはそれに準ずるふしまわしである。また，たとえば，
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　　　「1｝Fljデハナサカジイサンノ　オハナシオ　シテアゲマスカラ・・…’」

　　「ワタクシワ藤織2）mpユ1スコトガ盈ゴ、
など，文節ごとに，またはいくつかの文節のまとまりごとに，末尾の音節を高

く言う調子もある。これは，1っずつでは卓立表現のイントネーーションである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　り

が，全体として1っのふしまわしになっているという印象を与える。また，子

どものダダコネ調と言われる，

　　　　「盈盈　ボクノウチーーカエルンダイ」

などは，文節または文節群ひとまとまりの末尾から2音節鼠が高められるよう

である。また，「いやだ」という意味の「イヤーン」ということばは，特定の

アクセントをきめにくく，いろいろな音調で，

　　「蝦二≧」，　「胴≧」，「梱『セ」　「不モ『≧」，　r不砲3

などと言う。こういう感動詞類は，、どれがアクセントだとも，卓立表現のイン

トネーションだとも言いがたい。

　　　　　　　　　　コ　　　ロ　　　の　　　　　　ロ

　これら，さまざまなふしまわしは，当面の独話資料にはほとんど出て来なか

ったけれども，イントネーションの範囲に入れるかどうか問題であり，俗に言
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　つ　　　　　　　サ
うイントネーションには，こういうふしまわしも含められているようである。

本書では，これらは，当面扱うところのイントネーションの範囲には入れない

でおくことにした。

　理由の1っは，これらの多くが，アクセントにとらわれず，その場面での話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
し手の情緒の表現のためにとられるふしまわしであって，極端なばあいに恩，

浪繭の歌う調子のようなものにもなりうる。さらには，歌曲のメロディーにも，

通じる性質のものであろう。これらは種々雑多な音調として，個携的・情緒的

であって，ことばの内容よりは，より多く感情の直接的表現にあずかるものと

考えられる。理由の第2は，イントネーションは「文」の音調であるが，こう
　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　　　

いうふしまわしは，発話全体，いわば「文章」の音調で，その発話全体をおお

うものと見られる。つまり，より臨晴的・個人的なもので，イントネーション

よりはメロディーに：近いものと考えるのである。

　以上の理由で，これらメロディーに近いものを当面のイントネーションとし

ては扱わないことにしたが，そのなかにも，卓立表現イントネーションの特定
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の型の連続から成るもののように，アクセントの型をみな保存していて，部分ご

ととして見れば，イントネーションと見られるものもあり，子どものダダコネ

調のように，玄つたくアクセントの型をくずしていて，／ントネ・・一・ションから

遠いものまで，いろいろあるようであるσこれらは，結果として，対象資料に

はほとんど見られなかったことではあるが，この面の研究は，音声研究の今後
　　　　　　　　　　　　　　　油）
の一課題としなければならない。

　潅）　「イヵガデショPt」または『イカガデショ・一一力」などと言うのが普逓のところ

　　を，　「イカガデショ　一一　abJという平板な調子で書うことがある。特贋の緊張の感じ

　　をともなうようである。これが，アクセントの変化によるものなら別だが，「イ男

　　ガ」というアクセンbが普通であると見られる現状では，アクセントの型をくずす

　　ところの特殊な音調で，当醸のイントネーションから除外される。

　　　なお，こういうアクセントの型をくずすものと違って，鳶重に，いわゆるアクセン

　　トの自然下降にさからって，ことさらに平板な末尾の音調を保つばあいがある。資

　　料には，つぎのようなものがある。

　　　▽「エー　ソレカラ　コノ　ホカニ　レモントカ　ダイダイ　エー　ナツミカン

　　　　ト・L－va一ナシ…＝ソレノツユガスコシ．鋼一－
　　　　（127一一16一一1）

　　　需い切りの強さを避けようとするものか，一種の緊張のあらわれか，明瞭な解釈

　　がっかない。こういう平板な末尾の音調を「平調」と称してはどうかと考える。

　　（後述186ページ参照）ただし，これは非昇調のなかの1っの型として意鵬表現に参

　　与するものとは考えられない。意図表現上は下降調と同じであり，何らかの情緒の

　　蓑現にあずかると送るべきもののようである。したがって．本書のイントネーショ

　　ンの対象外とする。

　2・4　「話しことばの丈型（1）」とのぢがい

　イントネーションの研究は，音声。音韻の研究のなかで，比較的未開拓の分

野に属し，とくに，その基礎的研究については，他の部門，たとえばアクセン

トの研究に比べて，論究が少ない。前報告書「話しことばの文型（1＞」（252ペー

ジ）では，つぎのような分類と表記法がとってある。

（1）

（五）

（皿）

（］y）

平調

昇調1

論調2

降調

「アクセントに従う形式」のイントネーション

　　　　　　　　ノ　　ノ　　ノ
質問（反問も）：．ヨ・ナ・ネの上昇傾向

強勢（プロミネンス）つき終末音節全体の車立的上昇

　　　　　　　　ヘ　　　へきわだった下降（ヨ・力等に多い）
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（v）　＠型 （難…終助詞，◎…附加的長音）

ト◎⑰
⑰
⑰
物

璽◎…
二

［
○
σ
◎

A

◎『…

翅

び一一⑫◎6

o一一一一＠　＠　＠

　（注）＠型では　☆印の2種だけが共通資料にあらわれた。感動詞・応答詞類は別に

　　扱う。

　前書では以上のような分類・名称・表記法をとっているが，本書では，前述

したような分類・名称・表記法をとることとした。細部については，前書をも

対比参照されたいが，その大体を対比一覧すれば，つぎのとおりである。

話　し　こ　と　ぽ　の　：文　型一（21

話しことばの文型ω
アクセントにしたが
､イントネーション

意　図　蓑　現イントネーショγ 卓　立　表　現イントネーション

平　　　　　調　灘
（アクセント

@表記と一致）
下　降　調　＼

昇　　　調　1　／

’

上　昇　調　／
　　　注）i一部高調八）

｝
巴
調
・
〈
ヨ

　　　　，．．・・．・．ド
@　　，〆・．「F「
@　．，／@　．〆〆　〆ドド

u」ゴr．「’

^’

高　　調　　く

き降　　　　調　＼

P 　　／／

　
　
．
／
　
〆
／
／
’

低　　調　　〉

　　　　　　一堰浴@　　型／｝　　　　　　〈

　　　／／　　〆ノ〆　／r

^／

　　　．／　　〆〆「〆

@！／バゴ^
潰三）純然たる終助詞「ヨ」「ワ」「ゾ」などは，質問の「上昇調」となることはな

　く，すべて卓立の「高調」となることがあるにすぎない。

おもな粗違点はつぎのとおり。

　（1）．「話しことばの文型1＞」では，イントネーションの形を重視して，こ

れを第1次分類原理とし，「話しことばの文型（2｝」では，そのdントネーシ

ョンが何を表規するかを重視して，第1次分類原理としている。しかし，前

書でも，何を表現する9ントネーションかを考慮していないわけでなく，ま

た，もともと感動詞・応答詞類は別に扱うなど，表現内容との関連に配慮し

　　　　　　　　　　　　　　　　184



ている。また，本書でも，もちろん，そのイントネーションがどういう形を

とっているかを考慮しており，第2次分類では，その形によって，「上昇・

下降」　「高・低」の対：立を認めている。

　（2）前書のF＠型」を本書では立てない。格別「＠型」を立てなくても，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る卓立表現のイントネーションとして一揺することができないではないと考え

られたからである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　キ　　　　ム　（働　家書の「オドロイタ東一」は本書では「オドロイタネー」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムム　　　　前書の「ア丁ヲスF　jは本書では「アー膏スネrJ

　（3）前書では，二二に1・2の区別を立て，符号として／・〈を謡いてい

るが，その区別は，二三2　（〈）が，プロミネンス　（強勢）をともなうと

いうこと以外，音調の点では，あまり顕著なものではない。もちろん，音調

のうえでの区別として，昇調1は「上昇傾向」と見られ，これに君して昇調

2は「音節全体の卓立的上昇」と兇られており，ことさらにその区別を実現

してみれば，モデルとしての区別ができないではない。しかし，実際の多く

のばあいに，音調の点では区別がむずかしく，プロミネンスそのものは，音

調の区別のきめ手ではないから，本書では，昇調に2種の区別を立てないこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　／　　　／　　　　　　　　　　　　＜　　＜
ととした。たとえば，前書での昇調1の「ネ・ナ・ヨ」と昇調2のヂネ・ナ

　ム・ヨ」の区甥は，聞きとりでは，そのちがいがはっきりしないから，本書で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　ム　　ム
はその区別をしない。卓立の表環ならば，みな高調として「ネ・ナ・ヨ」と

解釈し，意図の表現ならば，みな質問の上昇調として「ネ／・ナ／」と解釈

する。「ヨ」は「～ヨノ」という質問の上昇調を持ちえないから，「ヨ」の上

　　　　　　　　　　　　　　　　へ
がる調子は，みな卓立の高調で，「ヨ」である。

　（4）名称とその概念内容のちがいは，繭述するところと，一覧表とで示し

たが，一言，つけ加えておくと，本書の「下降調」は，前書の「平調」と概

念内容がほぼ対応するから，「平調3でもよいが，本書では，「上昇調」と

対立する”穿上昇調”全体という意味で，「下降調」と称し，＼　マークを

つけた。理論ヒは，r上昇調」「平調」ギ下降調」の3種の区別があると，

もっとも都合がよさそう澄が，「上昇調」と”非上昇調”との対立以上に，

「平調」と「下降調」を弁別することは困難のようである。（ただ，前述した
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ように，ことさらに文末を平らに発音することがある。そのイントネーションは本書

の対象として限定した2種のイントネーション以外のものではあるけれども，そのよ

うな文末の平らな音調のためにr平調」の術語をとっておきたい。）そこで”非上昇

調”を代表し，「上昇調」との対立的な意味で「下降調」と称し，マークも

／　と対立的な意味で　＼　をつけたのである。いわゆるアクセントの自然

下降も，イントネーションの現象として，この下降調に含まれると鰐釈した。

　㈲　前書では，文末のイントネーーションだけに限定して調査研究が進めら

れたが，本書では，卓立表現イントネーションの一部のように，文末でない

部分のイントネーションも扱った。それは，イントネーションそのもののつ

かまえかたのちがいから来ている。しかし一一一方，「溝文」の調査硲究の範囲

のちがいからも来ている。前書では，いわゆる単純文だけを扱っているが，

本書では，そのほかに複合文をも扱っているから，少なくとも句末のイント

ネーシgンが問題にされるというように，本書全体が対象とした範囲が拡大

されているのである。

なお，前書と本書との考えかたのおもな共通点を付記しておく。

　（1）どちらも，アクセントの核をくずさない範囲での音調の変容をイント

R・　一・ションとしてとらえている。

　（2｝イントネーションとの関係の深いアクセントについては，2段観をと

り，そのアクセントの形のほかに，上がる音調（前書では昇調1・2，本書

では上昇調と高調）と下がる音調（前書では降調，本書では下降調と低調）

との2つとしてイントネーションをとらえている。

　（3）発謡全体の，絶対的音調（ピッチ）の変化としてのイント　1・　一一シerン

を扱わず，文の部分ごとに，相対的音調の変容としてのイントネーションを

とらえている。

3．　イントネーシaンの調i醗

3・1　衷詑法

　4ントネーションの「形」は，原則として記さない。その「型」の区別だけ

を記す。したがって，アクセントに従うイントネーションは，原則として表記
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しない。

　意図表現イントネーションは，＼　／　でその型の区別を文の直後に記す。

卓立表現イントネーションは，〈　V　でその型の区別を，それぞれ，その音

節の上または下に記す。

　なお，明らかに東京以外の方雷アクセントと見られる部分は，荊労したよう

に，はじめからイントネーション関係の資料から除外したが，棄京方言アクセ

ントにも，ゆれているものもあり，また，ほかに臨時的な三島の音調などがあ

らわれることもある。そのばあいには，イントネーションの型を認定しにくい

ことがあり，認定しえたとしても，他の東：京方言アクセントのばあいのイント

ネーションと黙認に論ずることはできない。また，東京方言アクセントのばあ

いでも，細部についてはイントネーションの型の認定に問題があるばあいがあ

る。これらのばあいには，イントネーションの形をも記し，型の認定その他，

それぞれに注記を加え，考慮の結果をまとめて後述する。　（198　AO　一一ジ参照）

　3。2襲言己例

　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　▽「デ　ソノ　オー　チヨーサノ　ハンイワ，エー　ハンイワ　センハッピャクサソ
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　ジューネンカラ　アー　センキ塾一ヒャクゴジューネンマデ　エー　ヒャクユジュ
　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　ーネンカソニ　ナリマス＼　ソノ　ヒャクニジューネンカソヲ　オー　ミヅツノ
　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　
　　ジキニ　ワケマシテ　センハッピャクサンジューネンカラ　センキューヒャクネン

　　　　　　　　　　　　　　　ム　　マデ，センキューヒャクイチネンカラ　センキューヒャクジュ一環チネンマデ，ソ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　レカラ　ソレイゴ，ソレイゴ　ゲンザイマデト　カイテ　ゴザイマスガ，ソレワ

　　センキューヒャクゴジューネンノ　コトラシイ＼」（122－2－17）
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　ノ　
　▽「デ　イマ　モーシアゲマシタヨーニ　アカチャンエ　ムケラレル　ヤキモチワ
　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　ム
　　イロンナ　カタチデ　アラワレテ　マイリマスガ　エ　シゴサイイカノ　バアイデ
　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　モ　ヤキモチワ　アカチャンダケガ　ゲンインニ　ナルトワ　カギラナイノデス＼
　　　　　　ノ　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　オニーサンガ　イツモ　ベツアツカイデ　ダイジニ　サレテルヨーナ　カテイデワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　オニーサンニ　アタエラレル　トッケンヲ　ウラヤンデ　オトートガ　ヤキモチヲ
　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ

　　ヤクノモゴザイマシヨー＼デケンカヲシタトキニイツモキマッテ
　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　ノ　
　　シカラレル　ホーワ　アー　オニーサンデ　アレ　オトートデ　アレ　（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－13・一2）

　▽「デ　ソレガ　ダンダン　ダンダン　フエテ　キマシテ　エ　ゲンザイデワ　イッ

　　タイ　ゼソコクニ　ドノクライ　ホケンジヨノ　カズガ　アルダローカ＼　マー
　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノヘ
　　ヒトツノ　クイズ『　ナリマスケレドモ　エー　カズカラ　イイマスト　ユート

　　ドーデショーカ／，ミナサン，エー　センイジョー　アルトオモイ々スカ／，アル

　　　　　　　　　　　　　　　　王87　　　　　　　　　　　　　　N



　　ム
　イワ　アー

　クハッピャク，　オ．ヨソ

　ガオヨソ　八ッピャク

　　　　ム▽「ソレカラ

　　　　　　　　ム　ーサジ　ニハイホド＼
　　　ム　　　　　　　ム
　ソレカラ　オシオヲ

　ヤハリ　ヨク

　カッコーデ
傘アブラヤキス，、

　ゴザイマス＼」

ゴヒャクイカデショーカ＼

エビデゴザイマス＼

　　　オー

　カキマゼテ

ゴザイマスガ

　　　　　　　ジツワ　ソノ　チューカンデ　ェー　ヤ，
　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　ゴ
ハッピャク　アル　ワケデス＼　ゼンコクニ　ホケンジョ

ァルンデス＼」　　（125－24－19）

　　　　　　＜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜
　　　　エビヲ　ミジンギリニ　イタシマシタノガオ’
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ノ　
ソレニ　ネギノ　ミジンギリガ　オーサジニハイホド＼
　　　　＜　　　　　　　　　　　　＜　　　　　　　　　　　　　　＜
　　コサジニ　ニブンノイチホド　イレマス＼　ソシテ

　　イタダキマス＼　スコシ　カタイ　コロモノヨーナ
ム　　　　　　　　　　　　　　　 ノヘ

　　コレラ　オトーフニ　マブシツケマシテ　フライパン
　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
ワケデ　ゴザイマスネ＼　タイヘン　カンタンナ　モノデ．

（127－12一ユ3）

「．

R・3調獲結果

3・3・1イントネーシnンの上昇調・高調をともなう音節数
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注）「上昇調」の数にはy引絹などの文墨の上昇調を含めない。

3・3・2意図表現イントネーションのあらわれかた

頻出する下降調を除き，上昇言｝爵のみ全例を示す。

▽「ヨロシイデスカ／」　　（122－8級4）

▽「エー　イチバント　」＝・一　サンバント　ゴパン　エー　ロクバンデスネ／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123一一29－7）

▽「エ　mノ　ジ＝ンパソワ　ドレガ　イイデスカナ／」　　（123－29－8）

▽「エー　コノ　ソレカラ　ミナサン　オモチニ　ナルヨーニ　ナッテマスネ／jコ

　レヲ。」　　　（123－29－12）

189 W



▽「チョーード　ヌノジガ　サンジューニ　ナル　コトγ　ナリマスネ／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125一・3－1）

▽「ソレカラ　アノ　シュルイト　ユー　モノニ　ツイテ　ヵンガエテ　ミマショー一

　力／」　　　（125一・3－8）

▽「シブンデ　ジブンノ　ケンイヲ　ナゲダシテ　イルヨーナ　モノジャ　ナイデシ

　ョ一掴／」　　（125－8一一20）

▽「デ　コノ　ヤキモチワ　ソーリョーノ　ナコサマニ　トクニ　アラワレルノデワ

　ナイデショーヵ／」　　（125－11－16）

▽「コンシューモ　ズイブン　イロイロノ　デキゴトガ　ァリマシタネ／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－14一一3）

▽「デ　コーユー一　キョーイクノ　コトガ　セイジノ　アランイノ　ドーグニ　ツカ

　ワレナイヨーニト　ユー　コトガ　ワタクシタチノ　イチバン　ノゾム　トコロデ

　スネ／”／」　　　　（125－15－12）

▽「デ　ナグリコミナンテ　ユーノワ　モー　イマノ　ジダイデワ　オヨソ　ギャヅ

　コーシタ　ゼンセイキテキナ　ホーホーデスネ／」　　（125一・16－11）

▽「（略）　コンナ　コトヲ　シツモン　スルノモ　ヨク　ナイッテ　ユー　コトガ

　ワカリマスネ／」　　（126－3－12）

▽「ゴキゲン　イカガデ　イラッシャイマスヵ／」　　（127－11－3）

▽「ワタクシタチノ　マワリニワ　タクサンノ　ゴーーセイジユシデ　デキタ　セイヒ

　ンガ　アリマスネ／，オウチノ　ダイドコロニモ　ソレカラ　ミナサンノ　ツタエ

　　ノウエニモ。」　　（127一・24一・1）

▽「（略）サー　コレワ　ナンデショー一。ラジオノ　ハコデスネ／」　　（i27－24一一4）

▽rテレビノ　キャビネットデスネ／」　　（127一一24－4）

▽「デンワキデスネ／」　　（127－24一一4）

▽「（略）　イッタイ　イツゴロカラ　コレワ　デキダシタノデショーカネ／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－24－8）

▽「エー　コンニチワ　アー　ゴーセイジュシノ　ジダイダト　オー　イワレテ　オ

　リ’マスネ／」　　（127－24－15）

▽「トコロデ　ミナサン，（略）マ　ソーユー　コト　ゴゾンジデショーカノ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－24－22）

▽「（略）セルロイドデ　ミナサン　ゴゾンデスネ／」　　（127－25－13）

▽「オワカリニ　ナリマスカ／」　　（127－25－17）

▽「ショーノ・・一・　コノゴロワ　ミナサン　アマリ　ゴゾンジナイカモ　シレマセン

　ケレド　オー　ボーーチューザイニ　スル　ショーノーデスネ／」　　（127一一25－20）

▽「（略）　カタエ　イレテ　カタメル　コトガデキマスネ／」　　（127－26－23）

▽「（略）キンギョナンカヲ　コー　イレタ　フクロッテ　ユーノガ　アルデショー

　／」　（127－28－9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　19e



　▽「（略）　ソレカラ　フロシキ，コノ　オー　テーブルカケダッテ　ソーデスネ／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－28－16）

　▽「（略）　カタークテ　ジョーブデ　キズガ　ツカナイ　イイノガ　アリマスネ／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一一29－6）

　これら、，文末の上昇調の意図表現イントネーションのほか，文中にあらわれ

るものがある。それはみな，いわゆる引馬句・挿入句の句末にあらわれる。わ

れわれの対象は，1っの文全体であるから，引用句・挿入句自体をとりあげて

いないが，ここには，参考までに，例示する。　（はじめの1例の／　／は挿入

句を示す。）

　▽「（略）　ヨーソデ　ナクテ　ゼンタイテキナ　モノノ　ホ…ガ　／サil　：　イー

　　ガクシ＝一　サレルト　ユーンデスヵ／／　サキニ　イー　バッタツシテ　タルト

　　ユーヨーナ　コトガアリマシテ　（略）」　　（123－26－2）

　▽「（略）　オシマイニワ　モー　flコレダケ　ユッテモ　オカーサンノ　ユー　コト

　　ガワカンナインデスカ／』ナンテコーテヲブリアゲテシマウヅテ＝・・一
　　ヨ　一一ナ　（略）」　　（125－7－5）

　▽「（略）　エー『キミ　ホケンジョ　ドコ／』ッテ　キキマスト，（略）」（125－24－7＞

　▽「（略）　ドーデショーカ／　ミナサン，エー　センイジU一　アルト　オモイマス

　　カ／　アルイワ　アー　ゴヒャク　イカデショーカ」　　（125－24－15）

　▽「（略）　イチイチ　オカーサンガ　『サヅ　ソノ　ホソニ　イマ　ナニガ　カイテ

　　アリマシタ／　ドー　オモイマシタ／』　コンナ　コトヲ　（略）」　　（126－3－12＞

　▽ド（略）『オカーサン下記ネ　チョーダイ。ン　ダレダレチャンダッテ　カッテル

　　ンダモノ　イーデショー／　ワタシモ　ホシイノ』ト　ユー　ワケデ　（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－5－vl）

　▽ド（略）『（略）　アブナイカラ　ヤメマショーネ／』ト　マー　トメラレテモ　ミン

　　ナガ　シテ　イル　コトガ　（略）」　　（126一一5・一2）

　▽「（略）『（略）　スヅカリ　カイグイノ　クセガ　ツイテ　シマッテ　コマッテマス

　　ガ　ドーシタラ　イーデショーカ／』ト　マー　ナゲカレタリ　（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－5－6）

　▽「（略）　ヨク　オボエテ　イテ『アノ　トキ　オカーサンニ　シカラレタネ／』ト

　　クリカエシ　アトデ　エー　シパラク　イッテ　イタソーデス」　　（126－29－9）

　▽「トコロデ　『アメリカノ　カテイノ　オ　スベテガ　コノヨーナ　タダシイ，ア

　　ル　イミデワ　ゲンカクナ　シツケヲ　シテ　イルカ／』ト　モーシマスト　ナカ

　　ナカ　ソーワ　イヅテ　イナイト　ィェマス」　　（126－30－4）

　浅）r・Vカノ．iは，質問（判定または説明を求める要求表現）の型である。これに対

　　し，「Nカ＼」は，疑念をあらわす不確実判断の型である。疑問文末助詞は，それ

　　自体で質閥をあらわすものではなく，疑念の段階にとどまる。rイクカ　イカナイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　191　N



　カヲ　シラセナサイ」「ドースレパイイカガ　　ワカラナイ」など，体雷相当句を
　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

　構成して，そのあとに格助詞をとることができ，「～カ」が上昇調をとると齢こは，

　そういうことはできない事実も，両者のちがいから来ていると考える。

3・3・3車立表現イントネzaションのあらわれかた

a　カナタイプ定本1行についていくつの割合であらわれているか注1）～5＞

A

り一ル’ 比　　　率
ナ　　ン （卓立イント
バ　　＿ ／口数）

125 （白　　　井） 3．33（230／69）

122 林大 2。73（333／122）

127 （闘　　　野） 2．43（192／79）

125 佐　　　藤 2．26（308／136）

126 （高　　　橋） 1．93（58／30）
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田iO．61（41／67）
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松0．57（16／28）
倉　　　0．54’〈．146／271）
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本
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沢）1◎ほ9（
　　　　　5／27）
原IO．・5（3／20）

藤　　i⑪．13（　　3！　23）

　　　
田｝。・13（1！8）
　　ミ旺D　iO．1G（　　3／　29）

枝　　io．｛）3（　　1／　33）

　　E
田Ie・00（0／16）

黒
石
本

O．43（　49／114）

O．36（　28／　77）

O．33（　9／　27）

O．33（　13f　40）

＆32（　6／　19）

O．31一（　88／277）

O．2S〈　46／163＞

注1）カナタイプ定本1行には，だいたい11文簸～15文節，44音節～61・音節，記され

　ているQ

注2）《は卓立表現イントネーションの全：数30以一ド，△は行数40以下。＆と△とはほ

　とんど一致する。つまり，しゃべる母の少ないときは，卓立表現イントネーション

　も少ないようだ。　（非常な例外：高橋のぶ子，例外：一松定吉・千葉　勉・林知己

　夫）
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濠3）しゃべった量が多いのに，卓立のあらわれかたの少ない人がある。阪倉篤義・

　永野　賢。大石初太郎・t’llr本力男の諸氏。

油4）（）をつけたものは女性。女性12人のうち9人までが，全体の半分以上の三位

　にある。注2の1；1三常な例タト（高橋のぶ子），注3に属する女性はいないこと，と考え

　合わせ，層間の共通資料の範闘で（・th，卓立のあらわれかたに性差があるのではなか

　ろうか。直観的に言えば，女性がかなり冷静無瑳玉響にし・x・べっていると思われると

　きでも，文字化してイントネーシーnンマークをつけてみると，案外，卓立のイント

　ネーショ、ン0）多いことがあるG

注5）三二応問，男　7時間39分20秒，　女　1蒋間36分21秒。

b　詞に多いか，辞に多いか注1）～3）
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注1）副用語は詞に入れた。

濫2）上の衰のうち，〈　〉してあるものは，比率を次表に示さない・

注3）詞単独の文節と，詞別辞の文節と，両者がどれぐらいの比率で独話にあらわれ

　るか，については，来演i査。

注4）以下に，卓立三二イントネーションが41以上のものについての表を示す。

　　予想されることだが，結果として，辞のほうに多いと言えよう。辞の機能との関

　係が深いと思われる。
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　C　女節のどういう部分にあらわれやすいか

　車立表現イントネーションは，文節の末尾音節または末尾から2つめの音節

につけられることが多く，他は比較的少ない。前記の32名の発言の平均をとる

と，文節の図面または末尾から2つめの音節につけられるものが，車立表現イ

ントネー・一一ション全体の約91％に及ぶ。細部の問題を残すが，参考までに大略の

％を示す。順序は，その％の高い順，逆に言えば，文節末尾から3つめ以上の

音節につけられる卓立表現イントネーションの％の低い順である。　（A欄は文

節の末尾音節および末尾から2つめの音節につけられている卓立表環イントネ

ーションの％，　（B）欄は文節の末尾音節につけられているものの％，C欄は
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文節の末羅から3つめ以上の音簾につけられている卓立表現イントネーション

の％。）
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○文節の画一音節につけられている卓立表現イントネーションの例

　（詞のばあい）

　　　　　　　　　　ム　▽「スナワチ　イP一サキホド　オ　チンジュット　ユー　（略）」　　（123－1－19）

▽rタトェ会オシ。クジノーr一＝二・ケ。シテ（＃1各）」　（125－13－15）

　　　　　　　　　　　　　ム　▽「（略）　アケテ　オケパ　ヒカクテキ　カセ1トーーシワ　（略）」　　（125－18－i5）

　　　　　　ム　▽「エー　タダシ　イー　トテモ　」1“　・一　エラィ　ヒトト　（略）」　　（126－16－13）

　　　　　　　　　ム　▽「タイヘン　カンタンナ　モノデ　ゴザィマス」（127躾2－16）

　（甜のばあい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「ソノ　ベンキョーヲデスネ　ジブンダケデ　シナイデ　（略）」　　（122一一8－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「（略）　オメニ　カケタイト　オモーノデ　ァリマスガ　（略）」　　（122－17－35）

　　　　　　　　　　ム　▽「ソノー　ダイイチパンメワ　エー　キョーカショ　（略）」　　（123一・32－18）

　　　　　　　　　　　　ム　▽「エー　シュクガカイト　ユーノニ　コーユーーフーナ　（略）」　　（124－6－10）

　　　　　　　　＜　　　　　　　　　　　 ＜　▽r（略）　ニッポンデモ　カンガエサセラレル　モンダイデワ　（略）」　（126一一31－6）

○文節の末尾から2音節目につけられている卓立表現インMrションの例

　（詞のばあい）

　　　　　　　　　　　　　　195　　　　　　　　　　　　N



　　　　　　　　　　　　ノ　　▽「ソレカラ　ソノ　ツギワ　ゴジza・一ハチカラ　ヨンジュー　（略）」　（i，？2－4－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「（略）　トニカク　ソーユー　グループガ　セツゾク　スル　（略）」　（123一一5－9）

　　　　　　　　　ム
　▽「（略）　ドーシテモ　コレラ　ダマッテ　ミテワ　イラレナイ　（略）」（！24－20－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「（略）　ロッピャクマント　ユー　オーキナ　Pt　一ドー一　（略）」（124－32－17）

　　　　　　　　　　　ム　▽「（略）　ウー　エンジョノ　モンダイニ　ツイテワ　（略）」　　（127－1－12＞

　（辞のばあい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「トクニ　コクゴノ　シドウナヂデワ　ソートー　コノ　（略）1　　（122一一9－9）

　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「タダ　オネガイ　セタイノワ　アー　マー　コクゴ　（略）」　　（124－15－13）

　　　　　　　　　　　　　　　　ム　▽ド（略）　オンナジジャ　ナイカナト　オモーンデスケレド　（略）」　　（12ひ6議0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「（略）　ニンゲン　カンケイト　ユー　黒トニ　ナリマスルノデ　（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－48－19）

　　　　　　　　　　　　　　ム　▽「（略）　ミズヲ　イレナクテモ　訟一ユー　フー一二　（略）」　　（127－19－2）

○文節の末尾から3音節目以前につけられている車立表現イントネーションの

　例

　（詞のばあい）

　　　　　　　　　　　　　　　〈▽「（略）　トービン　カンケイヅケテ　ェ　ナハナシ　スルト　（略）」　（123－29－8）

　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）サンジューネンイジョーノ　ムカシニ　ナリマスガ（略）」　（124－2一一12）

　　　　　　　　　　　　　　ム
▽「カケブトンナドワ　モー　スグニ　ハィデ　シマゥ」　　（125畷一4）
　　　　　　　　　ム
▽「（略）　エー　ニセンゴヒャクグラムヨリ　イカノ　チイサイ（略）」　（125－28－1）

　　　　　　　　　　　　ム
▽「（略）　コレワ　ジュ．一一ブンニ　ヤハリ　カンガェナキャ　（略）」　　（126－11－1）

（辞のばあい）、

　　　　　　　　ム▽「（略）　コレデモッテ．バカレル　ワケデス」　　（123－40－12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　マズ　ウー　ソノ　ゲンデイマデト　カイテ　ァル、（略）」　（123遜1－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
▽「（略）　ホーホーガ　トラレテルンPt“　lt一ト　オモーンデ　（略）」　　（124－2－30）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽r（略）　タイシュ．一一カ　サレテ　キテワ　オリマスルケレドモ　（略）」（124－22一一19）

　　　　　　　　　　　ム▽「ネギモ　オ　オナジtU・一ニ　ミジンニ　シテ　（略）」　　（127－12一・9）

d　句末にぱどのようにあらわれるか注1）．2）

▽F（略）イ。イ。．，．カク・ケデ劫含（略）」　（・23．’4e・一23）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜＜
▽「（略）

▽「ボシテチョーデスカラ

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

カギラレテ　オルヨーデ　アリマスカラ　（略）」

　　　　　〈　　　　　　　　ソンナ　フ一番　ナッテル　（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　ムコーギスルヨーニ　ナッテ　オリマスカラ　（略）」
　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　
シタバッカリガ　カタク　ナッテ　シマイマスカラ
　　　　　　　　　　　ムコー　ミッツニ　ワケマシテ　（略）」　　（122－3－3）

　　　　　　　　　　　ムオナジ　モノト　カンガエテ　（略）」　　（123－18－19）

　　　　　　　　　　　　196

（124－4－3）

　　（125－26－28）

　（126－18－19）

（嘩各）」　　　（127－13－4）



▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「デ

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（齢

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

　　　　　　　　　　　　　　　ム　イナカト　ユー　イミジャ　ナクテ　（略）」　　（125一・25一一8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　ア．ンマリ　ユー　コトワ　オカシインデシテ　（略）．」　　（126一一42－12）

オミズヲマズ．イ。ル。トニシ今（略）」　（127．12－9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　メズラシイ　モノデワ　アリマセンケレドモ　（略）．」　　（122－15－7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈ヨーチ出ンニワ　シガツカラ　イッテルケレ．ドモ　（略）」　　（125－10－9）

　．　や　　　　　　　　　　＿“　　　へトーフツヤ　ナンカモ　イインァアンスケド　（略）」　　（125－5－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aト　ユー一　カタガ　オーイト　オモイ・マスケドモ　 （略）」　　　（126一・・40－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AベータライFニ　チョット　ニテ　オリマスケレドモ　（略）」（127一一29－1＞

　　　　　　　　　　　　　　　Aヒジョーニ　タイセツナ　コ1・デスガ　（略）」　　（122－4－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

▽「（略）

▽「マ　ソレヲ

▽「（略）

▽「マタ

▽rマー

▽「（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽F（略）

▽「（略）

▽「（略）

▽ド（略）

▽r（略）

▽’uデ

▽「デ

▽「（略）

▽「（略）

　チンジュツヲ　フクム　カタチデ　アリvスガ　（略）」　　（123－9－g）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　イtiソナ　カタチデ　アラワレテ　マイリマスガ　（略）」　　（125悸3－2＞

　　　　　　　　　〈　ハヅト　シタノデスガ　（略）」　　（126－32－20）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　シホー　ヤイテ　イタダク　ワケデ　ゴザイマスガ　（略）」（127一一12－22＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　ゴク　ショー一一スーノ　レイダケヲ　アゲーマスト　（略）」　　（122－5－11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　マー　ケヅロγダケ　チョット　モーシアゲマスト　（略）」（123－38一・13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　モノデ　アルカヅテ　コ・・一一　コトニ　ナリマスト　（略）」　　（124－2－9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　コノー　カンデンカラ　ホケンジョヲ　ミマスト　ユート．（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－29－12）

　　　　　　　　　　　　　　　〈　マトメテ．モーシアゲテ　ミマスト　（略）」　　（玉27－23－ll）

　　　　カリ＝サ勃ツ。一ト。ブナ．ラ会（略）」　（123－12．15）

　　　　　　　　　　　　　　　〈　コノ　ケーケンテツガクニ．ヨレバ　（略）」　　（123－30－16）

アラタメラレ，、モノナラf・（略）」　（124－21．19）．．．．

　　　　　〈　イイカエレパ　（略）」　　　（125－12－9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9i9，）」　　　　　（126－42－8）　ナンカイモ　スルト　ユー　コトニ　ナレハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　ヒトツモ　ワカラナイト　ユーノデワ　イケマセンノデ　（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－28一・7）

マ＿ソ＿。。＿。＿ナ。トヲわシャル珍（略）」・（125．11－4＞

　　　　　　　　　　　　　　〈　コーユー　コトニ　ナリマスンデ（略）」　　（125－25－9）

君サンガガクシ＝一インデダトユ＿ノ傘（睡籠　（126－24一・li）

　　　　　　　　　　　　〈　ジカンガゴザイマセンノデ（略）」　　（126－53－17）

　　　　　　　　　　　　　　　　〈　マ～　スカートヲ　ヒヅパラレナガラ　（略）」　　（12540－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　ホントー一・＝　シンパイソーナ　カオヲ　ナサリナガラ　（略）」（125－11－6》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈ウスノロダトカ　ニクラシクナルトカ　ユワレナガラ　（略）」　（125－11一一8）

　　　　　　　　　　　　　　　〈コーユー　ジ藁一キョーーヲ．ミナガラ　（略）」　　（125－11一・10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　ノーベルショ．一ヲ　トッ．テ　オラレナガラ　（略）」　　（126－19－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　オナジク　ジュート　ユー　写トヲ．．モーシr・．．シァモ　（略〉」（珍2－4一均＞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ト　ユーノヲ　クラベテ　ミテモ　（略）」　　（123－17－7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ムズカシインジャ　ナイカシラト　モーシアゲテモ　（略）」　（125－11－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「ソレデー　イクラ　サゲルニ　イタシテモ　（略）」　　（126－41一一19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ソノ　コトワ　ササイナ　uトデモ　（略）」　　（125－13一一15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ヤキモチガ　アラワレル　コトワ　ゴザイマショーシ　（略）」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－13一一18）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽ヂ（略）　ムシニ　クワレタリ　シヤスク　ナリマスシ　（略）」　　（12§一一18－10）

　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ミンナ　ナツヤスミデスシ　（略）」　　（126－8－3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　コトバモ　ツカイマスンデ　ゴザイマスシ　（略）」　　（126－49－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）タシカ＝・・一一　『メノ　トドクカギリ』デアリマスシ（略）」（126－48－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）モーーシマスッテユート　カキマシタ　トーリデ（略）」　　（122－3・一2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　シヤスイト　m一ヨーナ　コトデイッテル　ワヶデ　（略）」（123一・26－9）

　　　　　　　　　　　　　ム
▽「ソレガ　マー　ジョロンデ　（略）」　　（123一・32－13）

▽「ウマレタノガセン，、。ピ。ク。ンジズキューネ珍（略）」（126－17－17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　コチラニ　ゴザイマスノガ　インゲンゲ　（略）」　　（127－13－13＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　キヨードノ　メーサンヲ　オクッタリ　スル　クセニ　（略）」（126－26－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ミナサン＝　オウカガイ　シテデスネ　（略）」　　（123－28－8）

▽「デ　ソーユー　フー…コトヲ　オー　シテデス傘　（略）」　　（123－45－17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ソーユー　＝一ト　カンケイ　イタシマシテデスネ　（略）」　（126－46－21）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ユニヅトッテノワ　ムカシ　ハヤッタンデスヶドネ　（略）」　（123－33－4）

▽「（略）カッド＿ナンテx＿。レ・ガアリマスが余（略）」　（123－30－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）ユッテル　ヒトガアルンデスガネ　（略）」　　（123－30－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「ダカラ　コレワ　チョット　フルインデスガネ　（略）」　　（123・一33－15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「u一　コレラ　オー　マゼテ　エー　ネリマストデスネ　（略）」　（127－25’・’22）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　ム
▽r（略）　ソーユー　ワケニ　アリマ”イキマセンノデデスネ　（略）」　（123－31－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ト　ユー　コトヲ　アー・イイマシテモデスネ　（略）」　　（122－4－20）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　ポトンド　テガ　ツケラレテ　オリマセンデ　（略）」　　（122－14一一4）

　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　コレワ　ノビテ　オリマセンデ　（略）」　　（126－49－19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）ベツ＝　イー　ヒクク　ナラナイデ　（略）」　　（122－18－33）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　コレガ　ミギエパカリ　イカナイデ　（略）」　　（123－40－6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　アルクト　ユー　コトニ　ナヅテ　シマウヨーデ　（略）」　　（126－6－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　モシ　モッテ　マイリマシタラ　（略）」　　（125－19－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム▽「（略）　センモンカニ　ナル　ナランニ　ヵカワラズ　（略）」　　（122－9－16）

注1）「旬末」というのは，従属句などの未毘，つまり，多くは接続助詞の部分。

注2）句末の語ごとに5例以下を例示した。「rvガ」や「tN・’デ」などは例が多い。

3・3・4　イントネーションの賜題例の処置
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　・fントネーションの親象の調査整理にあたっては，4ントネーションの蓋本

的な規定に従う整理の方法がとられるのは言うまでもない。前述のような考え

かたで，大部分の現象を分析し分類したが，その分類整理のうえで，間題とし

た実例がある。ここに，問題例とその処置を示しておく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　アクセントに従う形と認めたもの　（ゆれのあるアクセントおよび複合語・接尾要

　　素を持つ語の，もとのアクセントがあらわれたと見られるものを含む。）

　▽「セケンノピトが皇FNiFku」（123－24－15）
　▽「カンシンノ　ナイ　　］，1575：；：　：バッカリナンデス」　　（124－10－19＞

　▽「LX－NE　ソレガアブナイ　モノデナクッテモ」　　（126－5－17）

　▽「コドモタチニ　トッテワ　ナニヨリモ　ツライ　コトナノデ」　　（126－29－16）

　▽「ヒジョーナ　イキオイデ　ゾーカ　’2デ寸隙」　　（126一・30－21）

　▽「エジュード’急追サゲルト　ユー一　コトワ」　　（126－41－18）

　▽「シタガヅテ　ナナジュー勉イタシ・マスト」　　（127－2－14）

　▽「ノーサンブツノ　キカイ　．「71∠聖」　（127一・9－3）

　▽「オーサジ　廻壷ゴザィマス」　（127－11－18）

　これらは，アクセントに従う形と認め，車立表現イントネーションから除外

した。　（もちろん，意図表現イントネーションなどではない◎）

　b　2音節以上の助辞あるいは助辞連続で，アクセントがあらわ視たとも解釈されう

　　るが，議述（179ページ）の規定．によって，卓立表現イントネーションと認めたも

　　の

　▽「センゴ　トクニ　ニ頭ケバyテイルノワa　　（123－25－1）

　▽「ソーユー　　キソガクリョクガナイカラ」　（123－25－4）

　▽「ソノ　ハンタイヲ　イク　コトガ　　醜」（123－26－2）

　▽「カンレンガ　ナイ　　ワケデワナイ」　（123一一26－14）

　▽「翻乏　シ・n．　’一レンサセタト」　　（123－31－22）

　▽「デンタツノ　＝・一一カドユー　モノガ　アガッテオラナケレバ」　（123－35－20）

　▽「ドノ　カクドカラ　ヒカリヲ　アテテ　イクヵ」　　（123－37－1）

　▽「ト　ユー　タチパガ　エ1碗上　下匿」　　（123－37－13）

　▽「ドンナ　万イロデ’ッテソーユー　ワルィ　コトパガ」　　（123－37一一14）

　▽「チョーサ　ケンキューート　下匝アル　ワケデ　ゴザィマス」　（123－37－22）

　▽「コレデ　ハンノーヲ　測カッタノデワ　ァリマセンガ」　　（123一一43－6）

　▽「ギコーガ　イルワケデ　リマシテJ（123－45－5）

　▽「7晩ワスレラレナイノデ」　　（126－2－15）

　▽「su　一キ　＝．一ヲ　ミタス　ホーホーノ　　ヲ囲Z」　　（126－5－12）

　▽「ホントーノ　センセィヲ　　ユ岬町図ラ「」　（126－16－4）
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▽rマケギライガサキニ　：タツンデショ7カ，イヤンナルト　サヅサト　ヤメ
　テ」　　（126－26－16）

▽「ドコノ　クニデモ　ソンナニ　カワル　モノデワ　ナイト」　　Q26一一29－2）

▽「二L一　コトヲ　キイタ　碗」　（126一一32－19）

▽「〉　ユー　三「薮裏圧ラ『£　ナクヅテ」　　（127－3－i1＞

C　一般の卓立表現イントネーションと認あたもの

　（体言・用雷についての卓立表現イントネーション）

▽「チンジュツヲ　アワセモッテイルカタチデ」　　（123－6－6）

▽「ソーユ　一　バッタツダンカイノ　　カンガエカタカラ」　　（123－26－4）

▽「ソレヲ　コドモタ　ニ　ミュ　ツケサセテ」　　（123－3F9）

▽「モ〔　アシバッカリ　ニョキニョキ　ヨコエ　ダシテ」　　（125－3一一5）

▽「ソノ　ネンレイノ　サイズデ　ヨPシイノジャ　ゴザイマセンカ」　（125一・5－6）

▽「ジュウマンニツイテヒトツ頻rプ刃匝ホシイb」　（125－24－20＞

▽「ニンゲン　イケダガ　下ヒ昆ご　ナットクノ　イク　セイジヲ」　　（126－27一一8）

▽「二藤ンガモシ締・ノチイキニタイシテ」（127“一1e一’21）

　（副詞についての今立表翼イントネーション）

▽「カナラズシモ　メズラシイ　モノデワ　ナイ」　　（123－15－5）

▽『タシカニ　ソーユー　ノーリツワ」　　（123－4444）

▽「ドーシテk　トリth　iテ　ヤラナキャ　ナラナイ」　　G25－2一一5）

▽「ドーシテモ　∠妬三チガウノデ　ゴザィマスノデ」　　（125－2－5）

▽「マズ量勉オナ…　イセ羽（125一・一8）

▽「ナントカシテ　ソノ　オコサンノ　タダシイ　ヨーキューヲ」　　（126－6－11）

▽・痴・カラナイ・デ7）」（・26一…一23）

▽「サ稗・ヨジ。鴫’・一’・・シ・ガナイ・」（126－12－4）

▽r・・デ・テ亜・カーテ」1・26一・4－5・

▽rア断キタカタガタガ2Pti「yアリマシタ」　（・26－31－17＞

▽「べ・キ・一サセ・・ソ・」チバン…　一テ・・」（126－34－5）

▽「ソコデ　　ドーシテモ　コノ　ジューオクノ」　　（127一・2－10）

　　　　擁勅エシニ　　　　　　（127－16－20）▽「マー　　　　　　　　　ナリマシタ　ホーヴ」

マrモー勝　オイシク」　　（127－16－21）

▽「とヲ　 動　ヨワク」　　（127－18－8）

　（助辞についての卓立表貌イγトネーション）

▽「ジューハッセイキニ　ナッテカラノコトデアル」

▽「ケーケン，鋼ガクニヨレバJ　（123－30－16）

▽「ドノ　ヘソマデワ　イッテ　ホシイカ

〈122－12一一2）

マ型恥、ユー 5コロデ」
（123－37一一3＞
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▽「ワリアイニ　ハヤク　デキアガレノジャナイカトJ（124－18－4）

▽「ムシガヲ泌司ヨヨヨボーシタリシテ」　（125－22一・5）

▽「ドノヨーナ＝トヲチズイシテイケパ7upms＝コトニ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126一一6－8）

▽「コノ　　ジキトユ＝；ノワ」　（126－9－8）

▽「モ・トツ加ルトコ・エオイコム・テ　e｛＝7n’」（126一一10一・23）

▽「ダイジナ　コトナンデス　盛」　（i26一一11一一2）

▽「ヤハリ　・チャーント　ジブンデカンガエテ」　　（126－11－7）

▽「カンガエヲ・・ンエイ：更艀折・ア1］　一・シ・一」　（126－20－6）

▽「シンシュリューハトシテナイカクニ　ハイリマシタ」　　（126－22－13）

▽「ソンナ　フーニ　ブンルイシテ　　赫　ミタイトti（126＿5044）

C’車立毅硯イントネーションのうち‘遅上り型”かと見られるもの

▽r遭ア　　ソーユーヨーナ　コトモ　カンガェテ」　　（125－5－13）

▽r蜴と　ソノ　カイグイノ　クセニ　ナッテ　シマウ」
▽「オヤ・zfi」・・イガ・・タカ」（・26一一一9－i・）

▽rダィジナ　コトナンデスケレドモ」　　（126－11－2）

▽「ケガナドヲスルコトデワ塗アリマセン」

▽「モノニ　ツナガルト亙ヴ　ムロン　ィィスギダb」

▽「アフリカニ　ジェーテンガ　オカレテ　オリマス」

ザ盤・調Z・一一クニグニ・」　（・27－7一・4）

▽「オサカナヲ　ヤキマシタ　エ蟹＝＝了　トコロニ」

▽「キャベツガ　ホント’ニヤワラカク　ナッテ」

▽rア・エラ・タ之壷Zド・ナシ潜デ・・テモ」

（126一一5－3）

（126－12一一18）

　（126－31－15）

（127－5－16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－17－17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－18－14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈127一一23－14）

　以上，原則として，1っの周例は1っの分類項に：おさめた。実際はその複合

したものもある。しかし，以上の各項におさめきれないっぎのようなものがあ

る。

　（ア）　アクセントがくずれていて，イントネーションの問題の対象とはしが

たいと認められるもの。

　▽臼ゴニシマシタbl　一二A　（123－8－21）

　▽「イチガイニ」　（123－36－20）

　▽rノ・ハダシケレバ　　（123－40一・7）

　▽1イロンナモノ3（125一2－16）

　▽　一「ig」　（125・一3－10）

▽r恥、（125一・3－16）

　▽「ウ’ッカリシテイマスト」（125一一6一・・9）
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　▽「ドコラアタリマデ」　（126－10－19）

　▽にスクナカラズ」　（126－31－18）

▽r廃炉デキル、　（127一一4一一11）

　ig7　rLAeilf，　（127－8一一16）

　▽’『ゴランイタダキマショ．一．J　（127－15－4）

　v　r　inl－Fls．！　a27－3s－g）

　おわりの4例は，解釈によっては，イントネーションと晃られないではな

い。どれも，アクセンの下降が消滅して，高のままでつづいているから，”ア

クセントの下降が聞きとれないけれども存在する”と解釈するならば，卓立表

環イントネー一・ションの一種：と見られよう。しかし，ここでは，そのような拡張

解釈をとらないから，当面のイントネーションの闊題の対象とはしない。

　（K）　音節そのものを明瞭に聞かせるために，高く（強くも）発音すること

がある。

○・亜．2M‘t・厨垂」（123一・2一・）

　これは，”明瞭に聞かせるため”という意味で，狭義に解釈されるプロミネ

ンスと言える。ただそれによって語の意味を強調して相手に伝えるという役割

りが全然ない。その点で，狭義にもせよ，普通のプロミネンスが，語の意味

と，付随的関係を持ってくるのと性質がちがう。特殊な意味（「タ」の音節を

引用的に示す。書けば「イッタラシイ」など，圏点を打ったりする）をあらわ
　　　　　　　　　　　　　o
す音調であろうが，意味や機能を無視すれば，現象としては，卓立表現イント
　　　　　　　　　　　注1）・2）
ネーションと岡じである。

　注1）参考として，1つの語に，いろいろな音調の実現しているものをまとめてお

　　く。

○〉“　一一シテモ

▽F£1　；1　J（・25－2－6），▽rFシテモ．（・25－2－6），

v　’rL！tFYXie，　（i2s－2－s），　v　r．1iF’Yfil」　G2s－3－6），

　▽　「ド　シテモa　　（127’一2－10）

○ズーット

▽「秘」
　▽「ざF▽下1

0ナニヨリモ

　▽　「ナニヨリモG

（125－3－IO），　V7　rff・：．：一一一’ kz一1．」　（i25－3－16），

（127“一9“u19）

（126一一29－16），　▽　　「ナニヨリモ！　　（126－3G－1）
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○トッテモ
▽国。・テーVJ（・25－3－2），▽rト。テモ、（127．i6－2・）

　控2）この節で問題としたものは，1か所に2っの問題部分があるものを念あて，

　　112か所である。前述した卓立表現インi・ネーションの総数は，だいたい，3970に

　　及ぶ。問題部分は，その数のうえでは，わずか（約3パーセント）である。

　3・4　イントネーションiま，誕しことばの丈型にどういう位置を占めるか

　3・4・1　イントネーションと構丈

　構文は，狭義には，文の内部のことがらの関係弓造である。本書では，主と

して，狭義のほうの構文を扱っており，その類型も，抽象度の比較的高いもの

を中心としている。したがって，これにイントネーションが三三の関係を持つ

ことはないと言’えよう。

　たとえば，疑問詞も疑問の文末助詞もないばあいに質問をあらわそうとすれ

ば，文の末尾を上昇調とすることが，一般に，求められる。「来る？」という形

式で，質問をあらわすには，一般に，意図表現イントネーションの上昇調をと

って，「クル／」と言う必要がある。けれども，「クル／」と言う質問の形式

も，やはり「述語」という構文型であるとしてしまい，その点では，「来る。」

という断定の表現の「クル＼」という形式と同じ「述語」のグループに入れら

れるとするならば，末尾の上昇調の有無は，問題にならない。つまり，構文型と

しては，「述語」一本で，その下位区：分がないから，イントネーションの関係

する手がかりがない。もしも，イントネーションの関係する手がかりを得よう

とするならば，「述語」の下位区分として，たとえば，少なくとも「断定の述

語」と「質問の述語」という区分をして，それにつけられる（あるいはつけら

れうる）イントネーションが上昇調か上昇調でないかというような関係づけを

してゆくことになる。ということは，単に文の内部構造としての述語というに

とどまらず，それに表現意図が加わったものとして考えるのであるから，狭義

の講文の問題ではなくなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　また，卓立表現イントネーションは，たとえば，「本を買ったQ」を「ホンヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
カッタ＼」と言うときは，　「ほかのものではなくて本を，認った。」という意味

で，「本jを「ほかのもの」との対比において強調し限定することができる。

しかし，それは，　「本を翼つた。」ということがらの内容自体に変りはない。っ
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まり，ことがら関係の内部構造という狭義構文の範囲では，卓立表環イントネ

ーションもやはり，構文に影響するところがなく，構文と直接関係を持たない

と言うことができる。

　これについて「議しこ’とばの文型（1）」のイントネーションの項には，つぎの

ように述べてある。　（回書274ページ）

　　「こういう『構文』と，本章で見てきた『イントネーション』との関係は，きわめ

　てうすいものである。述語だけの文であるから平調である，主語＋述語という構造を

　持つ文だから罫調1である，といった対応関係は全くない。文末のイントネーション

　は，文の構造の違いには癒接的をこはほとんど関係がなく，どういう種類のイントネー

　ションであってもよい。そして，以下に見るように，文末一述語部分にあらわれる

　イントネーションは，その述語が，どういう形式の語構造なり，意味的形式を持って

　いるかによって，こんどは『表現意図』と関係してくる。すなわち，すでに『表現意

　麟』の章で見られたように，『表現意図』をになっている偲々の判叙表現なり，質聞

　的蓑現なりの，それぞれの特微的形式は，主として文末の述語部分にあらわれるので

　あって，そういう特徴的形式を通して，イントネーションは『表現意図』と関係があ

　る。つまり，イントネーションは，『蓑現意図』とは比較的，直接的な関係にあり・

　『構文』とは閥接的な関係にあると言える。」

　しかし，構文を広義に規定するならば，イントネーションは，構文に直接関

係を持ってくる。たとえば，「クル」という形式が上昇調をとって「クル／」

となれば，それは一般に質問の意味の述語となるし，上昇調でなければ「クル

＼」で，断定の意味の述語となる。　（これらをみな述語に含めて呼ぶこと鼠

体，問題がないではないが，それには触れないでおく。）つまり，同じ「述語」と言

っても，述語のはたらきがちがうものである。いわゆる陳述のちからのちがい

であり，いわゆる文の性質上のちがいをも生むものであって，・fントネーショ

ンがその標識になることがあるから，広義乱文との関係を，意図表現イントネ

ーションは持つと言えよう。

　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　ム
　また，「ホンヲ　カッタ＼」の「ヲ」のような車立表現イントネーション

は，前述のように，ことがらの関係自体をあらわす格の表示「ヲ」につけ加わ．

って，「ほかのものではなくて本を」とか，「本をこそ」とかの意味をあらわ

すから，ほかのものとの対比において，「本」を強調し限定するはたらきをして

いる。それはちょうど，文法面での副助詞の機能に相当するものであって，こ

とがらの内容を加えることはないが，ことがらのありかたについての言譜主体
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の認識を音調のうえで示すものである。もとより，車立表現のイントネーショ

ンは，醐助詞康体あるいは他の種々の語にも加えられて，さらにその．機能を弥

調することがあるから，一般に，強調の表現にあずかるものであって，副助調

の機能に‘‘該当する”とは言えない。しかし，翻助詞の機能を，構文の範翻に

含めて扱うときは，これに対応する音調としてとb’あげることができ，質問の

上昇調が，疑閥文末助調に対応することと対比される。

　以上のように，イントネーションは，狭義の講文とは直接にかかわるところが

ないが，広義の溝文とはかかわるところがあると見られ，ひいて，イントネー

ションがr話しことばの文型」において，どのような役割りを果たすと考える

かは，「構文！をどう限定（ないし規定）するかと深く関係すると見られる。

　3・4・2　イントネーシsンと表現葱図

　煎節にも触れたように，意図表現イントネーションは，当然，表現意図と関

係するところがある。もちろん，文としての言語形式を媒介としてのことであ

る。そこで，どういう表現意図に：どういうイントネーションがあらわれている

かをまとめておく。注）・

　　　　t　’一’de’一一”nv一”一図意現讃
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　油）この表のほか，：文末に卓立の高調のイントネーションのつくもの（計156倒）

　　がある。

　独話資料の性質上．判叙表現の文が多く，それにともない，下降調としての

意図面諭イントネーションが多いことは，予想されたとおりである。また，対

話資料におけるほど，さまざまな文末助詞をとるわけでもないから，文末にさ

まざまなイントネーションが実現するわけでもないし，意図表現イントネーシ

ョンは，さらに限定されるから，上記のような結果になる。意図表現イントネ

ーションと言っても，それがなければ，文としての意図表現に：さしつかえると

いうようなばあいは，しばしば前述したように，疑問詞・疑問文末助詞を持た
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ない文で質問をあらわそうというばあいだけで，他は，いわば議然にアクセン

トの形によって意図表現ができてしまう。だから，意図表現イントネーション

は，全般的に言って，文の意図表現のための補助手段である。しかし，文を成

立させるための音声面の要素としては，不可欠のものであって，アクセントに

従う形式だけでは，文の音調にはならない。文においては，いわば，つねに対

応的にその意味面と音声面とが相関していて，語彙的・文法的な意味面での表

現が不足して，どうにもならないときだけ，音声面の意味的表現能力が前面に

浮かぶのであり，その他のばあいは，意味面の表現にかくれて，単に音声面の

音調をあらわすにすすぎないのが，イントネーションの性質なのである。だか

ら意図表現イントネーションと葬現意図との相関関係も，表現意図が，意味面
　おもて

の表に二あって，イントネーションはその裏うちをし’ていると言えよう。ときと

して，その裏うちが表に見えるにすぎないのである。

　つぎに，卓立表現イントネーションも，その規定で朋らかなように，それがあ

ってもなくても，表現意図にかかわらないものである。rクルヨ」の「ヨ」が

高い卓立を受けても受けなくても，それは判断叙述の表現であって，表現意図

は動かない。　「キョーワ　クルヨ」の「ワ」が高い卓立を受けても受けなくて

も，二様である。それらの卓立表現イントネーションは，文全体としての話し手

の隔意判断のしかたそのものにかかわるのではなくて，文の部分としての特定

のことがらに対する話し手の強調の程度にかかわるものである。要するに，一

般に：，卓立表現イントネーションは，表現意図を左右する性質のものではない。

4．　おわりに

　このように見てくると，イントネーションは，話しことばの文型に，直接的・

積極的かかわり合いを持つことが少ないけれども，間接的・消極的かかわり合

いを，つねに持つものだということになる。直接的・積極的には，語形式とし

ての特徴を持たないばあいの質問の表現には，文末を上昇調にするが，他はかな

らずしも上昇調にしないという一般的な性質を持つ。聞接的・消極的には，一

方ではつねICアクセントに従うイントネーションとして，文の音調を構成して

おり，一方では，とくに強調したい語句について，その卓立表親にあずかると
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ころの率立表現イントネーションとしてあらわれる。

　したがって，4ントネーションが，もしも文型教育のために活用されるとす

れば，留意すべきところは，質問の上昇調の役割りが第一であり，やや進んだ

段階での：文型教育において車立表現イントネーションの役割りに及ぶというこ

とになろう。それらも，前述のようIC，文型の規定の狭義のばあい，つまり表

現意図を捨象した抽象度の高い文型にあっては，一般に，直接的・積極的な役

翻りを果たす余地はほとんどないであろう。しかし，より広義に文型を規定す

るときに，つまり表現意図を含めた異体度のより高い文型において，次第にイ

ントネーションの関与するところが増大すると見られよう。

　イントネーションの調査研究は，ほかの多くの調査研究においてと同様，（あ

るいはとくにそうであろうと思われるが，）つねに基本的課題にたちもどり，理

論的体系を構築してゆかなければならない。イントネーションの形は，発話の

現実のピッチの変化を麹嘉したものであり，その型は一定の観点からさらに整

理したものであるから，その整理にあたっては，つねに解釈がっきまとう。それ

ゆえ，できる限り，主観的なゆれの生じないような整理の方法をとって解釈して

ゆかなければならない。鰐釈に無理が多いならば，たちもどって，その整理方

法の改訂が求められよう。しかし，とにかく，ピッチのi変化という外形がはっ

きりしているから，明瞭な発琶であれば，文法上の成分の意味関係の解釈など

に比べて，はるかに処理しやすいと言える。逆に，発音が不明瞭でピッチの変

化が聞きとりにくいときとか，方言アクセントや臨時的な変な音調で発音され

たときは，処理に困ることがある。典型を求めるばあいの対象資料としては，こ

の点によほど注意して出発しないと，あとで，対象外とすべきものが頻出して

くる。構文における不整表現に対比されるものもあり，その処理には慎重を期

したっもりであるが，例外的なものの処理は，つねに，例外ならぬものの処理

と深くかかわるから，今後とも，考究を加えたいところである。

　なお，残された課題は多い。一部，見通しのっけられそうなものもあるが，

ここに記述するに足りないので，項翻のみを例示する。

　（i＞プロミネンス・速さ・ポーズなど，他の音声要素との関係の問題

　（2）場面・話し手（性別・無齢溺等の問題）・話しの内容・時問などとイン
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　　トネ・・一・ションのあらわれかたとの関係の問題

　（3）イントネーションの実験的調査研究

　（4）方言イントネーションの比較蘇究

　以上は，個別的研究項鼠に属するけれども，どの項騒も，4ントネーション

の基本的問題に触れるところがあることは言うまでもない。アクセント論に言

うアクセント素（トニーム）のように，イントネーション素（イントニーム）

が想定されるかどうかなど，イントネーーション観の基底にかかわる問題もある。

今回の観点・態度は上述したとおりであるが，なお調査研究を加えたいと考え

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮　地　　裕）
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V　総合的文型の試み

1．　はじめE：

　表理意図・構文・イントネーションの各面から文の文法的特徴を追究して文

型に迫ったが，「1概要」の章で述べたように，さらにそれらのからみあいを

関らかにして総合的文型をとらえることを，とくに「話しことばの文型」の員

標とするものである。

　表現意図に対しては，それの別に応ずる文表環の形式の分化が，主として文

末においておさえられるが，さらに，構文・イントネーションと関連し制約し

あうところがあると考えられる。また，構文とイントネーションとの間に．も，

　　　　　　　　　　　　　注）
ある種の関連があると兇られる。それらを開らかにして，3っの面の総合の文

型を立てるというのが，総合的文型の構想である。

　注）　イントネーシ．nソと表現意ec　・構文との関連については，　rw　イントネーシ

　　　ョソ」の章でふれている。

　しかし，総合的文型の全面的記述は，なお基礎的研究をつみ重ねた上に成り

立つ大きな課題である。総合のためには，三親意図・三文・イントネーション

のかかわりあうところをほりさげなければならない。たとえば，溝文の関係す

る面について考えるに，陳述的な面を捨象した狭義の構文について見るかぎ

り，表現意図やイントネーションとの関連，制約関係はほとんどとらえること

ができない。陳述的な藺におよんだ広義の構文について，総合のための追究は

なされなければならない。つまり，表現意図・構文・イントネーションのから

みあいを追究することによって文の陳述面の構造が明らかにされ，総合的文型

がそこから抽出されることになるともいえる。このような要請に対しては，溝

文の分析になお残されている面があり，表現意図についても，それに応じて，

なお幅を広げて見るべき面がある。そこで，総合的文型のためには，あらため

て薪しい企画をもって出発することが適当であろうと思われる。ここでは，と

りあえずsぐのためのいくっかの問題点を指摘し，解説を加え，あるいは，あ
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る程度の発通しを述べたり，部分的に1具体的な記述をしたりすることにする。

以下3項繭に記述するもののほかにも，予想される問題点がいくつかあるが，

ある程度発通しの可能なものを，重点的，個別的にあげるにとどめる。

　次に，総合の途上のひとつの試みの意味で，単純な根互関係を見るものとし

て，表現意図・構文・イントネーションの対応を示した文型一覧表をかかげ

る。童として，取りあつかった独話資料から抽出されたもので，もれている型

もあるが，ほぼ体系的なまとまりを得ているものと考える。なお，『謡文型

（1）』でまとめた対話資料による各表現の文の典型の表を，対照のために添えて

かかげる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石初太郎）

2．総合に関する二，露の問題

　2。董成分の陳述的変容についで

　構文の項では，ことがらとして他の部分に関係する成分の分類にあたって，

それの陳述的な面は，可能な限り無視した。したがって，陳述的な薦では異な

るものが，成分としては岡じものと認められたものがある（主語における「～

ハ」と「～ガ」，目的語における「～ヲ」　「～二」…と「～ハ」「～ニハ」…な

どや，卓立のイントネーションのあるなし）。また，譲順の変換（倒置など）

による強調などの陳述的意味のちがいも，構文の型のちがいとはみなかった。

これらのちがいは，成分の陳述的な変容とみなして，構文の項では，正面から

扱うことをさけてきたわけである（M1・2・3c「陳述的変容について」参

照）。この問題は，広義の構文の問題でもあるが，文の陳述的な側葱として，

表現意図をはじめ，場面・文脈などと関連するところが多いので，便宜的に総

合的な文型の問題として，ここで扱うことにした。ただし，全体的な晃通しを

もっていないので，今回は断片的に聞題をとりあげるにとどまる。ここで陳述

的変容と呼んだ現象を文型のどこに，どう位置づけるべきかについては，なお

考慮し、なければならないところもある。

　2・1・艦　陳述酌変容の表現手段

　陳述的変容の表環手段には，次のようなものがある。

　（i）係助詞の添加，格助詞と係助詞との交換
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　（ii）　語頽の変換

　（iii）　卓立のイントネーションのあるなし

　（1）が行なわれるのは，大まかにいって基準構文の各成分に限られるようで

あるが，（ii）（lii）は，すべての一次成分lc現われうる。したがって，すべての

一次成分は，臭体的な文の中では，なんらかの変容を受けているということに

なる。（i）を劉にしても，すべての成分は，異体的には一一定の位置にあり（2っ

以上の成分が同一文中に共存するばあい），卓立のイントネーションがあるか

ないかのいずれかであるからである。（i）の関係する成分をもつ文に．とって

は，なおさらである。具体約な文の中では，これらの手段が複合して用いられ

て，全体で何らかの陳述的な意昧を表わしているわけである。

　2・1・7．中立的な変容

　陳述的変容の中には，比較的中立的（neutra！）なものがある。中立的という

のは，場面や文脈など，講文にとって臨時的な条件を無視したばあい，比較的

ふつうに使われる表親であって，場面や文脈などの条件や，強調の意図などに

よって変容を受けたというよりも，変容を受けるもとになるものと考えられる

ものである。たとえば，

　○ワタクシバ　学生デス。　（卓立のイントネーションなし）

　○アサガオガ　咲キマシタ。　（卓立のイントネーションなし）

などである。これに：対して，

　○ワタクシガ　学生デス。　（車立のイントネーションなし）

　○アサガオハ　咲キマシタ。　（卓立のイントネーションなし）

　　　　　　ム　○ワタクシバ　学生デス。　（卓立のイントネーションあり）

　　　　　　ム
　○アサガオガ　咲キマシタ。　（卓立のイントネーションあり）

　○学生デス，ワタクシバ。　（卓立のイントネーションなし）

　○墜キマシタ，アサガオガ。　（車立のイントネーションなし）

などは，何らかの意味で，陳述的変容がきわだっているといえるであろう。

（中立的な変容と呼んだものは，陳述的な意味がゼロである，というわけでは

ない。中立的なものとそうでないものとのちがいはあくまでも相対的なもので

ある。また，ここで中立的な変容とみなした上の2っの文において，　「ワタク

シハ　学生デスQ」の方はSが主題的であり，「アサガオガ　咲キマシタ。」の方
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
はSが非主題的であって，陳述的な意味は異なっている。）

　注）　「中立的」という概念はまだじゅうぶんに熟していない。文の段階では，盗成

　　分は陳述的な変容の手つづきによっていくつかの変容の形が対立して存在するか

　　ら，同一の溝文の型に属する文でも，陳述的な面で異なっているいくっかの種類に

　　わかれて，全体で変容の体系をなしている。「中立的変容」というのはその体系の

　　なかの1っ（あるいは1つときめられないものがあるかもしれない）を指す。「中

　　立的」という概念は変容の体系を明らかにしていくなかで，深められなければなら

　　ない。

　文型研究にとっては，それぞれの構文の型にとってどのような変容の種類が

あるか，その変容はどのような意味・機能あるいは表環効果をもっかを賜らか

にする必要があるが，その重要な一部として，中立的な変容とそうでないもの

とを明らかにする必要があると思われる。

　卓立のイントネーションについては，それがあるよりは，ない方が中立的で

あるということができる。以下，係助詞の手段や語順の手段による変容のばあ

いについて，この問題をとりあげる。

　2・1・3係助詞の添加，格助詞と係助詞との交換

　格助詞と係助詞との交換については，格助詞「ガ」「ヲ」と係助詞との交換

だけを認めた。　（皿　1・2・3・b（4）「陳述的成分」参照）

　係助平の添加のばあいには，一般に，添加されたものより添加されないもの

の方が中立的である，といえそうである。ただし，体言的な述語の否定の形は

「～デ　ナイ（アリマセン）」より「～デハ　ナイ（アリマセン）」の方がふつ

うのようである。また，組織などを表わす門札語のばあいも，「～デ」の形よ

りも「～デハ」の形の方がふつうのようである。これらのばあいに，中立的な

変容の形としては，「ハ」のついた形をあげるべきかもしれない。なお，こま

かく見ていくと，ほかにも「ハ」のついた形の方がふつうに使われるものがあ

りそうである。（たとえば，　「ボクニハ　イマ　銀行二　預金ガ　ナイ。」のよ

うな構文における「ボクニハ」など。）

　次に，格助詞と係助詞との交換のばあい。目的語（M，）でVま，「～ヲ」が中

立的であって，「～ハ」の方が変容がきわだつといえるであろう（対比強調な

ど）。主語では，2・1・2であげた例のように，少なくとも「～ガ」が中立的
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なタイプと，　「～ハゴが中立的なタイプとがある。　（このばあいの「～ハ」は

いわゆる主題的（題目的）な「～ハ」であって，譲受強調の「～ハ」ではな

い。）ほかに，どちらともっかないものがあるかもしれない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溢三）
　ちょっとみたところ，動詞述語文では「～ハ」タイプ，名詞述語文では「～

ガ」タイプであるようだが，実際はそう単純ではない。

　注）　以下，「Nハ」が中立的であるような文あるいは主語のタイプを「～ハ」タイ

　　プと略称。r・Vガ」タイプもこれに準ずる。

　○アサガオハ　夏　咲キマス。

のように，動詞述語文でも，特定の具体的な瞬間における霊体の動作ではな

く，主体の性質を述べるばあいには，rアサガオハ　夏　咲ク　花デス。」など

の名調述語文と同様に，　「～ハ」タイプのようである。

　S’＿SZでは，　S’は「～ハ」タイプ，Sは「～ガ」タイプである。　（「＿」は

M，H，　R，」などを示す。）「象ハ（S’）鼻ガ（S）長4（Z）。」など。いわ帥る

句からなるJをもった拡大構文のSJ＿Zや，複合構文のSK＿ZのSは，

「～ハ」タイプであろう。　「～ハ　～シタラ（～スレバ，～シタガ，～シタケ

レド）　～シタ。」など。

　主語において，中立的な形が「～ハ」のもの（「～ハ」タイプ）と「～ガ」

のもの（F～ガ」タイプ）とがあるとすれば，それを規定するものは何か。

S’＿SZやSJ＿ZやSK＿Zのばあいには，構文の型と関連があるといえ

るであろう。S＿Zのばあいには，事情が複雑である。名詞述語文では，　「～

ハ」タイプのものが多く，動詞述語文では「～ガ」タイプの方が多いとして

も，例外がある以上，品詞上の性格との関連は，直接的ではないであろう。こ

れからの研究課題としなければならない。

　変容のどの形が中立的であるかの問題は，述語の表現意図とも関連がありそ

うである。たとえば，Zが可能動詞であって，可能性の主体がM。で表わされ

るようなM。＿．Zの樽文では，　Zが断定の表現であるばあいには，　M。は何ら

かの係助詞を必要とするが，疑問や質問の表現であるばあいには，そのような

ことはない。　（166ページ参照）

　また，命令的な表現意図をもつ文では，動作の主体は聞き手に限られてい・
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て，主語を言わないのがふつうであろう。この種の文で主語を言ったばあい，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）
「～ガ」でも「～ハ」でも変容がきわだつのではないかと思われる。

　○太郎サソガ　行キナサイ。　（指定強調的）

　○太郎サンハ　行キナサイ。　（対比強調的）

　注）　この点で，陳述的変容は，いわゆる成分の省略の問題ともからんでくるといわ

　　なければならない。

　以上あげたように，「～ガ」「～二」「～デ」などが中立的なタイプと，「～

ハ」r～ニハ」「～デハ」などが中立的なタイプとがありそうだということは，お

なじ形でも，その文や成分のタイプによって，異なった意味や機能をもつこと

があることを示している。たとえば，主語の「～ハ」と「～ガ」については，

すくなくとも，

　　雨ガ　降ッテ　イVス。　（中立的な非主題的主語）鷹。、交通轍，賭。．、轍調的な蠕，

　　憂心　自然現象ノ　一一・ftsデス。　（中立的な室題的主語）際降。テ，マ。．。鰍，テ，一r、、、。o）醐鋤磁）

などの区別がある。

　「モ・サエ・コソ・デモ」などの係助詞があるばあいは，それらのないばあ

いにくらべて，変容がきわだっているといえるであろう。また，助詞のつかな

い名詞のはだかの形も，SやM，の変容と認められるものがある。（「ワタクシ

知りマセン。」rソノ本トッテヨ。」など。）

　なお，係助詞のあるなしの交換が不自由な文もある。たとえば，疑問詞など

を含む疑問や質問の文では，疑問詞の成分には係助詞がっかない（「ダレハ．ガ

ラスヲ　コワシタカ？」とはいわない）。また，ある種の簸立語の述語は，

「～ガ」「～ハ」のうちいずれかの主語を選ぶというような現象もある。たと

えば，

　　（「～ハ」と言いかえられない「・）ガ」）

　▽コウイウ　モノヲ　大ヅカミニ　調べナキャ　イケナイト　イウ　＝トガ（S）　第

　一デ　ァリマス（z）。　（123－36－8）

　（「・NVガ」と言いかえられない「rVハ」）

▽コレハ（s）　モッテノ　ホカデス（z）。　（124－32－15）

補注）　中立的な主語が「・Vガ」タイプのものと　「～ハ」タイプのものとの対立は，
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文（および付加構文の従属句）の主語においてだけおこるようである。達体修飾語

内部の主語においてはもちろん，ここでいう状況語や複合埋門の従属旬の内部の主

認においても，こうした対立はない。　（そこtこは，主題的な主語「～ハ」は現われ

ない。そこでは，中立的な主語は「～ガ」だけである。したがって，中立的な主題

的主語「～ハ」の変容である指定強調の「～ガ」の意味もそこでははっきり浮かび

上がってこない。「太郎サンガ　委員長デス。」と「太郎サンガ　委員長デ　アル

コトハ……」との「太郎サンガ」の意味のちがいに注意。前岩には指定強調のニュ

アンスがあるが，後者にはそうしtg・　、，．アンスはないであろう。）

　こういつた点で，文（および付加構文の従属句）の主語は，他の二次成分内部の

主議とちがった面がある。

　主題的な「～ハ」は基準構文の成分の陳述的な変容としては文（および付加構文

の従属句）の主語（およびMv？）にしか現われないが，対比強調の「r）ハ」や他

の係助詞による変容は，文の主語以外の成分（二次成分としての主語，一次成分

としての主語以外の成分）にも磨由に現われうる◎主題の「～ハ」は，この点で，

他の変容とは質を異にするようである。これを他の変容と岡一の次元で扱ってよい

かどうかは疑問がある。残された課題である。

　さらに，この主題的な「～ハ」は，付掬構文の付馬的な部分とここでみなした陳

述的成分（T）の「～ハ」（「パセリハ　ミジンギリニ　シタ　モノヲ　使イマス。」

の類）と”主題を衷わす〃という酒では共通している。

　われわれの構文の扱いでは，この礁の共通性は浮かび上がらない。この顧を扱う

部門を文型のどこtc位置づけるかも今後の課題である。

　2。1。4　藷順の変換

　一次成分どうしのあいだの語順は比較的自由であるが，その壌由さにもいろ

いろなタイプがあるようである。　たとえば，／SHIZ／の骨ぐみのように，ふ

つうはほとんどSH，Zという語順で現われ，その他の語順，　HエSZなどは

まれにしか用いられないようなタ6．プもあるし，／M。SZ／（M．．がありかを示

すばあい）のように，M．SZの語順のほかに．SM．Zという語ll匿が比較的よく
　　　　　　　　　　　　　注）
現われるようなタイプもある。馴者のような比較的蜀定的な語順をもったタ4

プでは，それの変換は，それに応じて，陳述的変容（強調その他の意味ないし

表現効果）がきわだっであろうし，後者のような比較的浮動的な語順をもった

タイプでは，そのあいだの語1順の変換は前者ほどの効果をあげないであろう。

語穎の変換は，それ自身として一定の陳述的な意味のちがいに対応するもので

はなく，他の条件（ここでは溝文の型における語順上の性格）とからみあっ
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て，全体で陳述的意味と対応するのであろう。

　注）共通資料のうち，いわゆる句を含まない文では／SHLZ／は29例，／H…SZ／は1

　　例であり，”ありか〃を表わすM。についてはM。SZは24例，　SM。Zは4例であ

　　つた。

　固定的なタ”tプ，浮動的なタ4プのちがいは相対的なものである。それぞれ

の構文の型に．よっていろいろな段階のものがあるようであって，それぞれの型

において，その性格を賜らかにしなければならないであろう。

　また，同じ構文の型に属するものであっても，語順上の性格が論じであると

は限らない。たとえば，慣罵的なSZである「気ガ　ツク」などは普通のSZ

と比べて，そのあいだのむすびつきが高く，そのあいだにM。やRなどがほと

んどはいらないであろう。（「コレ油点　気ガ　スコシモ　ツキマセンデシタ。1

などとはあまりいわない。）

　したがって，ばあいによっては，それぞれの構文の型をさらにいくつかにわ

けて扱わなければならないかもしれない。（M．のようなものは，下位区分しな

ければならない。）

　さらに，語順は，あるばあいには，係助詞による変容とからんでいて，同じ

構文の型でも，そのうちの成分の係助詞による変容のちがいと語順のちがいと

が相互関係をもっているばあいもある。たとえば，M。S～SMZ。Zでは，　S

が「～ガ」のばあいと「～ハ」のばあいとでは，M。とSとの語順のちがいが

ありそうである。前者のばあいにはM。SZ，後志のばあいはSM。Zというよ
　　注）

うな。もしそうだとしたら，このばあいの陳述的変容は格助詞と係助詞との交

換と語順の変換というふたつの手つづきで表現されているといえるだろう。こ

のばあい，M．とSとの語順の変換だけをとりだして，その意味的なちがいを

論じることはできないであろう。この高瀬の変換はむしろ「～ガ」→「～ハj

の交換に従属しているとみることができよう。

　注）上の注であげた資料で”ありか〃のM．をもつ／M．　s　z／・v／　SM、z／の語順と係

　　助詞のあるなしとの関係は，次のようであった。

　　　　　　　IM’S　Z／24例（ご繍あり）l11311　ll）

　　　　　　　1SM’z／4℃篇二㈱、，あ，、1＞
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つまり，Sが「～ガ」のものは全部M。SZであり，ゼ～ハ」のものは全部SM。

Zであった。この資料の数がすくないので，はっきりしたことはいえないが，

M。の方の係助詞のあるなしは，語順の変換とあまり関係がないようである。

　一般に，浮動的なタイプほど，他の要因（上の例でいえば，「～ガ」→「～ハ」

による主語の主題化あるいは婦比強調）に従属した語順の変換が現われやすい

といえるかもしれない。（むしろ，それを浮動的なタイプといったのかもしれな

い。）

　文型研究にとっては，それぞれの鷹文の型において，どのような語順が陳述

的変容として中立的であるかを開らかにする必要がある。　（中立的な語順が1

つときめられないタイプもあるかもしれない。）また，それと同晴に，　どのよ

うな条件にあるばあい，どのように変換されるか，変換された語順はどのよう

な陳述的な意味ないし表環効果をもっか（あるいは，もたないか）を閉らかにす

る必要がある。このばあい，各芸文の型（必要に応じてそれを下位区分したも

の）の語順上の性絡（浮動的か閲定的か）や，他の陳述的変容の手つづき（係

助詞のあるなし，卓立のイントネーションのあるなしなど）との関連などを考

慮する必要があるだろう。こうした調査は，数多くの等質的な資料，を分析し

て，要因の単純なものから，複雑なものへと段階的にすすめなければならない

であろう。対象が複雑であるから，資料が少ないばあいlcは，分析のしょうが

ない。今回は，骨ぐみ成分の語願の小調査を試みたが，数が少なくて分析がで

きず，その結果はたいして意味をもたないので，ここでは記述を雀略する。

　補沿三）出額の変換は，一次戒分どうしの悶で行なわれるのが原則である。（というよ

　　りも，ここでは，語順の変換がふつうに行なわれうるということを一次成分の特徴

　　とみなしたのが実情である。摂・1・2・2「一一・次成分」参照。）ところが，他の特徴

　　から一次成分であることがはつぎりしている成分が，他の一次成分の内部に，その

　　構成部分（二次成分など）のあいだに，間投約に挿入されていることがある。たと

　　えぽ，次の釧の／　／で示された成分がそれである。

　▽シタガッテ（T）　イカナル　法律ヲ　モッテモ，コノ　人権ヲ　制限スルト　イウ

　　コトハ　／ワタクシバ（s）／　デキナイ　モノデ　アルト（斑）　カヨウニ（h2）考

　　エテ　イマス（z＞。　（126－51一一11）

　▽ソレカラ（T）　ツギニ（T）　サヅキ　申シアゲタ　／ワタクシバ（S）／愛：情ガ

　　必要ジャ　ナカロウカト（H2）思ウ（z）。　（126－53－6）
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▽オ互イノ　人格ヲ　尊重シアウ　コト　コレガ　人権ノ　／ワタクシバ（s）／内容

　ヲ　ナス　モノダト（H2）　カヨウニ（h2）　考エテ　イマス（z）。　（126－57－7）

▽ソコデ（T）　コノ　六ツノ　活用形ト　イウ　モノニハ（Mの／カナラズシモ（T）

　ワレワレハ（S’）／　コダワル　必要ハ（s）　ナイ（z）。　（i23－5－19）

▽シカシナガラ（鋤　コレラ　祝賀会ダケニ　終ワラセナイデ　コノ　区切り目ヲー

　境地　イタシマシテ　エー　コノ　研究所ガデスネ　モヅト　拡大サレ　強化サレ

　テイク　コトヲ　／ワタクシバ（S）／心カラ　ア切望　ウ　ヌ・ルモノデ

　ゴザィマス（z）。　（124－5－22）

▽デ（鱒　工一　コウイウ　イワユル　コノ　音声的ナ　要素ガ　エー　／話シコト

　バデハ（J）／　一rk　一一文法ニ　アズカル　点ガ（S）　スクナクナイ（Z）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－17一ユ5）

▽ワタクシバ（S）　F“ウカ（T）　コノ　タビノ　総選挙ニ　オキマシテ　ミナサンガ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ　ホソ　タガ沖縄ノ　人タチ5　同ジョウニ　勇気ヲ　モッテ　／ドウカ（t）／　日本共

　産党二　対シマシテ　オオヅピラニ　積極的二　支持シテ　クダサル　コトヲ（Mの

　オ願イイタシマス（z）。　（工24－36一・8）

▽シカシ（T）　ダカラト　イッテ（T）　賢険ト　イウノハ（S）　バカナ　メチャメチ

　ャナ　勇気ヲ　出シテ　身ヲ　危険ニ　シテ　ソレコソ　一生　トリカエシノ　ツ

　カナイ　ヨウナ　ケガナドヲ　スル　コトデハ　／モチロン（T）／　アリマセン

　（z）o　　　（126一一12－17）

▽（略）　ヒトツ　カストロサン　ソ　ヒマガ　アッタラ　エー　モスクワモ　訪問シ

　マセンカト　イウヨウナ　コウ　／タイヘン（R）／　エー　親善関係ヲ（Mヲ）アタ

　タメタソウデ　アリマス（z）。　（127－9議）

　これは，おそらく話しことばの性格と関連があるものと思われる。あるものは，不

整的な表現とも関連があるであろう。　（23ページ「『ワタクシバ』の受けのないもの」

参照σ）不整的な表現として除外したものをも含めて，このような現象と藁紙の型と

の関係を考察する必要があろう。　　　　　　　　　　　　　（鈴木重幸）

　2・2　「主題一一ee説」の類型についで

　2・2・1　鐸　　　的

　本項の目的は，独話資料における「主題一解説」の文構成の実態を調べ，総

合的文型についての基礎的調査研究の1つとすることにある。

　2・2・2　「主題一一解説」の意味

　たとえば，

　▽子ドモタチハ　感受性ガ　強イ。　G24－21－3）

　▽（略）父親二　対スル　嫉妬モ　見ラレル　コトガ　ゴザイマス。　（125一一13－12）
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などに顕著なように，　「ハ・モ」　などによって示される成分のはたらきは，

「ガ」によって示される狭義主語の成分のはたらきとちがう。「ハ・モ」など

のいわゆる係助詞によって示される成分は，一般に，文末まで係る。つまり，

文末まで意味的な薩接関係を持つから，連体修飾句のなかでは納まりきれない

が，主語の成分は，その述語まで係るから，連体修飾句のなかにも納まること

ができるという。たしかに，この事実によって象徴される係助詞機能と格助詞

機能とのちがいは，魍語の三文上，注目すべき現象である。しかし，だからと

言って，「ハ・モ」は係助調機能だけを果たし，「ガ」は格助調機能だけを果

たすとは言いきれない。　「ハ・モ」については，
　　カノジヨ
　○彼女ハ　酒ハ　飲マナイ　入ヲ　央二　選ビマシタ。

　σ予防注射モ　シテ　クレル　医者二　行キナサイ。

などは，それぞれ「酒ハ　飲マナイ　人」，「予防油引モ　シテ　クレル　医

老」という形で，連体修飾句のなかに納まる。ことでは，「ハ・モ」が格関係

（2例とも「ヲ」格を内包する）のうえに，副次的な限定的意味を加える翻助

調機能を果たしていると言えようQ

　また「ガ」については，質問への答えとして，

　○カレガ　小山デス。　（〈一小山サント　イウノハ　ドノ　カタデスカ？）

　○レコードガ　買イタインダ。　（←慰ノ　買イタイノハ　ナンデスカ衿

のように，それぞれ，「小山ト　イウノハ　カレデス」，「買イタイノハ　レコ
　　　　　の　　　の　　　の　　　の　　　　　　　コ　　　リ

ードダ」のひっくりかえしだと言われることもあるように，相手との諒解ずみ

でないもの，つまり普通なら述語に置く「カレ」「レコード」を，主語の位置

に置く表現がある。こういうばあいの「ガ」のはたらきが，一般の事実判断の

主語を示す「ガ」のはたらきと同じだということは疑聞だと思われる。少なく

とも特殊な主語としなければならないであろう。

　一般に「ガ」で象徴される判断を事実判断と呼び，「ハ・モ」で象徴される

判断を癬説判断と呼べば，「主語」というのは事実判断の対象体を表現するも

のであり，「述語」というのは事実判断の判断のありかたを表現するものであ

る。これに対応して，r主題」というのは，解説判断の対象体を表現するもの

であり，「解説jというのは解説判断の判断のありかたを表現するものであ

る。事実判断はいわゆる存在判断を含むし，解説判断はいわゆる命題判断を含
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む。いずれも，やや広い意味に使うものとすれば，判断の対象体である点で，

「主語」とf主題」は共通性を持ち，判断のありかたである点で，「述調と「解

説」は共通性を持つ。その共通性のために，短いいわゆる単純：文では区携がむ

ずかしいことがある。ものごとのありかた自体は同じものでも，それを事実判

断として表現することもあり，解説判断として表現することもある。それは言

語主体の表現の聞題である。表現としてでなく，表親の解釈として，言藷形式

にその特徴的意味・機能を付与しようとするとき，一般的に「ガ」は格助詞で

あり，「ハ・モ」は係助詞だと言うのであるが，その前提のもとでは，事実醤

断の対象体は「ガ」によって示され，解説判断の対象体は「ハ・モ」によって

示されると言ってよいであろう。

　以上のように，判断形式に事実判断・解説判断の2類を立て，細部について

はその分化型と見ることとすれば，これは以一ドのようにまとめられる。

（1）事実判断

（主言吾しづ難山吾）

（特殊主語一特殊述語）

（2）解説判断

（主題一解説）

○ホガ　アル。○ムカシ　アル　トコロニ　オジイサント　オパァ

　サンガ　住ンデ　イマシタ。○本ガ　オイテ　アル。○雨ガ　降

　ッテ　イマス。○空ガ　青イ。

　　　○カレガ　小出デス。○レコードガ　買イタインダ。○象

　ガ鼻ガ　長イ。○帽子ヲ　カブッテ　イルノガ　彼女デス。

　○オトナシイ　ホウガ　妹デス。

○雨ハ　降ルモノダ。○空ハ　青イモノダ。○入ハ　死ヌモノダ。

　○空ハ　青イ。○人ハ　死ヌ。○子ドモハ　感受性ガ　強イ。

　○象ハ　鼻ガ　長イ。○カレハ　胃ガ　丈央ダ。○オジイサンパ

　　望診ガ　スキダ。

　○人ハ　コレハ死ヌモノダ。○人，コレハ死ヌモノダ。

　○子ドモハ　コレハ　感受性ガ　強イ。○子ヂモ，コレハ　感受：

　性が強イ。
　○象ハ　コレハ　鼻ガ　長イ。○象，コレハ　鼻ガ　長イ。

　Ogノ　カメラバ　コレラ　2万円デ　莞ル。○コノ　カメラ，

　　コレラ　2万円デ　売ル。

　○コノ　カメラバ　コレニ　2fiF［］　払ウ。○コノ　カメラ，㌘

　　レニ　2万円　払ウ。

　○コノ　カメラバ　2万円デ　売ル。○コノ　カメラバ　2万円．

　　払ウ。

ここでは，上記の（2｝解説判断の類型を当面の独話資料に．ついて調査し記述
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するものである。

　2。2・3　独甑資料での実態

　もっとも多かった型は，「主題（．、〉一解説」の滋一のものである。（ここにと

りあげることとした型に該当する文例は，すべて「句を念まない文」を対象と

することと限定し，全部で906例であったが，そのうちの過半数567例が，この

単一の「主題（ハ）一解説」の型である。）たとえば，

　▽ジ翼ンソンノ　ホウハ　デンバー大学ノ　特殊教育ノ　学長デ　ゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－9－12）

　▽コレハ　　瞬段活用ノ　　バアイデ　　アリマス。　　（123－3－23）

　▽（略）　社会党ハ　ナカナカ　欝ウ　コトヲ　聞キ噛マセン。　（124－35－2）

　▽台所デ　イチバン　ジメジメシガチナノハ　流シノ　シタノ　所デ　ゴザイマス

　　ネ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－19－7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カラダ　▽（略）四才グライマデノ　時期ト　イウノハ　自分デ体ヲ　鋼郷スル　コトヲ

　　知りマセンe　　（1264（トー15）

　▽第1回ノ　閣瞭会議ハ来タル　閥月十九環　開カレル　予定ニ　ナッテ　オリ7

　　ス。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－3－20）

などだが，ついで多いのは，おなじく「主題（モ〉一解説」の単一のものである

（95例）。たとえば，

　▽発表ノ　時期モ瞬ジヨウナモノデアッタノデァリマス。　（122－3・一22）

　▽（略）　イウヨウナ　コトヲ　研究スルト　イウ　立場モ　アル　ワケデ　アリマ

　　ス。　（123－37－12）

　▽（略）　ワタシモ　ヒトツ　注文ヲ　出シタイト　思イマス。　（124－19－3）

　▽（略）　ドレモ　ソソナニ　値段ノ　高イ　モノデハ　ゴザィマセソ。　（125－21－18）

　▽（略）　コレモ　マタ　心配デ1スネ。　　（126一・1－9）

　▽（略）机ノ　シタデ　コンナ足ノ　体操ヲ　スルノモ　ヨイデショウ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－32－18）　’

などであり，これに準ずる「主題（o）一解説」で助詞のないものもある。　（21

例。これらのうち，あるものは，「ガ」の絡とも解釈される。ぜひ「ガ」の絡

と解釈すべきものはr主語」とみとめ，他は，ここに一括した。）

　▽（略）イチガイニ　コレヤハリ　何！・モ言エナイ。　（123－36－20）

　▽（略）　自由民主党　マタゾロ　七菖億円減税ト　イウ　藩榎ヲ　持争出シマシタ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（！24－33－16）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオナ　　ゴハソ
　▽キョウハ　ハンペンノ　オツユ，（略）　ソシテ　青葉御飯ナド　イカガデ　ゴザイ
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　　マショゥカ。　（王25－22qO）

　▽（略）急ニ　パット　トマルヨウナ　コト　デキナィンデス。　（126－10－16）

　▽（略）　ミコヤンサン　（略）大変活躍ヲ　シテ　オルト。　（126－10一・17）

　単一の「主題一解説」の型として主要なものは以上の3型であろうが，助講

の機能から見れば，rハ」や「モ・」に準ずると見られる「デモ」　（5例）「ダ

ッチ」「デハ」「サエ」「シカ」「ナラ」（各1例）をとるものが少しある。

たとえば，

　▽（略）　コレデモ　レインジニ，頻度十デ　ァリマス。　（122－4－19）

　▽（略）　ドレクライノ　高サカラ　トベルカ　自分デモ　ワカラナイ　ワケデス・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126一・1e－19）

　▽（略）　女ノ　二丁デモ　モチロン　ソゥデス。　（126－16－12）

　▽（略）夫婦ノ　問題デモ　ソウデショウ。　（126－46－21）

　▽（略）　健康ナ　人デモ　食欲ガ　ナクナルトカ　ダルクナルトカ　イタシマス。

　▽雨具ダトカ　（略）袋，（略）風呂敷　（略）テーブルカケダッテ　ソウデスネ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－28－16）

　▽蒋介石ヤ　李承晩ガ　コワイヨウナ　人間デハ　トテモ　トテモ　話ニ　ナリマセ

　　ン。　（124＿30一一16）

　▽（略）　演説モ　（略）　岸サンヨリハ　ムシロ　ウケガ　イイト　言ウ　人サエ　ア

　　リマス◎　（i26一一25－12）

　　　　　　　　ナカ　　　　　　　ダイ　　　　　　み
　▽（略）　ソノ　中ニモ　「大」ノ字ガ　「オオキ」5　イウ　読ミカタシカ　ノヅテ

　　ナリ・マセン。　　（122－1－4）　　（＊　「2k／imが正し㍉、欝いかたであろう。）

　▽シカシ　タイガイノ　男ナラ　コレデ　マイッテ　シマイマス。　（126－26－4）

　以上の諸例は，みな「主題一解説」に内包される格関係が，「主語（ガ）一述

語」の関係にあるものばかりであるが，「主題一解説」に内包される格関係に

は，その他の格関係，とくに「ヲ」格やr二」格を持つものが多い。たとえば，

　▽（略）　ソレニ　ツイテノ　説明ヲ　申シアゲルト　イウコトハ省略イタシマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－14一一26）

　▽確カニ　記者ガ　書イタ　文章ハ　ヨク　理解シタ。　（123－37－7）

　▽（略）　コレラノ　指導者ノ　追放ハ　イタサナケレパ　ナリマセンQ（124－21－14）

　　　　　　ボシ　▽ソレデ　母子手帳ト　イウノハ　（略）モウ　ヒトリノ　アカチャントイウ　コト

　　デ2冊モラウワケデス。　（125一・26－17）

　▽（略）　ソレデモ　ヤヅパリ　本ハ　読マナケレパ　イケナインデショウカ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－1－8）
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▽デ　ソノ　オ塩ハ　（略）少シ　多望ニ　オ使イクダサイマスヨウニ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－16一一9）

▽（略）表二　vaル　調査モ　イクツカ　行ナッテ　オリマス。　（122一一24－12）

▽ケレドモ　コレモ　イレナキャ　イケナイ。　（123－27－10）

▽（略）2＿語調烹黒セ読＿一三．h，至会ノ　トキニハ　皆サンガ　オ話シニ　ナッテノし

　ワケデ　ゴザイマス。　（124－7－15）

▽ジフテリヤノ　予防注麟モ　ヤリマス。　（125－28一一7）

▽ソレデ　スローガンモ　（略）　ソノヨウニ　イタシタ　ワケデ　ゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126一一44－19＞

▽エビトカ　ソレカラ　ピーマンナンカモ　ナマデ　イタダキマス。　（127－20－15）

などは「ヲj格を内包する。　こついっ

「ハ・モ」などに内包される格は，どう

いうものか，当面の資料の範囲では，

「ヲ」格と「二」格だけが考えられて，

他の絡は考えられないようである。とく

に上記のような「ヲ」格が圧倒的に．多

い。　（右の表参照。○…助詞ゼロ〉

　「二」格を内包すると見られる「ハ」

「モ」の文というのは，4例で，

ハ
モ
○
卜舌ロ

～
～
～

～　シカ

・）　サエ

rV @ダケ

～ダケハ

（ノ　アモ

　計

合　　計

ヲ

8
◎
り
0
7

4
2
ウ
魯
Q
》

－
1
り
0
1
1
7

104

1計

31　51

11　30

01　20
41　10i

0
（
U
（
U
O
∩
U
－

1
1
6
0
1
1
n
◎

51　109

　▽（略）　コノ　オフサルモグラフハ　アトデマタ　モウ　イチド　クワシク　触レ

　　マス。　　　（123－40－18）

　▽デ　マズ　ソノ　切ラレマシタ　モノハ　オ塩ヲ　イタシマス。　（127－16－9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワタ　▽エー　カタッポウハ　イマノ　オー　タダノ　綿ヲ　入レマシタヨ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－25－14）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジユウブン　▽顔ノ　シワヲ　気ニ　スルト　岡三，足ノ　シワモ　十分　ゴ注意クダサイマセ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127－33一一5）

である。「二」格とも「ガ」格とも考えられるばあいには，「ガ」格のほうに

入れた。また，「構文」の章では，「二」格を内包する「ハ・モ」をともなう

成分は，「陳述的成分」に属している。　（このほか，不整と見られる表現は，

ここから除外して，その項で扱ってある。）
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　これら，　「ヲ」格や「二」格を内包すると解釈される「：主題」あるいは「主

題的弓環」を，本項に扱う対象の範囲に入れるかどうかは，規定のしかたとと

もに，論のわかれるところであるが，ここには，こういう格関係を内包してい

ても，主題的に表現するところが，日本語の構文の1っの特徴だと思うし，そ

の意味で「陳述的成分」という「国文」の面からの考えも出てくるから，問題

としても興味あるところなので，広義「主題」に含めることとしたのである。

　以上は，単一の「主題一解説」の構文であるが，このほか，成分の組み合わ

せによる比較的複雑な「主題一鱗説1の構文がいろいろある。はじめに例示し

たr子ドモタチハ　感受性ガ　強イ。」などもその1っだが，以下に：順次その

例を挙げる。大体の順序は，

　a「ガ」格の成分のものばかり2っ以上を含む構文

　b「ガ」格は1っで，他に「ヲ」「二」などの格の成分1っ以上を含む構文

　c「ガ」格を含まず，「ヲ」「二」などの格の成分2っ以上を含む構文

であり，その細冒は下記のと塗りである。　（ただし，「ヲjr二」などの格話

調を伴わない成分についての構文に限定し，例示の記号はつぎのように定め

る。　～…「ガ」の格の成分，　N…「ヲ」「二」などの格の成分，　一…述

語の成分，　○…助詞ゼロ）

a　（！）　tvO　NO　一

　｛2）～・ハ　～バ　一

　（3）rV　P　～モ　一

　（4）～モ　～バ　一一

　（5）　～モ　～モ　一

　（6）　～モ　～シカ　一

　（7｝rVハ　～ハ　～ガ　一
　（8）　　（ノノ、　　！）ノ、　　～ノ、　　一

　（9｝　　（ノモ　　　～ノ、　　（ノノ、　　一

　90｝～モ　～モ　～モ　一

a’曲　～○　…uガ　一

　く12）　　　～ノ、　　　～カ“　　　一

　㈱　～モ　～ガ　一

　麟　（・ハ　～ガ　Nガ　一
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（1）　1　b

（36）

（3）

R）
（2）

（1）

（4）

（3）　1　bt

〈1）

（1）

（1）

〈56＞　E，　c

（2）

（2）

　　　　　　　　　　　（例数）

（1）　t・uO　 tWノ、　一　　　　　 （3）

｛2）　（ノノ、　tWノ、　一　　　　　 （2）

（3）へ・ハ　NNモ　一　　　　　（2）

（4）～ハ　Nシカ　一　　　　（2）

〈5）～ハ　f・sデモ　一　　　　（1）

㈲　～モ　～モ　一　　　　　（2）

〔7）～モ　～モ　～ガ　　　　（1）

（8）Nハ　～○（ガ）　　　　（1）

⑨　tWハ　～ガ　一　　　　　（3）

q①　Nモ　～ガ　一　　　　　（1）

面　Nハ　nyハ　～ガ　　　　（1）

〈1｝orハ　舘バ　一　　　　（2）

（2）Nモ　～モ　～モ　一　　（1）

以下に例文を記す。



a（1ン）○　～○　一▽財源決シテ

　②（・ハ　へ・バ　一　▽モ・テームハ

▽六ツノ　活用形ト　イウ　モノニハ

　要ハ　ナイ。　（123一一5－19）

　　　　　　　　イチゴソ
▽シカシ　政府バ　一雷モ　本当ニ　ハッキリシタ

不自由　ゴザイマセン。　（124－26－2）
　　　ゴジユウゴ
ソノ　五十語ハ　意義ノ　広イ　コトパ。

　　　　　　　　　　　、　　　　　（122－7－1）

　　　カナラズシモ　我涛ハ　コダワル　必

コトハ

▽（略）　ヨク　知ッテ
　サ
　濫ヤサソ。

▽コレハ，

▽（略）　オ目二

イルノハ　コレパ　オ料理ヤサンダトカ

　（125－24－2）

本人ノ　　実話デスカラ，　マチガイハ

　　カケテ　オリマスノハ　コレハ

　　　オ料理ナンデ　ゴザイマス。　（127－20一・4）

（3）tVハ　～モ　一　▽鷺本ノ　国民ノ　コトモ　彼ラバ

黒山ナイ。

　（124一一3Fl）

　　　　　　フ
　　（略）オ風

アリマセン。　（126一一24一一8）

（略）　スイファント　イウ

▽（略）

　テル

バイドク

梅毒ト　イウ　病気ハ

　　ナイ　ワケデハ

人ハ　「イワン」ダケノ

（略）　知ラナイ　マニ

　　ナイ。　（125－27一一5）

　　　　人モ　アル。

vaク　ワカラナイ。

　　　　（124－32－4）

　不幸ニシテ　ウツッ

パアイモ

▽エラクナイ

（4｝tVモ　～バ　一　▽（略）　コレモ　スデニ　解決ノ

（5ト’モ　～モ　一　▽（略）　コノ　否定形ト

　　　リ　内容デ　アリマス。　（123・一8－7）

　　▽鐸サンモ　ドウモ　ダンダン　（略）振りマワサレタ

　　　　　　（126一一16－13）

　　　方向ハ　アル　ワケデス。

　　　　　　　　　（127－27－16）

　　　　　　バグチ
イウ　フウナ　形モ　コレモ　ヤハ

感ジモ　アリマス。

〈6｝（・モ　～シカ

　　　コトシカ

（7｝♂・）ノ、　　～！、

　　　客体的ナ　状態ヲ

　　▽ソレハ（略）コノ

　一　▽（略）　コレモデスネ　（略〉　基礎ト

　考エラレナイ。　　｛123－27－8）

～ガ　一　▽（略）r水ガ　出ナイ」ト

　　（！26－26一一22）

ナル読ミノヨウナ

イウノハ　コレハ　一一冷ツノ

衷ワス形トモ

類ノ　活駒形ハ

考エル　　コトガ

サラニ　第三次活用ヲ

デキマス。

　　　スル コトカ“

　ア巧『ル

▽（略）

　1胃ブマル

▽コノ

　ワケデ　アり一マス。　（！23一一12－2）

セマク　シタ　ホウガ　能率ハ（略）送信ヲ　送ル　ポウノ　能率ハ

　ワケデス。　（123－44護3）

三田ツキハ　（略）　コレハ　タイヘン値段ガ

〔8）t’vハ　～ハ　～バ　一▽コレハ　（略）　コレガ　絶エマ

　　　イルト　イウ　状態ハ　反面ニ　コウイウ　コトガ　アルト　イウ

高インデス。

　　　（（1．？．7－25－2）

　ナク　続ケラレテ

コトハ

（略）経済ノ　繁栄ガ　国民生活ノ
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　　　　ナラナイト　イウ　チグバグナ　状態デ　アルカラデ　ゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－23－3）
　　　　キツ　　　　　　　　　ニホン

　　　▽岸政府ハ　陰本政府ハ　アメリカカラ　核兵器ヲ　モラッタ　コトハ　ナイ

　　　　ト。　　　（124－31－8）

　　　▽コウイッタ　シキノ　モノハ、迦効果ハ　ァリマセン。（125－8－10）

　（9｝～モ　～ハ　～・バ　一　▽（略）　ミソナガ　ツギツギニ　アレコレト　言ウノモ

　　　　コレハ　叱ラレタ　本人ハ　反発ヲ　感ジマス。　（125　一8－15）

　｛1D）Nモ　Nモ　Nモ　一　▽（略〉賛成ノ　オ声モ　反対ノ　オ声モ　マヅタク

　　　　無関心ト　イウ　召声モ　ゴザイマシタ。　（127－31－10）

a　tal］・VO　Nガ　一　▽（略）昔ニ　ナリマスガ，ワタクシ　ニュ・一一ヨークニ　マイ

　　　　リマシタ　コトガアリマシタ。　（124－2－11）

　U2）　rVハ　～ガ　一　▽（略）　助動詞ヲ　持ッテ　イル　活用形ハ　（略）　サラニ

　　　　再訴罵スル　コトガデキマス。　（123護2－4）

　　　▽子ドモタチハ　感受性ガ　強イQ　（124－21－3）

　　　▽（略）　ビンヤ　ツボヲ　置ク　下ノ　アタリハ　（略）　カワカシテ　オク

　　　　コトガ　タイセツデ　ゴザイマス。　（125－19－13）

　　　▽爆村ナンカバ　コノ　近隣ノ　生活ガ　家庭生活ト　イヅショニ　ナヅテ

　　　　ナリマス。　　　（126一・49－17）

　㈱～モ～ガー▽ワタクシモ　ホカノアレデ読ンダコトガゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（122－9－8）

　　　▽（略）父親二　対スル　シットモ　見ラレル　コトガ　ゴザイマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－13－12）

　鯉～ハ　～ガ　～ガ　一　▽（略）風習活動ッテ　イウ　モノハ　（略）大部分ガ

　　　　コレガ　（略）　生活経験ト　イウ　モノニ　ナッテル　ワケデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－32－3）

　　　▽コショウナンカバ最後ニオフリニ　ナッタ　ホウガカオリガ　ヨウ

　　　　ゴザィマス。　（127－21－7）

b（1）！）○　駕バ　一　▽ジョンソンテノハ　ワタクシ　知りマセン。　（122議0－1）

　　　▽（略）梅毒ナンテ　イウ　オソレハ　ナイト　コウイウ　コトハ　ミナサソ

　　　　オ考エデショウ。　（125－27－4）

　　　▽（略）燃エカタヲ　スルヅテ　イウノハ　セルロイドデ　ミナサン　ゴゾン

　　　　ジデスネ。　（127－25－12）

　（2＞rVハ　tWバ　一　▽コレハ，生命ノアルカギリハ，　（略）　自分ノ　冨袋ハ　保

　　　　護シテ　オルンデ　アリマス。　（126－53－2）

　（3）tVハ　駕モ　一　▽　カレハ　（略）　東条内閣ノ　商工大臣モ　ツトメマシタ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－32－9）

　　　▽バスノ　車掌サンモ　ヨウ証ウ　面モ　艶　活躍シテ　オラレル　ワケ
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　　　　　デァリマスQ（127－22一・1g）

　　（4）～ハ　Nシカ　一　▽（略）　岸サンバ　コンナ　コトシカ　ヨーク　イワナイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－31－6）

　　（5）～ハ　tWデモ　一　▽チョット　親ハ　危険カナーF　思ウヨウナ　コトデモ

　　　　　（略）　ヤラシテモ　イインジャ　ナイカシラ。　（126－10－6）

　　（6）～モ　e・・v”モ　一　▽使用者側モ　（略）一機関デ　アルカノ　ゴトク　考エル

　　　　　トコロノ　考エカタモ　コレマタ　捨テナケレパ　ナリマセン。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（124－21一一17）

　　　　▽（略）　イヤナ　季節モ　心ガケシダイデハ　（略）　楽シク　迎エル　コトモ

　　　　　デキルノデハ　ナイデショウカ。　（12一一18－6）

　　（7）～モ　Nモ　rVガ　一　▽（略）　カビノ　繁殖ナドモ　（略）　真夏ヨリモ　（略）

　　　　　ツユドキノ　ホウガズット　早イノデゴザイマス。　（125－18－3）

　b’〔8）Ttfハ　～○（ガ）一▽（略）コレガ　オソPtシイ　戦野憂＿Z∠ヒ＿黒，上，益変

　　　　クシ　申スマデモ　ゴザイマセン。　（124－20－15）

　　〈9）fkiハ　rVガー　▽（略）　ソノ　漫画病ノ　診断法ハ　小学校ノ　先生ガ　オ決

　　　　　メニ　ナッタンダソウデス。　（126－3－1）

　　　　▽（略）　ソノ　中デモ　コノ　池田夫人ハ　ミンナガ　ホメマス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（125－23－18）

　　ae）fvモ　～ガー　▽（略）　ヤキモ乏ノ．．アラワレモ，イロンナ　原因ガ　考エラ

　　　　　レルカモ　シレマセン。　（125－17－13）

　　幡駕ハ　＝ハ　rVガ　一　▽コノ　生命ッテ　イウ　モノハ　イカニ　神秘的ナ

　　　　　モノデ　アルカバ　コレハ　ワタクシガ　申シアゲルマデモ　ナイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126－52－15）
　cω～ハ　・・バー▽（略）六ツノ　活外形ト　イウ　コトハ　コレハー一一L応別

　　　　　二　考エタラ　イイ　ワケデ　ァリマス。　（123－5－20）

　　　　▽（略）　先生ガタノ　．愚カナ　行為ト　イウ　モノハ　．三三ゑ　タダチニ　ヤ

　　　　　メサセナケレバ　ナリマセン。　（124一一20一一5）

　　②碍モ　舘モ　uモ　一　▽三吟モ　技能モ　知能モ　ゼンブ　含ンデル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（123－30－21）

　2・2。4丈型への滲与

　前節に見るような「主題一解説」の型は，当面の独話資料でのものであっ

て，これで話しことばにおける「主題一解説」の型の細部について，すべてを

尽くすわけではないし，これらのすべてを総合的文型に加えなけれ｝まならない

というわけでもない。成分の組み合わせを考えれば，もっと多くの型が得られ

るし，逆に，並列や指示の岡位の関係にある主題を，1つ1っ別の型に立てる
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必要は，かならずしもないかもしれない。目的に応ずることでもあるが，繭節

の傍について見ても，主題・主語の重複する型のなかのかなりのものは，並列

や提示の関係にあり，これらをも含めて複合ないし重複という分化型を立てる

こともできよう。

　ここで前述第2節「『主題一解説』の意味」において概観した種々の型を，

実際に見られた前述第3節の各文型と対照して整理しなおすならば，以下のよ

うになる。

　単一の「主題一解説」の型のうち，主題が「ガ」格のものは，もっとも一一一rc

的な型であって，量的にも過半数を占める。主題が「ヲ」格・「r－」格のものに

ついては，「主題」を広義に解して，この型に含めて一括して扱ってきたが，一

方では，格と言っても，主格と爵的格・補格などとは区別すべきだとも考えら

れる。すなわち「，「ガハ」「ガモ」という助調の複合はありえないが，「ヲバ」

ギヲモ」「ニハ」「ニモ」などはありうるということも根拠となって，　「ガ」

格の主題と「ヲ」格・「二」格などの主題とは区撰すべきだとも考えられる。

そのばあいには，「ガ」格の主題を「薩格主題」，他の格の主題をこれに対して

「斜格主題」と称することとする。また，「溝文」、の章で，「提示語」とした

「独立語」の～種は，このような直格・斜格の甥をも超えた「主題」の一種と

見られる。これを「無格主題！と称することとする。ただし，本項は，「ハ・

モ」の有無によって，「主題」という「陳述的成分」と，「提示語」という「独

立語」とを区別する立場に立つものではないから，旧格か斜格かに解釈しうる

ものは，それぞれにそのいずれかに属させ，その解釈に無理があると見られる

ばあいにのみ無格に属させることとした。

　つぎに，単一でない「主題一解説」の型は，これらの分化型であって（前出

の例文から1例を引く），

（1＞　・ll題一 D主難語〉

　　　　▽＝ドモタチハ　感受性ガ　強イ。　（124－21－3）

の型が，まず，目につく。

　つぎに，主題が2っ以上あらわれて，
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　（2｝主題一主題一解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　　ほ　ヤ　　　　▽（略）　aク　知ッテ　イルノ！・　コレハ　（略）旧風愚量サン。（王25－24－21）

　　　　　　　　　　解　　　説　（3｝　　主題一一主題一

　　　　　　　　　く霊語一述語〉

　　　　▽コノ　玉ツキハ　（略）　コレハ　タイヘン値段が高インデス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（127一一25－2＞

などの型をとるものが多いが，こういう主題2っ以上の多くは，後の主題が髄

の主題の指示であったり，繰り返しであったり，部分であったり，細説であっ

たりするものであって，そういう関係にある主題は，構文上はたがいに同格に

：立つ。したがって，（2）は単一の「主題一解説」の型の分化であり，（3＞はU＞の分

撒であると見られる。それぞれに，直格主題・斜格並題を持つから，こまかく

はさらに2分されるし，前の主題を後の主題と区別して呼べば，

　（2）t提示主題一男題一解説

の型と言いうる。　（3っの主題のときは，さらに，「題團主題一一提示主題一主

題一解説」のように区回して呼ぶ必要が起こると思われる。ただし，いずれも

並列の詞格でない主題のばあいについて言うべきであろう。）

　つぎに：，主題は2っであっても，成分の意味関係が違っていて，

　（4）主題一く主題一三説〉

　　　　▽（略）　ワレワレハ　コダワル　必要ハ　ナイ。　（123－5一一19）

の型がある。おおまかに言えば，これも，

　　　　　　解　　　説
　　主題一
　　　　　く主総一・解説〉

の型で，単一のr主題一解説」の型の複合型と見られるが，こう此れば，主題・

解説がそれぞれ2っあらわれるから，その区嗣を立てれば，上記髄様，主題と

提示霊題を区携し，解説にも，解説と説鯛解説とを区捌して呼ぶのが適当かと

思われる。すなわち，（4）は

　　　提示盛．圭鱗織〉

と示される。ということは，r解説」は主題に対する解説で，提示主題に対す

る解説は「説明解説」と呼ぶことである。　（対応して題葭主題に対する解説は

「鰐題解説」とでも呼ぶべきかと思われる。）したがって，（2＞’できま解説が1っ
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だが，意味的には，「解説」と「説明解説」とが重なっている。便宜，共通の

ヂ解説」で示してあるにすぎない。

　以上のように対照整理を重ねると，ほぼ各例の構文の分類ができると思われ

る。ここには，前提として「判断」の2類を立てたが，ここでいう「判断」は

「判断表現」においてはもちろん，r要求表環」にも内在するものと考えてい

るから，それらを通じて整理分類の基盤としうると思う。当面の共通資料の

「句を含まない文」は，ほとんどすべて「判断表現」であったし，少数のr要

求表現」についても，基本的な考え方の変：更を必要とするものはなかったけれ

ども，なお，多くの「要求表現」について，調査考察を行なうことが望ましい

であろう。ここには，前述の範囲に関して，「主題一解説1の類型をまとめて

おくこととする。

　（1）単一の「主題一解説」の型

　（2）単一の「主題一解説」の分化型

　　（a）　「主題」の分化

　　　①「主題」には「直格主題」と「斜格主題」との別が立てられる。

　　　②それぞれに，「主題」が2っ以上ある文においては，「主題」「提

　　　　示主題」「題目主題」の別が立てられる。

　　　③そのうち2っの相互の意味関係において，後の主題が，前の主題に

　　　　対して「指示同格」に立つことがよくある。　（前の主題が後の主題に

　　　　対する「指示洞格」に．立つことも，時として，ある。）

　　　④2っ以上の主題が，相互に「並列同格」に立つこともあるが，その

　　　　ばあいは，それ全体がまとまって「主題」となる。

　　（b）　「解説」の分化

　　　①「解説」のなかに「主語一述語」または「主題一解説」の含まれる

　　　　ことがある。

　　　②その「主題一解説」は，全体として「幽光解説」として「提示主

　　　　題」に対する「解説」となる。

　以上のように考えられるが，ここでは，目的語・補語・狭義連用修飾語など

の成分，および，連体修飾語とその内部の構造は捨象してある。そのうちのか

　　　　　　　　　　　　　　　　23e



なりの部分の構文については，r構文」の章に述べられている。上記のまとめ

は，その組み合わせとして文型にあらわれるから，そのすべての組み合わせば

相当の数にのぼり，前述したa・a’・b・b’・c合計26の文型は，その一斑

にすぎない。「『解説』の分化」は，比較的簡単であるから，ここには，「『主

題』の分化」を中心として，そのモデルを示して，本項のまとめに代える。

○「直島主題一解説」

　　○ロノ　カメラ，2万円ダ。

　　○コノ　カメラバ　2万円ダ。

　　○コノ　カメラモ　2万円ダ。

Or直格提示主題一直絡指示霊一一解説」

　　○コノ　カメラ，＝レ，2万円ダ。

　　○コノ　カメラ，　コレノ、　2万門ダ。

　　○コノ　カメラ，コレモ　　2万円ダ。

　　Oコノ　カメラバ　コレハ　2万円ダ。

　　○コノ　カメラモ　コレモ　2万円ダ。

　　　　　　　　　　　説明解説○「直格提示主題一　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
　　　　　　　　　〈直格主題一解説〉

　　○コノ　カメラ，値段ハ　 2X；円ダ。

　　Oコノ　カメラバ　値段ハ　2万円ダ。

　　○コノ　カメラバ　値段モ　2万円ダ。

　　○コノ　カメラモ値段ハ　2万円ダ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説明解畿
Or直格題騒主題一直格指示提示主題一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈直格主題一解説〉
　　○コノ　カメラ，コレ，イ直段，　2万；円タ“e

　　Oコノ　カメラ，コレ，値段ハ　2万円ダ。

　　○コノ　カメラ，コレハ　値段ハ　2万円ダ。

　　○コノ　カメラ，コレモ　値段ハ　2万円ダ。

　　○コノ　　カメラバ　　コレハ　　値段ハ　　2万円タ㌔

　　○コノ　カメラモ　コレモ　値段ハ　2万円ダ。

　以上が「直格」に立つ「主題」の分化によって見られる「主題一解説」の分

・1ヒ型として，主要なものである。例文はモデルにすぎないから，助詞について

も，○・ハ・モの大略を示すにすぎない。つぎに「斜格」に立つ「主題」の分

化を，同様に示しておく。

Or斜格主題一解説」
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　　○謙ノ　カメラ，売ルヨ。

　　○＝ノ　カメラバ　売ルヨ。

　　○コノ　カメラモ　売ルヨ。

○「斜格提示主題一斜格指示主題一解説」

ノ

ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ

コ
　
コ
　
コ
　
ロ
　
コ

○
○
○
○
○

馬劇つ

Oく

カメラ，コレ，売ルヨ。

カメラ，コレハ　売ルヨ。

カメラ，コレモ　磁ルヨ◎

カメラハ　コレハ　売ルヨ。

カメラモ　コレモ　売ルヨ。

「無格」に立つと認められる「主題」の分化を，岡様に示してお

　　　　　　　　　　　説明解説○「無格提示童題　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　＜余斗格註三題一角翠護兇＞

　　Oコノ　カメラ，レンズ　売ルヨ。

　　○コノ　カメラ，レンズハ　売ルヨ。

　　○コノ　カメラバ　レンズハ　売ルヨ

　　○コノ　カメラバ　レンズモ　売ルヨG

　　Oコノ　カメラモ　レンズハ　売ルヨ。

　　Oコノ　カメラモ　レンズモ　売ルヨ。

○「無二題霞主題一無格指示提；承主題一一

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ
コ

○
○
○
○
○
○
○
○

　以上のように考えると，

〈斜格主題一解説〉を「説囲解説」としているものに限定することになる。し

たがって，

　　○地図ハ　下ノ　掲示モ　見テ　クダサイ。

　　○ダイコンハ　　ハッパハ　捨テマス。

などの「地図ハ」「ダイコンハ」の類が「無格主題」に属することになる。
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　　　　　　　　　　　　　　　説朗解説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　　　〈舗格主題一解説〉

カメラ，コレ，レンズ　売ルヨ。

カメラ，　コレ，　レンズハ　　売ルヨ。

カメラ，コレハ　レンズハ　売ルヨ。

カメラ，コレモ　レンズハ　売ルヨ。’

カメラ，コレモ　レンズモ　売ルヨ。

カメラバ　コレハ　レンズハ　売ルヨ。

カメラモ　コレモ　レンズハ　売ル騙。

カメラモ　コレモ　レンズモ　売ルヨ。

　　　　　　　「無記主題」は，「提示主題」「題昌主題」のうち



　なお，　「並列同格」に立つ「並列主題」は，2っ以上まとまって主題に立つ

から，直写に二も斜格にも無勢にも：立つ。

　　　　直　格　主　題OF　　　　　　　　　　　　　一解説」
　　＜並列主題一並列主題＞

　　Oコノ　カメラモ　アノ　カメラモ　2万円ダ。

　　　　斜　格　主　題or　　　　　　　　　　　　　一解説」
　　〈並列主題一並列主題〉

　　○コノ　カメラモ　アノ　カメラモ　売ルヨ。

・「．並繕籍隷題。一．斜諜鋒無．」

　　○コノ　カメ7モ　アノ　カメラモ　レンズハ　売ルヨ。

　以上「『主題』の分化」を円心として「主題一解説」の主要と思われる盤を

示したが，これらの複合型は多岐にわたり，ここに記すには及ばないと思う。

また，ここに触れることを避けた類似の表現の問題もあるが，当面の問題をま

ずはっきりさせたいと考え，ここでは省略した。　　　（宮　地　　裕）

　2・3　表硯憲図との閣連から見た状況語について

　状況語のなかセこは，それが含まれる文の文末に現われる表現意図との閣係が

相当密接なものがある。とくにここで最初「旬」という名称のもとに扱ったも

の（連弓形で終わったり接続助詞あるいは形式名詞で終わったりしているもの〉

については，それが問題になるように思われる。総合的な文型を考えるために

はどうしても注意を払わなければならない問題なので，その一端を取り上げて

おくことにする。

　状況語のなかには文末における表現意図の現われに制約を加えると認められ
　　　　　浩三）
るものがある。たとえば，「～ノデ」という状況語があると，文末の述語には

命令形，禁止の形（「～ナ」），意志の形（「～ウ・ヨウ，～マイ」）などが現わ

れにくい。　r雨ガ　降ルノデ　カサヲ　持ッテ　イケ。」「字ガ　ワカラナイノ

デ　ジビキヲ　ピコウ○」などとは言いにくい。このことはすでに指摘されてい
　　　　　　　注2）
るとおりである。

　注1）ここでは一応「状況語が，袋現意図の現われに制約を加える」としたが，逆に

　　「表現意図が状況語の現われを規定する」とする可能性がまったく否定されたわけ

　　ではない。これについてはなお考えなければならない。
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　注2）寒野虫「『から』と『ので』とはどうちがうか」　（『国語と国文学』334，1952）

　一方，文末の表競意図にこの種の制約を加えない状況語もある。「～バ」（仮

定の条件を表わすもの）などはそうで，「（モシソノトキ）雨ガ　降レバ　カ

サヲ　持ッテ　イケ。」「（モシソノトキ）雨ガ　降レバ　カサヲ　モッテ　イ

コウ。」「雨ガ　降レバ　イクナ。」などいくらでもいえる。ところが，この「～

バ」は上述の点については制約を加えないけれども，他の点で捌約を加えるこ

とがあるように思われる。この種の「～バ」（仮定の条件を表わすもの）が文

中に出てくると，文末には「～タ」　（単純な過去を表わすぼあいの「～タ」）が

現われにくい。つまり，あたりまえの話だが，仮定の「～バ」と単純な過去の

「～タ」とは共存しない。

　「雨ガ　降レパ　申止シタ。」「雨ガ　降レバ　休ンダ。」という形はもちろんある。

　しかし意味がちがう。これはく雨が降レバ中止シタモノダヅタ〉＜イツデモ雨が降レ

　パ休ンダ〉というく過去の習慣，過去においてくりかえし親われた動作・状態〉の意

　味を蓑わすのがふつうである。なお，東京その他関東地方の方言に出てくる「．”タヅ

　ケ」という形も仮定を表わす「’｝パ」とは共存しにくい。もし共存すればやはり＜…

　…シタモノダッタッケ〉の意昧になるのがふつうである。

　また，「～テ」という形の状況語では，そのあるもの（継起する動作・状態

などを蓑わすもの）は，上のような制約（「～ノデ」式のものおよび「～バ」式

のもの）を述語の表現意図に加えない。「戸ヲ　シメテ　出テ　イク。」「戸ヲ

シメテ　出テ　イッタ。」「戸ヲ　シメテ　出テ　イケ。」「戸ヲ　シメテ　出テ

イコウ。」などどれでもいえる。ところで，同じ「～テ」という形の状況語で

も，他のあるもの（理由などを表わすもの）は「～ノデ」と問鈍な制約を述語

の表現意図に加えるようである。「風邪ヲ　ヒイテ（誕ヒイタノデ）休ム。」「風

邪ヲ　ヒイテ（鵠ヒイタノデ）休ンダ。」とはいうけれども，＜風邪ヲヒイタカ

ラ休モウ〉の意味で「風邪ヲ　ヒイテ　軟モウ．」とはいわない。＜雨ガフルカ

ラ行クナ〉の意味で「雨ガ　フッテ　行クナ。」ともいえない。

　そこで，最初「旬」として扱っていたもののなかで状況語としたものをひろ

くながめてみると，大体次のようなことがいえそうである。

　（1）　「～ノデ」のように述語に命令形，禁止の形，意志の形が現われにくい
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　　もの。

〈2）　「～バ」　（仮定を表わす）のように述語に．「～タ」　（単純な過去を表わ

　す）が現われにくいもの。

（3）　「～テ」　（継起する動作・状態を衰わす）のむうに，上の（1×2＞の制約を

　　加えないもの。

　これについて大ざっぱに仮定した結果を表にしてまとめて示すと次のように

なる。

1“
感

状
　況

＼語

×
三
四
削
四
四

　　　　令

ナ（禁止）

ウ。ヨ　　ウ

　マ　　　イ

タ（過虫）

～
テ
～
ズ
・
ズ
ニ

、
～
連
用
形

」

ooo
ooo
ooo
ooo
ooo

」，

美4巽£

ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
×　×　×　×　×

　
　
り
け

～
テ
モ

　
　
の
ロ

～
タ
ラ

　
㍉
“

～
！
　
り
ひ

～
テ
～
ノ
ニ

～
ノ
デ

～
ナ
ガ
ラ

～
L
ゼ

3
J

×　×　×　×　×　）　×　×

〉”〈　×　×　×　×　×　×　×

×　×　×　×　×　×　×　×

〉く　×　×　×　×　×　×　×

oooooooo
イ　」，としたものは，述語の表現意図に旧約を加えないもの。「～連矯形」

　「～ズ（ズニ）」「～テi」いずれもく継起する動作・状態〉　（または並列

　的な動作・状態）を表わす。

ロ　J2としたものは，述語に「～タ」　（単純な過去を表わす）の現われに

　くいもの。すべて，いわゆる仮定の条件を表わすものといってもよさそう

　だ。なお「～ト」はF雨ガ　降ロウト　風ガ　吹コウト」の「～ト」だ

　が，その性絡がややはっきりしない。一一一一・応ここに入れておく。

ハ　J3は，述語に命令，禁止，意志の形の現われにくいもの。　「～ト」は

　「冬ニ　ナルト　寒ク　ナル。」の「ト」。「～ナガラ」はいわゆる逆接の

　「ナガラ」。連用語（R）とした「～ナガラ」（継続）とは区別する。r～テ2」

　は先述のとおり理由などを表わすもの。「～バ2」「～タラ2」は仮定の条

　件を表わすものではなくて，「フリカエッテ　ミレバ　犬ハ　マダ　門ノ

　アタリヲ　ウロウロシテイタ。」「コレラ　ノメバ（イツモ）ネムレ
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　　ル。」「行ッテ　ミタラ　モウ　終ッテ　Kタ。」などの類である。「～テ

　　モ2」はJ2とした仮定の逆接条件ではなくて，「チョット　考エテ　ミテ

　　モ　ワカリマスoJの類。「（略）銀座ナドヲ　歩イテ　オリマシテモ　コ

　　ノ　カストロヒゲト　イウンデ　コレラ　マネシタヨウナ　人ガ　オリマ

　　ス。（127・一8－24）」非常に大ざっぱにいうと，J3としたものはいわゆる確

　　定（既定）条件関係の意味を表わすものといえるようである。

　これに：ついてはなお問題となることがいくつかある。そのうちのいくつかIC

ついて簡単にふれておく。

　〔1）上にあげた状況語の分類はきわめて大ざっぱなものであって，こまかに

見ていくと簡単にいかないような事実が出てくる。たとえば，同じ∫2とした

「～バ」と「～タラ」でも，rオ作りニ　ナッタラ　スグ　召シ上ッテ　クダ

サ4。」というところを「同作リニ　ナレバ　スグ　召シ上ッテ　クダサイ。」
　　　　　注）
とはいえない。こうしたこまかい点についてはさらにくわしい調査iと考察が必

要である。

　　注）宮島達夫（当研究所書きことば研究室）の教示による。

　（2＞最初「句」として扱っていたもの以外の状況語でも，ここでのべたよう

な制約を述語の表現意図に加えるものがある。たとえば，「キノウ」という状

況下はここでいうJaと同様な制約を加えるもののようである。「アシタ」は

」2と同じような制約を加える。これは意味上当然のことだろう。

　（3）複合構文における従属句もここにいうJ3と岡様の制約を述語の表現意

図に加えるのではないかと考えられるふしがある。たとえば，「君ハ　酒モ

ノムガ　タバコモ　ノメ。」とか，「　Z’ハ　酒モ　ノマナイガ　タバコモ　ノム

ナ。」とはいえない。こうした点で複合構文における従属句は状況謡に近いと

いえる。これは「～ガ」という従属句が連体修飾語のなかにはいることもある

ことを考え合わぜるべきである。「酒モ　ノムガ　洋菓子モ　タベル　彼」

　（4）ここでのべたような一部の状況語（また従属句も？）の文末の述語にお

ける表現意図に対する制約は，その1つ1つの状況語そのものの性格（とくに

意味的性格）によることはもちろんであろうけれども，一方また溝文の型のい

かんにも関係がありそうに思われる。すなわちここで問題にしたような表現意
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図に対する劇約の問題がおこるのは基準構文のなかのことであって，付加構文

における付加的要素（T，DあるいはK：）と述語の表現意図との間にはこうし

た二子の問題はおこらないのではないかと考えられる。それについて問題とな

ることをすこし取り上げておこう。

　　付加構文においてはまた別種の閥題がある。T（とくに陳述副詞）と述語の表現派

　図との闘係などがそれ。ここで問題にした状況語と述語の表現意図との関係とは一見

　似ているけれども，どこかにちがいがあるのではないかと考えられる。どこにちがい

　があるのか，それは今後の問題である。

　さきに，従属句でも複合溝文に現われたばあいは状況語　（とくにJ3）に似

た制約を述語の表現意図に加えることがあるらしい，といったが，従属句でも

付加構文におけるばあいは何らの制約も加えないと考えられる。「ボクモ　ヤ

ルカラ，キミモ　ヤレ。」また，さきに「～ノデ」を」3の代表のようにして

あげて，これが出てくると述語に命令，禁止，意志の形は出てこないといった

が，実際の用例をみると，かならずしもそうではない。とくに敬譲表現をとも

なうばあいに二は，出てくることもある。

　▽ドウゾ　デキアガリガ　ゴザイマスノデ　ゴランクダサイマセ。　（127－11－4）

　▽イマ　オトウフガ　オ水ノ　キレタノガ　コチラニ　ゴザ．イマスノデチョット

　　オ穏ニ　カケマショウ。　（127一・12－6）

　これらを基準構文とすると，そして「～ノデ」を状況語とすると，これらは

例外ということになる。しかし，これを付加構文とし，「～ノデ」を付加的な

要素と認めて，述語に命令や意志の形が現われうるのはそのためであると説明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油）
することもできる。ここでは一応その説明をとった。

　　注）　こうしたばあいの「～ノデ」は状況語とせずに従属句として扱った。もし状況

　　語としておくと，この研究でとった成分および講文の型の整理についての原剛一

　　すなわち状況語は墓準構文を形成する成分の1つであるとする原鋼，また付加構文

　　は基準構文に他の要素がついたものであるとする原恥をくずさなければならないこ

　　とになる。

　さらに想像をたくましくするならば，次のようなことを考えることができる。

すなわち，基準構文における状況下拡大構文（あるいは複合構文）では，状況語

（あるいは従属句）と述語との結びつきが比較的かたいために上述のような制
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約関係がおこるのではないか，それに対して付加構文のばあいは，付加される

、従属句と，それが付加される基準構文（または述語）との間の結びつきがゆる

いために制約関係が現われないのではないかということである。意味の面につ

いていうならば，基準溝文のばあいは，状況語あるいは従属句と述語との間の

論理的な意味関係（たとえば条件など）がはっきりしているのに対して，付加

構文のばあいはそれがぼやけてはっきりしなくなっているといえるのではない

か。そしてそのことが，基準溝文にはここで問題にしたような野馬関係が現わ

れ，付加構文には現われないということと関係があるのではないかということ

である。

　ここでとり上げた野牛をもっと明らかにするためには，個々の状況語や従属

句についてのくわしい調査と考察が必要なことはもちろん，構文の型全般や表

現意図の分析についてもさらにつっこんだ検討を加えなければならない。

　（補濫）　上のような状況語の区：別は，それがたがいに窺なって現われるばあい，ある

　　ものが他の一部となりうるかどうか（M1・2・3b（6）「句の扱い」参照）ということ

　　とも関係があるようである。たとえば，」2は」，の吋部になりうるが，　」・は」2

　　の一部になりにくいようだ。　「爾が降ッテモ（∫2）　仕事ヲ　続ケタノデ（」3）工

　　事ハ　意外二　早ク　完成シタ。」とはいうが，「雨ガ　降ルノデ（J，）休ンダラ

　　（J2）工事ハ　ソレダケ　遅レルダロウ。」という形はちょっと考えられない。

　最後に，次のことを付け加える。状況語が述語の表現意図の現われに加える

制約の事実が，ある句（最初作業上たてた）が他のある句の一部となっているか

なっていな小かの判定に役立つことがある。「寒イノデ　手ヲ　コスリナガラ

歩ク」という文の「寒／ノデ」という部分は一見「～ナガラ」という句（これ

は連用語）の一部となっているように見える。そうだとすると，前にたてた状

況語は連用語の一部とはなりえないという仮定（皿1・2・3b（6＞「句の扱い」

参照）を廃棄しなければならない。ところで，述語の「歩ク」を命令形にし

て，ヂ寒イノデ手ヲ　コスリナガラ　歩ケ。」とはいいにくい（「寒イカラ

手ヲ　コスリナガラ　歩ケ。」とはいえる）。もし「寒イノデ」が「～ナガラ」

という連用語のなかに含まれているものならば，述語はどんな形であってもい

いはずである（連用語は述語の表現意國に制約を加えない）。このばあい，述語

を「歩ケ」とはしにくいのは，「寒イノデ」が「～ナガラ」という連用語の
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外にあって，述語の表環意図の現われに制約を加えているためであると見なけ

ればならない。したがって，これに関するかぎり，状況語は，連用語の～部と

はなりえないという仮定もまだ廃棄する必要はない。　　　（南　不二男）

3．構交の墾と表現意園・イントネーシ§ンとの相互関係一覧曇

　この表は，講文の型と，それに現われうる表現意図およびイントネーション

との相互関係を大まかに表わしたものである。表現意図・イントネーションの

説明は，独立語構文，述語溝：文（骨ぐみ構文……）など比較的大きい分類のと

ころに：まとめてあげた。

　ここICあげた梅文の型は，ありうる型を全部あげたものではない。また，今

回調査した資料を参考にしたが，そこ1・Cあった型だけとは限らない。それぞれ

の型には参考のために，用例として作例をあげた。例文の語順についてはなお

検討を要する。これが典型的な語順であるとはかならずしもいえない。

　構文の説萌に趣いた略弩は本文のものと同じであるが，念のためそのローマ

字記号の意味をあげておく。

　D　独立語，丁　陳述的成分，Z　述語，　S　主語（S’いわゆる総主），9　補語（H，結

　果的補語，恥内容的補語），M　目的語（鵜「・Vヲ」の関係に立つ目的語，賎「N二」

　の関係に立つ目的語，　Mへ，Mヵラなどもこれに準じる）R　連用語，　j状況語，

　K従属句（Kガ「～ガ」の形をとる従属句，Kヵラ「～カラ」の形をとる従属句，　Kヶ。ド，

　1〈シなどもこれに準じる）

　イントネーションについては，その章（IV）に述べたように，表現意図に応じ

る文表現の文末に，意図表現イントネーションがあらわれる。概観すれば，⑥

①②④の文末1妃は，一般に下降調の意図表現イントlrs　H．シHンがあらわれる

が，◎①④の多くは，いわゆる一語文で，アクセントの形の定まらないものも

あるから，文としては音調の形が安定的でない。③のうち質問的表現の文末に

は，一般IC上昇調の意図表現イントネ・一一一ションがあらわれる。とくに，疑問詞，

疑問の終助調など疑問の形式をともなわないばあいに顕著だと見られる。③の

うち命令的表現の文末には，一般に下降調の意図表現イントネ…一ションがあら

われる。また，卓立表規イントネーーションは，文のいろいろな部分に随時あら

われるから，ここに一般的にしるすことはできない。
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　次に，『話しことばの文型（1）』でまとめた対話資料から得た各表環の文の典

型の表を，対照のた：めにかかげる◎

　1．詠嘆表規の典型

　　1・1　未分化酌な表現　く感動調の〉独立語

　　1。2やや分化した表親　　（主語（ノ、））一（連用修飾語）一く形容（鋤）鋼の〉

　　　　　　　　　　　　述語

　2．　判叙表現の典型

　2・1　判断既定の表現

　2。2判断豪定の表現

3．　要求表現の典型

　3・1　確認要求の表現

　3・2　判定要1求の衷現

　3・3　選択要求の表現

3・4　説萌要求の表現

　3・5　消極的行為要求の表現

　3・6　積極的行為要求の表現

4．　応答衰現の典型

　4◎1　　豪分｛ヒ的な表現

　4・2　やや分｛ヒ；した表現

（主語（ガ．ハ））一（連用修飾語）一述語

（主語（ガ…））一（連用修飾語）一述語わカナ嘘シラ

（主語（ガ・ハ））一（連用修飾語）一述語恥ヂ・如ウ・デシヨ

ノ
ク・ジヤナイ（ノ。カ）

住謬（ガ．ハ））一（連用修飾語）一述語働

（主語（ハ））一（連用修飾語）一く判定要求の形式の〉述

語一（独立語）一（連用修飾語）一く判定要求の形式

の〉述語

（主i藷（ハ））一（連用修飾語）一く不定詞を含む〉述語

（一
ﾍ）

（主藷（．、））一（連用修飾語）一く不定詞を含む〉連用修

飾語一述語（一力）

〈不定詞を含む〉主語（ガ）一（連用修飾語）一述語（あ

く不定詞を含む〉主語（ガ）一（連用修飾語）一く不定

詞を含む〉連用修飾語一述語（fカ）

　　　（主語（ガ・ハ））一（連用修飾語）一くすすめ・希求
　　｝

　　　・依頼・命令などを表わす形式の〉述語

く応答詞の〉独立語

　（主語（ハ））一（連用修鰯語）一く応答を表わす形の〉

　述語
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　上記の程度に抽象された段階について見れば，独話にあらわれる文型，対護

にあらわれる文型のそれぞれの特色めいたものは，文末の助詞などの一部に関

する面を除いては，ほとんど認められない。しかし，文型の種類のあらわれる

頻度においては，かなりの差異があると思われる。すなわち，独話において

は，判叙表現に属する文型のあらわれる率が，対話におけるよりも高く，特

に，詠嘆表現や応答表現に属する文型はあらわれることが少ないと想像され

る。「表現意図」の章の終り（63ベージ）にかかげた，この調査に用いた独護

資料についての文表現の分類表は，その状況を示す一資料である。
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〈参考〉　これまでの文型研究

　R本語の文型に関する国内の研究に関して見ることを主とし，外国の文献の

おもなものを添える。

1．　概　観

　日本語の文型研究は，戦前は，主として，外国人に対する日本語教育のため

という動機でなされた。

　戦後，その流れがとぎれたが，1956～7年ごろから，文型研究がまた起こっ

てきた。主として，国語教育のためという立場によるものである。一方，外国

入に対するN本語教育のための文型研究が，最近また起こってきそうなようす

である。

　ところで，文型をどのような角度からとらえようとするか，すなわち，文型

の求め方に関しては，さまざまの立場がある。たとえば，文型を文の成分関係

の構造の型として求めようとするものがある。この：立場では，主述や修飾の関

係などによる構造が質標となる。次に，言表の意図に従ってどういう形式が用

いられるか，その類型をとらえようとする立場がある。このばあいは，文末の

形式が主として油目されるが，雷’表の意図なるものをどういう福で考えるかに

よっては，文末に限られない。また，助詞・助動調その他の語の濁法から文型

を考えるという立場がある。これは，大体は，構文の型を求める立場や言表の

意図による形式を見ようとする立場と：表裏をなすものともいえる。助詞を目じ

るしとして構文をおさえることができ，助動詞などによって文末陳述をおさえ

ることのできるところが多いからである。

　実罵的立場では，概して「基本文型」を目標としているが，それがどういう

基準で求められるか，文型と基本文型との関係はどうかなどについても，さま

ざまの考え方がある。基本文型の「基本」の意味としていわれているおもなも

のとしては，
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　（a）使用頻度が高い。

　（b）　習得しやすい。

　（C）命題叙述の根本をなす。　（／主・述／の構文を最も基本的とする。）

　（d）各種の変容に対して基準・標準となる。

　（e）　それだけで間に合わせられる。

などがあげられる。

　以上の各種の基準の中には，互いに相いれないものもある。そのどれによっ

て基本文型を考えようとするか，あるいは，どれを中心として考えるかは，研

究者により，また，研究目的によって，相違している。

　なお，いずれにせよ，基本文型を文型から取り立てて考えるのが一般的な考

えかたといえようが，文型研究の作業のkで，その手続きを示しているもの

は，あまり多くない。

　2．丈型研究丈献抄

　直接，文型を問題にしたものに，ほぼ限る。

　（1）1川本千万太郎　　基礎文型の研究　国語教育　25｝2～51940年

　（2）三尾砂ほか　　共踊研究基本文型への手がかり　コトパ3－21941年

（3）垣内松三

（4）浅野　儒

（5）　山郭捨次郎

（6）

（7）

（8）

（9）

（10＞

（11）

（12）

乾　輝雄

輿水実

浅野　儒

三二　砂

山本忠雄

徳田　浄

大出正篤

基本文型の問題　コトバ　3－2　三941年

「基本文型」の問題　一文型と文体一　コトバ　3－2

　1941年

　外麟人に教へる日本語の基本文型　コトバ　3－2

　1941年

日本語の基本文型　コトパ　3－2　1941年

言表の典型について　コトバ　3－2　1941年

基本文型の細論　コトパ　3－3　1941年

基本文型の問題，再び　コトパ　3－3　1941年

基本文型に：就て　コトパ　3－4　1941年

基本文型の問題　コトパ　3－4　1941年

日本語の初歩教授から見た文型の考察　コトバ　3－6
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（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

（18）

（19）

（20）

（21）

（22）

（23）

（24）

（25）

（26）

（27）

〈28）

（29）

（30）

（31）

（32）

（33）

（34）

（35）

　　　　　　1941年

岡本千万太郎　　日本語教育とN本語問題　1942年（（1）を収める）

青敏潮会誌舗躰素本ma・9・2年

輿水実　日本語教授法1942年

国際文化振興会　　呂本語表現文典　1944年

三尾　砂　　國語法文章論　1948年

神保琢至　　基本文型について　翁国語　6　1949年

松下厚　　日本語基本文型試論　　静岡大学教育学部浜松分校研究所年報

　　　　　　　5　1955年

加藤十久雄　　文型に関する一一Y」察　言語研究291956年

永野　賢　　学校文法　1956年

富城県数育研究所　　基本文型とことばの指導　1957年

二四勝太郎

堀川勝太郎

服部四郎

永野　賢

永野　賢

三上　章

中沢政雄

白石大二

鳥出榛名

遠藤嘉基

服部四郎

石垣幸雄

白石大二

（36）　　爾立國語研多霊所

　基本文型とことばの指導　実践国語981957年

　基本文型による読解指導　一学力向上のための実践文法一

　　1957年（文型の蓑は（22）に同じ）

ソシュールのlangueと言語過程説　言語研究321957年

基本文型　揖本文法講座　5　1958年（文型の表は（21）に隅じ）

学校文法概説　1958年（文型の表は（21）に補足）

二二三訂甥臨灘・・9・8年
文法糖の体系と方法（小轍）騨鵜臨講座・

　1958年

教育文お確論　　1958年

文型指導の諸問題　ことばの教育　106　1958年

文型教育について　ことばの教育　106　1958年

発話・文・形式について　騒語学371959年

KAMAE（Ei本1文型）　R6MAZ工SEKA！　511　1959年

助誹助獺の用法から翫た疇の文型驚享臨糖

　　111960年

　　話しことばの文型（1）一対話資料による研究一1960年
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〈37）林四郎

（38）　　佐藤糸月一

〈39）

（40）

（41）

〈42）

三上　章

三尾　砂

石垣幸雄

京都市教育研究所

（43）　　石垣幸女郎

く44）上照保一

（45）　　石垣幸雄…

（46）　佐藤純一

（47）　　づ、出言司子

〈48）

（49）

（50）

石垣幸雄

鈴木重幸

宮地　裕

基本文型の研究　1960年

最初歩の教育の諸問題　一基本文型を中心に一　国語シリ圃

　ズ48；外国人に対する日本語教育　1960年

文法教育のために（1）～（6）いずみ　37～421960・1961年

基本文型（1）～｛7）実践国語教育　245’）2521961年

N本語の組立て　いずみ　42・431961年

　　　　書きことばの文型　　一「文・連文」理解のkめの研

　究一　1961年

勲訊・とばの文劃」臨学・・19隣

鏡欝構点点二三種一糊脳・附・翅一
　1961年

文型論　ことば　261961年

日本語教育における文型練習のプログラム　B本語教育の

　ために　創刊準備号　1962年（文型の表は（38）の改訂）

日本語の文型について　日本語教育のために　創刊準備号

　1962年

文素論（i）（2）計1董国語学　21・221962年

文の講造　NHK文研月報12－111962年

文における表現の類型　NHK文研月報12－121962年

　以上，戦前のものはおもなものをもらさぬ程度とし，戦後のものは，指導法に関す

るものなどは刷として，一応もらさぬようにっとめた。

　以下，外国：文献のおもなものをあげる。

（51）

（52）

（53）

（54）

（55）

〈56）

（はじめLanguage　22．200－48－1946に発蓑。のち，

1957年に収められた。）
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Jespersen，　Otto　：　Anaiytic　Syntay．　1937｛一＃

Fries，　Char｝es　Carpenter：The　Structure　of　English　1952年

Lado，　Robert　and　C．C．　Fries：E！iglish　Sentence　Patterns　1957年

Roberts，　Paul：Pateerns　of　English　1956年

Roberts，　Paul；Eng1ish　SeRtences　1962（．pt

Bloch，　Bernard：Studies　in　coiloquia1　Japanese　z　Syntax

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Readings　in　linguistics



（57）　Jorden，　Eleanor　Harz；The　syntax　of　modern　colloquial

　　　Japanese　（Language，　Vo｝．　31，　No．　1，1955，　Supplement）

3。　諸説の紹介

（晴轍化融犠齋躰羅叡型』（文献・4）その他

『黒総三三本四』は課酵一・二二・大醜蜘三二市・

輿水実の共編で，外圏人の学習用であり，基本文型を体系的に記述した最初の

ものである。「表現の種々の場合に於ける文型」「語の用法に関する文型」「文

の構造に関する文型」の3編から成り，それぞれに文型と例文とを配列してい

る。

　「表現の種々の場合に於ける文型」では，命令，許可，禁止，義務，質問，

推量，陳述，否定，過去，未来，使役，受動，仮定，条件，比較，動作の開始，

同縛に2っの動作……等の表現法について，文末部の形式を中心として，大き

くは34，細分しては159の文型をあげている。

　晴吾の三法に関する文型」では，主として助詞・助動詞の用法を例文によっ

て示している。

　ド文の構造に関する文型」では，1．主語を妬いない文，2．主語の構造，

3．述語の構造，4．補語の構造と位置，5．独立語，6．璽文・複文，の項目

を立て，たとえば，主語の構造では，「○○ハ」……，「○○ト○○ハ」……，

「○○ダケ（ハ）〔サへ〕」……，などのように示している。

　以上の3種の文型を考える考えかたは，のちに踏襲する者が多かった。

　憲城県教育研究所『基本文型とことばの指導』　（文献22）は三二勝太郎の作

業である。これは「語の常法に関する文型」を中心とし，その中で「表現の毬

種の場合における文型jr文の構造に関する文型」にも触れていこうとしたと

して，主藷の表わしかた，述語の表わしかた，連体修飾語の表わしかた，連用

修飾語の表わしかた，接続語のつかいかた，並立語の表わしかた，独立語のつ

かいかた，の項目を立て，たとえば，主語の表わしかたでは，「が」「の」「は」

「も」「さえ」「すら」「しか」の湧法を説明するというやりかたである。

　白石大二『助詞・助動調の用法から考えた口語の文型』　（『教育文法論』の
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うち）　（文献30）も，助詞の用法を整理して文の構造への参加のしかたを明ら

かにし，助動詞を補助用言やその他のいいかたと並べて表現の型に当てて整Pt

したものである。

　なおさかのぼって，岡本千万太郎『基礎文型の研究』　（文献1）も，助調・

助動詞に着目したものである。文型の考察は，文節または文節群の「すがた」

（相）と，文節または文節群の聞の関係（格）とを考察することだとして，1文節

文型，格助詞を目じるしとした単文の文型8種（「……ガ……」「……ニ……」

など），接続助詞を罠じるしとした複文の文型13種（「……ト，……」「……バ，

一」など）嫡げてい・．・2x　1・・『暴舗躰羅載劉卿鰭のもの

といえよう。

　（2）顧際文化振興会『日本語表現文典』　（文献16）

　湯沢幸吉郎の執筆によるものである。「ある意昧を表現するには如何なる表

現文型を採るべきかを説いたもの」と，はしがきに述べており，主としてH本

語普及のためという立場によっている。

　第2編「口藷の表現法」がこの書の主要部で，「二事物の一致を表す言ひ

方」「事物の存在を表す言ひ方」「事物の性質・情態を零す言ひ方」「知覚・

感情及び巧拙を表す書ひ方」「受身を表す言ひ方」「疑問・反語の意を表す言

ひ方jr命令・禁止を表す言ひ方」「条件を表す言ひ方」その他の29章より成

・。描『顯爾躰謳本文型の俵現の種・の場ArL於ける鯉」蛸

たるものを詳しく説いたものといえるが，「二事物の一致」「事物の存在」「鳶

職顯・雛耳朧下腿び巧食出」など，『好編躰謹救型』で

見られなかったものがあり，「受身」「疑問」「命命」「禁止」「条件」など

についても，この方が周到詳細である。たとえば，疑問のいいかたについては，

　　問の文に推量の助動詞を用ひると，語調が和いで，丁寧の意がカ11はる。

　　　　あれは学狡でせうか。

　　　　其処に薪聞がありませうか。

　　否定文の問には推量の助動詞を用ひることがある。この場合1こは語調が殊に和い

　で，「問」といふよりも「話しかけ」「相談」といふ程の心持を表すのである。

　　　　あれは学校ではない〔の〕でせうか。

　　　　其処に新聞がございませんでせうか。
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などの記述もある。文型とはいうものの，棄減法の説睨というべきものであ

る。ヂ表現文典」の名を冠しているゆえんであろう。

　（3）晶晶賢『学校文法概説藻（文献27）

『高高論語基本鯉』の騰を動て，内舗醗腱靴ものといえ

る。「文の構造に関する文型」と「文表現の意図に関する文型」（「表規の種々

の場合に於ける文型」に当たる）とを記述している。

　「文の構造に関する文型」では，まず1語文を「呼びかけ」「命令・勧誘」

「疑問・質問」「感嘆」「叙述」「答え」と分けて，それぞれの型を示し，次

に，格励詞・接続助詞の用法を示し，さらに補足的に疑問詞の燭法を示し，文

と文との関係に及んで接続調の粥法を示している。

　「文表現の意図に関する文型」では，「主として文末の表現型式のヴァラエ

ティを見ていく。」として，呼びかけ，命令，依頼・要求，反論，問いかけ，疑

聞，反語，念をおす，叙述，磨闘自答，推量，希望，意志，感動，嘆声の15項

に分け，計147の文型を承している。たとえば，

　命令

　　〔鶏雷。助動詞の命令形〕　早く歩け。　急いで送らせろ。

　　r一なさい〕　もう寝なさい。

　　［．一ts〕　さっさと歩きな。　そんなことはやめな。

　　．一一た〕　さあ，起きた，起きた。

　　〔「t一がいい〕　さっさと帰るがいい。

　　　舗・．ζ務

　　一なければならない〕期限までをこ納入しなけれぽならない。

　　勘誘

　　許容

なお鋼保∫罐論説鯉・25種』（文献4・）・・，・の禰の俵現

の意図に関する文型」の中で，教科書および児童文集に使罵園数の多いもの，

かっ小品生の使嗣率の高いもの（質問法調査による）125種を選び，学年配影

を試みたものである。
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　禰　三上章『基本文型論』　（文献28）

　基本文型をどのようにとらえるかという，溝想を主とするものであり，その

構想は、言表の構造の分析に沿って，段階的に基本文型を考えようとするもの

である。すなわち，「身体的なセンテンスは，コト＋話手＋相手＋場面として

成り立つ。j「この順序を逆にして，抽象から臭体への四つの段階についてそれ

ぞれ基本型を立て］るとして，次のように示す。

　　第1段　コトの類型Xガドウスルカ，Xガドンナデァルカなどなど5型

　　第2段　コト＋話手　題述関係としての有題・無題・略題の3型

　　第3段　コト十話三十相手　平叙文・疑問文・命令：文・感嘆文の4型

　　第4段　コト十話手十相手十場蒲　伝達条件の大別による普通調と丁寧調の2型

　第1段のコトの類型の5型とは，

　　　主として物語り文に使われる型

　　1の甲型　Aガドウコウスル（シタ）コト

　　　　乙型　A二Bガドウコウスル（シタ）コト

　　　主として品定め文に使われる型

　　2の甲型　Aガドウコウデアル（アッタ）コト

　　　　定型　A二Bガドウコウデアル（アッタ）コト

　　3の型　　AがBデアル（アッタ）コト

で，「各型は，補足語をふやして拡大することができる。」とする。

　第2毅のコト十話手の段階の3型は，日本語では「センテンスは，コトの題

述関係のワクにはめて表現するのが典型的」であるという見かたによって，提

題の「ハ」による題目のある有題それのない無題，および野山が文面にあら

われていない略題に分けたものである。

　以上の，コトにおける論理面と細述関係における講文面への着頃が，三上の

構想の中核である。

　（5）林四郎『基本文型の研究』　（文献37）

　国語教育のためという立場で，「小学校のうちに身につけさせたいもの」と

いう意味を含めた基本文型を示したものである。

　個々の文は起こし文型・運び文型・結び文型（それぞれ，「言い始めの晦の

姿勢，言い終りまでを見通した姿勢，言い終る蒔の姿勢が採用する文型」）の3

っをもっとする。
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　起こし文型は，始発型（始発記号のあるもの，始発記号のないもの）と承箭

型（承前記号のあるもの，承前丁霊のないもの）とに分類され，たとえば始発

記号のある始発型として，「もしもし」「みなさん」「さあ」「むかしむかし」

「ある所に」その他があげられ，承前記号のない承前型として，「述語に解説

性のある文」（「一からだ」r一のだ」など），「追加・延長等を表わす副助

詞を含む文」（「も」「まで」），「成分の一部を上文に仰ぐ文」その他があげら

れる。

　運び文型は，孤立型・結合型（2点結合型・多点結合型）・連続型（複線連

結型・複線展鯛型）と分類される。孤立型は1語文および1語文的な文，結合

型は一般の単純文，連続型は重文および合文のものと，大体においていえる。

たとえば，多点結合型には，「㊦LTは圏が圃」「（∋罐題藷1は困は圃」等の

文型があげられる。

　結び文型は，従来の「文の表現意図による文型」に当たるものといえるが，

表現内容を雷表する描叙の段階，主体の判断（肯定・否定・可能・過去認定・

推量・疑問）の段階，それらを含んだものがある感情で包んで投げ出される表

出（感動・期待。願望・うらみ・懸念・おそれ・意志・決意）の段階，相手へ

の伝達（単純な伝達，押しつけふうの伝達，勧誘ふうの伝達，命令ふうの伝達，

質問）の段階と分析して，それぞれの主として文末形式を示す。また，以上の

ほかに，文によっては，局部文型として各種の紹をもつ。

　以上のように，本書の文型の記述は異色のものであるが，この構想は，「文

型とは，心中の想が言語化されるに際して，想の流れに一応のまとまりをつけ

るために，支えとして採用される，語の並びの社会的慣習である。」「文型にお

いて『溝造』として大切なのは，文法上の構造ではない，もっと，意味に即し

た：構造である。」という考えかたにもとづいている。

　（6＞三尾砂『基本文型』　（文献40）その他

　『基本文型』は朱唇で，構想をうかがいうる段階にとどまっているが，注呂

すべき見解がある。その1つは「基本文型と派生文型1の概念である。「それ

ぞれの思考の型に従ってそれぞれの表現の型をとるということがいえるであろ

う。その表現の型が基本文型である。」とし，その基本文型が，文脈に応じて変
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容され，派生文型ができる，とする。すなわち，1っの型の思考に属するもの

のうち，典型的な文型が基本文型であり，それの変容したものが派生文型であ

る。たとえば，

　　基本文型　　「……には……がある」

　　派生文型　　「……には……が多い」「……に……がある」

　：文型は基本文型と派生文型との総称である。これは，はじめに示した従来の

種々の基本文型観に対して異色のものである。

　注目すべき点の2は，「基本連文型」の概念である。「AはBだ。Cだ。　D

だ。」は1っの連文型で，「Cだ。」「Dだ。」を主語の略された文としない。

「……は1……。……は……。」という対比の「は」の連文型，「……。だから…

…のだ。」という「前提文。一一一帰結文。」の連文型，「・…・・。それは………か

らだ。」というf前提文。一理由文。」の連文型等を指摘している。

　なお，石垣幸雄『文型論』　（文献45）にも，これと同趣の「連文型」の概念

の提示がある。

　三尾は早く『基本文型への手がかり』　（文献2）で，基本文型の構想を発表

している。　（叙述文の単文の三文上の基本文型の一部として）

　『基本文型』では，「今霞もこの考え方に変わりはない。しかし，これは形

態だけから見た分類なので，ここでは，場と思考の型（思いのわく組み）とを

考慮に入れて，異体的な文型を調べていきたいと思う。」と述べている。

　17）京都市教育研究所『書きことばの文型』　（文献42）

　長固久男の研究である。「児童・生徒の『文・文章』理解（読む）の過程を
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きわめる」ための研究の1つで，「具体朗な文について，その尾島の型を求め

る」という立場である。

　小・中学校の罎語教科書の文章の中の地の文と一部の旧聞記事の文を資料と

して，文の構造を分析し，それにもとつく4っの基準によって文を分類し，そ

の組合せによって文型を立てている。文の構造について，まず成分の係・受結

の関係をとらえ，次に，係の成分および受結の成分の構造を分析している。読

むという理鰐行為を予想する立場での文の解剖を主とするものと冤られる。

　文の分類の4っの基準は，次のとおりである。

　a　片忌（＜係1＞（（文頭にある係〉）が接続調であるもの）・乙類（〈係…〉が

　　接続調でないもの）の溺

　b　1次・2次・3次……（係・受結関係の数）の別

　c　複線（文の鱗剖の過程で，ある段階以後を平行して解剖しなければなら

　　ないもの）・単線（そうでないもの）の別

　d　体言体（＜受払N＞（（文末にある受結））の末部の調が体言であるもの）・

　　用言体（＜受結N＞が用言であるもの）の別

　以上の組合せによって，たとえば，甲類単線2次体言型・乙類二次複線粥言

型等の文型が立てられる。

　研究の輪回にもとづいて「書きことばの」と対象を限定していることと，分

析の方法とに，独自性がある。

　（8＞その他

　心乱幸雄『K：AMAE（臼本文型）』（文献34）は，日本語のbasic　sentence－

patternとして，次のように示している。　（原文はローマ字書き）

　1．　PがX

　　1・1なまえ文（「ぼくがサトウだ。」など＞　1・2ありさま文（「空が青い。」な

　　ど）　1・3　うごき文（しかけ）（「風が吹く。」など）

　2．　PがQ二X

　　2・1　なまえ文　　2・2　ありさま文　　2・3　うごき文（しかけ）　　2・4　う

　　ごき文（うけみ）（「ねこが犬にほえられる。」など）

　3。　PがRヲX

　　3・1なまえ文（Pハ／ガRガ／ヲX）　3・2ありさま文（Pハ／ガRガ／
　　ヲX）　　3・3　うごき文（しかけ）　　3・5　うごき文（やらせ）（「雲が雨を
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　降らせます。」など）

4．　PがQ二RヲX
　4・3　うごき文（しかけ）　4・4　うごき文（うけみ）　4・5　うごき文（やらせ〉

　また，石垣幸雄『日本語の組立て』　（文献41）では，文の成分の種類，各成

分の構造やはたらきなどに及んで，文型の方法的基盤を明らかにしている。石

垣の文型論は，構文型の追究の立場にあるとbえる。

　松下厚『日本語基本文型試論』　（文献19）も構文型を目標とするもので，述

語文節・主語文節・補藷文節・連用：文節・接続文節・並立文節の6っを文の基

本成分として，これらの組合せによる14種の文型を立て，これに2撫成分と成

分の品詞的考察を加えて下位文型を考えるという構想のものである。

　教育の立場の文型論が多い中で，中沢政雄『文法教育の体系と方法　（小学

校）』（文献29）では，「学習基本文型」を提唱している。中沢の学習基本文型

とは，児童の表現意識と文法的能力の発達に即して段階的に考えられるもので

あるが，必ずしも構造の難易の順に，単純から複雑へと進むものではないと見

られる。たとえば，1年生の作文から頻度の高いものを選んで，それを柔年生

2学期の初めにおける学習基本文型とする。

　口語教育の立場の文型論に比べて，外国入に対する沼本語教育のためのもの

は，概て，い。そう期瞳彩が1凱繭講敏化搬の『顯薙標

語基本文型』がそれだったが，佐藤純～『日本語教育における文型練習のプロ

グラム』　（文献46）も，その類である。これは「構造的分類を原則とし，若干

意義的分類を折衷した文型練翌」で，「構造的分類の最初の基準は文末述語の

種類によるが効果的」と述べていることによって，その態度や構想がうかがわ

れる。その文型一覧は，（1｝「一e・）・一一一・一デス」，（2｝rアリマス」「イマス」

（3）動詞，鴎助詞の強調的用法，（5）「デシタ」「マシタ」，㈹　「デショウ」

「マショウ」，　｛7｝分詞，　｛8）（9）句形式，（10｝句（文）の連結，（11｝句形式，

腰「アゲル」「クレル」「モラウ」，⑬話法，鋤「レル」「ラレル」「セ

ル」「サセル」，　㈱敬語，といった組織である。

　多くの文型論を吟味してきて，なお最後に，文型の概念に関して淫目して

おきたいのは，服部四郎の文型の説である。服部の文型の説は，『ソシュールの
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langueと言語過程説』　（文献25）『発認・：文・形式について』　（文献33）等

に見られるが，服部によれば，次のとおりである。一「文は，音調の型（及

び強調の型），文型・統合型，形式に分析される。」「ソノ　ホン　トッテヨ。」は

（（目的語＋命令的述語））文型を有する文であり，「トッテヨ。」は（倫令的述語））文

型を有する文である。「アタタカイ／」という文と「アタタカイX」という文

は岡じ（（述語1＞文型を有し，その意義のちがいは，音調の型のちがいによる。

一服部の文型は，文の構成要素として考えられているものであり，主として

成分関係の文の構造（構文）に関するものと見られる。

　（9）外國文献関係

　以下にあげるものは，”文型〃を直接問題にしているか，あるいは鎖本語の

文法の記述の際にいくらかなりとも文型あるいは文型に関係した事実に言及し

ているもののみにかぎる。もちろん，あげていけば，文型の問題を直接扱って

いなくても，：文型に：ついての考察の背暴となる原理的な問題を論じたものまで

取り上げなければならないであろうが，ここではそういったものにはふれない

ことにした。

　a．Jespersen，　Otto：Analytic　Syntax（文献51）

　ある特定の言語のシンタックス，またはシンタクティックな現象を，記号で

表わされた成分の連続の型一あるいはそうした記号の連鎖によって表環され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沙）
た：公式一として記述する試みとしては早い方のものであろう。Jespersen．

の意図は，文の成分を化学における元素のように記号でもって表わし，それに

数学あるいは論理学における記号のような便利さをあたえようというところに

ある。彼の文法学説によって分析された文の要素にいろいろの記号をあたえ，

それによって文の構造を説明している。使っている記号は，S（subject），V

（finite　verb），O（direct　object），0（indirect　object）など，文の成分を一

大文字のローマ字でもって表わし，とくに問題になる前置詞とか助動詞その他．

を小文字のローマ字で表わしている。また，彼のいわゆるRankには1（prl・・

mary），2（secondary），3（tertiary），……といったぐあいに数字を使う。お

もしろbのは訴どと・・うのまで使・て・…とであ・（Ch・p・16　Spii・

Subject　or　Object）。そのほか，いろいろな関係を示すカッコ類，文の種類を
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示す？，！，！！，などの記号，および補助的な記暦がいくつかある。例として

あげる言語は英語が主であるが，デンマーク，オランダ，フランス，フィンラ

ンド，ギリシャ，イタリヤ，ラテン，ポルトガル，ロシヤ，スペイン，スウェ

ーデンの諸語の例を随蒔あわぜてあげている。

　その記号による表わし方の2，3の例をあげておく。

　Rankは次のように表わす（Chap．3Junction）。

　　Old　men　21　The　crown　inn　321

　　Geod　enough　arguments　231　・・・…

　文の成分のくみあわせば，

　　Ilive．　SV　He　takes　a　glass．　SVO

　　He　gave　her　it．　SVOO

というように表わす（Chap．7　1ndependent　Nexusその他）。

　文の種類は1

　　Question：　ls　ke　ill？・VSP？

　　Special　questions　：　Wlto　said　it？　S？VO

　　　　　　　　　　　　What　has　he？O？VS

　　Exclamation：You　fool！　SP！

　　　　　　　　　Wie　sptit　Sie　kommen！　4！3SV

など。

　認号による表わし方はやや機械的，平面的ではあるが，すべてを網羅的にあ

げようとしている。今Hの眼から見れば方法論的に問題となる点もいくつかあ

ると思われるけれども，シンタックスを記号による一種の合理的なやり方で記

述しようとした試みとして重要なものといってよいであろう。

　なお，1936年コペンハーゲンで発行された　Specimens　of　syntactic　for－

mu！as　という小冊子・がある。　これは第4園IRternat圭onal　Congress　of

L魚guistlcsに献呈されたもので，その内容はその翌年刊行された上記Ana－

lytic　Syntaxの予告のようなものである。　Analytic　Syntaxに用いら2zた

記号の説明および用例を簡単l！Cあげている。

　注）文法的要索をいろいろの記号で表わそうとする試みは，Jespersen　以前にもい
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　　くっかあったようである。Jespersenが本夕であげているもののなかのおもなもの

　　には，次のようなものがあるG

　　A．　St6hr　：A｝gebra　der　Grammatik　（Leipzig，　1898）

　　Maurice　Bologne　；　Analyse　grammaticale　a　1’aide　de　sig’nes　convention－

　　nels　（Liege，　1935）

　　Viggo　Brendal；　Morfologi　og　Syntax　（Kdi，　benhavn，　1932）

　b．　Fries，　Charles　C．：The　Structure　of　Eng！lsh（文献52）

　　　Lado，　R．　and　C．C．　Fries　：Engl圭sh　Sentence　PatterRs　（文献53）

　まずThe　Structure　of　Englishについて。1940年代から急に発達した構

造孟義的な方法による英語のシンタックスの記述。英語の文型の設定とか文型．

論の追求とかをそのおもな鼠的としたものではないけれども，本書の観点から

する分析はけっきょく文の構造を”文型〃的にとらえる方潟にむかうことにな

る。事実，このあとに出た英語の文型に関する研究（後述のRobertsのものな

ど）や，英語教育の実践面において大きな影響を与えていることはよく知られ

ているとおわである。

　Friesの分析は，おもに文のある位置にどんな形式が入れかわって環われう

るかという　‘‘substitution”　の手順によっている。これは構i造主義的な立場

にたつ行き方として当然であろう。やや翼体的にのべるならば，substitution

のためのいくつかのワク　（frame）を設け，それぞれのワクのある位置に入れ

かわりうるいくつかの形式を類にまとめる。そして，この類を文の構造（の型）

1，c参加する要素と考えるわけである。そのようなやり方で，まず‘・‘parts　of

speech”としてClass　1から　Class　4までの4類を認める（名講，鋤詞，・

形容詞，副調にあたる。記号は数字1，2，3，4を使う）。それに対して，文の

構造においておもに文法的意味をもつものを‘‘function　word”としてGroup

AからGroup　Oまでの欝種に分かつ（冠詞，前置詞，助動詞，代名詞など。

大文字のローマ字で表わす）。文の構造の類型はこれらの記号の組み合わせとし

て表現される。

　　The　eoneert　was　good．　A　123

　　The　concert　may　be　goed．　A　I　B　23

　　The　concert　may　not　be　very　good　then．　A　1　B　C　2　D　3　4
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　など。

　また，直接成分（immediate　constitueRt）の考え方を導入し，文の構造

において第1次的に分析されて取り出されるものと，第2次以下の分析で取り

出されるものとの段階を区別している。

　前にもふれたように，英語の文型をきわめてexhaustiveにまとめて記述

したものではないけれども，この立場からする文型論の方向は一応はっきり示

されているということができよう。

　つぎに，English　Sentenc　Patternsは，前述のThe　Structure　of　English

の考え方を英語教育一一一一とくに文型の面からの英語教育に応用しようとしたも

のである。きわめて実践的な意図をもった教科書であるから，どうしてもそこ

にあげられる文の構造の類型は単純な，いわば”基本的〃なものになるのは当

然であって，複雑なものまでをすべてあげつくしているわけではない。

　中心になる考え方のうちでおもなものは，やはりsubstitutionである。比

較的簡単な型から比較的複雑な型へと，いくつかの型を整理して2｝　lessonに配

当し，それぞれのlessonでは，その型において問題となる位置にどんな形式

が入れかわりうる（substitutable）かについてのexerciseを行なうのを原

則としている。

　c．Roberts，　Paul：Patterns　of　English（文献54）

　　　Roberts，　Pau1：English　SenteRces　（文献55）

　どちらも，純然たる文型論の砥究書でもなく，また先にあげたLado・Fries

のEnglish　Sentence　Patternsのようなきわめて実践的な教科書でもな

い。英語の教師あるいは大学生あたりをめあてにした一種の教科書というべき

か。英語の文型を一応網羅的に説明し，かっそれぞれの項目にexerciseをつ

ける。

　Patterns　of　Englishは，原則的には先述のFriesの考え方に従った分析

をしている。4っの‘‘form　class”（Friesのparts　of　speechにあたる）を認め

る点，いくつかの‘‘structure　group”（Fries　の　functlon　word　にあた

る）を考える点，そして文型をこれらのform　classとstructure　greupの・

緯み合わせとして表現しようとする点など，まったくFrlesの行き方を踏襲し
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ているものといえる。さらに文以下の小さなかたまりとして‘‘noun　ciuster，”

‘‘魔?ｒＢ@cluster”　を認め，またsubject，　predicate，　object……といった

、‘ ?ｕｎｃｔｉ◎ｎ　unit，”immediate　constituentに。あたる‘‘pateern　parts”をたて

ている。まず，文をrequest　seRtence，　question　sentence，　statement　sen・

tenceの3種に分け，その中でもstatement　sentenceのpatternをあげる

のに重点をおいている。これは当然だろう。statement　sentence｝ま，そ

の中心的要素（heart）が，　Noun－Verbであるとし，そのbasicなpattern

4種をあげる。これをもとにして，さらにこまかい問題に進み，　nounや

verbのcluster，　pattern　parts，　function　unitを説明し，他のseRtence

Patternあるいはjoining　sentence　patternについてふれ，また1イントネ

ーシuンや句読の問題にまで言及している。方法論においてとくにRoberts

独特の擁しい見方が多く出ているわけではないけれども，Fries流の考え方を

榴当忠実に英語にあてはめたらどんな文型が設定できるかといういい見本であ

る。記述もなかなか要領よくまとめてある。

　English　Sentencesは，前のPattams　of　E箆91ishの内容を改め，また追加

したもの。基本的な考え方については，新しい見方による分析（transforma・

fien）　を取り入れた点以外はそんなにかわっていない。術語を改めるとか，

記述のしかたをかえるとかといったちがいはいくつかある。また，sentence

natternのあげ方も，前書ではbasicなものをまず4つあげていたが，こち

らではPattem　OneからPattern　Tenまでをあげて説明し，そのあとで

それに伴なうこまかな問題に及んでいる。

　方法論的に葡書ともっとも異なるのはtransformationの見方による分柄

であろう。transformationは，同じ満喫要素をもったある蓬本的な型から別

の型をつくる際の説明に罵いられる概念であって，これが構造主義言語学に導

入されたのは比較的最近のことである。この考え方を積極的に取り入れようと

した入としては，Noam　ChomskyやZell圭9　S．　Harrisをあげることができ
　油）

る。Robertsも本書でChomskyの考えに負うところが多いことを述べてい

る。しかし，本質的には同じような考え方，または　transformation　に

よって扱われうるような文法的現象の認識，というものはずっと早くからあっ
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たというべき．である。たとえば，教科文法で教えるところの能動文から受身文

をつくるつくり方などはそれである。Friesや，前書でRobertsがとったや

り方というのは，すべていくつかの要素がいろいろな方法でたがいにプラスさ

れて一つの文（あるいはその型）をつくるという説明のしかたであった。たと

えば，主語となる名調と述語となる動調が結合してstatement　sentenceが

できるというようなぐあいにである。この方法は，シンタクティックな事実の

多くをその射程内に収めうるが，同じと認められるいくつかの要素でちがった

型ができるようなことがおこったときにその説明に窮することがある。trans－

fermatioRの概念はその欠点を一応すくうことができる。また，ある型とあ

る型との間の相互関係も，この見方を導入することによって今までよりもはっ

きりさぜうる可能性がある、（どちらが基本的なもので，どちらがそれからでき

たものかなど）。この概念による分析についてはなおいくつかの問題があるよう

に思われるけれども，それが成功すれば，文型論をいわば静的なものからある

意味でやや動的なものにすることも可能なのではないかと考えられる。

　注）Chomsky　N．：Syntactic　Structures　（1957）　鷺arr圭s，　Z．　S．：　Co－occur－

　　rence　and　transformation　（Language　33，　283－340－1957＞

　　なお　南不二男「構文論」　（『國語学S47）参照。

　d．　Bloch，　Bernard　：　Studies　in　co1！oquial　Japanese　E　Syntax

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文献56）

　　　Jorde．n，　E．　H．：　The　syRtax　of　modern　colloquial　Japanese

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文献57）

　どちらも文型そのものの研究をとくに目的にしたものではないけれども，環

代日本語の，しかも話しことばのシンタックスであり，またそのなかで文型に

関係したことがらが取り扱われているので，取り上げておくことにした。

　Biochは，現代日本語の文を大きく2っに分けて‘‘major　sentence　type’》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言齢
と‘‘minor　se舞e塁ce　type”の2種を認め，それぞれの特徴を記述している。

major　seRtenceというのは末尾が終止句（伽a圭clause）で終る文である。

終止句というのはfa11ing・あるいはrising，あるい｝さまれにhigh・fa11ingの

4ントネーションをもち，かつあζにポーズが続く句である。Blochのいう
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句（clause）は述語で終る形式（連続）である。つまりこのような終止旬で終

るのがmajor　sentenceなのであって，他のもので終る文はどんなものでも

minor　sentenceである。だからminor　sentence　というのはわれわれの報

告書でいう独立語三文も含むし，また中断文も含む。majorの文となってい

る方はまだわかるにしても，minorの文の方の内容は問題であろう。それは

とにかく，それに含まれる下位のタイプの種類からいっても，また実際の現わ

れ方からいっても，majorの文の方がminorの文よりも圧倒的に多い。

Blochはmajor，　minorそれぞれの一般的な溝造の特徴および嫡の構成を記

述してはいるが，それをいくつかのtypeに分けて全面的に整理することは

していない。つまり，先述のRobertsが英語について行なったような成分の

組み合わせのpatternをいくつかたてるようなことはしていないわけであ

る。

　Jordenも，　Bloch　とほぼ隅様　major　sentenceと　minor　sentenceと

を分けている。ただJordenがBlochとことなるところは，　major　sentence

の構成要素としての臨接成分（im憩edi就e　CGns宅ituent）の分析を徹底的に行

ない，そのタKプをいくつかたてていることである（39種）。この直接成分の

分析のしかたも，またその結果も，問題はあるけれども，日本語の文盤の考察

にとって参考になると考えられる。

　注）major　sentenceとminor　sentenceとをまず分けるという行き方は，

　　L．Bloomfieldの考え方に従ったものと考えられる。　Bloomfield，　L．：Language

　　（Chap．11　Sentence。types）　参1照。

4．　結　　び

　以上見てきたところによって，これまでの文型研究においては，文型の概念

も，罠旧観も，方法も，きわめて多様で，統一的方向を得ていないことがわか

る。限内の文献についてだけ見ても，たとえば，三上章や三尾砂のように，こ

とばのあり方の根本的考察に向かい，そこの分析から出発しようとするものが

あり，永野賢・林四郎・堀川勝太郎らのように，ことばの理解・表現のための方

法として具体的に体系化を試みているものがある。また，岡じく具体的体系化
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を示しているものの中でも，たとえば，林四郎のものと永野賢や堀川勝太郎の

ものとを比較すれば，文型ないし基本文型の構想がちがい，記述の組織がいち

じるしくちがう。これは，その文型あるいは基本文型をどう役立てようとする

か，どう役立っと期待するか（同じく国語教育のためとはいっても，異体的に

予想するところに，差異がありうる）のちがいにもとつくものであろう。

　文型の構想について，傾向を大きく分ければ，やはり，文の構造の型（構文

型）の追究を主とするものと，意味的な面の表現法の型の追究を主とするもの

とがあるといえようが，そのどちらについても，今後さらに詳しい研究を必要

とする状態にある。ことに購文型の確立は，今後，文法的研究が詳しく進めら

れた上に期待されるものである。実用の立場からの要求に応ずるものも，以上

のような硯究のつみ重ねの上に編成されるべきものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大石初太郎・南不二男）
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索 一弓

この索引は，本書の中のおもな事項を五十音順にかかげたものである。

〔ア〕行

あいさつ　　　　　　　　　　84，

オ：目手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76N77，

アクセント　　　182，186，20工，

　Nとイントネーシilソ

　～に従うイントネーション

　　　　　　　　　184，　186，　199，

135

101

239

178

　　　　　　　　　　　　　　　　206

　～の核　　　　　　　　　　　　186

　～の下降　　　　　　　　　　　　202

　～の型　　　　　　　　　　　183

　準～とイントネーシaン　　　　178

　方言閥　　　　　　　　　　　　187

イカガ　　　　　　　　　　56，58

意志の形　　　　　　　　　　　233

意志の表現　　　　　　　　32，50，240

一語文　　　　　　　　　　　　239

一次成分　　　　　　　3，67〔’71，217

イッ　　　　　　　　　　　　　56，58

意図表現のイントネーション　　　7～8

　　　　　　　　　180，　184，　187，　191，

　　　　　　　　203，　205”一v2e6，　239

　～のあらわれかた　　　　　　　189

依頼　　　　　　　　　　　　　　60

イントネーション　　　　7，178，239

　～と構文　　　　　　　　　8，203

　～と表現意図　　　　　　　　　 8，205

　～の型　　　　　　　　　　　186

　～の形　　　　　　　　　　　　186

・…t ﾌ上昇調。高調をともなう音

　節数　　　　　　　　　　　188

Nのつかまえかた　　　　　　　178
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～の表記法

～の表記例

～の分類と表記法

～の問題例の処置

アクセントとN

アクセントに従う～

　準アクセントと～

　句来の～

　文末の～

引絹句

引用提示句

引用文切れ

ウ

受身

　～・使役の表現

間接的な～

直接的な～

　まともな～

　めいわくの・・V

打消し

詠嘆

　’｝表面

　～文

応答

　～詞

　・・”蓑IA

遅上がり型

音調の型

126，

32，　34，

　　　186

　　　187

　　　180

　　　198

　　　178

i84，　186，

199，　2e6

　　　178

　　　　　　186

　　　　　　186

　123，　160，　191

　13，　150ハノ151

　　　　23，　27，

5e，　54，　72，　93

　　　101，　165

　　　　　　42

　130，　165，　168

　119，　122一“123，

　126一“129，　136

　　　　　　165

　　　　　　165

　126，　129，　165

　70，　121，　164

　　　　　　205

　84，　24e，　251

　　　　　　34

　　　　85，　205

　　　　　　251

32，　62，　84，　136，

240，　20rl

　　　　8，　201

　　　　　　265



カ

ガ（格助）

　～格

ガ（接助）

解説

　’｝の分化

　～判断

　解題～

　説明～

回想の表現

僻題解説』

係助詞

　～機能

　～の添加

格関係

格幼詞

　～機能

　～と係助謁との交換

拡大　　102，

　～構文

　　　　le7，

　～成分

確定条件

確認の表規

確認要求の表現

下降調　　7，

カシラ

活用形

可能　　ID1，

　　　．　133，

鰐能動詞

カモ

　｛カ〕行

　53，　55A”56，　59，　78t．v79，

　181，　183，　i91

　　　　　83，　180，　2；2，

　　　　　214・’v216

　　　P，21，　223一“224，　228

86，　90～9ユ，　94，　98，　105，

le7，　146，　198，　236

　　　　　　　218”一J233

　　　　　　　230・一”231

　　　　　　　219N220

　　　　　　　　　　229

　　　　　　　229N233

　　　　　　　　　　43

　　　　　　　　　　229

　　　　　　69，　96，　219

　　　　　　　　　　219

　　　　　　　　　　212

　　　83，　219，　222，　224

　　　　　76，　220，　224

　　　　　　　　　　219

　　　　　　　212一．216

1e4，　le9，　115，　i37一”146

4，　95，　98，　leO，　104NIO5，

109，　115，　137，　242tv243

　4，　100，　102，　137，　146

　　　　　　　105，　236

　　　　　　　　　　43
　　　　32，　52，　，241，　251

18e，　184N186，　205，　239

　　　　　　　　　　54

　　　　　　　　　　66

119，　122一一．123，　126・一”128，

137，　165．v166，　176

　　　　　　　　42，　120

　　　　　　　　49，　72
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カラ（格助）

カラ（接助）

闘接的な受身

闘接的な呂的語

完全自動詞

聞投詞

感動詞文

感動文

慣用省略文

完了

希求

　～の表現

基準構文

基礎構文

基礎的な型

詰問

疑念

希望の表現

基本構文

基本文型

4，　95，　98，

115一”148，

12，

260．一一262

　　　　80，　88

86，　91，　94，　105，

107，王46

　126，　130，　165，

　166，　168

　　　　　　167

　　　　　　126

　　　　84”v8｛

　　　　　　113

　　　　　　34

　　　　　　27

　　　　　　36

　　　　　　60

　　　　　24e
　leOe・vlO6，　109，

237，　241

　　　　　　1eo

　　　　　　116

　　　　　　56

　　　　　　191

　　　　32，4ワ

　　　　　　100

　100，　253．．254，

基本連文型

疑問

　～舞司　　　　　　　　55，　203，

　N兆候の衷現

　～：文末助詞

逆接

教育の立場の文型論

強調　　　　　　　96，

共通資料

切れ

禁止の形

句　　　　　　　　67，　86｛」96，

　’》関係不整

　　　　　262

　　　　　213

205，　214，　239

　　　　　33

191，　203，　205

　　　　　105

　　　　264
2e2，　205，　211

　　　13，　71

　　　23－」24

　　　　233
113，　233，　238

　　　20，　25



　艘を含まない文　　　　　　　230

空間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79，　王40

クセニ　　　　　　　　　　　　　80，86

句点を越える結び　　　　　　20，25

句Ptミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　191，　198

　Nのイントネーション　　　　　　186

　Ptiの車立表現イントネーション　　196

継起

経験の表現

形式

形式名詞

敬譲表規

形容詞・形容動詞

　”・tの連用形

　紺述語文

　関係を表わす～

　存雀・関係・相手に対する心理

　　状態などを表わす”

結果的な補語

ケレド・モ（ケレFj，ケドモ，

　　　　　　　86，　90N91，

原囲

限定

言藷急白㌻升多式　　　　　　　2，　31，　35，　50，　59

語彙的特徴形式

構造主義

降調

　　　　　　　7，　180，

　イントネーションの上：昇調・　・Vを

　　ともなう音節数

　車立の～

肯否要求の表現

4薄文　　　　　　　　　　　3，　64～65，

　　　　　　　　204，　209，　224，　228

　N型
　・…”の盤　　3，5，65｛’67，

　，　一u99，　le9，

　　　　i42

　　　　177

　　　　265

　　　86，　9e

115，　134，　237

　　117，　132

　　　78N79

　　104，　X13

　　126N127

　　　　王25

　　　　　78

　ケド）

　　105，　146

　　　79，　141

　　　　2e3

　　　42，　48

　　267，　269

183t・一v184，　186

184，　186，　188

　　　　　188

　　184・一」185

　　　32，　241

　　121，　186，

　　203，　264

　93，　95，　97

1i3・一v177，　213，
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　　　　　236，　239　．

　イントネーションと～　　　　　203

　：（ffr〈生脅勺な～　　　　　　　　　　119，　122，　126

　　　　　　　　　　tv13e，　133，　165

　菱夏合気匙語白勺な～　　　　　　　　　、　170削177

国語教育の立場の文型論　　、　　　264

試み　　　　　　　　　　　　　　36

語順　　　12，21，66，68，75・v76，96，

　　　　104，　133，　215，　217，　239

　～のi変換　　　　　　　　　．2！5・・一・218

ことヵミら　　　　　　　81，83，96，115

　A・tの序列　　　　　　　　　　　　133

語の誤矯　　　　　　　　　　　21～22

語の不足　　　　　　　　　　20，22

語の一法に関する文型　　　　　　　257

コミ＝ニケ・・一ションの成立に関す

、る表現

孤立語

材料

サエ、

サセル

さそい

作用性

シ

使役

蒔間

指示

　N語
　’｝同格

　　　lel，

～に．よる派生

～の副詞

⊂サ⊃行

125・一一，126，

斜格～主題

旧格～主題

旧格～提示主題

無格’》提示主題

84，　135，　240

　　　　113

　　　　　78

　72，　76，　214

　　　　　42

　　　　　51

　　　　　37

　86，　91，　146

129N130，　165

　　167

79，　i41

　　79

　　227

　　158

　　230

　　232

　　23王

　　231

　　232



事実の叙述表現

事実判断

質問

　～的表現

　～の表琉

　A■文

指定強調

詞的形式

辞的形式

自動調

　～構文

　A・t文

　　　　　32，　35，　240

　　　　　　　219－」220

　　183一“184，　191，　203

　　．v2e4，　2e6，　213

　　　32，　52，　239．v240
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　　　　　　　214N215

　　　　　　　　　　31

　　　　　　　　　　31

118，　122，　124N127，　167

　　　　　　　　　166

　　　　　　　　　113

自発・可能の表現

自問

謝意の表現

斜格

　～指示主題

　～主題

　～提示主題

終止的な成分

終止の位置

終助詞

従属句

重文

従文

主格

祝意の表現

主語

70，　82，　86，　91，

一一le7，　209，

236．“237

　　　　　　　　　　86

　　　　　　　　　　86
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　　228・一，233

　　　　232
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　　　　239

　　100，　105

146，　152，

64一・v65，

94，

108，

219t－v222，　228－u229

・vの省略

～の省略文

Nのない述語構文

　　　　　170

115，　134，　174

　　　　　134
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　N。目的語の転換i

　指定強調的な～

　主題的な酎

　対比強調的な～

　中立的ts－v

　穿主題的なN

授受

主題

　～的な主語

　～的な「一ハ」

　～的表現

　～の分化

　斜格～

　外幕～

　直格》

　提示～

　並列t・”

　無格～

述語

　～省略

述語構文

64N65，

99rvlO2，

130，　2e3tv204，

fiv22e，　222，

4，　84，

115一一177，

　主語のない｛’

首尾の不照応

準アクセント

　Nとイントネーション

順接

状況語

～拡大

　～拡大構文

消極的行為要求の表現

　　　　　165

　　　　　214

　　　　　211

　　　　　214

　　　214．li一，215

　　　212，　214

　　　　　36

　9，　218N233

　　　　　211

　　　　　215

　　　　　224

230N231，　233

　　　228tv233

229N230，　232

228ev231，　233

229ev23e，　232

　　　　　233

　　　228，　232

68，　71ev73，　84，

104Nle6，　121，

　　　213，　219

　　228ev229

　　　　　60

　95，　98NIO7，

　　　240

134

2e

179

王78

105

4，　9，　71，　73，　75，　79t一・v80，

84，　88，　100，　le2，　104N

106，　le8，　134，　140ev146，

233－v239

　　　　　　　140rv146

　　　　　107，一vle8，　237

　　　　32，　45，　51，　58，



条件

情態翻詞

上昇煩向

上昇調

　　　　241，　251

　　　　　　　　79，　143

　　　　　　　　　　79

　　　　　　　183，　185

7，　53，　55，　180，　184・一」186，

188”v189，　191，　2e3・一”206，

239

イントネーションのN・高調を

　　ともなう音節数

　非～

　文中のN

解離1

昇調2

省略

除外資料

助詞

　Nの誤用
　t’・’の抜け

　～の複合

助動詞

自立語

ズ（ズニ）

数量

推定

　～の表現

すすめ

成分（文の成分）

　～の省略

　”v’の陳述的変容

　終止的な～

　同格のrw

　任意のPt

　非終止的な～

　必須の”’」

99一一，100，

12e一一121，

積極的行為要求の表現

32，　43，　48，

　　　　188

　　　　185

　　　　191

　183一一．186

　183N186
　103，　115，

　171，　214

　　19N22
　　66，　88

　　25，　28

　　　　29

　　　　228

　　66，　93

　　66，　73

86，　88，　235

　　　　169

　104，　134

　　　　53

　　　　240

　　　　58

64N65，　73

　1eO，　214

　9，　21e”一」218

　　　　　99

　　　　102
101，　王22，　13王

　　　　　99

　　100・一，101

　32，　61，　241
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接辞

接続詞

接続助詞

　N切れ

　…｝的な性格

説明解説

説明要求の表現

接尾語的助動詞

選述要求の表現

選択要求の表現

セル

ービ9

　四辞

総合的文型

絹互承接

総主

ソウデス

挿入

　・・v三

門の表現

それ

存在性

存在判断

251

　　66

　　81

　　86

22，　27

　　86・

　　　　229N233－

32，　56，　241，　251

　　　　　　　35

　　　　32，　241

32，　55，　241，　251

　　　　　　　42

　　　　　　　44

　　　　　　　35・

　9Nll，　2e9，　227

　　　　　　　37

72，　102，　115，　131

　　　　　　　49
6，　29，　8荏～86，　90艶

三60戸》163，　217

　　　　　　191
　　　32i　42，　240・

　　　　　23N24

　　　　　　　37

　　　　　　219・

〔タ〕行

タ93，234””235
ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35，　4喋，　49・

　ダ（デス）　　　　　　　　　　163・

　ダ（デス，デアリマス）ガ　　　　　83

　ダ（デス，デアリマス）ケレド

　　（ケレドモ）　　　　　　　　　　83．

タイ　　　　　　　　　　　　　47，168

体言　　　　　　　　　　　　　68，76・

　鐸オ覇≧蚤句　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　192

　「＜N＞ガ」の示す関係　　　　　72



　「〈～〉カラ」の表わす闘係

　「〈～〉デ」の表わす関係

　「＜N＞ト」の表わす関係

　「＜N＞二」の衷わす関係

　「＜e・t＞へ」の表わす関係

　「＜e・V＞ヲ」の表わす閣係

　助詞のつかない川

体評語

題述関係

対象語

態の表現

対比強調

題羅主題

　藏格｛’

　無格｛v

対話

　N資料

卓立的上昇

卓立のイγトネーション

32，　35一“36，

　212，　214・一一”215

　229N230，　232

　　　　　　231

　　　　　　232

　　　　　1，　252

　　　　　　251

　　　　183，　185

　　53，　96，　211

　　一一，212，　217

　　55，　i84，　185

　　　7N8，　179

182，　184，　187，

7
8
7
6
7
6
6
3
0
2
0

7
7
7
7
7
7
7
1
6
7
4

　
　
　
　
　
　
　
1
9
臼
　
　
9
臼

車立の高調

卓立嚢現イントネPtション

　　　　　　N18e，

　　　　　　192，　194，　2e2，　2e4，・　2e7，

　　　　　　239

　句末のN

　詞のN
　辞の’｝

　女性のN

ダダコネ調

タッタフ

他動詞

　～講文

たのみ

タラ

タリ

ダロウ

　　　　　　　　　　196

　　　　　　　　　　195

　　　　　　　　　　195

　　　　　　　　　　193

　　　　　　　　　　182

　　　　　　　　　　92

12e，　122，　i24，　128N129

　　　　　　　　　　166

　　　　　　　　　　58
72，　89，　86，　89，　105，　235

　　　　　　72，　86，　88

　　　　　　　　53，　93
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単純文

　t一一不整

断定

～の表現

　’｝の様相表現

中断

　～文

中立的な語順

中立的な主語

中立的な変容

重複

旧格

　～指示主題

　～指示提示主題

　N主題

　～姦盗主題

　～提示主題

直接成分

直接的な受身　　　　　　　119，

　　　　　　　129，

　～による派生

薩蟄的な勲㌻語

陳述

　～的成分　　4，

　　　　　　100，

　　　　　　”v115，

　　　　　　159，　223・w224，

～的変容

　～副詞

つぎ

ツツ

テ

Nアル
38一“39，

　　　　　工86，220

　　　　　2e，　23

53，　17e，　174”“175，

203N204

　　32，　38，　42，　44，

　　2王3，240

　　　32，　44，　240

　　ユg，　22ハゾ23，　27

　　　　　71，　100

　　　　　　　217

　　　　　214h”215

　　　　　　　211

　　　　　24，　228

　　228，　231，　233

　　　　　　　231

　　　　　　　231

　　228t”v231，　233

　　　　　　　231

　　　　　　　231

　　　　　268，　271

　122一”123，　！26一“

　136，　16ro

　　　　　　　165

　　　　　　　165

　　　　　3／，　80

71，　80t一，84，　9e，　96，

105e一・le6，　！e9，　114

　149，　152，　155，

　　　　　228

96，　115，　137，　166，

168，　210t－t218

　68，　81．，　93，　237

　　　　　23N24

　　　　　　　72
72，　79N8e，　86，　88，

91，　94，　234・一v235

　72，　88，　92，　103，



　　　　　　119N120，　122一“123，　126

　　　　　　N129，　136，　工65～166

　｛Jイク　　　　　　　　　　　38，40，72

　r》イタダク　　　　38，41，　59，　72，　88

　～イル　　　　　　38’》39，72，88，92

　e》オク　　　　　　　38，41，72，88

　～オノレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38，　72

　Nカラ　　　　　　　　　　　　　80

　～クダサル　　　　　　60’・“61，72

　～クル　　　　　　　　　 38，40，72

　Nクレル　　　　　　　　　　　 72，168

　’｝ゴランナサイ　　　　　　　62，72

　～シマウ　　　　　　　　38，40，72

　～ホシイ　　　　　　　　60，72，168

　N・ミノレ　　　　　　　　　　　　　　　　　38，　41，　72

　f・・」モラウ　　72，88，101，126，129

　　　　　　　e・v130，　165，　167N168

　～ヤノレ　　　　　　　　38，　41，　72，　88，　168

デ（格助）　　　　　79～80，101，214

　～ハ　　　　　　　　　　　　　　214

デ（助追口の連用形）　　　　　72，198

　～アル　　　　　　　　　　　　44，72

　tVハ　　　　　　　　　　　　　　212

提示

　　鐸口

　’｝的部分

提示主題

　斜格～

　二心～

　三寸指示e・v

　無量～

　無格指示｛’

提題

　～的表示

低調

程度

　～副詞

81，　84，　86，　109，　228

　　　　　　　　228

　　　　　　83，　150

　　　229”v230，　232

　　　　　　　　232

　　　　　　　　231

　　　　　　　　231

　　　　　　232tv233

　　　　　　　　232

　　　　　　　　　96

　　　　　　　　151

　　7，　180，　184，　186

　　　　79，　104，　139

　　　　　　　　　79
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丁寧語

デキル

デシnウ

　…」カ

　～不

デス

　｛’不

テハ

テモ

デモ（係助）

テンス

　　　　　　　　　　　93

　　　　　　　　　42N43

　　　　　　　　　48，　53

　　　　　　　　　rol，　53

　　　　　　　　　　　53

　　　　　　　35，　44，　93

　　　　　　　　　　　53

　　　　　　　58，　72，　88

72，　89，　86，　89，　／eZ　236

　　　　　　　　　　214

　　　　　　　　　　104

転成終助詞文

伝聞

　Nの表現
ト（格助）

’》イウ

～イヅショニ

剛キタラ

Nシア

Nシアハ
A・終止

’》スレバ

e・・’`ガヅテ

NトモX
Nハ別二
F（二品）

ドウ

岡格

　並列～

統合型

動作｛生

動作名詞

動詞

　N述語文

　　　　　　　　　27

　　　　　　　　　38

32，　38，　46，　175，　24e

53－v54，　78tw80，　151，

16e，　171，　173N176

　46，　171，　173，　i76

　　　　　　　　　80

　　　　　　　　　92

　　　　　　　8e，　88

　　　　　　　　　88

　　　　　27，　41，　56

　　　　　　　　　92

　　　　　　　　　se

　　　　　　　　　86

　　　　　　　　　80

・・■・’ ﾌ連用形の「一二」の形

72，　80，　86，　88N90，　235

　　　　　　　　55N57
　　　　6，　69，　99，　lg2，

　　　　156etiv160，　229

　　　　　　　　　　233

　　　　　　　　　　265

　　　　　　　　　　37

　　　　　　　　　　142

　　　　　　　　　　123

　　　　　　　168，　213

　　　　　　　　　　142



倒置

時の表蜆

特殊主語

特殊述語

特徴的文末形式

独立語

～構文

独話

　～資料

「ド」系統

4，　68，　71，

一“86，　90，

le5・一一ile6，

114，　151，

　4，　81，

　99，　113N114，

トコpaガ（形名十ガ）

ナ

ナイデ

内容的な補語

ナガラ

〔ナ〕行

　　　　　29

32，　43，　240

　　　　220

　　　　220

　　　　　35

　81”“82，　84

96，　99NIOO，

109，　i13N

159，　228

85，　95，　98N

　　　240
　1，　64，　252

　　　　　1

　　　56N57

80，　86

　　　　　　　　79・w80，　86，

　　　　　　　　94，　235，

ナラ（ナラバ）　　80，86，89，

＝　78，　79N80，　101，

　～格　　　　　　　　222～224，

　一VfN

二次成分　　　　　　　3，67～71，

臼本語教育のための文型研究

認識の根拠

ネ

ねがい

ノ（準捻合）

　～ハ（ガ）

ノタメニ

ノデ

ノニ

　　　　　183，　185

　　　　　86，　88

　　　　　　　　78

　　　　　　88帽89，

　　　　238

　　　　　91，　105

　　　　　142，2ユ4

　　　　　　　228

　　　　　212，　214

　　　　　　　80

　　　　　253，　264

　　　　　　　144
18Q一“181，　183，　185

　　　　　　　58

　　44，　53N54，　76

　　　　　　　工63

　　　　　　　80
8e，　86，　89，　91，　96，　105，

107，　233・一“235，　237tv238

80，　86，　9e，　96，　105，　le7

28e

のばし

ノホカニ

パ

はしょり

ハズ

派生

　～的な型

　～的な関係

　～的な構文

〔ハ〕行

　～的な骨ぐみ

　～文型

はだかの形

発見

『話しことばの文型（1）』

場面

反語

判叙

　～表現

反唱の表現

判断

　～既定の表現

　N形式

　e－ge

　削叙述の表現

23．一24

　　se

　72，　76，　83，　93，　212．

　214・一一216

72，　8e，　86，　88一”89，　96，

le5，　107，　234．一“235

　　　　　6，　168・y170

　　　46，　49，　72，　172

　6，　98，　130，　165N168

　　　　　　　　　116

　　　　　　　　　104

　　　119，　122，　126N

　　　l30，　133，　165

　　　　　　　137，　165

　　　　　　261N262

　　　　　　　79，2玉4

　　　　　　　　　129

　　　　　33，　64，　】ユ3，

　　18e，　183，　204，　251

　Nの未確定の表現

　N表現

　Nへの疑念の表現

　～来定の表現　32，

判定要求の表現

100，　115，　134，　211

　　　　　　33，　51

　　　　　　　2e5
32，　34，　53，　62，　84，

2e5，　240，　251

　　　　　　　　33

　　　　　128，　230

　32，　35，　24e，　251

　　　　　　　220

　　　　　　35，　44

　　　　　　　135

　　　32，　51，　240

　　　　　　　23e

　32，　51，　55，　240

　51，　55，　240，　251

　32，　53，　241，　251



反撃

比較

非上昇調

ひっくりかえし

ピッチ

総督

蓑現意麟

　　　　　　104，

　　　　　　王49，

　～1こ応ずる文表現

　～に応ずる文宋の形式

　～に応ずる：文の：文末都分

　～の分類

　イン｝ネーションとN

旧風の鍾々の場合に於ける文型

品詞

頻発

付露ri

　～構文

従羅句の～

　　　　　　　　　183

　　　　　77，　80，　127

　　　　　　　　　185

　　6，　163N165，　219

　　　　　　186，　207

81－」82，　128，　149，　151

2，　3e－w31．　81ptt82，　84，

　le9，　115，　134，　137

　166，　233．一239

66，　104，

　95，　98，　109，

115，　148一．156，

247

　陳述的成分と従属句の～

　陳述的成分と独立語のN

　陳述的戒分のN

　独立語の～

不確実判断

複合

　～構文

複合述語

　倒約な構文

　～的な表現

複合的形式

複合文

109，

105一一．le9，

215，　23Z

　2

　3

33

32

205

257

213

38

168

1e9，　115，　146一”148，

　95，　98，　100，　105，

　tvlO9，　115，　237，

　　　　　5，　45，　71，

　　　　　92，　134，

　　　　　　6，　17e・一“177

　　　　　　　　　　35

　　　　　　　　　　45

　　　　　　　　　186

　　　　　　　　78，　117

152

155

152

149

151

191

228

107

245

　87，

170

28王

　～：文

　時間の～

裂修語

葛拗詞

　～機能

複文

ふしまわし

不整

　～・誤用

　～的な蓑現

付属語

付属的な文節

付属の開係

不定詞

部分主語

フロミ不ンス

文

　～の構造

　　　　　　　　　1／3

　　　　　　　　　　79

　　　　　　　　　113・

　　　　　　　　　2G4

　　　　　　　　　219

　　　　　　　　　86

　　　　　　　181e－182

　　　　　　　　　　18

　　　　　　19，　22N29

　　　　　　　157，　218

　　　　　　　　　0”6

　　　　　　　67，　170

　　　　　　　67，　71

　　　　　　　　　25i

73，　102，　l15，　131，　147

　　　　　　　183，　202

　　　　　　　　　64
　　　　　64，　267一一，？“6S

　～の構造に関する文型

　～の主語

　～の成分

　～の陳述的な側薗

　～の類型

　主語が省略された～

　トで終止するt・・V

文意不明

文型

　～教育

　～研究

　・｝論

　実絹的な～

　理論的な’》

文節

　’｝連続

　付属的な～

文表現

10，　257，　259，

～の意麟に関する文型

257，　259

　　215

　　　64

　　21e

　　　64

　　134

　　151

　　　21

264t一一265

　　2e7
253，　264

　　264

　　　66

　　　66・

　　　67

　71一一72

67，　170

　2，　32

　　259



　～の細分

文法的形式

文法的特徴形式

文脈

　～的導入

　一不整

平調

並立

並列

　～主題

　～同格

変化

方言アクセント

補格

補語

　結果的な～

　内容的な～

補充資料

補助動詞

補足

骨ぐみ

～構文

100Nle2，

128，

～成分

t・一の分類

総主のある～

派生的な～

　
　
　
　
身

　
　
　
　
受

　
ウ
　
　
な

　
ヨ
　
　
　
も

イ
シ
ス
デ
と

マ
マ
マ
マ
ま

　　　　　　　　32

　　　2，　3e－v31，　35

　　　　　　42，　48

10e，　115，　134，　211

　　　81，　109，　149

　　　　　　　　19

　　　180，　183”“186

　　　　　　　　69

　　　　　227N228

一　233　　　　　23e，　233

　　　　　　　　37

　　　　　　　　187

　　　　　　　　228

　4，　71，　73，　78N79，

　　　115N116，　121，

133，　136N137

　　　　　　　　78

　　　　　　　　78

　　　　　　　　13

　　　　　　　　35

　　　　　　　　29

　　　66，　102，　109，

　　　115N　137，　146

4，　95，　98，　100nvlO5，

109，　115，　241

4，　66，　102，

〔マ｝　行

137，

115

王16

131

165

　　　　93

48，　5王，　59

　　44，　93

　　　　80

　　　165

282

φ無格　　　　　　　　　　　　　　　　　228，　232～233

　～指示提示主題　　　　　　　　232

　～主題　　　　　　　　　228，232

　～題員主題　　　　　　　　　　232

　～提示主題　　　　　　　　232～233

むすびつき　　　　102，142，237’》238

名詞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68，　116，　127

　～ラ重舞…文　　　　　　　　　　　　　　 169，　213

　～述語の中止　　　　　　　　　　86

　’｝のはだかの形　　　　　　79，214

　～文　　　　　　　　　　　　113

命題判断　　　　　　　　　　　　219
命令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58，　213

　～形　　　　　　　　　　　　　233

　’）的蓑…現　　　　　　　　　32，　58，　239，　241

　～文　　　　　　　　　　　　52，61

めいわくの受身　　126，129，165，167

メロディー　　　　　　　　　182
モ　　　　　　　　　　　　　　　72，　76，　83，　214

昌的格　　　　　　　　　　　　　228

目的語　　　　　　4，　71，　73，　76～78，　83｛’

　　　　　　84，　100一“102，　115N116，

　　　　　　124，　129，　133，　137

　ありかを示す～　　　　　　　125
　間接法廷tg・．“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　167

　主語・Nの転換　　　　　　　　165

　直接的なN　　　　　　　　　　165

もてあまし　　　　　　　　　　　　37

ヨ

要求（文法上の）

要求

　～表現

用言

〔ヤ〕　行

180・一“181，

73A」74，

183N185，

80，　101，

32，　48，　52，　84，

230，　24e，　25i

206

115

205

191，

～（用言十助動詞，体言十助動詞）の

68



　　連用形

ヨウデス

ヨウニ

呼びかけ

　～・わかれなどの表現

aリ

〔ラ〕行

うシイ

ラレル

理由

理論的な文型

類縁表現へのそれ

例示

　～経験

レル

連体修飾語

連文型

連用形

　　　　86

　　　　48

59e“60，　Z74

84”v85，　151

　　32N33
　　　　80

　形容詞・形容動詞のN

　動詞のNのr一二」の形

　用書・体雷十助動詞のN

連用語　　　　　4，　71，　73，　75，

　　　　　　lgO，　102，　104，

　　　　　　137，　139，　238

　～拡大

連用修飾語

連用中止

朗読調

ワ

　　　　　　　48

　　　　　　　42
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